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《 記 憶 内 容保 存 の お 願い 


ご の 製品 は 使用 誤り や 静電気 ・ 電 気 的 ノイ ズ の 影響 を 受け を と き 、 ま だ 故障 ・ 修 理 や 
電池 交換 の と き は 記憶 内 容 が 変化 ・ 消 失 す る 場合 が ありま す 。 次 の こと を 必ず お 守り 
ぐだ さい 。 

e 重要 な 内 容 は 必ず 紙 な ど に 控え て お いて ぐだ さい 。 別売 の プリ ンタ 、 カ セツ ト テ ー 
プレ コー ダ な ど に よ つ て 記録 する こと も で きま す 。 


@ ご の 製品 お よび 付属 品 を 使用 し だ こと に よる 金銭 上 の 損害 、 逸 失 利 益 ま だ は 第 三 者 
が ら の い ガ な る 請求 に つい て も 、 当 社 は 一 切 その 責任 を 負い ませ ん の で 、 あ ら か ガ じ 


め ご 了承 ぐだ さい 。 
@ ご の 製品 は 付属 品 を 信 め 、 改 良 の だ め 予 告 な ご 変更 する こと が あり ます 。 





〈 く は じ め に > 


この だ び ぴ び は 、 シ ャ ー プ ポケ ッ ト コ ン ピ ユ ー タ <PC-G803> を お 買い 上 げ い だ だ き 、 ま ご 
と に あり が と う ご ざ いま し た だ 。 

ご の 計算 機 は 、 ぐ り 返 し 計算 や 複雑 な 計算 処理 に 威力 を 発揮 する BASIC プ ログ ラム 機 
能 、 電 卓 と 同じ よう に 操作 し て 計算 を 行う こと が で きる 関数 電卓 機能 を 持ち お 、 ま だ アセ 
ンプ ラ 言 語 CASL (キヤ ッ ス ズ スル) で 、 プ ログ ラム 作成 、、 デ バッ グ 、 実 行 を 行う めこ と が で 
きま す の で 、 ア セン ブラ 言語 の 理解 、 通産省 の 情報 処理 技術 者 試験 の 学習 な ご ど に ご 利用 
い だ だ ける ポケ ッ ト コ ン ビ ユー タタ で す 。 

また だ 、 本 機 は パソ コン 等 で よ ぐ 使わ れ て いる Z80 相 当 の CPU て 中 央 演算 処理 装置 ) を 用 
いて お り 、 ア セン ブラ 機能 、 機 械 語 モ ニタ 機能 を 持つ て いま す 。Z80 ご CPU に 関す る 書 
籍 は 数 多 こ 市販 さ れ て お り の 、Z80 の 機械 語 の 学習 に も ご 利用 いただけ ます 。 

正しく お 使い い だ だ くだ め に 、 ご の 取扱 説明 書 を よく お 読み こく ださい 。 

な お 、 ご の 取扱 説明 書 は 、「 シ ャ ヤー プ サ ー ビ ス ・ ず お客様 ご 相談 宮 口 一 覧 表 』 こ と も に 、 必 
ず ざ 保 存 し て くだ さい 。 カ 万 一 ご 使用 中 に わか か ら な いこ と や 不具 合 ガ 生じ だ た とき 、 き つと お 


役に立ち ます 。 ※80 は ザイ ログ 社 の 登録 商標 で す 。 
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この 取扱 説明 書 作成 に あ た だ つ て は 、 次 の 方 々 に 多大 な ご 協力 を いた だ だ き まし た 。 
この 場 を お 借り し 、 感 謝 申 し 上 げ ま す 。 
* 新潟 県 立 長岡 工業 高等 学校 布施 行雄 先生 、 坂 西 精 一 先 生 
小野 塚 純夫 先生 
* 新潟 県 立新 潟 工業 高等 学校 加藤 但 三 先生 、 田 巻 全 先 生 
* 新潟 県 立 巻 工業 高等 学校 平山 勇 先生 、 高 波 定 勝 先 生 
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1. お ね が い 


次 喝 表示 部 を 強 ぐ 押さ えな いで ぐだ さい 。 
表示 部 は ガラ ス で す の で 、 押 さえ る と 割れ る 
ご と が あり ます 。 


窓 を し めき つ だ 、 日 の 当 だ る 自動 車内 に 放置 
し た り 、 直 射 日 光 が 当 だ る 場所 に 置い だり し 
な いで ぐだ さい 。 高 混 に より 故障 の 原因 に な 
り ま す 。 








暖房 器具 の 近 ぐ な ど 、 高 温 に な る 場所 に 置か 
な いで ぐだ さい 。 








落と し だ り 、 ぶ つけ だ り し な いで ぐだ さ い 。 








お ま ぼ 入 れ に 揮発 性 の 次 体 (シン ナー、 ベ ンジ 
ン な ど ) や 、 ぬ れ ぞ うき ん な ど を 使用 し な い 
で 、 乾 い だ 桑 ら か い 布 を ご 使用 くだ さい 。 





付属 の ネー ムラ ベル に お 名 前 を ご 記入 の うえ 、 
計算 機 の 裏面 に は つて ご 使用 くだ さい 。 




















この 装置 は 、 第 二 種 情報 装置 (住宅 地域 又は その 隣接 レ し だ 地域 に お いて 使用 まれ ね る べき 情報 装置 ) 
で 住宅 地域 で の 電波 障害 装置 を 目的 と し だ 情報 処理 装置 等 電波 隊 害 自主 規制 協議 会 (VCCT†) 基 
準 に 適合 し て お り ま す 。 


し か ガ し 、 本 装置 を ラジ オ 、 テ レビ ジョ ン 受 信 機 に 近接 し て ご 使用 に な る と 、 受 信 障 害 の 原因 と な 
る こと が あり ます 。 
取扱 説明 書 に 従 つ て 正しい 取り 扱い を し て ぐだ さい 。 





正しい 取り 扱い を し て いる 場合 で も 、 電 波 の 状況 に より ラジ オ や テレ ビ の 受信 に 影響 を 及ぼ すご と が 
あり ます 。 ご この よう な と き に は 、 次 の 京 に ご 注意 くだ さい 。 

e 本 機 に ラジ オ 、 テ レビ を 十分 離し て ご 使用 くだ さい 。 

e 使用 され る ケー ブル は 、 指 定 の も の を ご 使用 くだ さい 。 
な お 、 詳 し こく はお 買い 上 げ の 販売 店 も し て は 、 も より の シャ ー プ お 客 様 ご 相談 窓口 に お 問い 合わ せ ぐ 
だ さい 。 


ハー ドカ バー の 使い だ 

ハー ドカ バー は 衝撃 に 対し て 計算 機 を 保護 する 役割 を 持つ て いま す 。 

計算 機 を 使用 し な いと き 、 ま だ 、 カ バン に 入れ て 持ち 運ぶ と き な ど に は ハー ドカ バー を 計算 機 に 取り 
付け て て だ さい 。 


(1) ハ ー ド カバ ー の 取り は ず し か だ 





(@ 計 算 機 を 使わ な いと き 


' Em 


ココ ココ ココ ココ ココ コー 
は 





計算機 を 使う と き 


ココ ココ 


』 
コ ュ ココ ココ ココ ココ ココ ココ 
ュ コ ココ ココ ココ ココ ココ ココ ゴ ココ 
ュ ユ ュ ココ ココ ココ ココ ココ ゴゴ コー 
ココ コー コー ココ つつ ココ ココ コー 








| の . お 買い 上 げ 直 後 の 操作 


1) 吉池 の 取り 付け 
付属 の 乾電池 4 本 を 取り 出し て 、 次 の 手順 で 入れ て こ だ さ い 。 
① 本 機 青 面 の 電池 ぶ だ を 止め て いる ネジ を コイ ン (〈 貨 敵 ) う な ど で ゆ る め て こ < だ さい 。 
②@ 電 池 ぶ だ を 図 の 矢印 万 向 に 引い て は ず し て こ だ さ い 。 
③ 乾 電池 を マイ ナス ご G 側 ら 入れ て ぐだ さい 。 ⑤・ 〇 を まち が えな いよ うに 入れ て < だ さい 。 
⑨⑳ 電 池 ぶ だ を 取り 付け 、 ネ ジ を し め て こ だ さ い 。 (ネジ は ゆる まな いよ うに し め て こ ご こ だ さ めい 。) 


注 ) 電池 は 4 本 と も 同じ 向き に 入れ て こく だ さい 。 
電池 取り 出し リボ ン は 、 図 の よう に 電池 の 下 側 
を 通し て ぐだ さい 。 








電池 取り 出し リボ ン 


(②@ 初 期 設 定 
電池 を 入れ だ 直後 は 、 本 機 の 内 部 が 不安 定 な 状態 に な つて いま す 。 ご のだめ 次 の 操作 で 初期 設定 
を 行っ てこ ださい 。 
④① ボ ー ル ベン な ど ご で 、 本 機 左端 の キー の 横 に ある リセ ッ ツ ト RESE) ス イッ ツチ あ を 押し て 
ぐだ さい 。 


リリ セット スイ ツチ 人 g を 操作 する と き は ボー ル ベ 
ン な ご ど で 押 し て ぐだ さい 。 刀 先 の 出 を た シ ヤー プ 
ベン シル や 先 の 折れ や すい も の 、 ま だ 、 針 な ど 
先 の と が ガザ つ だ も の は 使用 し な いで こ だ さ い 。 





スイ ツチ を 離す と 次 の 画面 に な り ま す 。 も し 、 違 う 画 面 に な つ だ と き は も う 一 度 リ セッ トス イ 
ツチ を 押し て ぐだ さい 。〈 画 面 は "メモリ の 内 容 〈 記 憶 内 容 ) を 消去 し て も よい か" と きい て い 
ます 。) 





MEMORY CLEAR 〇 O. K. や (Y プ N) 











⑨ [\) キー を 押し て ぐだ さい 。 次 の 画面 (点滅 ) に な り ま す 。 (初期 設定 し 、 記 憶 内 容 を すべ て 
消去 し た こと を 示し て いま す 。) 


ILIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII 
ALL RESET 








③ ど れ か ガキ ー を 押し て ぐだ さい 。 キ ー を 押せ ば 次 の 画面 に な のり ます 。 





RUN_MODE 
プ 








(③ 動 作 確 認 
本 機 が 正常 に 動作 し て いる ガ 確 認 す る だ め に 、 次 の キー 操作 を 行 つ て ご だ さい 。 
[F] 〔 薩 ] [ 臣 ] (」] RUN _ MODE | 
FRE 


5859. 





以上 の よう に 表示 すれ ば 本 機 は 正常 に 動作 し て お り 、 指 令 待ち 状態 に な つて いま す 。 

最後 に 表示 され だ “らら 59. “と いう 値 は 、 本 機 に プロ プラム や デー タイ を 入れ る こと が で きる 最 

大 の 容量 を 示し て いま す 。 

注 ) 以上 の ②③ の 操作 を 行 つ て も 説明 どおり に いか な い 場 合 は 、 も う 一 度 読み 直し て 、 操 作 を 
や り の 直し て ぐだ さい 。 


電池 の 交 損 に つい て 
蛋 狂 画 』 シン ボル が 画面 右 士 に 上 京 灯 し だ と き は 、 本 機内 の 電池 が 消耗 し た こと を 示 じ て いま す 。 
こ ご の シン ボル が 上 京 灯 し だ と き は 、 一度 大 キー で 電源 を 切り 、 (mM キー で 再度 電源 を 入れ て こ だ 
さい 。 そ れ で も な お ご の シン ボル が 消え な いと き は 、 速 や ひ に 311 ベ ペー ジ の 手順 に 従 つ て 電池 を 
交換 し て こ だ さ ざい 。 
ご の シン ボル が 京 灯 し た 状態 で 使用 し 、 さ こら に 電池 が 消耗 し ます と 、 本 機 の 電源 が 切れ て 何 も 動 
作 し な こく なり ます 。 
注 ) 電池 を 交換 する と プロ グラ ム や デー タマ が 消え ます 。 
別売 の 周辺 機器 CE-126 ビ お よび テー プレ コー ダ を お 持ち の 場合 は 、 事 前 に プロ プラム や デ 
ー タ を テー プ に 記録 し て お いて こく ださい 。 


AU 


づ . 難 部 の な ま 












































⑨ 表示 部 ⑮ 数 字 キ ー 

@ 周辺 機器 接続 端子 1 ピン) る キャ リッ ジリ ター ン キ ー 
@ 電源 オン ンプ レー フキ ー ⑯ シス テム バス 端子 

@ 電源 オフ キー ⑩ 表示 濃淡 調整 つま み 

⑮ リセット スイ ッ チ リア ンク リア オー ルキ ー 
⑮ モー ド 切 り 替 え キ ー ⑯ 電池 ぶ だ (裏面 

アル ファ ベッ トキ ー @ 関数 キー 


* 本書 の 文章 等 の 中 で 使わ ね て いる ⑱-@ の 番号 は 各部 の な まえ の 番号 に 対応 し て いま す 。 





本 機 に は 多く この キー が あり の ます 。 各 キ ー に は いろ いろ な 文字 や 数 字 、 記 号 が 書 ガ れ て いま す 。 
ご こ で は 、 こ ご これら の 操作 の し だ 、 モ ー ド 、 表 示 に つい て 簡単 に 説明 し ます 。 


1 . 電源 の オン / オ フ ( 入 り / 切 り ) と 表示 の 濃淡 調整 


4) 電源 の オン オフ (入り 切り ) 


本 機 の 左端 に ある (0 間 キー を 押し て ご だ さい 。 電 源 が 入 つて 次 の 表示 (画面) に な り ま す 。 





RUN モ ー ド (ラン モー ド : 計算 や プロ グラ ム を 実行 で 
きる 状態 ) に な つて いる こと を 示し ます 。 
マーク は プロ ンプ ト 記 号 と いい 、 本 機 の 準備 が 完了 レ 
だ ご こと を 示し て いま す 。 


(mM キー の 下 の 了 岬 キー を 押せ ば 電源 が 切れ ます 。 


電源 を 入れ だ り 、 切 つ だ を のり し だ と き に 一 瞬 、 画 面 び 黒 こ な つ だ り 、 不 要 な 点 や 線 、 シ ン ボ ル 


が 点灯 する こと が あり ます が 、 機 能 な ど ご に は 問題 あり ませ ん 。 








* ゃ オー トバ ワー オフ 機能 こつ いて 
本 機 は 計算 実行 中 (BU り SY シ ン ボ ル 点 灯 中 ) 以 外 の 状態 で 、 約 11 分 間 新 だ な キー 操作 を 行 
わな いと 、 電 池 の 消耗 を 少な べ ぐす る だ め 、 自 動 的 に 電源 が 切れ ます 。 
この 場合 は (9M キー を 押せ ば 電源 が 入り ます 。 








② 表 示 の 濃淡 調整 


表示 が 見 や すぐ な る よう に 表示 濃淡 調整 つま み ⑳⑯ を 回 し て 濃淡 を 調整 し て て ださい 。 


表示 濃淡 調整 つま み ⑳ 

矢印 の 訪 向 へ 回 せ ば 表示 が 濃 こ な り 、 逆 方 向 へ 
回 せ ば 薄 べ な り ま す 。 

表示 が 見 や すぐ な る よう に 調整 し て くださ い 。 








2. モー ド に つい て ] 


ご の 計算 機 は 、 大 きく 分 け て 次 の ら つ の モー ド ( 状 態 ): が あり ます 。 
RUN( 実 行 モ ー ド ) : BAS | ご C プ ログ ラム を 実行 し だ たり 、 マ ニュ ユア ル 操 作 ( 手 
操作 ) で の 計算 な ど を 行い ます 。 
PRO モ ー ド (プロ プラ バム モード) : BAS | ご プロ グラ ム の 入力 、 編 集 な ど を 行い ます 。 





すず に 私 す に ・ テキ スト プロ グラ ム の 入力 、 編 集 、 削 除 、 ま だ テー プ 等 へ 
(テキ スト エディタ モー ド ) の 記録 、 読 み 出 し 、 己 AS | ど プ ログ ラム と テキ スト プロ 
グラ ム の 変換 、 ソ ー ス プロ グラ ム の 入力 な ど を 行い ます 。 

ASMBL モ ー ド : 機械 語 の アセ ンプ ブル を 行い ます 。 


(アセ ンプ ラモー ド ) 
CASL モ ー ド (キヤ ッ ス ルモード ) : ご ASGL の ソー スプ ログ ラム の アセ ンプ ブル 、 実 行 を 行い ま 
す 。 


モー ド の 切り 替え は 左端 に ある 緑色 の (W| と (の つつ の キー と その 下 に ある [smmFT] キー で 行い 
ます 。 

な お 、 指 定 さ れ て いる モー ド を 示す だ め 、 そ の モー ド を 表す シン ボル (RUN、PRO、CASL、 
T ビ EXT の どれ か ) が 画面 の 左下 に 点灯 し ます 。 














モー ド の 切り 替え 
設定 する モー ド | キ 一 操作 | 
RUN モ ー ド 。 | 画 

| PRO モ ー ド | 男 まだ は ( 画 | 回 | RUN モ ー ド 以外 か ら 切 り 替 える と き は 
TE メイ モー ド 画 mW キー を 2 回 押す 。 





ASMBL モード | [SRMFT) +[ASMBL ] 








e だ こえ ば [SHiFT] 十 [95U は キー を 押さ えた まま で ( 耐 | キー を 押す こと を 示し ます 。 な お 、 
ご この 場合 と 押し て も 同じ で す 。 

e 統計 モー に に つい て は 63 ペ ー ジ を 参照 くだ さい 。 

e 機械 語 モ ニタ モー に に つい て は 229 ペ ー ジ を 参照 くだ さい 。 





| 3. 基本 的 な キー 操作 


それ で は 、 ア ルフ ァ ベ ツ ト や 記号 を 入れ て み ま し よう 。 

いつ だ ん WW キー を 押し て 電源 を 切 つ て か ら 、 改 め て [mM キー を 押し て 電源 を 入れ て こ だ さ い 。 
モー ド は RUN モ ー ド に な り ま す 。 

そし て 、 皿 キー を 押し て 表示 内 容 を 消去 し 、 次 の よう に キー を 押し て みて こ < ださい 。 

な お 、 キ ー を 押し まち が ガ え だ と き は 、 皿 9 キー を 押し て か ら 、 改 め て 最初 か ら 操作 レ し て くだ さい 。 


1) アル ファ ベッ ト ( 大 文字 ) の 入れ か だ 
次 の キー を 押し て こ だ さ い 。 


〔A) ( 到 ) (で ) (5) ( 革 (F〕 (@) 
ABCDEFG_ 


ご の よう に 、 ア ルフ ァ アベ ツ ト の 大 文字 が 入り ます 。 

も レ 、 ご の よう に 押し て も 、ABCDEFG と 入ら な いと き は 、 次 の 確認 を し て こ だ さ い 。 

④ 画 面 研 上 に “ご CAPS" シ ン ボ ル が 点灯 し て いま すか 。 点灯 し て いな いと き は 了 央 3 キー を 押し て 
点灯 させ て ぐだ さい 。 

@ 画 面 圧 上 に “カナ "シン ボル が 点灯 し て いま せん ガ 。 点灯 し て い だ たら 四 】 キー を 押し て 消し て ご < 
だ さい 。 


②@ ア ルフ ァ ベ ッ ト ( 小 文字 ) の 入れ か だ 
次 に アル ファ ベツ ト の 小文字 を 入れ て み ま し よう 。 
四 】 キー を 押し て 画面 在 上 の * 〇 APS" シ ン ボ ル を 消し て 、 次 の キー を 押し て ださい 。 


(HU ば) (K) (E) ( 責 ( 交 


ABCDEFGhijkImn_ 








ご の よう に 、“ ご CAPS" シ ン ボ ル を 消し て 、 ア ルフ ァ ベ ッ ツ ト キ ー@W を 押せ ば アル ファ ベッ ト の 小 
文字 が 入り ます 。 再 び 大 文字 を 入力 する 場合 は 、“CA へ PS" シン ボル を 点灯 させ て こ だ さ い 。 


(3 記号 の 入れ か が だ 
次 に 、# お % な ど 、 キ ー の 上 側 に 薄茶 色 で 書か れ て いる 記号 を 入れ て み ま し ょ よう 。 
これ ら 、 薄 茶色 で 書か れ て いる 記号 を 入れ る こき は 、 次 の つつ の 方 法 が あり ます 。 
④ (FT) キー を 押さ え だ ま ま 、 こ ご これ ら の 記号 が 書か れ て いる キー を 押す 。 
② こ れ ら の 記号 が 書か れ て いる キー を 押す 前 に 懐 』 キー を 押す 。 


ま ざ 、[SMiFT] キー を 押さ え だ ま ま 、 次 の キー を 押し て ご だ さい 。 


面 仙 や 


ABCDEFGhi」jklImn# 員 沈 - 





炊 に 、 各 キー を 押す 前 に 眉 9 キー を 押し ます 。 
OWMMCDWCOWCT 和 Il コ 
ABCDEFGhijklmn# や こ > と @ 
( 硫 9 キー を 押し た と き 、 画 面 上 
側 に "2ndF" シ ン ボ ル が 点灯 レ 
ます 。) 
この よう に 薄茶 色 で 書か れ て いる 記号 を 入れ る と き 、 ま だ は 薄茶 色 で 書か れ て いる 機能 を 使う と 
き は 、(〔sWmFT) キー を 押さ え だ ま ま 、 そ れ ぞ れ の キー を 押す か み 、 そ れ ぞ れ の キー を 押す 前 に 、 
キー を 押し ます 。 





次 に 数 字 を 入れ て み ま し よう 。 


4] る) (3] 4] (5] (@] 
( (8) (⑳ ABCDEFGhi」k lmn キ お こ >@1234 


S56Z789_ 








@ 1 行 24 桁 を 超え る と 、 次 の 行 に 入り ます 。 


(④ カーソル に つい て 
次 に 、 (=) キー を 1 回 押し て こ だ さ い 。 す る と “9" の と ころ で 。。 マ ー ク が 点滅 レ し ます 。 


ABCDEFGhi」j」klImn# 和 や こと @ 1 34 
56 フ Z フ 898 








次 に [= キー を 押さ え だ ま ま に し て み ま す 。 

し ば ら ぐ する と 、 マー が を に 走 つ て 行き 、 左 端 ま で 行こ と 上 の 行 の 右端 へ 移 つ て 、 ま だ 左 
へ 走 つ て 行き ます 。 1 行 目 の 左 端 ま で ぐる と 止ま り ま す 。 

次 に (=〕 キー を 押さ え だ ま ま に し ます 。 マー ク ガ が 右 に 走 つ て 行き 、 最 後に 。 マー ン が 消え 
て _ マー ク が 出 ま す 。 


ご の マー ク と _ マー ク は 、 カ ー ソ ル と いわ れる も の で 、 キ ー を 押し た と き に 文字 な ど が 入 
る 位置 を 示し て いま す 。 


し だ が つて 、 も し 、 キ ー を 押し まち が えて 、 違 うつ 文字 や 記号 が 入っ つて し まっ だ と き は 、 カ ー ソ ル 
を まち が つ な 文 字 な どの 位置 に 移動 きせ て 、 正 し い キ ー を 押せ ば 訂正 する こと が で きま す 。 
(くわ し ぐ は 27 ペ ー ジ を 参 銀 ) 


ご こんど は 〔1〕 キー を 押し て みて こ だ さ い 。 カ ー ソ ル が 1 行 上 1 行 目 ) へ 移動 し ます 。 

次 に は) キー を 押し て みて ご だ さい 。 カ ー ソ ル が 1 行 下 (2 行 目 ) へ 移動 し ます 。 

ご の よう に 、 キー は カー ソル を 上 下 に 動 ひ し ます 。 

な お 、 カ ー ソ ル が 上 の 行 へ 移動 で き な い と き は 、、 その 行 の 先頭 < 左端 ) へ 移動 し 、 カ ー ソ ル が 下 の 
行 へ 移動 で きま な いと き は 、 そ の 行 の 最後 (文字 な どの 最後 ) へ 移動 し ます 。 


キー の 記載 方 法 に つい て 
* ご の 取扱 説明 書 で は 、 キ ー 操 作 ま だ は キー の 機能 を 示す 際 、 次 の よう に 記載 レ し ます 。 
頁 ) キ ー の 例 
キー に 書 れ て いる 機能 を 使用 する 場合 は 、 単 に [ と 記載 レ し ます 。 
② キ ー の 上 側 に 薄茶 色 で 書か われ て いる 機能 を 使用 する 場合 は 、 十 0 まだ は 皿 9 (SU と 記載 
し ます 。 
な お 、 十 人 MsU は [SMiFT) キー を 押さ え だ ま ま [e) を 押す こと を 意味 レ し ます 。 
まだ 、 は 引 9 キー を 押し て 離し だ あと 、[SU を 押す こと を 意味 レ し ます 。 
だ だ し 、 数 守 や アル ファ ベッ ト 、 記 号 、 カタ カナ な ど ご 、 単 に キー や 本 体 に 書か れ て いる 文字 や 数 字 、 
記号 を 入力 する だ け の 場合 は 、 キ ー の 枠 や (SMFT) 、 忠 』 キー の 操作 な ど を 省 い て 記載 レ し ます 。 
例 : [ 守 〔 昌 ) (A〕 ( 民 ) (P] 一 SHARP 
〔AJ [SMFT) 十 [きま] 一 AS$ 
$ ご の 計算 機 は 、 数 字 の O を の と 表示 し ます 。 
ご れ は 、 ア ルフ ァ ベ ツ ト の オー( 〇 ) と 区 別 す る だ めで 、 本 書 で も オー と ゼロ の 区 別 が つき に ご い 場 
合 は ゼロ を の と 表し て いま す 。 


な お 、 説 明 上 記 要 な 場合 な ど に は 、 こ れ ま で 通り 回 9 な どの 方 法 で 示し て いる 場合 びあ り ま す 。 


20 





| 4. 表示 シン ポル に つい て 





本 機 に は 色々 な 機能 や モー ドガ あり の ます 。 そ し て 、- い ま 本 機 が どの よう な 状態 に な つて いる か ガ が 分 か 
る よう に 、 画 面 の 上 や 下 に シン ボル を 点灯 させ ます 。 

次 に 表示 シン ボル こと その 意味 を 示し ます 。 

な お 、 本 書 の 表示 例 で は 、 説明 上 必要 な シン ボル だ け を 記載 し て いま す 。 








BUSY CAPS カ ヵ ナ 小 2ndF DEGRAD CONST 賠 E 蛋 語 画 
RUN PRO CASL TEXT STAT PRINT 
< シンボル > < 説明 
BUSY : 計算 機 が 、 計 算 実行 中 まだ は 命令 実行 中 で す 。 
CAPS : アル ファ ベッ ト の 大 文字 が 入力 で きる 状態 に な つて いま す 。 こ ご の シシ ボル が 
消え て いる と き は 、 ア ルフ ァ ベ ッ ト の 小文字 が 入力 で きる 状態 に な つて いま 
す 。 ご の 状態 は 9 キー で 切り 替え ます 。 
だ だ し 、“ カ ナ " シ ン ボ ル が 点灯 し レ し て いる と き は 、 カナ の 入力 が 優 完 さ れ 、 ア 
ルフ ァ ベ ッ ツ ト は 入力 され ませ ん 。 
カナ : ロー マ 字 の つづ り で キー を 押せ ば 、 カ タカ ナ を 入力 する こと が で きま す 。 
j キー を 押す こと に より 、 こ の シン ボル の 点灯 消灯 が で きま す 。 
小 ・ 小さ い カ ナ 文 字 (アイ ウエ オヤ ユ ヨ ツ ) を 入力 する こと が で きま す 。 
“カナ "シン ボル 点灯 時 人 W3 キー で 、 こ の シン ボル を 点灯 させ る こと が で きま す 。 
2ndF : W9 キー が 押さ れ だ ご と を 示し ます 。 
ご の シン ボル が 点灯 し て いる と き 、 各 キー の 薄茶 色 で 書か れ て いる 機能 が 指 
定 さ れ て いる ご こと を 示し ます 。 
DEG RAD  : 三角 関 数 、 逆 三角 関数 、 卒 標 変換 を 行う こと き に 使用 する 角度 の 単位 を 示し ま 
GRAD す 。 (関数 計算 の 項 を 参照 ) 
CONST : 定数 が 記憶 され て いる こと を 示し ます 。 < 定数 計算 が 設定 され て いる こと を 
示し ます 。37 ペ ー ジ 参照 ) 
ご の シン ボル が 点灯 し て いる と き は 、 (< キー で 定数 計算 が 行わ ね ます 。 
不要 な と き は CA] ( [SmmFT] 十 CA] ) と 押し て 、 定 数 を 消去 し て こく だ さい 。 
団 : マニ ュ ユア ル (操作 ) に よる 計算 用 の メモ リ に O 以 外 の 数 値 び 入 つ て いる ご 
と を 示し ます 。 
E : エラ ー が 発生 し だ と き に 点灯 し ます 。 


エラ ー は 候 9 キー を 押せ ば 解除 きれ ます 。 


: 本 機 の 電池 が 消耗 し た こと を 示 レ ます 。 ご の シン ボル が 点灯 し た と き は 、 束 


や か に 電池 を 交 拠 し て こく だ さい 。 
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RUN 


PRO 


CASL 


TEXT 


STAT 


PRINT 


:・ BAS 1 ご C の RUN モ ー ド (実行 モー ド ) に な つ で いる こと を 示し ます 。 


員 ) キー て 上京 灯 さ せる こと が で きま す 。 


: BAS 1 ご C の PRO モ ー ド (プロ グラ ム モ ー ド ) に な つて いる ご こと を 示し ます 。 


キー で 点灯 させ る こと が で きま す 。 


・ ご AS し モー ド ( キ ヤッ スル モー ド ) に な つて いる ここ と を 示し ます 。 


(まだ は [smFT] 十 (al) と 押せ ば 点灯 させ る ご と が で きま す 。 


・ TXT モー ド ( テ キス トモ ー ド ) に な つて いる ご こと を 示し ます 。 


正 ) キー て 点灯 させ る こと が で きま す 。 


・ 統計 モー に に な つて いる ご こと を 示し ます 。 


(まだ は 十 うと 押せ ば ぱ 、 点 灯 プ 消灯 を 行う こと が ザ で きま す 。 


・ プリ ント 印字) モー ド に な つて いる こと を 示し ます 。 


別売 の プリ ンタ が 接続 され て いる と き に 、 計 間 と 押せ ば 、 点 灯 プ 消灯 させ 
る こと が で きま す 。 


ら . カタ カナ の 入力 の し ガ だ 


本 機 は ロー マ 字 の つづ り の で 入力 し だ 文字 を カナ に 変換 する “ローマ字 一 カナ 変換 機能 " が あり ます 。 
カナ は 左下 に ある 基 J キー を 押し て 、 画 面 上 部 に “カナ "シン ボル を 点灯 きせ 、 ア ルフ ァ ベ ッ ツ ト キ ー め 
を 用 いて 入力 し ます 。 
































DO GR 
ml5 あの 中] (時 
Eh 








陣 で chdotctbau4co9rk ご の キー で “カナ "シン ボル の 点灯 消灯 を 行い ます 。 “カナ "が 点灯 し て いる こと 
1 きき に 、 カ ナ を 入れ る こと が で きき ます 。 

(My アイ ウエ オヤ ユ ヨ ツ 〈 小 きい カナ 文字 ) を 入れ る と き に 使い ます 。 
[SMWFT] 十 [(U] ……… 「 ン ュ を 入れ る と き に 使用 し ます 。 

<《 例 > (入力 文字 ) (キー 操作 ) 


カタ カナ ーー KATAKANA 
ガッ コウ ー GAKKOU 
ヘン カン ーー HENKAN [SWFT] 十 (U] 


ハン イ 


ー HAN(mWWT) (| 


ディ ス フ ー DHISUKU 
ウオ ツチ ー U 幼 oTT 
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er ン 」 を 入れ る と き に () の 後に 、Y を 除 ご 子音 が こる 場合 は (smWFT) + [U) を 押す め 要 は あり ま 
せん 。 

e ロー マ 字 の 表記 の 方 法 に つい て は 、320 ベ ページ を 参照 し て ここだ さい 。 

e カナ 入力 中 は 、 押 し た キー (子音 ) を 示す 表示 が 画面 右 に 出 ます 。 





人 例 > SINJY 
ジ ユ を 入れ る だ め に J り Y と 押し だ と ころ で す 。 
U り を 押す と カー ソル 位置 に ジ ユ ガ 入り 、 こ ご の 
表示 は 消え ます 。 な お 、 ご の 表示 は 1 行 目 に 
出る 場合 も あり ます 。 

【 カ ナ 記 号 の 入れ か だ 】 


カナ 記号 は 次 の キー 操作 に より の 入力 し ます 。 











ー ( 明 音 符 ) : [SMWFT) 十 罰 


、 (読点 : コロ 
。 (句点 ) ・ に 
・ (中 点 ) :(+]m 


「 〈 カ ギ カ ッ つ ) :〔U ェ 
ょ (カギ カツ コ ):]』 
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吉相 で 拉 寺 [ 有 U) (mg] 私 合 垂 さ っ 音 モ っ 問 ま Y . コ 半 Q (本 ] きつ き 中 人 まき いこ 
esW\ 号 

ef 坊 綴 ニコ J 名 釜 本 モ ー ハ ONE . 拉 /J こ ご コ 下 世 〇 望 歌 Q 補 ジー ロ * 

s で 志 出 コ 守 面 黄 や 示 素 で 志 李 (て 音 ) 一 二 式 J 慌 所 中 本 人 て 民 @ 





ーーーー ーーーーー 一 ーーーーーーーーーー 一 一 ] Y し 中 1 どら <《 了 > 
_- に ご 
[ Y し 
ー _- ーー 昌和 
se や づつ さ こう っ 共有 穫 さ Y し あさ 中 人 赤 エ に 
〇 こっ .Q 〇 人 セコ 軸 ソー ベベ ユ つや で ま け 
コ 自 「 応 志 玩 〇 ニ ,. 記 世 。 で 知 志 光 も) 志 夷 
や 才 ぶ まき 馬 壌 さ 出 
【 束 代 叶 人 〇 ① 呈 望 二 ] 


ec で 隻 J 誠 人 人 ネコ 弐 天 一 チチ 〇 ① 容 誠 語 縛 二 記 





RS + [WW : 策 音 尋 ) 一 


(| ( 各 楓 ) 
e に] ( 京 合 ) 。 
= ( 京 中) ・ 


ュ 7]: て ヒビ N: 民 入選 ) * 
ェ []! (ビビ の 選手 避 ) L 
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1 . マ ニュ ユア ル 計 算 


マー ユア ル 計 算 と は 、 1 つ 1 つの 計算 を 1 回 1 回 手 操作 に よ つ て 計算 する こと を いい ます 。 関数 電卓 
と し て 使用 する 場合 と ほぼ 同じ で す が 、BASIC プロ グラ ム を 組む 前 に 、 和 め ざ ず 知 つて お みな けれ ば な 
ら な いこ と に つい て 説明 し ます 。 

④ 計 算式 の 作り か だ 

まち が え だ こ と き の 訂 正 の し か だ 

③ 連 続 計算 の し か だ 

@ 関 数 の 使い か だ 
な ど 、 其 本 的 で 重要 な 事項 を 説明 し ます の で 、 よ ぐ く 読 ん で 理解 し 、 本 機 の 操作 に 慣れ 、 い ろ い ろ ね な 時 
本 計算 を マス ター し て ご ださい 。 


ご . マニ ユア ル 計 算 の し ガ だ 





④ 電 源 オ ン 
(MM キー を 押し て 、 電 源 を 入れ ます 。 
CAPS DEG 
RUN MODE 
ン 


RUN 
画面 の を 下 に “RUN" が 点灯 し ます 。 こ ご これ は マニ ユア ル 計 算 が で きる こと を 示し て いま す 。 
も し レ 、RUN 以 外 の シン ボル が 点灯 し て いる と き は 晴 キー を 押し て RUN を 点灯 させ て ご だ さ 
い 。 


@② 計 算 の 記号 に つい て 
通常 の 数 学 で は 四則 計算 の 記号 と し て 「 十 , 一 , X, テ 」 を 使い ます が 、BASIC 言 語 で は 「※」 


や 「 テ の 代り に 「*」 や 「 ぞ 」 な どの 記号 を 用 いま す 。 ま だ た だ 、 本 機 で は べき 乗 や 指数 、 そ の ほ 
か の 関数 な ど に お いて 、 通 常 の 数 学 で 用 いら れ て いる 記号 と は 違う か だ ち で 表現 され て いま す の 
で 、 以 下 に 本 機 の ツマ ニ ユ アル 計算 や BASIC 言 語 で 使用 する 計算 の 記号 や 特殊 記号 に つい て 説 明 


| * = ayomoagm| amomaem | msa 
回 a ml - | ーー 人 5> 
lmwesg| = | 品 |soseos> 


し ます 。 
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づ . キー 操作 の 練習 (訂正 の レガ だ ) 


ご ご こ ご で 簡単 な 例題 を も と に 、 キ ー 操 作 の 練習 を し ます 。 
数 値 な ど を 入れ て いる と き 、 違 つ だ 数 字 や 命令 を 入れ だ り 、 ま た だ 奈 分 な 数 字 や 命令 を 入れ だ り 、 あ る 
い は 抜 み し て し まつ だ と き ぎの 証 正 の レガ だ で す 。 

( 例 題 }① 


回 記 定 - 定 : 環 間 間 NE は SI[/ 表 間 還 
5 ら 二 1 ら メ クー4 5 は ] 1 5〔』j り (4( 


① ま ち が つ て 他 の キー を 押し た だ とき 


5 ら 十 1 ら メ グー スイ を ら 5 十 15 メ の x24 と し が 場合 
信 全 


5 は ] 1 5(*)2(j4 5 十 15* ク の * ス 4 


=)(=<) この キー を 押し て 左 へ 
2 回 押す カー ソル * を 移動 させ る 




















に Na 
5+15* ク 2 率 4 











1 に Pe 
ら 5+15*2 ン 4 


ーー csm 


正しい キー を 入れ る ご こ が 旧 滅 する 
円 この キー を 押し て 右 へ | 5 十 15* ネ クン 4_ 
カー ソル を 移動 させ る 


キー 入力 し な だ 式 を 確認 し だ たい と き ( こ ご れ を ブレ イ バ ッ ン フ 機 能 と いう ) 


[=〕) この キー を 押す と 5 士 15*2 ン 4_ 
加 wwvc 3 


(上) さら に この キー を 押す と 5 二 15*2 ン 4 














(この あと [〔) と し て も よい ) 














ke 


※ カ ー ソ ル に つい て 
キー 操作 を 行う と き 表示 部 に が 表示 され た り 、 キ ー 操 作 の 訂正 の と き に 罰 マ ー ク が 点滅 し だ 
り し ます が 、 ご これら の マー ク は カー ソル と 呼ば れる も の で 、 次 に 操作 し た キー が ご の 部 分 に 入 
る こと を 示し て いま す 。 
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まち が つて 奈 分 な キー を 押し た と き 


( 例 題 @ 


と 46 ル 、《 こ だ ヨ <) 2O〔( ぉ 3(5( 


ョ 震 


(<)( に (に) この キー を 3 回 押す 
[SMWFT) 十 (WEU 
時 
ee 入力 し た 式 を 確認 し だ いと き ae 


5 は [SmIFT] キー を 押 じ だ まま ( キー を 押す こと を 示し ます 。 な お 、 加 9( 介 ) と 押し て 
も DE ビ L 機能 (削除 ) が 働き ます 。 















の つの *※ う 3* ネ 5_ 






奈 分 な キー 
数 字 の 〇 と 英文 字 の 〇 と を 
区 別 す る だ め に aa の と 表示 する 


2 つの *3※/5 











ーー 
の の * う 3Z5 







* ガ 削除 され て ご 3 ここ 1 





プレ イ バ ッ フン フ 機 能 こ つい て 
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(例題 )② に お いて 、 奈 分 な キー を 押し た の に 気 び つか ざ に [〔 引 キー を 押し て し まう と 、 エラ ー が 
生じ ます 。 ご この よう な と き 、 キ ー 入 力 し な 式 を 呼び も ど し て 、 訂 正す る 機能 が 、 プ レイ バツ ン 機 
能 で す 。 ご の 機能 を 使う とこ エ ラー を 起こ し だ 場所 を カー ソル で 示し ます の で 、 エ ラー の 原因 が わ 
か の や すぐ 、 だ い へ ん 便利 で す 。 






Te ERROR 1 の 


の の * コ * ブ 5 


ご ここ ご が 点 滅 を する 
の うら な の で 


2 生計 
(に 2 回 押し て zora25 
eco 














④ キ ー 操 作 が 抜け を と き 
(例題)③ 









2(*]3(Z〕 1 O〔 選 






23/1 の _ 





23(]10 
ここ に が 抜け て いる 






(に に) に ) 
カー ソル を 左 ヘ ス つ 移動 






つき /1 の 


ご の 部 分 を 点滅 させ ます 


*〕 つ *8 ン 1 の 
(この あと 〔g) と し て も よい ) eo 







数式 に お いて 誤り が 多い と き 
皿 キ ー を 押し て 、 今 まで 入れ だ 内 容 を すべ て 消し 、 あ ら だ め て 最初 か ら 入 力 し 直し ます 。 


⑥DEL と INS、BS の 意味 
DEL 一 = DELETE…… (デリ ー ト ) 前 除 を 意味 し ます 。 
INS 一 = INSERT…… て (インサート) 挿入 を 部 味 レ ます 。 
BS 一 = BACKSPACE…… 〈 パ ッ フ スベ ペース) 1 文字 分 の 後退 を 意味 しま す 。 


ーーーーーーーーーーーー 


練習 問題 2 を 行っ て こく だ さい 。 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


(の 加 訓 2*3 ン 1 の _ 
カー ソル を 右 へ ヘス つ 物 動 
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44. エ ラー の 処理 に つい て 


さて 、 | 練習 問題 | 1 | を 行 つ て 、 だ だ ち に 答え の 出 だ た 人 も いる で し よう し 、 ま だ 答え が 出 ず に ERR 
OR 1 の な ど と いう 表示 が 出 だ た 人 も いる こと で し よう 。 
ERROR (エラ ー) が 出 た 人 も 出 な か つた 人 も 、 次 の 例題 で ERROR の 処理 を 行 つ て こ だ さ い 。 
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( 例 題 )④ 






36[Z] 2 は は] 40] き 36 プ クジ +4)_ 
ERROR 1 の 


き 36 プ ジ 二 4 
ae 
ご の 意味 は D]( ガ つこ ご ) の 部 分 が エラ ー の 原 
因 で ある こと を 示し て いま す 


この バ 例 題 )④ の 場合 は 36 プ (2+4) が 正しい 式 で すか ら 
EC) 36 ン タオ ) 
L ここ が 点滅 し ます 


〔O 36 ン ( 参 4) 
ロ Evo … aoAqexoAB = eg 


式 を 確認 し だ いと き は 
に ) 





















う 36 プ (2+ オ 3④)_ 
し カー ソル が 最後 に 表示 され ます 







き 6 プ (2+ オ 4) 


カー ソル が 先頭 に 表示 され ます 





ら . 数 式 が 長い 場合 の 連続 計算 の レガ だ 


( 例 題 )⑤ 


の メ 3-10X100 


( 










に O〔 婦 
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(*)J100 の .6*1 の の _ 
Re 


計算 式 の 途中 で 〔』] キ ー を 押す と 、 そ れ ま で の 数 値 計算 が 実行 きれ ます の で 、 区 切り の よい と ご 


ろ で [〔qg] キー を 押し 、 続い て 計算 記号 と 数 値 を キー 入力 すれ ば 、 長い 数 値 の 計算 式 に お いて も 、 
容易 に 計算 が 可能 と な の ます 。 


だ だ し 、 式 が 表示 上 で 255 字 分 以内 の 長き で あれ ば 、 区 切る こと な ぐ 計 算 が 可能 で す 。 






ーー ニーー ニ ーーー ニ ーーーーーーーーーーーーー ヤ ーー 


練習 問題 を 行っ て くだ さい 。 


ーーーーーーーーーー 


6. ラ スト アン サー 機能 こつ いて 


ご れ は 、 計算 し だ 結果 を 記憶 し て いる 機能 で す 。 具体 的 に は マニ ユア ル 計 算 で [jj キー を 押し て 得 ら 
れ だ 結果 や 、 ダ イレ クト アン サー 機能 を 用 いて 得 ら れ だ 結果 (これ ら を ラス ト ア ン サ ー と 呼ぶ ) な ど 
を 記憶 し ます 。 ご の 機能 は 、 次 の よう な 使い 方 を する と 便利 で す 。 
ダイ レク フト ア ン サ ー 機 能 : [』] キー を 使用 せ ず に 関数 計算 を 行う 方 法 。 

数 値 を 入れ て か ら 、 各 関数 キー を 押す 。 (40 ベ ー ジ 参照 ) 
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agete 回 |  、 、 、 、 sql 
+] 1 [/ MSI[+ 


1 〔Z( 下 は 〕 1 [ 刀 ( 由 は せ ] 1 2.4+ キ 1 ング .4 オ キー 


/ 
1 ィ ン 2.4+1 ン 2.4+ キ 1 ン 2.4_ 


ここ で [〔』) キー を 入れ だ こと に よっ つて 、 新 し い 計 算 を 実行 し た こと に な り ま す の で 
ラス ト ア ン サ ー は 、1.25 と いう 数 値 に 入れ ひ わ のり ます 。 










ラス ト ア ン サ ー 機 能 と は 、 ひ と つの 記 憶 箱 (レジ スタ ) に ひと つの デー タ を し まつ て お ここ と で 
あり 、 常 に 一 番 新しい デー の み ガ が 記憶 で きま す 。 
さら に 、 ラ スト アン サー は RUN モ ー ド で 使え ます 。 


/. 計算 結果 の 表示 方 法 


今 まで 、 四 則 計 算 の 例 を 実行 し て いた だ き 本 機 の 取り 扱い に も ある 程度 慣れ て きだ も の と 思い ます 。 
と ころ で 、 い ろ い ろ な 計算 を 実行 する 中 で 、 小 数 部 に つい て は 小数 点 以 下 2 杵 、 あ る い は 3 桁 こら い 
で 十分 で ある と いう 場合 が 多い も の と 思わ れ ま ざす 。 ま だ 、 小 数 点 の 表示 で は な ご 、 指 数 で の 表示 の ほ 
う が 便 利 で わか けり や すい と いう 場合 も あり ます 。 
そこ で 、 計 算 結果 の 表示 方 法 に つい て 、 本 機 の 便利 な 利用 法 を 述べ る ご と に し ます 。 

ま ざ 、 わ れ わ れ の 通常 用 いて いる 数 値 は 、 

12300 や 0.0987 の よう に 表 さ れ ま す 。 

レガ し 、 理 科 や 工科 系 に お いて は 、 

12300 を 1.23x10* 

0.0987 を 9.87x10 ご 

の よう な 表し か だ を する こと が よこ あり ます 。 
数 値 を この よう に 表す 記法 を [ 指数 表示 方 式 ] と 呼び ます 。 

1.23x10* 


| ご の 部 分 を | 指数 部 | と いい ます 。 
ご の 部 分 を | 仮数 部 | と いい ます 。 
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本 機 で は 、 数 値 を 指数 方 式 で 表示 する 場合 は 、 指 数 部 を 示す 記号 と し て E ( 因 Er キー て 入力 ) を 
用 いて 表し ます 。 次 の 例題 で キ 一 操作 の 練習 を し て こ だ さ い 。 


例題 人 1.2X10* 三 
1 に]2 居 8 皿 9 1.2E9_ 
加 1 つの の の の の の の の . 


1.2E の 98 
普通 の 表示 を 指数 表示 に し ます 


例題 B 1.2X10" 三 
1C2 加 一 19 思 1.2E 1 の 
( 1.2E 1 の 


4 
ここ が 2 桁 に な り ま す と キー を 押し て も 
変わ り ま せん 。 


の . の 98 フ 
9.8 フ ビー の @ ろ 
和 0 
10 2 を 意味 し ます 


例題 D 

1.Z1x2.43x10! _ 

3.25x1.5x 10: 

1 に ]71(*J2 に J43 居 上 紀 3(Z JC 03 に J25 

( り 1(5 加 一 20J( コ 85236.923 の 8 
8.5236923 の 68E. の 4 





(注意 ) a <10* を a 引 | x と 置く 場合 、 x は よ ( の 一 99) の 整数 で な けれ ば な り ま せん 。 や も し 、 
整数 き 桁 以上 の 数 値 を 入れ だ 場合 、 下 か ら 2 桁 を x と 読ん で し まい ます 。 ま だ 、 小 数 部 分 
を 持つ だ 数 値 を 入れ だ 場合 、 エ ラー10 に な り ま す 。 
例 1 固 記 一 1125(j 一 1 . ビ -25 (誤り ) 
52 ペ ー ジ 基 9、 緊 Be)、 居 8 人 キー の ちがい に つい て を 参照 
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ど . 表示 に 関す る フォ オー マット 指定 


④DIGIT 指 定 

マニ ユア ル 計 算 で 得 ら れ だ 結果 な ど は 、 特殊 計算 を 除い て 小数 部 は 2 桁 や 3 桁 な ど で よ い 場 合 が 実際 
上 多い も の で す 。 そ こ で 、 計算 する 前 ある い は 計算 結果 が 表示 され て いる と き に DIGIT て デジ ッ ト ) 
に よ つ て 計算 結果 の 小数 部 の 桁 を 指定 する こと が で きま す 。 








( 例 ) 了 大隊 ) 〇 整数 を 表示 

困 旨 ) 2 小数点 以下 2 杵 まで 表示 [ | 数 点 以 下 き 桁 目 四 搭 五 入 ) ] 

四 障 ) 4 小数 点 以 下 4 桁 ま で 表示 | (数 点 以 下 ら 桁 邊 中 搭 五 入 ) 

大 引 隊 0 (・) デジ ッ ト 指 定 解除 電源 オフ 、 モ ー ド の 切り 替え な ど ご で も 解除 
( 例 題 )② 

人 プア サ ォ 


5 の 計算 を 小数 点 以 下 2 桁 ま で 求め な さい 。 








ー 操 作 表 示 部 


まず 、 デ ジッ ト 指 定 て 小数 部 の 桁 数 を 指定 し ます 。 
加 り mW) 2 
1 に 7(3 5 の .49 


1.71 プ 3.5 の 結果 は 0 .4885714286 で す が 小 数 部 分 を 2 桁 に 指定 し て いま す の で 、3 桁 目 が 
4 捨 ら 入 さ れ て 0.49 こ と なり ま す 。 



















⑨USING 命 令 
USING( ユ ー ジ ング ) 命令 を 用 いて も フォ ー マ ッ ト 指 定 び で きま ざす 。 ご の 場合 は 前 も つて 指定 し て お 
く 生 要 が あり ます 。 最後 の 桁 は 切り 捨て られ だ 値 と な り ま す 。 


④ USING  ' 壮 提 韻 " 符号 を 含め て 整数 桁 待 号 桁 と 整数 つ 桁 ) を 表示 

⑨@ USING  「 壮 半井!" 符号 を 含め て 整数 3 桁 と 小数 点 を 表示 

③ USINOG  「 壮 半 壮 。。。 井 半 符号 を 飼 め て 整数 3 桁 と 小数 点 と 小数 点 以 下 桁 を 表示 
⑨④ USING  !###.## 八 ! 小数 以下 の 杵 ま で の 指数 方 式 で の 表示 


ご の と まき 仮数 部 の 整数 は 符号 を 含め て 3 桁 
指数 部 は 符号 を 會 め て 4 桁 (EーO 〇 〇 ) が 、 
自動 的 に と られ ます 。 
.⑤ USING プ オ ー マ ッ ツ ト 指 定 を 解除 


(注意 ) USING 命 令 を 実行 する と 、 デ ジッ ト 指 定 は 解除 され ます 。 
同様 に デジ ッ ト 指 定 に より 、USING の 指定 は 解除 され ます 。 
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(例題 ⑦ を USING を 使用 し て 計算 し て み ま し よう 。 


(u)( 和 LU(N)(@) [SmFT) 十 ( [SmiFT 十 ほ ]| USING キー 

(SmiFT] 十 [#] 〔・) 【SmWFT) 十 [ ほ ] USING ' 半 キー 

[SWFT] 十 [ ほ ] [SWFT] 十 し" USING "キキ 半 . 半 キキ リー 
ジン 


(9) 
1 に] フ 1 (3 に 5 の.48 


M 1 
これ は 十 0.48」 と いう こと を 意味 し て いま す 


まだ ここ で (MS キー を 押す と 4.885 フ 714286E- の 1 
USING 指 定 で な い 表示 が で きま す 


そし て さら に [キー を 押す と の .48 
USING 指 定 に も ご どる こと が で きま す 


※ 計 算 が 終わ つた ら 、 〔MJ〔 き CU(NJ(@)() と 押 し て USING 指 定 を 解除 レ し て ぐだ さい 。 


ーー っ つっ っ と の こ <ー こ ー っ この こ ー こ ーー っ ーー の この っ の ーー っ ーーーー テ ーー っ ーー っ m っ の マ ア マー マーー ニ ーーー マー っ ーー ンー ニア ーー ニー ッ ーー ンー っ マー マッ ーー マッ 





ニン ニー ニー ニー ニー ニー ニー< ェ ーー ニ ーー ニー<ー< マ ーー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ママ ーーー ニ アー ニー ニー ニー ニー ンー ャ マン ーー マー ンー ンー ンー アッ テー デー デン マー テッ デ テー 


9. 数 値 丸め 機能 MDF( モ デイ ファ イ ) 


次 の よう な 計算 を 試み て ぐだ さい 。 


55.4 
be 電 xo 。 | 


(WCA] ) 


55 .4(ZJ9〔) 6.155555556 
〔*)9 6.155555556*9_ 
〔) 55.4 





ご の 計算 例 で は 表示 部 に 小数 部 が だ こさ ん 出る の で す つ きり し な ご こ 、 わ ざら わし こく 感じ ます 。 
そこ で 有効 桁 数 を 考え 、 式 の 途中 の 結果 の 端数 を 四捨五入 し 、 し か も 、 最 終結 果 に お いて より の 確 
か らし い 値 を 求め る 方 法 が あり ます 。 ご これ を 数 値 和 丸め 機能 (WVDF) と いい ます 。 


先 の 例 に お いて 


55 .4 た 9 テ 6.155555556 で す が 、 泌 数 第 4 位 を 四捨五入 し 6.156 と し て 
6.156 メ 9 を 計算 すれ ば 55.404 こ な り ま す 。 


35 


gm) 3 
55.4(/]9〔j 


(下り 
〔(#9 
(gj 


ご の よう に 数 値 丸 め 機能 を 用 いれ ば 、 計 算 途 中 で 有効 桁 数 の 端数 処理 を 行い な が ら よ の 確 サ ら レ 


い 値 を 求め る こと が で きま す 。 
だ だ し 、 ご の 機能 (MDF) は DIGIT ま だ は USING の 指定 びさ れ て いる と きのみ 有効 で す 。 


10. 計算 結果 の 符号 の 反転 


計算 に よ つ て 得 ら れ だ 結果 を 次 の 計算 に 利用 する と き 、 そ の 結果 の 符号 を 反転 させ て か ら 使用 し だ い 
ご と が あり ます 。 ご この よう な と き に 便利 な 機能 で す 。 
だ と えば 、1572 円 、2350 円 、3058 円 の 買い 物 を し て 10000 円 で 支払 うと き 、 買い 物 の 台 計 金額 こ お 釣 
り の 金額 を 求め る 場合 の 操作 は 次 の よう に な り ま す 。 





1572]2350( エ ]3058( 過 ] 
mg 
10000[ 


( 注 ) AーB ニ ーB 十 A に より の 10000 一 6980 を 一 6980 十 10000 こ し て 計算 。 
まだ は 
1572(+〕2350〕3058(] 
(10000( 避 
mg に 】 





11 . メ モリ 計算 


マニ ユア ル 計 算 で 、 数 値 を 一 時 記憶 し て お いた の 、 計算 結果 を 累計 し だ りす る こと が で きる メモ リ が 
あり ます 。 
ご の メモ リ は 次 の キー 操作 で 利用 で きま す 。 
か メモ リ の 内 容 を 表示 し ます 。 
続い て も う 一 回 押せ ば メモ リ の 内 容 を 消去 し ます 。 メ モリ 計算 は 、 こ の キー 
操作 で メモ リ 内 を 消去 し て か ら 始 め ま す 。 


欄 iimilmltltt 表示 され て いる 数 値 を メモ リ に 加え ます 。 ま だ 、 式 が 表示 され て いる と き は 、 
その 式 を 計算 し て 、 結 果 を メモ リリ に 加え ます 。 
了 朋 障 才 …………… 表示 され て いる 数 値 を メモ リガ ら 減 算 し ます 。 ま だ 、 式 が 表示 され て いる こと 


き は 、 そ の 式 を 計算 し て 、 結 果 を メモ リガ ら 減 算 し ます 。 
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〔( 例 題 ⑤ 


(1) 24X34、64 そ 5 ら 、13X28 こ 8 の 計算 を 行い 、 そ の 結果 の 合計 を 求め な さい 。 
(@) 次 の 計算 を 行い な さい 。 
24 十 46 三 
ー ) 37 メ スニ 
十 ) 84 一 29 ニ 


メモ リ 内 を 消去 

24(*]34(W 計算 結果 を メモ リ に 加え ます 。 

64( ら 円 0 この と き 、 メ モリ が 使わ れ て いる こと を 示す 剛 
13*]28(7] 由 シン ボル が 京 灯 し ます 。 

合計 が 求 ま り ます 。 


メモ リ 内 を 消去 ( 較 シン ボル 消灯 ) 


24 +] 46 ad 3 思 
37(*] 4 大 9m コ 3/ メ 4 の 計算 を 実行 し 、 そ の 結果 を メモ リガ ら 


84( 巳 29 還 、 | 1 減算 し ます 。 (※ 参 照 ) 
3 合計 を 呼び 出し ます 。 





※ 次 の よう に 操作 する こと も で きま す 。 
37(*] 4 [jj 37 メ 4 を 計算 し 、 結 果 を 表示 
り W- 表示 され て いる 数 値 を メモ リガ ら 減 算 


12. 定 数 計算 機能 


定数 計算 と は 、 あ る 決ま つ だ 値 〈 定 数 ) に 対し て 決ま つ だ 計算 を 行う こと で 、 次 の キー に より の 定数 と 計 
算 を 設定 する こと が で きま す 。 


2 定数 と 計算 を 設定 


【 設 定 方 法 】 ( 注 ) a は 定数 と する 数 値 て くま だ は 式 ) を 示し ます 。 
加算 : +]as お よび a[+]9 
減算 : (Jas お よび a[-〕 了 9 
乗算 :(*]als お よび a(*〕s9 
除算 : [ZjaW】 お よび  a(ZJ 引 9 
定数 計算 を 設定 する と 表示 部 右上 に CONST「 シ ン ボ ル が 点灯 し ます 。 
【 設 定 内 容 の 確認 】 
CONS エ シン ボル が 点灯 し て いる と き に 次 の キー を 押せ ば 設定 内 容 が 表示 され ます 。 


(SMmFT] 十 es ) 
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【 設 定 内 容 の 消去 】 

次 の キー 操作 で 設定 内 容 が 消去 なれ ます 。 また だ 、 電 源 を 切 つ た と きも 消去 され ます 。 
BICA| 〈[SmWFT] 十 (CAU ) ……… CONST シ ン ボ ル ガ が 消灯 し ます 。 
( 例 題 ⑨ 


(4) 十 (4.8 十 3.6) を 定数 と する 、 次 の 計算 を 行い な さい 。 
32 .5 十 (4.8 十 3.6) ニ 
24 一 18.5 十 (4.8 十 3.6) ニ 
6.2X 十 (4.8 十 3.6) ニ 

@) (57 一 14) メ を 定数 と する 、 次 の 計算 を 行い な さい 。 
(57 一 14) メ 18 ニ 
(57 一 14)X(274) ニ 
(57 一 14)X(24 十 43) ニ 


(+JLO4.8[ 生 3.6D]| キ (4.8+3.6)_ 


> 定数 計算 設定 (CONST シ ン ボ ル 京 灯 ) 
32 .5〔[j 4 の 9.8 
24(-〕18.5[』] 13.9 
8.2(*J6〔) 
0 設定 内 容 確認 (4.8 十 3.6 の 結果 が 定数 に な つて いま す 〉 


(LOJ57 選 14D]( り | (5 フー1 42)*_ 

> 定数 計算 設定 (前 の 設定 内 容 は 消さ れ ま す 。) 
18〔j フフ 4. 

27(Z4( コ 299.25 

24 は 〕43〔) 2881. 

に II 設定 内 容 消去 





38 





39 


1 . マニ ユア ル に お ける 関数 計算 


マニ ユア ル に お いて 、 関 数 計算 を 単独 で 行う 場合 の 方 法 を ここ で 説明 し ます 。 

本 機 に は 、BASIC 言語 で も 使え る 基本 関数 が ガ 多く あり ます が ガ が 、 そ れ ら に つい て BASIC プロ グラ ム 
の 項 で 説明 し ます 。 

な お 、 マ ニュ アル 計算 は RUN モ ー ド で お ご こない ます 。 晴 で 画面 の 左下 に “RUN" を 点灯 させ て ご 
だ さい 。 PRO モ ー ド で マニ ユア ル 計 算 は で きま せん 。 


① 関 数 キー を 使う 方 法 
マニ ュ ア ル 計 算 の 場合 は 、 ふ つう 、 関数 キー を 使い ます 。 一 般 的 に は この 方 法 が 速い で し よう 。 


RUN モー ド 
④ 関数 キー を 入れ 、 続 いて 数 値 [』] キー を 入力 する 。 
②@ 数 値 を 入れ 、 続 いて 関数 キー を 操作 する 。 
この 場合 、 関 数 電卓 こと 同じ 使い か だ と な り 、[』〕] キー を 押さ な ぐ く て も 計算 結果 が 


出 ま す 。 こ ご これ を ダイ レフ ト ア ン サ ー 機 能 と いい ます 。 だ だ し 、 ご の 機能 は 、 べ き 
乗 や 座標 変換 の よう に 2 つの 数 値 が 必要 な 関数 、 ま だ 式 の 入力 克 中 で は 働き ませ 
ん 。 

表 の 中 に この ダイ レフ ト ア ン サ ー 機 能 を (DAns 機 能 ) と 表示 し て あり ます 。 





アル ファ ベッ トキ ー を 使う 方 法 
関数 キー を 用 いな こ て も 、 アルファベ ッ ツ ト で 表現 され ねる も の は 、 アル ファ ベツ トキ ー で 入力 する 
ご と が で きま す 。 関 数 キー が 用 意 さ れ て いな い 関 数 も アル フタ ベ ツ ト キ ー で 入力 し ます 。 
だ と えば 
5* の 計算 で は 、c5 と 操作 し て も 、〔(@](U) ら と 操作 し て も 答 は 同じ で す 。 プ ログ ラム の 中 で 
関数 を 扱う 場合 は 、 ア ルフ アベ ツ ト の 使用 頻度 が 高い た め 、 ご の 亡 法 が 便利 な こと が あり ます 。 
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④ 関 数 入力 の 方法 ( 注 ) DAns : ダイ レク ト ア ン サ ー 
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平方 根 SOR 















スタ ウェ エア jjX[〔 
Square まだ は 
( 平 訪 ) X に | (DAnS 機 能 ) 

















ルー ト 
Toot 


X [jl 
まだ は 
X( (DAns 機 能 ) 












Square root 
( 平 訪 根 ) 












キ ユ ュー ビッ ク 
Cubic 
( 立 廊 ) 


ETIEK4 捉 | 
まだ は 
X mg[* り (DAnS 機 能 ) 


















キュ ユ ュー ビッ ンク 
ルー ト 

cubic root 
( 立 亡 根 ) 


困 96 づ コメ () 
まだ は 
Xa (DAnS 機 能 ) 
















レシ プロ カル 
TeciproCal 
(逆数 ) 


了 X( コ 
まだ は 
X 軸 (DAns 機 能 ) 












バイ 
ル 
(ギリ シヤ 語 * 円 周 事 ) 







〔 刀 (まだ は 
Ii8I 捉 
ァ 3.141592654 






Y 加 XX( 記 





パ バット マー フク 
power 
(累乗 , べき ) 














( 注 ) YO1 記 X 品 
(g) 







アプ ソリ ュー ト 
absolute 


(絶対 値 ) 








(注入 力 訪 法 と 備考 い の 欄 の X、Y、n 、r は ! 通 常 の 表現 」 欄 の *、g、n、r に 対応 する 数 
値 を 表し ます 。 ま だ 、9 の は 角度 を 表す 数 値 で す 。 
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@ 関 数 入力 の 方 法 [2] 















入力 訪 法 と 備考 
加 ! 















整数 化 INT エン チャ ー CU(0( メ 
integer X 以 下 で ガ つ 最も 大 きい 整数 
( 整 数 ) 

符号 関数 SGN (W)(@(N) x 





X の 値 が ず 正 の と き 1, 負 の と 
き -ー1, 〇 の と き O が 得 ら れる 


















ラン ダム X( 
randum numbers | 二 数 を 発生 する 績 の 
(乱数 ) ゅ * X に つい て は 119 ペー ジ を 


参照 くだ さい 。 


















MDF | モデ ィ フ ァ イ ィ | 軸 X( 思 
DIGIT ま だ は USING 命 令 で 
dif 
丸め 機能 5 指定 され だ 桁 数 の 端数 処理 を 
(修正 する ) 行う 。 







EIC コ 馬 
だ だ し 、 n は 小数 京 以 下 の 桁 
数 を 指定 O つ き n ミ 9 


DIGIT 
桁 数 指定 







嘱 工 時 
清 世 


解除 は lmW)(・] と する 。 
FACT ファ フト リア ル H[z) n [』] 
factorial まだ は 
( 階 乗 ) n gz (DAnS 機 能 ) 
























gdLOnCJ r0]( 
だ だ し 、n==r 


パー ミコ テー ショ ン 
permutation 
( 順 列 ) 





ー_ 目 NPR 
Tn ニ = 












コン ビ ネ ー シ ョ ン 
combination 
(組合 せ ) 










了 ET rj 
だ だ し 、n 生 『 
































LN ロール (X 記 
natural まだ は 
logarithm 
(自然 対数 ) X[ 還 |) (DAnS 機 能 ) 


対数 関数 





















LOG ロロ ガリ ズム (sg) X [ コ 

COmmon まだ は 

Iogarithm 

0 X [eg] (DAnS 機 能 ) 
E メ XP エク フス ポー ネン ト X [』] まだ は 







GT 


(自然 指数 ) 


X (DAns 機 能 ) 
e 三 2.718281828 


指数 関数 exponent 


(指数 ) 
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ms maman 


| 項目 | 通常 の 表現 本 機 の 表現 入力 方 法 と 備考 



































サウ に TICGK4 選 | 
指数 関数 まだ は 
了 Power of ten X 了 居 9] (DAnS 機 能 ) 





























サイ ン emW| で DEG、RAD、 
1 GRAD、 の いざ ずれ か を 指定 
( 画 ] 2〔 選 
(正弦 ) まだ は 62[ 品 ) (DAns 機 能 ) 
コサイン em 2( コ ] 
cosine (余弦 ) まだ は 92kes (DAns 機 能 ) 
タン ジェ ント 記 凡 本 
tangent ( 正 接 ) | まだ は 9([mmj (DAns 機 能 ) 








e mW| で DEG、RAD、 







アー ジ サ イン GRAD、 の いずれ か を 指定 
arc sine に EI つ 4 避 
( 逆 正 弦 ) まだ は 


X 因り 四 (DAnS 機 能 ) 


アー クコ サイ ン 避 9ee X( 
arc Cosine まだ は 
( 逆 奈 弦 ) X aleg】 (DAns 機 能 ) 


SE も る RA . も 境 "ー 昌 后 
arc tangent まだ は 
( 逆 正 接 ) X mw:】 (DAns 機 能 ) 
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ハイ バボ リッ クサ イン | 【 間 (きき)(NJX〔( 選 
hyperbolic 


e*ー@~ テ 
Sine ーーー 一 : 


2 


ハイ バボ リック コサイン 
hyperbolic 
Cosine 


ハイ リボ リリ 29 ツ エト 
hyperbolic 
tangent 


ァ ヵ ク リリ イリ リッ サイ | [【AJ(HM( き ) X(] 
archyperbollc jioge(x+/T イ ) 
Sine * は 任意 の 数 


ァ ヵ ク 2 リ イ ポ ルフ サイ | 〔AJUH(G) X( 世 
arc hyperbolic 土 IOo9e( ェ + ソ ェ *ー1) 
Cosine ェ >1 


アー クハ イ バ ボ リッ フク 
タン ジェ ント 

arc hyperbolic 
tangent 





@③ 関 数 入力 の 方 法 [4) 


項目 通常 表現 | 押 の 表 有 | 読 み か だ 入力 記法 。 た .。 才 。 拓 


1 リー 一 
60 進 数 ( 度 , 分 , 秒 ) ディ ブリ x 品 


っ 10 進 数 ( 度 ) の | DEG | to decimal 


10 進 数 ( 度 ) 一 60 進 数 ディ ・ エ ム ・ エ ス X( 過 
t0 d 
( 度 , 分 , 秒 ) の 変換 mnutes seconds | まだ は X 基 9E 加 (DAns 機 能 ) 
16 進 数 ー ン ビー em9(aJtH he) 
_、10 進 数 の 変換 | へ キサ デシ マル | だ だ し 、h は の ー 上 ビビ ビ 上 上 上 FF ま で の 16 
& hexadeclmal | 進数 (人 ーF は アル ファ ベッ トキ ー て で 入力) 


e DEG、RAD、GRAD の いざ ずれ か を 指定 
破 9E9LO XYD] (コー r の 値 
(g〕 (コリー 9 の 値 
ここ で 、r を 確認 レ し だ いと き は 
(Y〕 (コー r の 値 
さら に 、 こ こ で 2 を 確認 し だい とき は 
() 〔』)ー 9 の 値 
e DEG、RAD、GRAD の いざ ずれ か を 指定 
太 9EjLO rC〕 2D] (コー メ の 値 





















































ポー ラ 

to polar 
CoordinateSs 
( 極 ) 














( 々 ) 〔』ーY の 値 
レキ ュ タ ン ギ ュ ラ ー | ここ で X の 値 を 確認 しだい と き は 
to rectangular 〔Y〕 〔 選 
CoordinateS さら に ここ で Y の 値 を 確認 しだい と き は 


(直角 の , 長方形 ) 





(注意 ) 座標 変換 で は 、 計 算 結果 を 変数 と Y に 入れ ま 
す の で 、 そ れ ま で Z、Y( あ る い は Z$、Y$) 
に 入 つ て いた 内 容 は 消さ れ ま す 。 


取り 扱う 角度 の 単位 の 指定 に つい て 
三角 関数 、 逆 三角 関数 お よび 座標 変換 な どの 計算 で は 、 取 り 扱う 角度 の 単位 を 正 し ぐ 指定 し て お 
ご 和 め 要 が あり ます 。 
マニ ュ ア ル 計 算 で は 、 了 mW の 操作 で 指定 する こと が で きま す の で 、 度 ・ ラ ディ アン ・ グ ラー ド 
の 指定 を し だ うえ で 計算 を 行 つ て こく ださい 。 
帳 絢 の 操作 を し な こ て も 、 次 の 命令 で 指定 する こと が で きま す 。 


GRAD 


これ は 、 BASIC 言 語 で プロ ブラム を 組ん で いく と き な ど に 使い ます の で 、 よ ぐ く 使 いな れ て お いて 
ぐだ さい 。 
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ご . マニ ユア ル 計 算 に お ける 関数 計算 の 
探 作 万 法 と 練習 
1) 2 乗 


例題 を は じ め る 前 に 了 候 和 キー を 押し て 表示 を フリ アジ し て ご だ さい 。 


(8Zx57)* | ELO87(*J57D] SOU (87* 57)_ 
( 24591681.| 24591681 
まだ は 
87(*J57( コ 3 24591681.| 24591681 
2 一 4 


幻 COeg5) 
340] SOR(SOU5 一 SOU4)_ 


52 一 42 


まだ は 
5 引 -Jr 4 





加 平方根 


Y25 十 86 メ ゾ 37 











1.732059808 1.732050808 











1.732050808 1.732050808 






Cd25FJ86 ロ ] 
(*)【 コ 37 





SOR(25 十 86) * 
SOR37_ 
















64 .08587988 64.08587988 






まだ は 
25(+]〕86[( 過 (所 
記 37 







64.08587986 | 64.08587986 
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ーー ニー ニー ニー ニー ニーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー デ ーーー デー ディ 


練習 問題 5 | を 行っ て くだ さい 。 


ーー ニーー ニ ーーーーーーーーーーーーーー ト ーー 


3| 3 乗 臣 z9 


例題 を は じ め る 前 に 候 キ ー を 押し て 表示 を フリ ア し て こ だ さ い 。 


CIEGIP4E3I に CDIESE】 CUB 2+CUB 3_ 


まだ は 
4 に IE3| 
EICTIESE) 8. 寺 CUB 3_ 





4 立方 根 


例題 を は じ め る 前 に 中 キー を 押し て 表示 を フリ アレ し て ぐだ さい 。 


大 引 選 125 


まだ は 
125 了 大 可 紀 


護 9COCO25 せ は)380] | CURcc25T38)* 
2 | srs5xcW-= め | CO96 に )570J0) 96 一 57))_ 


(9 13 .49382434 | 13.49382434 


まだ は 


25( せ 38( コ 63. 
(JC096 に )57D] 63.*(96 一 57) _ 
2457 . 
13.49382434 | 13.49382434 





5] 有 逆数 


例題 を は し て こ だ さ い 。 


RCP 125 一 
9.008 


9.098 


COJ 記 185 口 RCP(SOR185)_ 
( コ 0.973521462 | 0.073521462 


まだ は 
185( 過 13.69147951 
銘 9.973521462 | 0.073521462 


多 CO)6( 細 フロ ] RCP(RCP6 十 
RCP7)_ 
( 3。239769231 | 3.230769231 
まだ は 


6( 交 は] 紙 フ ( 選 9.399523809 
人 3.23976923 | 3.23076923 





ほ べき 乗 


例題 を は aa テー" 宮 = 






に きき! 
32768 . 32768 
8『? 8 回 5.37 8 ハム 5.37_ 
79728.39171 | 70728.30171 
ら メ ブフ * 5( 紀 j) フ 4 5 ら ※ フ ハス ー 
12005. 


2.7( 玖 3.4]4.3 
( 玖 2.5 




















2.7 和 3.4 十 4.3 人 2.5_ 
67.62611161 | 67.62611161 


4 ご ⑳) 4 ( 史 に 〕 2 スイ ハー クー 
(@) 9.0625 


ーーーーーーーー ニ ーー 


の 7?34 十 4. 3<5 





ーーーーーーーー- 


べき 乗 根 


平方 根 ソ ^〈 は 乗 ) 立方 根 で 乗 ) を 一 般 化 する と 、 
マニ Y ェ 
の 関係 に な り の ます 。 つ まり これ は 、 べ き 乗 の 変形 と 考え られ ます 。 


① べ き 乗 根 の 公式 
m, n, P は 正 の 整数 , a>0, b>O0 と する と き , 以下 の 式 び ぜ な り だ ち ま す 。 


. ya 王 9『 

- ⑰ ョ )"=a 

(Ya )"= ツ ar 

Wa mm 王宮 王 a 

7 ツー(Ya = ョ 本 "Ya 


Ya ・YDb ニ ツ a・b 





回 階 乗 皿 9C 
順 列 加 | 組合せ 皿 Btej 


① 階 乗 
n か ら 1 まで の 整数 を お け 合 せ て つこ くつ た な 値 を n ! と 表 レ し 、n の 階 乗 と いう 。 
n! 三 nXCn-1)XCn-2) う XX……… メ づ メグ メ 1 
だ と えば 


ら 5! 三 ら メオ メ う 3 メメ 1 三 120 
ご の よう に な り ま す 。 
例題 を は じ め る 前 に 人 隊 書 キー を 押し て 表示 を フリ アレ し て ぐだ さい 。 


2 100 


Le り 5 FACT5- 
120. 120 
まだ は 
5 az り 120. 120 
耳 5! | 葬 z8(*]a9(zl5 FACT8*FACT5-_ 
4838400. 4838400 
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② 順 列 ・ 組 合せ 
相 異 な る n 個 の も の か ら r 個 を と つて 1 組 と し た だ も の を 、 n 個 の も の か ら r 個 を と る 組合 せ 
(Combination) こ と いい 、 そ の 仕方 の 数 を nCr で 表し ます 。 
「 個 を と のり 出し だ 上 で 、 さら に と り の 出し た だ r 個 の も の を 1 列 に 順序 づけ て 並べ だ も の を 、 n 個 の も の 
か ら r 個 を と る 順列 (Permutation) と いい 、 そ の 仕方 の 数 を nPr で 表し ます 。 


順 列 nPr ニ ュー Cr ミ n) 


組合 せ nCr 王 mn 一 FT ご こ ご で 0! =1 と 定義 し ます 。 


mLO10CJ フ 0 
まだ は 


還 8(% り 10(Z] 昌 Ce り (10( コ フロ] 


基 上 edL10C40]( 
_ 。 10! まだ は 
4 三 れ 0 同 ( り 10(7J[ 破 (z り 4(*] 
臣 9(z り 600] 





| 常用 対数 


ーーM の と き 、 指数 m は a を 底 と する M の 対数 と いい 、m=log。M と 表し ます 。 
ご の と き M を 対数 m の 真 数 と いい ます 。 
真 数 は 常に 正 で す 。 と ぐに 、 底 が 10 の 対数 を 常用 対数 と 呼び 、 底 を 略し て log9 M と 表 レ ます 。 


対数 の 基本 的 性 質 

1 . log 1 テ 0 

ど ご. log10=1 

づ . log100= ニ ク 

4. logM・N=!ogoM 二 IlogN (対数 で 表す と 、 掛 け 算 が だ し 算 に な り ま す ) 
5. log 半 ogM 一 logN (対数 で 表す と 、 わ り の 算 が 引き 算 に な のり ます ) 
6 
ノ 
8 
9 


log MF= テ ロ ・Iog M 


TE m 
logY Mr 三 logM " 三 IogoM 


logb 
log ab oga 


. Iogsa or ( 底 の 変 損 公 式 ) 
10. 105V= ニ M 








例題 を は じ め る 前 に 候 キ ー で 表示 を フリ ア し て ぐだ さい 。 


還 し EE 還 Li5LINLI EE 


1 log1000 LOG1090 一 
3 


2| log ソ 生 1(2(9 り (mg15 1 ノン 2* LOG15_ 
ー テ !og15 〔a 9.588045629 0.588045629 

3| og 音 (LO9(ZJ15D] LOG(9 ン 415)- 
(9 ー9.221848749 | -0.221848749 


ーー ニー ニニ ーー ニーー ニ ーーーーーーーーーーーー ク ーー クー 
















3 















ーー ニー ニニ ーーー ニーー ニ ーーーーーーーー デ ーーーーーーーーーーーーー ブ ーーーー ニ ーー デー ビー ビデ ーー ニー ドク ーー 


0 常用 指数 


10 の べき 乗 を 求め る と き に 用 いま す 。 


これ は !og * の 逆 関数 で 、 対 数 の 真 数 を 求め る こと に な り ま す 。 57 ペー ジ 聞 三角 関数 の 項 参照 
例題 を は じ め る 前 に 防 キー で 表示 を フク リア し て こ だ さ い 。 












2246450995.8 


224645095.8 
31 .6227766 


ーー ニーーー ニ ーーーーーーーーーーーーー で ーー で ーー ニー プーー こ ーー ーー ーー ーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 






TEN1.5- 
31 .6227766 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーーー ニー テーーー 


⑪ 自然 対数 ml 


10 を 底 と する 対数 が 常用 対数 で ある の に 対し 、 
e ニ 1 オイ エキ オラ ェ ョ ェ キ … 三 2.718281828459…… 
を 底 と する 対数 を 、 自 術 対 数 まだ は ネー ビア の 対数 と いい ます 。 
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自然 対数 と 常用 対数 の 関係 
log ァ ーー 第 王 0.434294481XIn ェ 


ーー a | ュー ュ マ | 











LN10 一 







2.3092585093 | 2.302585093 










10[ 画 2.392585093 | 2.302585093 


In18 十 In15 | 【 環 18(+][ 四 )15 LN18 填 LN15 一 

5.598421959 | 5.598421959 
In(18X15) | 〔[18(*J15 ロ ] LN(18*15) 一 

5.598421959 | 5.598421959 

〔 軸 )16[-〕[ 還 ) 9 LN16 二 LN9 

9.575364144 | 0.575364144 
imn(⑧) ( 男 (O16(9 ロ LN(16 ン 9) ニ 

9.575364144 | 0.575364144 


2 自然 指数 


この 関数 は Inz の 逆 関 数 て 真 数 ) を 求め る 関数 で す 。.〈 逆 三 負 関 数 の 項 参照) 


回 


回 









回 






回 


例題 を は じ め る 前 に 候 キー で 表示 を フリ ア し て こ だ さ い 。 


2 .718281828 2.718281828 


2.718281828 2.718281828 


殿 9(e り (-]6.41(*]) E メ ロー6.41*※ 
e-64xes5 | mmleJ8.65 E メ P8.65_ 
9.393331288 9.393331288 





wl 09、[w(e り 、 條 9 四 呈 キー の ちがい に つい て 


常用 指数 10 の べき 乗 を 求め ます 数 式 例 
① 10!5 


@ 0* 
③ 103<6.4 
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自然 数 e の べき 乗 を 求 
め ま す 


指数 部 を 置 数 する と き 置 数 例 
に 使い ます ④ 2.5x10! 
2.5 3 と 置 数 


(2 .5E3 と 表示 され ます ) 


指数 は 土 (0 一 99) の 整 ② 2X10“* 
数 で す 。 2 央 pp 一 3 と 置 数 
33 ペ ー ジ 参照 (2 ビー3 と 表示 され ます ) 





練習 問題 | 17 | を 行っ て < だ さい 。 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


3 三角 関数 


正弦 (Sin の )、 奈 弦 CCOS の )、 正 接 (て tan の) を 求め 


ま び 。 PC, め ) 

右 の 図 の よう に 、 xy 平面 上 で 、 動 径 OP ガ 始 線 〇 * 

軸 の 正 万 向 ) と な す 角 を 9 と し 、 動 径 上 の 点 P の 

座標 を ゞ , 9)、 〇 ロー ソ z2+g2ーr と する と 、 次 の ノバ g 
よう な 関係 が な の だ ち ま す 。 


1 . sin9 王 を ( 正 蓄 ) 2 mf 


の. cos9 王 そ < 奈 弦 ) (/ ce ご この よう に 考え る と 


ェ わか の や すい 。 
き 3. tang 一 そ ( 正 接 ) ( - ! 


ーーーーー ヘ ーーーーーー 
sin は 侍 二 で 求め られ ます か ら 


8 を 筆記 体 で 書 こ と の と な り ま す の で 

光 ま で を に な る と いう 章 味 で す 。 

Cos の 場合 も ひ を ン と 考え て 光 。 で て = 

Tan の 場合 も を -」 と 考え て - 上 で き 3 
克 辺 


SG 





④ 角 度 の 単位 
半径 に 等 し い 長 さ の 弧 に 対す る 中 心 角 は 、 円 の 大 


き さ に 関係 な ぐ 一 定 で す 。 
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ご の 一 定 の 角 を 単位 1 (ラジ アン ) と し て 、 衣 を 測 
る 方 法 が 綴 度 法 で す 。 

綴 度 法 で は 、 単 位 の 名 称 を 略し て 、 角 の 大 き さ を 
無名 数 で 表す の が ふつ う で す 。 

弧 度 法 に 対し て 、 度 を 単位 と し て 衣 を 測る 訪 法 

(1 直角 90, イ 1 三 60, イ 1 三 60 う を 60 分 法 と いい ます 。 
また だ 、、 ご の 90' を 100? (プラ ー ド ) と し て 測る 方 法 
も あり の ます 。 





弧 ABー 半 径 r 





@ 三 角 関 数 の 計算 を 行う 前 に 

三角 関数 の 計算 を 行う こき は 、 角 度 単 位 の 指定 を レ て ぐだ さい 。 

ま ざ 、 与 えら れ だ 計算 式 に お いて 
1 . 60 分 法 で 求め る の か 
ク 2. 綴 度 法 で 求め る の ガ 
3. グラ ー ド て 求め る の か 

これ を まず ざ 確認 し て こ だ さ い 。 そ し て 、 

(1) .60 分 法 ( デ ィ グ リー) で 求め る な ら 、 表 示 部 の 上 側 に 小さ な 英字 で DEG が 出 て いる こと を 確 
認 し て こく ださい 。 も し DEG が 出 て いな いな ら D ヒ E 〇 と いう 英字 が 出る まで 了 臣 昌 を こり 
返し て こ だ さ い 。 (DEG 表 示 は 、 電 源 〇 ON 時 に め ざ ず 和 表 示さ れ ま す 。) 

( ぢ ) 綴 度 法 く ラジ アン ) で 求め る な ら 、 表 示 部 に RAD が 出る まで 中 個 』 を こり 返し て こ だ さ い 。 

(③ グラ ー ド 法 ( ブ ラー ド ) で 求め る な ら 、 表 示 部 に G 入 AD が 出る まで 臣 個 を ぐり 返し て ご 
だ さい 。 


③ 主 な 角 の 三角 形 
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図 に よる 





SIN 関数 


例題 を は じ め る 前 に 陸 キー を 押し て 表示 を フリ アジア し て ぐだ さい 。 









表示 部 に DEG を 表示 させ ます 
C コ ii 
〔J) 











SIN69_ 






9.8660925403 | 0.866025403 
まだ は 


60[ 名 ) 


表示 部 に RAD を 表示 させ ます 
CI&@IE3|『4 に 】5】 引 SIN(PI 3)_ 
[dj 











9.866925403 | 0.866025403 











9.866925493 | 0.866025403 










まだ は 
〔j(Z]3〔( 画 9.866925403 | 0.866025403 


表示 部 に RAD を 表示 させ ます 
ICOIWWIURE3IE3IE コ 
2.4D] 
























SIN(9.5 * ロ | 十 2.4)_ 
ー9.737393715 





(9) 


表示 部 に DEG を 表示 させ ます 
[ 細 ]30 約 2 


ー0.737393715 


Sin(0 .5z 十 2.4) 











SIN30 へ 2_ 
(9 


| 


まだ は 
KUC コ IP 
































表示 部 に DEG を 表示 させ ます 
6 加 18.30 SIN DEG18.39_ 
5 | sin18*30 〔(gj 9.317394656 | 0.317304656 
まだ は 
EW918.30〔[][] 9.317304656 | 0.317304656 
まだ は 
18.30E 豆 【 紹 ] 9.317394656 | 0.317304656 
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表示 部 に GRAD を 表示 させ ます 
【 画 ]250 SIN259 
〔 記 ー9.7097106781 | 一 0.707106781 


まだ は 
250(m] ー9.797106781 | 一 0.707106781 





[2ICOS 関 数 


例題 を は じ め る 前 に 軌 和 キー を 押し て 表示 を フリ ア し て ご だ さい 。 


| 暫 生 | を me | mmwml s | 
表示 部 に DEG を 表示 させ ます 

1 | cos25* 4(*]kes]25 スコ *COS25_ 
〔j 3.625231148 3.625231148 


表示 部 に RAD を 表示 させ ます 
2 | cos き LO(Egj(Z50] COSK(PI ン 5)_ 
〔) 9.809016994 | 0.809016994 
表示 部 に GRAD を 表示 させ ます 
ー0.799684658 


3 | cos(473* 二 168? | sm[L473 は 168D] 
部 | 等 | 


0.358051837 
DEG37 .1923) 一 


〔 紀 1.839690915 | 1.839600915 
表示 部 に RA D を 表示 させ ます 
(WW[LO(zj+)3(Z] 8(*) TANCPI + キ 3 ン 
〔zjD〕 8*PD)_ 
還 | 2.414213562 | 2.414213562 


ーーーーーーーーーーー~ー 


































COS(473 二 168)_ 
ー9.799684658 





(9) 


8| TAN 関 数 


例題 を は じ め る 前 に 防 キ ー を 押し て 表示 を フリ アレ し てこ だ さい 。 













表示 部 に DEG を 表示 させ ます 
(mml19.7 
加 ] 


表示 部 に DEG を 表示 させ ます 
( 代 LOUE 画 24 .0855[+] 
軸 37.19230] 














TAN19.7_ 
9.358051837 
























tan(24855' 十 TAN(DEG24.0855 十 


3719 23) 











ーー ェ ーーーーーーーーーー ビ ーー ニー ーーーーーーー 


字 三 角 関 数 Be 臣 Bleg】, 皿 Ber' 


逆 三 角 関 数 と は 、 三 角 関 数 Sin。 cos, tan の それ ぞ れ の 逆 関 数 で す 。 
逆 関 数 と は 、9 ニ z と いう 一 次 関数 に 対し て 対称 に な る 関数 を いい ます 。 





常用 対数 常用 指数 


互い に 逆 関 数 の 関係 





自然 対数 自然 指数 それ ぞ れ ぇ =ー タ に 対し て 対称 な 関数 


互い に 逆 関 数 の 関係 
と な り の ます 


これ と 同じ よう に 、 
三角 関数 





逆 三 角 関 数 
互い に 逆 関 数 の 関係 


ェ ーSin -19 (アー クサ イン ワイ と 読む ) 
ィ ーCOS - の (アー クコ サイ ン ワ イ と 読む ) 
ァ ーtgn -! ダ (アー クタ ンジ ェ ン トワ イ と 読む ) 





ターSIn そ 


9 王 COS * 





9 一 tagn 





字 三 角 関 数 の 計算 は 、 三 角 関 数 と 同様 に DEG、RAD、GRAD の 指定 が 和 め 要 で す 。 
飼 、 上 の 式 の x を 9? こと お け ば (<* テ の 







明 5 
三角 関数 有 逆 三 角 関 数 


一 tan -! み ー90'= 2=90* ー あ =92= み | 一 1007=9=100* 


@ 三 角 関 数 Sin ム CoS9 の 値 は 、 す べ て 一 1 ガ ら 1 の 値 に あり ます か ら 、 そ れ われ 以外 の 値 で 
SIn ~ み 、COS -19 の 計算 は で きま せん 。 
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(4Jsin~-!。 cos-!。 tan-! 
例題 を は じ め る 前 に 候 絢 キー を 押し て 表示 を フリ ア し て こ ご だ さい 。 


Ssin-10.5(DEO) 


cos~'0.628 
(RAD) 


tan~1!1 
(GRAD) 


2sin-!0.785 
(DEOG) 


cos~!0.43 十 
cos~10.66 
(RAD) 


表示 部 に DEG を 表示 させ ます 
困 9m0.5 
如 


まだ は 
0.5 眉 本 


表示 部 に RAD を 表示 させ ます 
下 lee0.628 


還 | 
まだ は 
0.628glkg1 


表示 部 に GRAD を 表示 させ ます 
gw 1 

| 
まだ は 
1 了 e】 


表示 部 に DEG を 表示 させ ます 
2(*] 了 相 0.785 
〔j 


表示 部 に RAD を 表示 させ ます 
破 9eed .43 は ]mglesd 
.66 


表示 部 に DEG を 表示 させ ます 
gm9e3( づ COCO 
1 叫 .6 器 20J2 .6 ロ ] 


ACS9.628_ 
0.891815777 


9.891815777 


の *※ ASN0.785 一 
103.4413565 


ACS.43 二 ACS.66_ 
1.976281116 


ATN SOR((1 一 .6 
A2) プ .6) ニ 
45 .92428582 


0.891815777 


0.891815777 


1.976281116 


45.92428582 





5| 座標 変 損 


座標 変換 と は 、 ベ フト ル や 複素 数 に お いて > 成分 、 ぁ 成分 で 表 さ れる 式 を 、 大 き さ r 、 偏 角 9 に 
変換 する こと や 、 そ の 逆 に 、 大 き さ r、 偏 角 の か ら 、 ェ 成分 、 成分 に 変換 する ご と を いい ます 。 


ィ 成 分 、 成 分 と し て 表 さ れる も の を 、[ 直交 座標 Zー ヶ 十 91 
大 き さ r, 偏 角 9 と し て 表れ る も の を Z 三 〈r, の ) 
と 、 い いま す 。 


ご の 座標 変換 の 場合 も 、 三 角 関 数 同様 、 角 度 を 扱い ます の で 、 角 度 指定 DEG、 RAD、GARD の 
いざ ずれ か を 指定 する 必要 が あり ます 。 


ムー - 理 PC . み ) 





そ 


A B 図 
(直交 座標 ) ( 極 座標) 


A 較 も 、 是 図 も XY 平面 上 の 点 P を 表現 する 訪 法 で す 。 表現 万 法 は 違い ます が 、 点 の 位置 を 示 
し て いる こと に お いて は 同じ 結果 こと な り ま す 。 
XY 平面 上 に お いて 、 点 品 の 位置 を 表す 方 法 と し て 


AA 図 の よう な 表し 方 を 一 一 | 直交 座標 と いい ます 。 






まだ 
BB 図 の よう な 表し 方 を 一 一 と いい ます 。 
⑨④ 直 交 座 標 を 極座標 に 変 抱 す る に は 。 ト ---ーー-ーーーーーーーーーーーーー ニ ニニ Pr. め PCr. の ) 


@ 極座標 の r を 求め る 一 一 「 ニ ソ ェ 7 
@ 偏 所 2 を 求め る ーー gtan- 


⑨② 極 座標 を 直交 座標 に 変換 する に は 。 オーー-ー-ーー-ーーーーーーーーーーーー ニ ーー PCr.9) ニ Pr. め 
@ 直交 座標 の * を 求め る 一 一 *ーrcCOS の 
@ 直交 座標 の 9 を 求め る 一 一 9rsin の 


FT・Sin の 


ター 


ィ ー「・COS の 
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[1] 直 交 座 標 一 極座標 変換 gmE9 


例題 を は じ め る 前 に 候 キ ー を 押し て 表示 を フリ ア し て こ だ さ い 。 


(3.8) を 極座標 
に 変換 
(P=3+8 5 


角度 単位 を " 度 " に 指定 し ます 
表示 部 に DEG を 表示 させ ます 


殿 9E9(3(CJ8 品 POL(3.8)_ 
〔 8.544993745 | 8.544003745 


(g] 69.44395478 69 フル 
2 の 値 


今 説明 を し や すぐ する だ め に r=8.54 9269.4? と し ます 
直交 座標 (3 . 8) は 極座標 に 変換 する と (8.54 , 69.4) で す 


P(8.54.69.4) 


ご ご で 「 の 値 を 確認 し を いと 


き は 
(W 
8.544003745 | 8.544003745 
ご れ は の 値 が 変数 Y に 収め 
られ て いる こと を 意味 し ます 


次 に 2 の 値 を 確認 し だ いと き 
は 
(g) 
〔) 69.44395478 | 69.44395478 
2 の 値 は 変数 に 収め られ て 
いる こと を 意味 し ます 
さら に 2 の 値 は 度 で 表わさ れ 
て いる の で 度 ・ 分 ・ 秒 に 変換 
し た だい とき は 
EEIE 69.26382372 | 69 度 26 分 
38.2372 秒 





表示 部 に DEG を 表示 させ ます 


(3③. 一 8) 司 EL 3 ココ 8 ロ ] POL(3. 一 8) 一 
を 極座標 に 変換 〔qg] 8.544003745 


(P ピ = ニ 3ー8 5 婦 
(9 


「 三 8.54、92 ニ ー69.4' と する と 
直交 座標 (3. 一 8) は 極座標 に 変換 する と (8.54, 一 69 .4)) で す 
Y 2 4 6 


P(8.54. 一 69.4) 


(一 3. 一 8) 
を 極座標 に 変換 8.544903745 | 8.544003745 
(P= ミ ー3-ー8 5 


ー119.5560452 | 一 110.5560452 


r 三 8.54 、 9 ニー110.5' こ と する と 
直交 座標 (一 3 一 8) は 極座標 に 変換 する と (8.54. 一 110.5) で す 


P( 一 3. 一 8) P(8.54. 一 110.5') 
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2 李 座 標 直交 座標 変換 gg 


例題 を は じ め る 前 に 了 念書 キ ー を 押し て 表示 を フリ ア し て こ < だ さい 。 













表示 部 に DEG を 表示 させ ます 
加 9EgLU2CJ30D]) 


(g) 











(2.30) を 直交 
座標 に 変換 
P(2.30) 


REC(2.39) _ 
1.732050808 





1.732050808 








し 
〔gj 


ex の 値 を 再 確認 する と き は 

4| 〔』) 1.732050808 
* の 値 は 変数 Y に 収め られ て いる こと を 意味 レ し ます 
e? の 値 を 再 確認 する と き は 













1. 





P(1.73.1) 







表示 部 に DEG を 表示 させ ます 
以 9EjLO 2CJ に に )30DJ 






(2. 一 30) を 直交 
座標 に 変換 












REC(2. 一 39) 一 
1.732959808 






ーーーーーーーーーーーーーーー ぅ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


1. 













1.7320509808 | 1.732050808 





ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー~ー 


統計 計算 


だ ぐさ ん の デー タ を ひと つの ま と ま つ だ 資料 に する だ め に は 、 統 計 的 な 処理 が 必要 で す 。 

本 機 は 統計 モー ド で 、 一 変数 統計 計算 、 二 変数 統計 計算 を 行う こと が で きま す 。 

一 変数 統計 計算 は 、 だ と えば テス ト の 点数 の よう な 1 種類 の デー を 用 いて 、 そ の 平均 値 、 標 準 偏差 
な どの 統計 量 を 求め る こと が で きま す 。 

二 変 数 統計 計算 は 、 だ と えば 身長 と 体重 の よう に 関連 が ある (と 予想 され る )2 種 類 の デー を 用 いて 、 
それ ぞ れ の デー タタ の 平均 や 標準 偏差 を 求め た を り 、2 グ 種類 の デー タマ の 相関 関係 を 調べ だ を り 、 ま た だ 一 巡回 
帰 線 に よる 推定 を 行う こと が で きま す 。 


④ 統計 モー ド の 設定 と 解除 の 方 法 
1 . 統計 モー ド に する と き は 
RUN て まだ は PRO) モー ド で 





mr ネ * ネ ホネ ネネ トウ ケイ フフ ン セ キ * ネ ネネ ネネ 
と 押し ます 。 統 計 モ ー ド に な り 、 右 の ペン スウ トウ ケイ (x) 

一 変数 二 変 数 選択 画面 に な り ま す 。 2 : の ヘン スウ トウ ケイ (x, y) 

な お 、 統 計 モ ー に で は 、 画 面 右 下 に バー ココ つら 、 エラ シタ” の DY。 


STAT 





STAT" シン ボル が 点灯 し ます 。 
この 選択 画面 の こき 、〔1] キー で 一 変数 統計 計算 、〔 人 g ぁ ] キ ー で 二 変 数 統計 計算 を 選ぶ こと が で き 
ます 。 
グ . 統計 モー ド を 解 際 す る と き は 
gg り Km 
と 押し ます 。 RUN モ ー に に な り ま す 。 


② 一 変数 統計 計算 
1 . 一 変数 統計 計算 で 求め る 統計 重 
一 変数 統計 計算 で は 、 次 の 統計 重 を 求め る こと が で きま す 。 
・ サ ンプ ブル 数 n 
・ サ ンプ ル の 総和 タダ x 
・ サ ンプ ブル の 2 乗 の 和 X* 


・ 平 均 = も 6 
9 二 隊 、M に 

- サン ブル の 標準 信 差 8 ニッ ぞ き ニキ 
田 集団 より 抽出 され だ サン ブル デー タカ ら 、 田 集団 の 標準 偏差 を 推定 
する 場合 に 使用 し ます 。 

・ 田 標準 人 差 o= ニ タダ ーD 


練 集 団 の すべ て を サン プル デー タダ と し て 、 そ の 標準 偏差 を 求め る 場合 、 
まだ は サン プル を 団 集 団 と みな し て 、 そ の 標準 偏差 を 求め る 場合 に 使 
用 し ます 。 
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2 . 一 変数 統計 計算 の 選択 
引 り 買 と 押し て 統計 モー ド に し だ あと 、 画 面 に 従 つ て [キー を 押せ ば 一 変数 統計 計算 が 選択 
され 、 処 理 選 択 画面 に な り ま す 。 








gm 
ネネ ※ ネ ネネ ※※ ポ トウ ケイ フン セキ * ネ ネネ ネネ 
1 : 1 ヘン スウ つ ド ウケ で @%) 
2 : の ヘン スウ トウ ケイ (x . y) 
て ンド KG 計ら ウ ギ で ウタ "で サイト 
gl 


ネネ ホネ シシ ヨリ 玉 来 玉 (x) 
1 : 二 ニュ ウリ ョ ンク 2 : サク シ " ヨプ フ リア 


3 : フ ′ ン セ キ ゴア コッ タ 
パシ コ ′ ウ の ラ ヲ エラ ン テ " 9 97。 





処理 選択 画面 で は 、 そ れ ぞ れ の 劉 理 を 選ぶ こと が で きま す 。 

(9Arg* 入 力 デー タ の 入力 を 行う と き に 選び ます 。 

〔 負 …… 削 除 ン フリ ア まち が つ だ デー タマ を 入力 し だ 場合 な ど に 、 そ の デー タ を 削除 する と 
き や 、 新 だ に 統計 計算 を 始め る 場合 に 、 前 に 計算 し た 統計 重 を すべ 
て 消去 する と き に 選び ます 。 

() …… 分 析 統計 量 を 求め る こき に 選び ます 。 

(@) …… プ リン 統計 重 を 印字 する と き に 選び ます 。 だ だ し 、 別 売 の プリ ンタ が 接続 
され て いる と き に の み 選 ぶ こ と が で きま す 。 ブ プリ ンタ が 接続 され て 
いな いと き は [3) キー を 押し て も 何 も 変わ り ま せん 。 

な お 、 一 つ 前 の 選択 画面 に 戻す こき は (キー を 押し て ご だ さい 。 


3. デー タ の 入力 方 法 
処理 選択 画面 で [4) キ ー を 押せ ば デー 入力 画面 に な り 、 デ ー タ ガ 入 力 で きま す 。 
4) 


テ ′ ー タ - 二 コウ けけ 当 プ ]) * 





| [し テー タ ガ が 入り ます 。 
何 個 有 の デー タカ を 示し ます 。 


④ デ ー タ を 1 つ ざ ずつ 入力 する 場合 は 
デー タマ 〔 記 
と 押し ます 。 

⑤ 負 の デー タ を 入力 する 場合 は 
に 〕) デー タ 〔j) 
と 押し ます 。 
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き ③ 同 じ デ ー タ が 複数 個 ある 場合 は 
デー タ じじ 〕 個数 () 
と 押し ます 。 
デー タ を すべ て 入力 し だ ら 【 定 キー を 押し ます 。 処理 選択 画面 に 戻り ます 。 


【 補 足 】 
統計 で は 、 同 じ デ ー タ が 何 個 ひ ある 場合 は . "度数 ” と 言う 言葉 を 使い ます 。 
だ と えば 、 同じ デー タ が 8 個 ある 場合 は "度数 は 3". の よう に 表し ます 。 


4 . 統計 量 を 求め る 記法 
処理 選択 画面 で [3} キ ー を 押せ ば ぱ 、 次 の 分 析 画 面 に な り ま す 。 





[3] 
** フン セキ * ネ ポ (x ) 


1 : n の ・2)X 2 25 に 和仁 3% 
5:s 6: oc 
MI の ララ エ ラジ シテ" タダ サイ 。 





[4) 一 〔@) キー て 選 の 統計 量 を 求め る こと が で きま す 。 
( … n サン プル 数 
(g … x サン プル の 総和 
3) …… x: サン プル の 2 乗 の 和 
[4 本 あ X 平 協 値 
( … S サン プル の 標準 偏差 
( 届 …… 7 名 禁 準 包 差 
処理 選択 画面 戻す と き は 、[WM キー を 押し ます 。 


5. 新 だ に 統計 計算 を 行う と き は (前 の 計算 内 容 を 消す と き は ) 
次 の 2 つの 方 法 が あり ます 。 


④ い つ だ ん 統計 モー ド を 解除 し 、 改 め て 統計 モー に に すれ ば 消去 され ます 。 (統計 モー ド を 解 


除 し た とき 、 統 計量 の 一 部 は 変数 に 保存 され て いま す 。 (こわ し ぐ は 70 ペ ー ジ を 参照 ) 
@ 削 除 プ リア 機 能 で 消去 し ます 。 ま ざ 、 処 理 選択 画面 に し て 次 の よう に キー を 押し ます 。 


| 
削除 フリ ア 選 択 画面 に な り ま す 。 





* ネ 。 サ フシ ′ ョ ンク リア * ネ 
ーー ジジ ダサ タダ 佐 
の : オー ル リア 
VS の クー ニラ ンチ た マタ ゲイ 。 
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〔) 


消去 確認 画面 に な り ま す 。 オー ル クリア * 
> YY 攻 S 


・ NO 
ジン ョ に ウラ エラ シテ |: 





gl 前 の 計算 内 容 が 消去 を れ 、 処 理 選択 画面 に 戻り ます 。 
[2] を 押し だ 場合 は 、 計 算 内 容 を 消去 せ ず に 処理 選択 画面 に 戻り ます 。 


画 例 題 





ある 試験 で の 点数 を 、 ラ ンダ ム に 選び 出 | Mo | 点数 | 人 数 | Na | 上 数 
し た 35 人 に つい て 見 だ 場合 、 右 の よう に に 
| 2 





な り ま し ただ 。 
ご れ よ の 平均 値 、 標 準 焦 差 を 求め な さい 。 




















に 


キ 一 操 作 表 示 部 
こさ 天 儲 久 層 誤 ① 下 コー 主 ! 馬 1ー( ま を] | 
・ 統 計 モ ー ド に し ます 。 
・ 一 変数 統計 計算 を 選び ます 。 [1 
・“ 入 力 " を 選び ます 。 g 


・ デ ー タ を 入力 し ます 。 

30 〔 コ ) 40 (50 4 
60()5(70 ロ 8 回 
80(CJ9(90C]5 回 


100 ] 2 34 : x= ニ 19@.,2. 
これ で デー タ の 入力 は 終わ り で す 。 き 6『 x 号 き 
・ 処 理 選択 画面 に 戻し ます 。 (9N 
・* 分 析 " を 選び ます 。 EJ 
・ 平均 値 を 求め ます 。 (る メニ フ 1. 4285 フ 123 
・ サ ン ブ ル の 標準 偏差 を 求め ます 。 〔 記 S ニ 16. コ フ 5 の 68942 
・ 田 標準 備 差 を 求め ます 。 (@) Z ニ 16. 238O2542 
・ 処 理 選択 画面 戻し ます 。 ) 





*※ サ ンプ ル 数 、 総 和 、 つ 乗 の 和 を 求め る とき は 、 分 析 画 面 で それ ぞ れ [4] 、 〔] 、 [3〕] キー を 押 


し ます 。 


途中 結果 と し て 平均 値 や 標準 偏差 な どの 統計 量 を 求め だ 後 、 も う 一 度 、 処 理 選択 画面 で “入力 " 
を 選ん で デー タイ を 入力 すれ ば 、 続 き の デ ー タ と し て 入力 で きま す 。 





6. デー タ の 削除 
デー タ 入 力 で まち が ガザ つ だ データ を 入れ だ 場合 な ど に 使用 する 機能 で す 。 
処理 選択 画面 に し て 次 の よう に キー を 押す と デー タ 削 除 画面 に な り ま す 。 


(3) 











サク ジ ョ ンク リア  ** 
で ーー タタ せ サ 2P" ョ 
 : オー ル リア 

パパ の の ユラ ッ ダ | 






クダ: サイ 














ご の 画面 で 、 デ ー タ 入力 の と き と 同 様 の 操作 で 、 ま ち が つ だ デー タマ 、 削 除 し だ い デ ー タ を 入力 
すれ ば 削除 が 行わ れ ま す 。 デ ー タ 入力 の と きこ と 同様 に じ 〕 を 使 つ て 複数 個 の デー タ を 削除 する 


ご こと も で きま す 。 
削除 を 行 つ を あと 、 デ ー タ 入力 画面 に し て 正しい デー タイ を 入力 すれ ば 、 デ ー タ の 訂正 が び で きま す 。 


Z. 統計 量 の 印字 
デー タ を 入力 し だ 後 、 計 算 さ れ だ 統計 量 を 別売 の プリ ンタ CE-126P で 印字 する こと が で きま 


す 。 
プリ ン を 本 機 に 接続 し て 電源 を 入れ だ 後 、 デ ー タ を 入力 し て 、 負 理 選択 画面 で "プリン" 


を (4] キー で 選べ ば 印字 が 開始 され ます 。 





ネ 氷 来 シヨ リリ ネネ (x ) 
MI を デー ッッ リー リク / 2: サシ ′ ョ ジ ク リ ア 
3 : フ ′ ン セ キ 4 : フ リン 


/ パ シン コウ ララ エラ シテ デー タタ お サイ, 











ま * イン シ * チコ ヴ 補 生 





印字 が 終わ れ ば 負 理 選択 画面 に 戻り ます 。 
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③ 二 変 数 統計 計算 


く 印字 例 >66 ペ ー ジ の 例題 の デー タ ガ 入 つて いる 場合 


= 35 


= 2589、 
xi= 187399、 
MERNCx)= ィ 1.42857143 


1 
15。 和 OB942 
5。 で 389254? 


ー 変 数 統計 計算 の 基本 的 な 操作 方 法 は 、 一 変数 統計 計算 と 同じ で す の で 、 先 に 一 変数 統計 計算 の 


説明 を お 読み くだ さい 。 


1 . 二 変 数 統計 計算 で 求め る 統計 重 


ーー 変数 統計 計算 で は 、 次 の 統計 量 を 求め る こと が で きま す 。 


・n、 ジ X、 ジ め X*、x は 一 変数 統計 計算 と 同じ 。Sx、gox は 一 変数 統計 計算 の S 、 ヶ と 同じ 。 


・ ツ 
・ ジ Y 
・ ジ X ツ 


| 
| 
| 


- _ns 
2 mV/2 
・Sy sy= ソ ぞ メ マール 


・ の O ツ oy 三 


ー ら X ツ 
D D _ SXX 
ト sa 
YSxX・ ら Sy ツ 


・ ツ ツー8g 十 じ x 

【 補 足 】 
SGxx テ ジ トメ て 
ご ど y ソ ツテ ジ ゾー、 ッ 
Sxy= テ ヌ x ッ ー タ メー ツ 


. 二 変 数 統計 計算 の 選択 


サン プル (\) の 総和 
サン プル 〈y) の ぢ ど 乗 の 和 
サン プル Cx . ツ ) の 積 の 和 


サン プル (〈y ツ ) の 平 功 値 

サン プル (〈y) か ら 求 め る 、 革 数 を (ロー1) と し だ と き の 標 準 偏 才 
サン プル て ツ ) か ら 求 め る 、 一 数 を (nmn) と し た だ とき の 標準 偏差 
一 多 回 帰 線 y ニ 8 十 Dx の 係数 

一 次 回 帰 線 v ソ ニョ 士 Dx の 係数 

相関 係数 

推定 値 (v の 値 ひ ら x の 値 を 推定 する ) 


推定 値 (X の 値 ひ サ ら の 値 を 推定 する ) 


と 押し て 統計 モー ド ビ に し た 後 、 画 面 に 従 つ て [gg] キー を 押せ ば ぱ 二 変数 統計 計算 が 選択 さ 
れ て 、 処 理 選択 画面 に な り ま す 。 
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づ . デー の 入力 方 法 
処理 選択 画面 で [4]} キ ー を 押せ ば デー 入力 画面 に な り ま す 。 画面 に 従っ て 、x. y の デー マ 
を 入力 し て ぐだ さい 。 
④ デ ー タ が 1 個 〈1 組 ) の 場合 
デー x 〔 引 j デー タ y 〔 
と 押し ます 。 
⑤ 同 じ デ ー タ が 複数 個 ある 場合 
デー x [dj デー タッ 〕 個数 〔 選 
と 押し ます 。 
③ 負 数 の デー ツタ は 、 そ れ ぞ れ の デー タ の 前 に 〔 二 ] キー を 押し ます 。 
デー タダ を すべ て 入力 し だ ら キー を 押し ます 。 娘 理 選択 画面 に 戻り ます 。 


4 . 統計 量 を 求め る 方法 
負 理 選択 画面 で [3 き ] キー を 押せ ば 、 分 析 画 面 に な り ま す 。 二 変数 統計 計算 で は 分 析 画 面 が 2 画 
面 あ り ま す 。 画面 の 切り 替え は 〔』J キー で 行い ます 。 

処理 選択 画面 で [3] キ ー を 押し だ 場合 


(“分析 "の 第 1 画面 で す ) * フー ン セ キ ** (x. y) | 
1 : n の: ダ x つの で 2 に 。 人 5 
ら で “Ssx 6 :gx ノダ y ッ 8:2 め y" 
リハ ンコ" ウ ラ エラ シテ ジン ジッ 。 








了 | 
(“分 析 " の 第 2 画面 で す ) 人 (x. y) 1 


PX の: ツ 2) な 4 イ : oy 
や Gb アー 語る の 9S:y 
シンコ" ウ の ラ エラ ン テ デ * クタ | サイ 。 








し 


キー で 前 の (第 1 ) 画面 に 戻り ます 。 


一例 題 
次 の 表 は 、 あ る 地方 の 山桜 の 開花 日 〈4 月 ) と 同 地 コ 月 の 平均 気温 の 表 で す 。 
ご れ よ り 、 一 次 回 帰 線 y ニ 8 十 Dx の 係数 a . D と 相関 係数 を 求め 、3 月 の 平均 気温 が 9.1 
度 の 場合 の 開花 日 お よび 4 月 10 日 に 開花 し だ 年 の 月 の 平均 気温 を 推定 し ます 。 


| 和幸 に Hg た きす 本 訪中 5 た オト 
平均 気温 (x 度 ) | 6.2 | 7.0 | 6.8 | 8.7 | 7.9| 6.5 | 6.1 | 8.2 
開 花 日 Cy 日 ) | 13 | 9 | 上 5 | フト 2|15| ラ 
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引 
雪 


キキ ma 年 表 


・ 統 計 モ ー ド に し ます 。 
・ 二 変数 統計 計算 を 選び ます 。 

・" 入 力 " を 選び ます 。 

・ デ ー タ を 入力 し ます 。 

6.2 (13 (7.0 回 9 思 
6.8 (11( 選 8.7 (5 回 
7.9 (リフ (回 6.5 回 12 回 
6.1 (15( 名 8.2 (名 Z 回 


00 

2 く (で 
中 
Yp 
N 


(0O 


こ ご れ で デー タ の 入力 は 終わ り で す 。 
・ 処 理 選 択 画面 に 戻し ます 。 
・“ 分 析 " を 選び ます 。 
・ 第 画面 を 呼び 出し ます 。 
・ 係 数 a を 求め ます 。 
・ 係 数 D を 求め ます 。 
・ 相 関係 数 F を 求め ます 。 
・ 開 花 を 推定 し ます 。 
平均 気温 を 入力 


34.44851 の 1 ノ 
D ニ ー3. 425 の 1 8839 


『 三 一 9. 6981 の 683 フ 2 ビー の 1 
(9.969106837 ) 


回 回 団 回 回 日 回 届 
1 


て の 
ーー う 


v 三 う 3. 281838Z34 
(推定 : 4 月 3 日 ご ろ 開 花 ) 
・ 分 析 " の 第 画面 に 戻し ます 。 
・ 平 均 気 温 を 推定 し ます 。 
開花 日 を 入力 


回 回 屋 
< 
l 
| 


メー ノ . 1 うら 5 の 385 
(推定 : 3 月 の 平均 気温 は 約 7 .1 で ) 
統計 モー ド を 解除 aw E 


昌 
還 














【 補 中 】 
統計 計算 の 統計 量 の うち 、 次 の も の は 変数 りー 有 に 入れ られ 、 統 計 モ ー ド を 解除 し て も 保持 され 
て いま す 。 し た が つて 、RUN モ ー ド で も 、 ご の 統計 量 を 使 つて 計算 が で きま す 。 














変 数 、。| -U V | W に -X 0 息 ょ 
Pa ーー ニー ーー-| 一 2 Sx- 上 -n 
| 二 変数 統計 | 2y | 2yl2xy| Ssx | n | 





な お 、 ご この 内 容 は 統計 モー に に な つ だ と き に 消去 され ます 。 


ーーーーーーーーーーーーーーーーー デ ーー デー ローーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーー ーー ーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 





刀 


1 . 算術 代入 計算 
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今 ま で は 、 数 値 と 数 値 の 計算 の や り の 方 な ど を 練習 し て きま し だ が 、 複 雑 な 数 式 や 数 値 の た こさ ん 
ある よう ね お 式 を 計算 処理 し て いこ と き に 、 どう し て も 数 式 数値 を 代入 する の で ) が 長 こ な つて 、 
し まい ます 。 

こん な と き 、 あ ら か じ め 数 値 を 変数 キー (アル ファ ベツ トキ ー) に 記憶 きせ て お き 、 文 字 と 文字 
の 計算 に よ つ て 答え を 求め る こと が で きま す 。 


④ 変 数 と し て 使え る 文字 
変数 と し て 使え る 文字 は 、 [ 英文 字 ]、 の 組み 合わ せ 、[ 英 文字 ][ 数 字 ] の 組み 合わ 
せ の う 種類 で 、 最 高 つ 文字 分 の 長 さ まで 使え ます 。 


1 . [ 甘 文 字 | 
(アル ファ ベッ ト ) 


3. [英文 字 | [数 字 ) 





注 1) アル ファ ベッ ツ ト の 小文字 は 大 文字 と 同じ 扱い に な り ま す 。 変数 と し て アル ファ ベッツ ト の 小 
文字 を 使用 し て も 、 そ れ は 大 文字 に 変換 され ます 。 

注 ) 変数 り 、V、W、X、Y、 有 乙 は 座標 変換 や 統計 計算 で 使用 する だ め 、 変 数 と し て 使う と き 
に は 注意 が 必要 で す 。 


. 例題 と 解説 


男 例 題 の 








左 図 の よう な 円 すい 振り 子 の 周期 T は 、 終 の 長 さ を し L 、 の 


鉛直 と な す 角 を の 9 と する と 、 


ーー ョ 


9 三 9.8(m グ sec2〕 


で 求め る こと が ガ で きま す 。 し =50cm の 9 三 25' の 場合 の 周期 


T を 求め な さい 。 


ご の よう な 例題 を プロ グラ ム 化 し ます と 、149 ベ ペー ジ の 例題 ⑱ 


の よう な も の ガ が 考え られ ます 。 








最初 変数 の 内 容 を すべ て 
消去 し て お きま す 


gー9.8 

G に 9.8 を 代入 し ます 
L テ 0.5 

し に 0.5 を 代入 し ます 
の 三 25" 

の ガ が あり ませ ん の で 

S に 25 を 代入 し ます 
T=2 ァ / 9 

文 守 式 と し て 入力 し ま 

す 


ご ご て 入力 し だ 式 を 確 
認 し だ い 場 合 
(プレ イ バ ッ し ます 。) 


表示 部 に DEG を 表示 させ ます 。 


〔@](L]( 友 )(AJ( 務 ) 
【@](=] 9.8 
(=〕0.5 


( き ](=〕25 


(=)2(*)(gJ(* り (CO(b) 
Jes()(ZJ(@D) 


{と ) 

式 の 先頭 が 呼び 出さ れ ま す 
(qj キ ー を 押す と 

再び 計算 が 行わ れ ま す 

ぼ ) 

式 の 後部 が 呼び 出さ れ ま す 
( ヨ キー を 押す と 

再び 計算 が 行わ れ ま す 


計算 の 結果 は T に 入 つ て いま す 


) 
と 押せ ば 呼び 出さ れ ま す 


T ニ 2*PI*SOR(L 
*COS SG)_ 
1.351196827 
答 1.35 秒 


エー2* ロ |I*SORC(L * 
COS SG 〇 ) 
1.351106827 


T 三 2* Pl* SOR(L * 


COS SG)_ 
1.3511096827 


1.351106827 


文字 式 を 入力 し だ 後 で [』J キ ー を 押し 、 表示 部 に エラ ー が 出 だ と き は [=〕 まだ は 〔=〕 を 
押す と 、 エ ラー に な つ な 位 置 に カー ソル が 表示 され ます 。 訂 正 し な お し て 再び 〔 コ 〕 を 押 
す と 答 ガ 得 ら れ ま す 。 
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較 例 題 ② 


月 の 軌道 を 地球 を 中 心 と する 円 と みな し 、 地 球 の 半径 r 、 月 の 周期 を T と する と 
月 の 軌道 半径 は 、 


で 与え られ ます 。 地球 の 半径 r 三 6.4X10"(m)、 月 の 周期 ーー27 日 8 時 間 と する と 
T 三 2.3616X10*(sec) で す 。 月 の 軌道 半径 を 求め な さい 。 





画 解 説 の 


〔C](L)( 号 )(AJ(R) 
R=6.4X10『 [(〕6 .4 随 此 補 6 R=6.4E6_ 
6400000. 
T=2.3616x10* ( 和 〒)( 三 2.3616 基 9 弄 6 T ニ 2.3616E6- 
2361600. 
G=9.8 (@(=〕9.8 9.8 


= [ 計 )( 思 9ELO(@(JCO RR=CUR(G *(R 
( 放 )20](*JCO(〒T 天 2 ロロ] | へ 2)*(T 和 2) ン 
ここ で R は 地球 の 半径 | [4(*JLO( 記 5 2DJDJ ロ (4*(PIA2)))- 
で 使っ て いる の で 月 の 
軌道 半径 の 変数 を RR eJ 384199235.2 
と し ます (m〕) 
答 384190km 


この よう に 、 原 式 に も と づい て あら か じ め 原 式 の 文字 に 対す る 数 値 を 記憶 を せ 、 そ の 後 、 文 字 式 
の 演算 で 行う 方 法 を と る と 、 あ こと て で 式 の 確認 も 容易 な の で 、 と て も 便利 な 使い 方 の ひと つ で す 。 


画 例 題 ③ 


左 図 の よう な し 直列 回 路 に 流れ る 電流 は 、 ス イッ チ SW を 閉じ 
LCH) て か ら t 秒 後に 
も) 三 言 (1 一 e@ で) 
R(s) と な り ま す 。 
今 、Eー4.5CV) し =160CmH) RR 三 55C@) と し て 
t0.1Cms) に お ける 電流 の 値 を 求め な さい 。 


こ ご の よう な 例題 を プロ グラ ム 化 し ます と 、 150 ペ ー ジ の 例題 ⑳@ の よう な も の が 考え ら 
れ ま す 。 





(で )(L)( 革 ](AJ[R] 
Eー4.5 ( 厨 ( 王 ]4.5 
し =160(mH) 
三 160 メ 103 〔L( 三 〕160 層 世間] 3 


R=55 【 放 ] [ 三 〕55 
=0.1Cms) 
ー0.1X10 (〒] ( 三 〕0.1a 虹 鹿 (]3 
| = 講 1-e~『) 〔 り (所 ( 上 (Z(CGJCO 1 | ニン R* ネ (1 一 
四 9(e り しり (-〕()(*)(〒)(ZJ( ロ ] EXP (一 R※ ネ TL)) 一 
0J 0.002764709 
答 2.7647CmA) 





画 例 題 ④ 


物質 の 崩壊 時 間 は エーーIn(1 十 言 ) で 求め られ ます 。 
Dt 王 t 時 間 後 の 同位 原子 数 ) Dt ニ 5X10* 個 
Pt 一 t 時 間 後 の 安定 原子 数 { Pt 一 う X10* 個 
X 王 崩 壊 定数 A 20.5 

ご の と き 、 ご の 物質 は 何時 間 経 過 し て いる で し よう ガ 。 





画 解 説 の 
計算 の 内 容 


(で )(L( 革 )(AJ(R) 
Dt=5 メ 107 〔p](〒)(=] 5 基 導 巴 4 50000. 
Pt= ニ 3x10『 〔『](〒](=] 3 agEa 6 3909000. 


A 20.5 (W( 応 20.5 29.5 
t=ー In(1 十 宮 ) ( 馬 ()6(VJCG*J( 思 (に 1 T=ROCP V*LN (1 十 
AA ( 刀 (〒)(ZJ(P)(〒D] DD ジグ PD 
9.000896307 
答 0.000806307 時 間 





ーーーーーーーーーー 


練習 問題 を 行っ て こく だ さい 。 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
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@ 解答 は 先生 に お きき ぐだ さい 。 (指導 マニ ユア ル に 解答 例 を 記載 し て いま す 。) 


練習 問題 1 






下 の 例 に な ら つ て キー 操作 の 練習 を 行い 、 空欄 に 答え な さい 。 


人 









6.87 
6.48 一 5.13 二 6.03 一 3.41 一 






356 に 
243 十 638 一 475 





4.37 と ー 
62.8 士 11.5X37.8 






28.4X(0.75 一 2.49) 十 6.3 _ 
2.52 






ー15X3.54 , 18x1.6 
14.4 + 374 一 














ー15X0.73 
25.9 


_ 38X1.94_ 
3.74 





練習 問題 12 


次 の 計算 式 を 計算 し な さい 。 だ だ し 式 の 中 の ! の つい て いる と ころ で 、 区 切 つ て 連続 計算 を する 


練習 を し な さい 。 


1.71xX2.43 ご 
3.25 メ 1.35 


6.48x6.87 ご 
5.13 十 6.03 一 3.41 


4 


15xX3.45 」 189X0.58 
14.4 8.6 


次 の 問題 を 小数 点 以 下 桁 で 答え を 求め な さい 。 


ま ざ 、DIGIT( デ ジッ ト ) 指 定 を 
行っ て くだ さい 。 


イメ (一 20) 十 5 


ら X1.8 
87 .93 圭 24.15 


8.5X109 _ 
6.24X10" 


USING( ユ コー ジング) 指定 で も 計算 し て み ま し よう 。 








次 の 計算 式 の 値 を 求め な さい 。 


(88“ 十 739? 


(2.85X10)?* 十 
(62.98 メ 105* 


練習 問題 5 


次 の 計算 式 の 値 を 求め な さい 。 


843 





78 





線 習 問題 |6| 


次 の 計算 式 の 値 を 求め な さい 。 


( 5.8X102+3.8 \" 


7.2 メ ソ 105 





次 の 計算 式 の 値 を 求め な さい 。 





79 


練習 問題 |8| 


次 の 計算 式 の 値 を 求め な さい 。 


1 1 で | 
1x2 す 2x3 すす G+ 


n 5, n =10, n ニ 15 の と き 
右辺 と を 辺 を 別々 に 計算 レ 
等 し く な る こと を 確 す め な さい 


次 の 計算 式 の 値 を 求め な さい 。 





OF- 碑 7。3 


4.57 二 2.5 
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練習 問題 0 


n 進数 がら 10 進数 へ の 変 損 
べき 乗 を 使う と n 進数 か ら 10 進 数 へ の 変換 が 簡単 に で きま す 。 
だ と えば 2 進数 101011 の 10 進 数 へ の 変換 の 式 は 、 
010112 ニ 1 2?!+0X2*+1X2!+0X27 二 1 メ 2 の 1 の ! (2"4) 


し s 0 
=1 2 キイ の キイ の" キ 1 X2? 
で 求め る こと が で きま す 。 
次 の n 進 数 を 10 進 数 に 変換 し な さい 。 


1 (11001101)。 


練習 問題 |11| 


利 重 計算 


複利 に よる 利息 計算 に は 、 ひ なら ざ べ き 乗 が 現れ て きま す 。 そ ご て で 次 の 練習 問題 で 利息 計算 を 行 
い 、 べ き 乗 計算 に 慣れ て ぐだ さい 。 







2 | 年 利率 8B% の と き は 、 月 利 (1 + 高め 1 
率 は いこ くら で し よう ガ 。 100 


ら 年 間 で 300 万 円 を 積み 立 | 抽 金 元利 合計 X 利 


(1 本 利 率 光 旧 1,(1 二 利率 ) 
て る に は 、 年 利率 プア と し (1 十 利率 )"" 一 11(1 十 利率 ) 


。 
て 年 に いこ ら 揚 金 を 積み 立 | 3000000x 。 


= FPP 
て だ ら よ いで し よう ガ 。 すす ′ ( 林 和 計算 ) 
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醒 習 問題 2 


次 の 計算 式 の 値 を 求め な さい 。 


四 12.38X1020 
| ザ 0.4354 ズ ソ 1.875 





如 習 問題 114 


次 の 文 を 読ん で 、 計 算 を 行い 、 階 乗 の 計算 に 慣れ まし よう 。 


10 人 の 中 ひか ら 4 人 の リ レ 

ナー を 選ぶ 場合 、 

(@) 走る 順番 を 決め て ラン ナー 
を 選ぶ に は 

(D) 走る 順番 を 決め な いで ラン 

ナー を 選ぶ に は 
















12 人 の 人 が いま す 。 次 の よう な 
場合 の 数 を 求め な さい 。 
(@ 1 列 に 並 ぷ 場 合 


(b) 円 形 に 並ぶ 場合 


(o) 特定 の 4 人 が 隣り 合う よう 
12 人 が 1 列 に 並ぶ 場合 


も 回 是 目 本 
| し 上 1 
1 ト 。 | 
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3.8log0.49 


"8 


lo9。81 
(log 。b = を 使っ て ) 


loga 





次 の 計算 を し な さい 。 





で すす ド ー 





練習 問題 118 


次 の 計算 を し な さい 。 


(RAD) 


(DEG) 


cos1.286 
tan6.254 





7cos( きき ) (RAD) 


40' 60 80 
4cos 今 メ COS 坊 XCOoS 信 


2 
(DEOG) 
Sin80? 十 tan80?* (GRAD) 
イーcos230' 


coS<“30* 十 sin230" (DEO) 


18X15.5Xsin30 
(DEG) 





練習 問題 |19 


次 の 計算 を 行い な さい 。 

に = 近 競 きき 、 1 。 まぜ 
leem eml 

jewe wel 
ee es  ] 

cwsee| で ドー 


cos~*( 一 0.24) 一 4.56 
(DEG) 






lellp | | 











Sin-10.56 十 0.57 メ cos-! 
(一 0.24) 一 4.56 メ tan-10.56 
(DEOG) 












還 3sin 60 
TK 4 十 3cos60 ) 


(DEO) 






tan 







練習 問題 |20 


次 の 計算 を し な さい 。 


直交 座標 (10, 10) 
を 極座標 ( 度 ) に 


直交 座標 (32.5. 一 21.7) 
を 極座標 ( 度 ) に 


直交 座標 (0.35. 0.85) 
を 極座標 (ラジ アン ) に 


極座標 (15. 信 ) 
を 直交 座標 に 


極座標 (73. 75) 
を 直交 座標 に 


極座標 (は. 一 飼 ) 
を 直交 座標 に 
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. 学生 の 1 カ月 当り の 親 か ひら も ら う お 
こ ご ざ かい を 調べ だ と ころ 、 下 表 の よ 
うに な り ま し た 。 平均 値 と 標準 偏差 
( s ) を 求め な さい 。 


















| 2 





. 下 表 は 、14 人 の 成人 男子 の 身長 x (cm) 


と 体重 y (kg) を 測定 し だ 結果 で す 。 
相関 係数 を 求め 、 体 重 が 58kg の 人 の 
身長 お よび 身長 が 178 cm の 人 の 体重 
を 推定 し な さい 。 




















練習 問題 






1 . 第 1 図 の よう に , 糸 に 400, の お も り が つり 下げ られ 
て いま す 。 糸 の 震 力 本 , 征 。 を 求め な さい 。 答え は 小 
数 点 以下 2 桁 こ し ます 。 


ラミ ー の 定理 
















W 上 Ti 昌明 T2 
Sin(z 十 g) ~ sin(180" 一 ) sin(180" 一 。) 





(ヒン ト ) 
小数 点 以 下 2 桁 指定 は DIGIT 指 定 を し て くだ さい 。 









第 1 図 









. 第 の 図 の よう に , 重 さ 20(kg) の 物体 を 角度 35* の 作 面 
に そつ て ら (m) を 加速 度 B(〔m sec2) で 引上げ る 
の に 4 秘か みり まし た だ 。 こ ご の 場合 の 仕事 と 仕事 率 を 
求め な さい 。 

R ニ Wcos2 

P ニ Wsin2 

Wー20(kg〕), 2 王 35,。 S=5〔(m) 

g 三 8(m ン sec2), モー ニス (sec), gー9.8(m ン sec?) 

〆 三 0.3 

力 : F ニ W( 今 十 <cosg 十 sin ) 













仕事 : Wp ニ F・S 
仕事 率 : ピ Pt モニ F・S ノ t 







第 2 図 
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3. 直径 3(cm)、 長 さ 50(〔cm〕) の 銅 棒 の 両端 を 固定 し 、 棒 の 
温度 を 20 て か ら 70 で まで 加熱 し て 上 昇 さ せ だ と き 、 
棒 に 生じ る 応力 お よび 、 固 定 端 の 圧力 を 求め な さい 。 
だ だ し , 

銅 の 線 膨張 係数 々 は =0.167 メ 10 ご 
銅 の 縦 弾 係数 は E ニ =1.1※10' (kg プ cW) 
と し ます 。 

熟 応 力 : 9c ニ ヒビ ・ の (tt) 

圧 力 : Fc< 三 A・・@(t 一 t) (AA ニテ 『2 


第 コ 図 


. 頂 角 28' の 直角 形 こ さび を 木材 に 打ち 込む の に 100kg 重 
の 力 を 要 し まし だ た 。 木 材 を 引き さく 力 を 求め な さい 。 
だ だ し / 0 .25 と し ます 。 

。 三 28" 
F 三 100(kg 重 ) 
〆/ 三 0.25 


摩擦 角 : ぁ 三 tan-!// 
、 心 ー F・cos ぁ * 
引き さ ぐ 力 : RR 三 っ smc 





ら . A 上 京 に 下向き の カ ピ ガ か か る と き 、 Ni、 Nz が どの よ 


うな カ で あれ ば つり あい ます ガ 。 


と メー0 (X 方 向 の 分 の 和 だ が 0 ) 
と Y テ 0 (Y 廊 向 の 分 力 の 和 が 0) 


と メニ 0 より の 一 Nicosg 填 NN> 三 0 
と Y ニ 0 より の Nisinz-ー ビ = テ 0 


2 こ 。 過 
…Ni ニ SIng 


NNicos。 


に へ 4 
ーーーーーーW 
N2 


P250Ckg 重 ) 


. 第 6 図 の よう な 外 径 D、 内 径 d を も つ 断 面 に つい て 、 
断面 積 A、 重 心 軸 に 対す る 2 次 モー メン ト | 、 お よ 
び 断 面 係数 を 求め な さい 。 


断面 生 : A 三 才 (D 一 9 
断面 積 2 次 モー メン ト : | 三 庄 (D*ーd) (om) 
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フ . 第 フ 図 の よう な 場合 で 、 
2 が 15、30、45、60' の 
と き 、A 日 面 に 生じ る 垂 第 ノ 図 
直 応 力 度 9、 せ ん 断 応 力 ニー600Cte 重 
度 r の を 求め な さい 。 


ヶ 王 (kg 重 プ om)(A 三 面積 ) 
の の 9 王 oCOS? の (kg 重 プ cm〕 
9 一 ろ SIin の 9 (kg 重 プ cm) 


8. 構造 物 内 部 の 微小 部 分 が 第 8 図 の よう な 訪 度 を う 
ける 場合 、 主 誰 力 度 お よび その 方 向 を 求め な さい 。 


主 応力 度 の 角 tan つ 9 ニー 
主 遍 力 度 1.Tー み (ox 十 cy) ょ / ユ (ox 一 cy 


bh 


nl 


の yー2.5(kg ン cm) 





9 . 第 9 図 の よう な 3 つの カロ 、、 ロ 。、 刀 の 合力 を 求め な 


さい 。 


合力 の 大 き さ 
R ニ ソ と X 守 と Y? 


合力 の 向き NM 
の 三 tan~ デ 


と YPisin の 」 十 sin2。 十 。sin2。 の z 三 180" 一 30" 


の 三 360 一 45* 


と メー ピロ icoS の 9i 十 cos の 2。 十 』coS の 。 = | 


・ 幅 ら Cm)、 水 深 3(m) の 長方形 水路 の 動 水 こう 配 が 
1s00 の と き 、 平 均 流 速 、 流 量 を 求め な さい 。 だ だ し 
マニ ング の 粗 度 係数 を nー0.02 と し ます 。 


AーW・H (m) 

= テ W オ 2H 〔(m) 
V=1 は (まき ーー (m ン sec) 
〇 = テ V・A Cm ン seo〕) 
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11. 第 11 図 の よう に 掘削 し だ 人 冬 面 の 下 に 、 軟 弱 な 土質 が 


ある こと が わか つて ます 。 軟弱 な 土質 の 内 部 
摩擦 カッ = ニ 5" 
粘着 力 C ニ 2 (tmW) 
と し て この 斜 面 の ブロ ッ フ すべ り の に 対す る 安全 率 を 
求め な さい 。 


終 面 の 土 の 内 部 摩擦 角 ゅ 王 20' 
笠 面 の 土 の 粘 着力 C=0 
庭 面 の 土 の 単 位 体積 重量 > 三 1.8 は mm) と し ます 。 


@ 左 向き に すべ ら せ よ うと し て 働く 主 働 土 圧 : P。 
P 情 F tanz(45 一 ち ) (は ン m) 

@ すべ り を 止め よう と し て 右向き に 作 ぐ 受 働 土 圧 : P。 
Pe= 9 tanz(45 十 あ ) (t ン m) 

@ 相 着力 に よる 抵抗 :CL (モン m) 

@ 摩 擦 力 に よる 抵抗 : Wtang 王 で 2 し ・tang (モン m) 


@ 移 面 の プロ ッ ン フ すべ り に 対す る 安全 率 : Fs 


ココ _ C し 士 Wtan ゅ + 選 p 
ター PA 


H1 十 昌 2 


し tan 十 の 人 an 2(⑮+ 考 ) 





2HY ーー 
っ tan 2( 45 ろ 〉 


| し = テ フ (m) | 





12. 背部 の 地表 面 が 水平 な 内 部 摩擦 角 ゅ ー30" の 土砂 か ら 
な る が け に 、 高 さら G メ ー ト ル の 第 12 図 の よう な お 鋭 直 
な 壁面 ( 土 と 壁 の 摩 擦 朋 ぅ 一 20) を 有する 重力 式 失 壁 
を つこ くり の だい 。 

土 の 単位 体積 重量 7 王 1.8(t プ mWJ と し て 主 働 土 圧 。 
を 求め な さい 。 

29 王 90* 

2 ニ 0" 

ゅ 三 30" 

ヶ 三 1.8(t ン mW) 

9 三 20" 


フー ロン 土 圧 の 解析 公式 
P ム = sin2(9 十 の 


2 snzgsince 一 の (1+/ SCV の sin- の 4 


siIn(2 一 の SIn(2 十 2) 
(t W) 


. 第 13 図 の 回 路 に お いて 端子 A 日 間 、 お よび 端子 CD 
間 で 測定 し な 合成 抵抗 を 求め な さい 。 


Ri 三 400 (S) 
R。 三 730(S) 
Ri 三 240(S) 
R4 三 438(%) 
Rs 三 600(S) 


Rxe= 二 守 RFRirR。 (ブリ ッ ジ ガ 平 衡 し て いる と き ) 


Rcp ニ 
= 年 か 
Ri 二 Rs RR2+R4 Rs 





14. ある 工場 の 三 相 人 員 荷 は 20(KW)、 力 率 60 あ で ある 。 
これ を 力 率 80% に 改善 する だ め に 要する コン デン サ 
O (KVA) を 求め な さい 。 
まだ 、 コ ン デ ン サ に か か ガ る 電圧 を 200〔V) と し だ と 


き の 静 電 容量 C (/F) を 求め な さい 。 だ だ し 、 周 波数 
は 50 (Hz ) と し ます 。 


改善 前 の 力 率 角 の , 改善 後 の 訪 率 角 の 2 こす る と 
コン デン サ の 〇 は 


〇 = ピロ (tan の 一 tan の 2) 


静 電 容 量 は 
3C=。 


の ・V 2 


(oo のど ァ 6《) 


. 第 15 図 の よう な RLC 直 列 回 路 に お いて 、R300(S) 


に つい て 、 ス イッ チ SW を 閉じ て か ガ ら t= ニ 5 (ms) 後 
の 電流 値 を 求め な さい 。 


@ 中 こ 2 ソ の 場合 (振動 的 減衰) 


し =150(mH) 
C=2 (/F) 
Eー100(V) 





.(a) 試薬 特級 の 無水 炭酸 ナトリウム 5.2050g を 称 量 
し レ 、 浴 解 し を た も の を メス フラ スコ で 1 % に 希釈 
し 標準 溶 湊 と し だ 。 ご の 規定 度 を 求め な さい 。 


(b) ある 井戸 水 を 分 析 し だ と ころ 、 100me 中 に CaSO。 
2.8msg、 Mg(HCO。)。 7 .5mg ガ 富 ま れ て い だ 。 ご 
の 水 の 硬 度 を 求め な さい 。 


だ だ し 、H=1.008 C=12.01 〇 =16 
Mg 三 24.3 S=32.06 Ca 三 40.08 
Na 三 22.99 

と する 。 


(a) NazCO の 1 g 当 量 三 NazCO/2 で ある 。 


(b) 水 100me 中 の Ca 塩 お よび Mg 塩 の モル 数 の 合計 
を CaO の 質量 n mg に 換算 し 、n' と する 。 


. ある 実験 で 二酸化 炭素 1 mol が 、40 で 、50atm で 0.380 
2 の 容積 を 占め る こと が 実測 され だ 。 そ の 圧力 を 、 
(a) 理想 気体 の 状態 式 で 、 
(bp) ファ ン デ ル ワ ー ル ス の 状態 式 で 
計算 し 、 実 測 値 と 比較 し な さい 。 


= RT 
V 


(a) PV= テ RT ビビ 


a = RFーP= 
(⑥) (P+ 芝 ) (V-b)=RTーP ニ マニ ュー 
R テ 0.0821 (2@・atm プ ( mol・K)) 
a 三 3.60  b 三 4.28X10*: 
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18. 次 の 水溶 次 に つい て 質問 の 値 を 求め な さい 。 


(a) 0.01N-HCI 水 溶液 の pH 

(b) 0.05N-ーNaOH 水 溶液 の pH 

(c) pH=2 .50 の H。SO, 20me を 水 で うす め て 500me 
と し た 水溶 液 の pH 

(d) pH 三 8.50 の 水溶 湊 の (HH) 


HCI、NaOH は 完全 電離 と する 。 
K 
(OH`) 


(H^) (人 (あめ 5 
(OH-~) : 水 酸 イ オン 濃度 8 
〔Kw〕 : 水 の イ オン 積 1.0X10~? (mol/@)2 


pH ニーlog 


19. 次 の 実験 デー ツタ が ある 。 こ ご この 分 解 反 訪 が 1 次 で ある 
こと を 示し 、 か つこ の 温度 に お ける 速度 定数 を 求め 
な さい 。 だ だ し 、 初 濃度 a 三 1.590 (mol/2) と し 
ます 。 





実 験 番 号 (00e の う 4 





時 間 t (min) 5.4 21.6 2515 .32.9 





変化 寺 x(mor6) | 0.624 1.298 1.376 1.474 





反応 温度 40 で 
1 次 反応 な ら ば コーk (aー%) 
k : 速度 定数 (min-) 


t 三 O の と き x 三 O で ある か ガ ら 
_ 太 dx co a 
k /dー た ご 。 より の と 
避 実 験 番号 に お ける k を 計算 し 、 こ の 値 が ほぼ 一定 
で ある こと を 確 す め て か とら 平 均 値 を 求め る 。 





20. 円 管 の まさ つつ 係数 ( f ) と レイ ン ル ズ 数 (Re) と の 関係 
式 は 次 の よう に な り の ます 。 
1 プ ソ /f 三 Alog (Re ソ f ) 二 日 


だ だ し 、 
平滑 管 | 4.0 一 0.4 


粗 面 管 | 3.2.。1.2 (化工 便覧 ) 


いま 、 粗 面 管 に お いて Re = デ 10000 の と き の f を 試算 
法 で 求め な さい 。 
@ (左辺 ) 一 (右辺 ) が ゼロ に な る よう に ブラ フ で 解く 。 


求め る f の 値 
は グラ フ よ り の 
0.008 一 0.009 
の 間 に あ る ご 
と が ガ 分 る 
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参 考 















計算 の 優先 順位 


本 機 は カッ コ 、 関 数 を 含め て 数 式 通り の キー 操作 で 計算 を お こ な う ご と が で きま す 。 
計算 の 優先 順位 の 判断 や 途中 結果 の 処理 は すべ て 計算 機 が 自動 的 に 処理 し て これ ま 
す 。 計 算 の 優先 順位 は 次 の 通り で す 。 


. 々 や 変数 の 呼び 出し 
・ 関 数 (G⑤ 1N、COS な のど) 


1 

2 

3. べき 乗 (へ ) 

4. 符号 ( 十 、 一 ) 

5. 乗除 算 (*、 プ ) 

6. 加減 算 ( 十 、 一 ) 

7. 大 小 比 較 (>、 >=、<、< こ = テ 、 ズ >、 三 ) 
86. AND、OR 


の 
人 


* カン コガ が 使用 まれ て いる 場合 は カッ コ 内 の 計算 が 最 優先 され ま す 。 


* 複合 関数 Csin cos "0.6 な ど ) は 右 か ら 左 の 順 で 計算 され ます 。 


* べき 乗 の 連 算 て 3**※ すなわち 3 へ 4 へ 2 な ど ご) は 右 か ら 左 の 順 で 計算 され ま 
すず 。 


上 記 3. と 4. で は 後に 出 て きだ ほう が 優先 順位 が 高 こ な り ま す 。 
く 例 > 一 2 へ 4 は 一 (2*) と な り ま す 。 
うー は 3" と な り の ます 。 
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本章 の プロ ブラ ム 例 や 解説 で 使用 し て いる 数 字 と アル ファ ベッ ツ ト は 、 以 下 の 文 字 で す 。 参考 に し て ださい 。 
9123456789 


ABCDEFGH1IJKLMNOPORSTUVWXYZ 
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1. BASIC 言 語 を マス ター する 第 一 歩 


④①BASIC と は 
BB : Beginner's (ビギナー ズ ) …………… 初 訳 者 向き で 
A :Al-Purpose (オー ル バ パー パス ) ……… あら ゆる 目的 に 台 う 
お : Symbollc ニル ジス が じ ツ ジン プリ (osov2c wt 記号 を 使 つ だ 
| : Instruction (イン スト ラク ショ ン ) … 命令 
の 9 Code (コー ド ) OCPLCLCDCL て こい 語 


それ ぞ れ の 頭 文字 を と つて 、BASIC( ベ ー シ ッ ク ) と いう 名 の つい だ コン ピ ユ ー ダ 言語 で す 。 
BASIC は や さ し い 英語 と 記号 で で き て お り 、 コ ンピュータ が どん な 仕事 を すれ ば よい の ガ を 示す 一 
連 の 命令 文 、 す な わ ち 「 プ ログ ラム 」 を 人 間 と コン ピュ ユー タ ガ が 対話 する よう お 形 で 作 つ で い ぐ ご と が 
で きる の が 大 き ね な 特 長 で す 。 


プロ グラ ム と は 

プロ グラ ム と は 、 計 算 機 (コン ビュ ユー タ ) に 計算 な ど を お ご な う だ め の 手 順 を 指令 する 命令 書 の よう 
な も の で す 。 ご の 指令 を コン ピュ ユー タ が 理解 で きる よう に 書き 表し た だ り 、 コン ピュ ユー タ に 記憶 を さ 
せ だ の りす る こと を プロ グラ ミン グ と か 、 プ ログ ラム を 組む と 言い ます 。 し し 、 コ ン ビ ユー タ で いろ 
いろ かな 問題 を 処理 し よう と する と き 、 最 初 か ら ロ AS | 〇 言語 で プロ グラ ミン グ す る 方 法 も あり ます 
が 、 こ ご ここ で は BAS | 〇 言語 の プロ グラ ム を マス ター する 第 一 歩 と し て 、 問 題 を 処理 する 方 法 の 考え 
方 や 、 手 順 を 整理 し 、 図 的 に 順序 だ て て 、 プ ログ ラム の 流れ を わか りや すぐ 表現 する こと か ら は じ め 
ます 。 



































③ 主 な 記号 の 読み 方 と 意味 

9 時 続 み 方 | 意 味 | 記号 | 肝 み 廊 | 意味 | 記号 誠 み 方 | 記号 | 読み 
+ | フラ ス | 加算 || ・ | の 24-| ョ 爾 符 | | | ィ 222x-yao マ ー2 | ] 大 の > コ | 
ー | マイ ナス | 減算 || ・ | ピリ オド | 小数 点 || や | フェ ッ シ ョ ンマ ー ク || | ! | 中 カッ コ 
。 | 妨 222| 生 人 | コ >ylgglle| zyks-2 | y| mgsm 

| ノ 12 ラコ | 除 区 コロ ン | 本科 鏡 || & uky-2Xgz ツ サイ ド | | ! |/Y フ pg 
| に 要 - 久 | ? 19GRW] 二 9| 5% 1 - ギ トー で | 抹 
> | 多 。 | は 9AWM|| 人 oyko こ の | < き 果 8 | | $ | ドル マー ク | ー 5 | 
< | レス サン | ま 9au | * |2 ロ チ | 番 中 記号 | ・ | シン プル フォ ー テ ーション 









































④" 流 れ 図 」( フ ロー チャ ー ト , Flow chart) に つい て 

プロ グラ ム の 娘 理 方 法 の 考え 万 や 手順 を 整理 し 、 図 的 に 順序 だ て て 書い だ も の を 流れ図 」 ま だ は フ 
ロー チャ ー ト と いい ます 。 

流れ 図 は 、 図 記号 と 簡 単 な 式 や 文字 で あら わし ます 。 図 記号 は 、 そ れ ぞ れ ひ と つ ひ と つつ 意味 を 持つ て 
いま す 。 次 に 代表 的 な 図 記 号 と その 意味 、 そ し て 流れ 図 の 基本 形 を 示し ます の で 十分 に 理解 し て いた 
だ きだ いと 思い ます 。 
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⑤ 代 表 的 な 「 流 れ 図 」 と その 意味 





端 子 
流れ 図 の 開始 , 終了 な どの 端子 を 表し ます 。 


(Terminal_Interrupt) 






















処 理 
わ ぐ 内 (〈《 わ ぐ 外 に 書い て も よい ) に 書 ガ れ て ある 負 理 を 行い 
ます 。 


(ProceSS) 









準備 
初期 値 な どの 準備 な ど に 用 いま す 。 





(Preparation) 








入出 力 〈Input ン Output) 
情報 の 入出 力 を 意味 し ます 。 入 出力 一 般 と し て 用 いら れ ま す 。 
また だ 、 本 書 で は 図 記号 7 を RESTORE と みな し ます 。 








手 操作 入力 CManual Input ) 
変数 へ の 入力 な ど 、 キ ー ボ ー に な ど ご か ら 手 で 操作 し て 入力 す 
る こと を 表し ます 。 













定義 済み 処理 CPredefined Process) 
サブ プ プ ログ ラム な ど 、 別 の 場所 で 定義 され て いる 命令 群 な ど 
の 処理 を 表し ます 。 











表 示 (Display) 
情報 を 人 間 が 利用 で きる よう に 、 デ ィ ス プレ イ に 表示 し ま 
すず 。 











判 断 (Deoision) 
判断 ・ 比 較 を 行い ます 。 







書 。 類 
書類 を 媒体 と する 入出 力 機能 を 表し ます 。 


(pocument) 







くり の 返し レ し ループ 
FOR て NEX 丁 文 に 用 いる 記号 
FOR | の | と < ゆ が 対応 し ます 。 
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⑥ プ ログ ラム の 形 (構造 ) 


結合 子 (Connecter) 
流れ 図 の ほか の 場所 へ の 出口 、 ま だ は 、 ほ か の 場所 ひら の 入 
口 を 表し ます 。 


紙 カ ー ド  CPunched card) 
紙 カ ー ド を 媒体 と する 入出 力 機能 を 表し ます 。 


カセ ッ ツ ト テ ー プ ブ 


カセ ツ ト テ ー プ で の デー タ 入 出力 を 表し ます 。 


流れ 線 (Flow Line) 
記号 を 結び つけ る 機能 を 表し ます 。 


注 怠 (Comment Annotation) 
明り よう に する だ め に 、 説 明 ま だ は 注意 を 加え る 機能 を 表し 
ます 。 





1. 直線 形 の 流れ 図 (シー ケン ス 構 造 ) 
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@ 直 線形 プロ ブラム 
@「 判 断 」 が 入 つ て いま せん 。 


@ 分 岐 形 プ ログ ラム 

@ 設 定 さ れ だ 条件 に よ つ て プロ グラ ム の 流れ が 分 岐 レ 
ます 。 

る あじ し 6 条件 が 満 だ され だ ら 娘 理 (1) を 行い , 
そう で な けれ ば 、 処理 の を 行い ます 。 


う 3. ルー プ 形 の 流れ 図 (ルー プ 構 造 ) 
ぐ くそ の 1 > 


@ ぐ の り の 返 し 形 プ ロブ ラム 。 くそ の 1 > 

@ 灯 件 が 満 だ され る まで ご の 返し 、 処 理 (1) と 処理 ら ) を レ 
ます 。 条件 が 満た され る と 、 こ の ルー プ を 抜け て 炊 
の 処理 へ 向い ます 。 





くそ の 2> 
@ く ぐり の 返 じ 形 プ ログ ラム 。 くそ の 2② ろ > 
@ 条 件 が 満 だ され て いる 間 は 、 処 理 (1) を ぐり の 返し ます 。 


@ 条 件 が 満た され ね な こぐ こ な る と 、 ル ー プ を 抜け て 次 の 処 
理 @ へ 向い ます 。 





②" 流 れ 図 」 全 体 の 約束 に つい て 
1 . 流れ 図 に お ける 流れ 線 の 方 向 は 、 原 則 と し て 、 





上 か ら 下 へ 左 か ら 右 へ で す 。 
流れ の 訪 向 が 、 こ ご こ れ に 合わ な いと き 、 流 れ を 示す 矢印 を 用 いま す 。 
2. 流れ 線 は 、 交 差し て も ガ ま いま せん 。 交 差し て も 論理 的 関係 は あり ませ ん 。 


合流 な し レ 合流 あり 
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3. 結合 子 は 、 流 れ 線 が 中 断 さ れる 点 を 表わす の に 用 いる 出 結 合 子 と 、 中 断 さ れ だ 流れ 線 が 再開 
され る 点 を 表す だ め に 用 いる 入 結合 子 が あり ます 。 そ れ ぞ れ の 結合 子 に 同じ 文字 や 数 字 な ど 
を 記入 し 、 ご れ ら が 結合 し て いる ご こと を 示し ます 。 





実際 は 点線 な ご 書き ませ ん が (⑥) と ⑥ で 結合 し 
て いる こと を 示し ます 。 


4. 1 つの 流れ 図 記号 がら 出口 を 2 つ 以 上 書く 場合 は 、 必 要 な 数 だ け の 流れ 線 を その 記号 か ら 出 
す ガ 、 あ る い は 、 そ の 記号 ガ ら 出 だ 流 れ 線 の 数 だ け 分 岐 する 形 で 表現 し ます 。 
分 岐 の 出口 に は 、 分 岐 柔 件 を 記入 し て お く ご と に な つて いま す 。 
「 テ 。 = ニ ・ さく ぐ 」 な ど や 「『「YES」.「NO」 あるいは 「O, 1, 十 , 一 」 な ど が よく 用 いら 
れ ま す 。 
比較 記号 と し て は 「 : 」 や 「 や 〒」 な ど が 使わ れ ま す 。 
まだ 最近 で は 、 流 れ 図 記号 の 中 だ け で な ぐ く 、 図 記号 の 周辺 に 文章 で 説明 する 方 法 な ど が 多く 
みう つけ られ ます 。 






A と 巳 を 比較 する と 
> ー A> 日 の 場合 





プロ グラ ム が 単純 な うち は よい の で す が 、 だ ん だ ん 複雑 に な つて きま す と 、 流 れ 図 を 書か な 
いと プロ グラ ム を 組み 立て る こと が 困難 に な り ま すし 、 プ ログ ラム を 組ん で いる と き は 理解 
し て いて も 、 し ば ら ぐ 時 間 が 経過 し た だ 後 、 あ ら だ め て 解読 し て みる と な か な か が 手 こ ご ずる こと 
が あり ます 。 流れ図 の 考え 方 を 早 ベ マス ター し 、 プ ログ ラム の 基本 を し つか の と 身 に つけ ま 
レ よ う 。 





、 2. ブロ グラ ム の 基本 
STEPLINPUT,PRINT,END,GOTO 文 


( 例 題 )① 


半径 を 入力 し て 、 円 の 面積 を 求め る 
プロ グラ ム を 作り な さい 。 


〔 解 説 )① 








左 図 じ お いて 、 半径 を RR、 面 積 を ら と する こと 
ティ ァ 中 2 
で 面積 を 求め る こと が で きま す 。 


流 れ 文 番号 まだ は 行 番号 BAS1C 言 語 に よる ステ ー ト メン ト 
6 ペペ ーー ペー ペー 
(フロ ー チ ャ ー ト ) (ライ ン ナ ン バ ー) (ひと つの 意味 を も つた 処理 式 や 、 命令 請 の こと ) 


(mW) を 押し て 画面 左下 に “PRO" を 吉 灯 
させ ます 。 











R を 入力 する 
面積 ご を 表示 


( 注 ) z は PPI に 変換 され て 入力 され ます 。 





S ニ = テロ P| * R 人 ハグ 
テロ |*R*R で も よい 









PRINT S 
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① プ ログ ラム の 入れ 方 
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④①. (mm キー を 押し て 電源 を 入れ ます 。 
員 ) キー で プロ プラ ム モ ー ド 
(PRO モ ー ド ) に し ます 。 


②@. NEW[ 選 


③. 文 番号 を 入れ 、 文 を 入れ ます 。 
+ } 


10 INPUT R 
文 番号 ( 行 番号 と は ) 


ke ン | 
ナン バー) と も いい ます 。 


表示 に つい て 


⑨④. 20 S=PIl* R 人 ハジ 
(S= ニ Pl * R * R で も 同じ 
で す 。) 


.30 PRINT S 


⑮. 40 END 
END の 意味 


プロ グラ ム を 計算 機 に 書き 込む こき は 、 次 の 手順 で 行い ます 。 


操作 手順 の 説明 と 表示 内 容 


プロ ブラ ム を 書き 込む こと の で きる 状態 に し ます 。 


先 に 入力 し だ (ひも し れ ね な い ) プロ グラ ム や デ 
ー タ を すべ て 消し ます 。 


[1〕(Q)(SmFT) [る]() 19INPUTR_ 
〔) 19:INPUT R | 


プロ グラ ム 文 の 実行 順序 の 番号 で す 。 

数 字 の 低い 文 番 号 か ら 実 行き れる の で 、 実 行 の 
順に 数 字 の 低い 文 番 号 を つけ ます 。 

文 番号 は 、10 番 お き に つけ る の が ガー 一 般 的 で す 。 
後 が ら 、. プ ロロ グラ ゐ を 追加 する と き に 都合 が よ 
いか が ら で き 。 

な お 、 本 機 は 1--65279 ま で の 整数 を 文 番号 と し 
て 使用 で きま す 。 


文 番号 に 続け て 文 (ステ ー ト メン ト ) を 入れ 、 
[キー を 押す と 、 文 番号 の 後に 自動 的 に : 〈 コ 
ロン ) が 入り ます 。 

19 : INPUTR 


{ 
自動 的 に 1 桁 1 文 字 ) あ きま す 。 
自動 的 に : (コロ ン ) が 入り ます 。 


文 番号 10 で 与え られ だ 丹 の 値 で ・R* を 計算 し 、 
計算 し だ 数 値 を さと いう 記号 の 中 に し まつ て お 
き な さ い (と いう 意味 で す )。 
〔)(@)(] (=)(Z)(*)( 本 65(g)( リ 

「 放 :S=Pl*RC2 | 


[3]( の [SmiFT] +[X%)() | 39PRINTS_ |] 
〔 39:PRINT 8 
文 番 号 29 の S の 記号 の 中 に 入 つ て いる 
数 値 を 表示 し な さい (と いう 意味 で す )。 


〔3)(@( 号 )(NJUP)(=) 40:END 
ご れ で プロ グラ ム は 終了 し まし た (と いう 意味 
で すう 。 





〔』J キ ー に つい て 


INPUT の 入力 記法 


PR INT の 入力 方 法 


END の 入力 方法 


文 (ステ ー ト メン ト ) に つい て 


(例題 すめ を マル チ ・ ス テー トメ ント 
に する と 


〔q』) キ ー は 文 の 終わ の に 必ず 入れ ます 。 

ご れ は 『「 ご の 文 は 終わ り ま し だ 」 ま だ は 「 プ ロ 
プラ ム 文 と し て 書き 込む こと が 終了 し まし た 」 
と いう 意味 び ザ び ふ ぐま れ て いま す 。 


INPUT 
INPUT は (SMFT] 十 [ 用 } と 押し て も よい で すし レ 
[JJ(M( 加 (M)(〒] で も 同じ で す 。 


PRINT は [SmFT] [%) と 押し て も よい で すし レ 

〔 思 ]( 記 LN](〒) で も 同じ で す 。 
この よう に 、 本 機 で は BASIC 言 語 の 命令 語 が 、 
まだ いこ つか リザ プー プ さ れ て いま す の で 、 活 用 
し て ご こ だ さい 。 


END は 、 [上 (NB) と 押し ます 。 


1 つの 行 〈 ラ イン ) は 1 つ 以 上 の 文 (ステ ー ト 

メン ト ) ガ ら な り 、2 つ 以上 の 文 (マル チ ・ ス 

テー トメ ント ) に な る 場合 は 文 と 文 の 間 に : ( コ 

ロン ) を 入れ て 区 別 レ し ます 。 (コロ ン を 入れ る ) 
ど 


10_ INPUT RS=PI*R ハ 2 : PRINT 
S : END と な り ま す 。 だ だ し 1 行 254 文 字 以上 
は 書け ませ ん 。 
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プロ グラ ム の 修正 ・ 編 集 
プロ グラ ム を 作成 する 場合 。 キー 操作 の ミス な ど に より 正しい プロ プラ ム に な ら な いこ と が 多 こ ご 
あり ます 。 ご の よう な 場合 の 処理 は 下 表 の ギー 操作 で 行い ます 。 









表示 され て いる 行 (ライ ン ) 内 の 〔=〕 まだ は (=) キ ー で カー ソル を 移動 し 、 








④ 訂 正 正しい キー の 入力 
@ 削 除 [SMiFT) 十 (3) 
(Delete, デリ ー ト ) 
(Backspace, バ ッ フ スベ ー ス ) 
③ 追 加 






(Insert, イン サー ト ) 





プロ グラ ム の 確認 
プロ グラ ム 全 部 の 内 容 を コン ビュ ユー タ に 書き 込ん だ ら 、 次 に PR 〇 モー ド で 下 表 の キー 操作 に よ 
り 、 そ の 内 容 の 確認 を し ます 。 


キー 操 作 説 明 











ご の キー を 1 回 押す と 、 現 在 表示 され て いる 次 の ライ ン を 表示 し ます 。 
ご の キー を 押し 続け る と 、 順 次 、 次 の ライ ン を 表示 し ます 。 

まだ 、 プ ロン プ ト 記 号 〈>) ガ 表示 され て いる と き に この キー を 押す と 、 
[JJ 先頭 の ライ ン か ら 、 画 面 に 表示 で きる 範囲 を 表示 し ます 。 

画面 に カー ソル が 出 て いる と き は 、 カ ー ソ ル を 画面 の 下 の 行 また は 、 プ 
ログ ラム ライ ン の 一 番 後 へ 移し ます 。 

すでに カー ソル が ガー 番 後 に ある と き は 、 次 の ライ ン を 表示 レ し ます 。 


ご の キー を 4 回 押す と 、 現 在 表示 され て いる 前 の ライ ン を 表示 し ます 。 


ご の キー を 押し 続け る と 、 順 次 、 前 の ライ ン を 表示 し ます 。 

まだ 、 表 示 内 容 を 一 度 消去 し て この キー を 押す と 、 最 終 の ライ ン を 表示 
[1J し レ ま す 。 

画面 に カー ソル が 出 て いる と き は 、 カ ー ソ ル を 画面 の 上 の 行 ま た は 、 プ 
ログ プラ ムラ イン の 先頭 へ 移し ます 。 

すでに カー ソル が 先頭 に ある と き は 、 前 の ライ ン を 表示 し ます 。 


トー † ゴ 


LIST YS 5 
よ だ は し 、[ コ | 先 順 の ライ ンカ ら 、 画 面 に 表示 で きる 箇 を 表示 し ます 。 


- ー 
LIST 30 〔) 文 番号 (ライ ン ナ ン バ ー) 30 行 か ら 、 画 面 に 表示 で きる 範囲 を 表示 し ま 
まだ は す 。〈 指 定 し な 文 番号 お よび 、 そ れ よ の 大 きい 文 番号 が 存在 し な いと き は 
L.30 〔 選 エラ ー40 に な り の ます) 

















プロ グラ ム を 呼び 出し だ 後 、〔=〕) まだ は [=〕] キー を 押せ ば 表示 部 の 1 行 目 に 表示 され て いる プ 
ログ ラム ライ ン に カー ソル が 現れ ます 。 =] キー を 押し 続け れ ば その プロ プラ ムラ イン の 最後 
まで カー ソル が 行き ます 。 [=] キ ー の 場合 は 先頭 まで 行き ます 。 
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④ 文 (ライ ン ) の 追加 ・ 変 更 ・ 削 除 
泡 、 確 認 し た と ころ 、 下 の 表 の 右側 の よう な 誤り が あつ た と し ます 。 


19 INPUT R 19 INPUT R 
員 < と 
20 S=PI* RR ハ 2 ~、 8 ニ PI* R ハ 2 が な い 
30 PRINT S 29 PRINT S 
49 END 30 END 






























衣 つ て 入力 し を プロ ブラ ム の 文 番号 10 行 と 20 行 の 間 
に テロ | * R 入 の を 入れ る だ め に 、 新 し く 15 と いう 
文 番号 を 選び ます 。 

15 = テロ!I* RR 和 ハグ 〔 と する と 、 . 下 表 の よう に 
対 正 され だ プロ グラム が で き あ が り ま す 。 








プロ グラ ム の 内 容 は 同じ で 
す 。 文 番号 が ガ 異 つて いて も 
問題 は あり ませ ん 。 











PRINT S 
39 END 





ご ね で 正 じ レ い プロ グラ ム が 完成 。 
再び 誤 つ だ 入力 プロ グラ ム に も どっ つて 文 番 号 く ライ ン ナ ン バ ー) も 同じ 10。 20. 30, 40) に し だ 
いと き は 、 以 下 の 手順 で 行い ます 。 


20) JE = 誤 つ だ を プログ ラム の 20 行 は この 操作 で 削除 され ます 。 
20 =PIl* 人 ハグ (= そこ で 新 し ご 20 行 を 入力 し ます 。 
80 _ END ーー テキ つ づい て 、 二 の 方 法 で 30 行 も 削除 し で て で も よい の で す が 、 カ 


4 


ー ン ル を 左端 に 移動 し て ( 〔=〕 キー を 使う) 文 番号 を 訂 
正す る と 、 プ ロ プ ラム は 左 の よう に な り ま す 。 
ER ご ご に カー ソル を 和 動 し ます 。 


"と 次 に この 30 行 を 削除 (操作 は 30() レ 、 あ ら た め て 30 


PRINT ら (と 入力 され ば 、 文 番号 の そろ つた プ ブ 
ログ ラム が 完成 し ます 。 


文 番号 の 付け 直し は RENUM 命 令 (〈 リ ナン バー) を 使う 方 法 も あ 
り ま す 。 BASIC の 名 命令 の 説明 を 参照 し て ださい 。 
po 
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プロ ブラム の 実行 
プロ グラ ム の 実行 は 、 実 行 モ ー ド (RUN モー ド ) で 行い ます の で (| キー を 押し て 画面 左下 に 
"*RUN" を 表示 させ て こ だ さ い 。 


CAPS 
RUN MODE 


クン 








そし て 次 の 命令 で 実行 を 開始 し ます 。 
RUN 〔 最も 低い 数 字 の 文 番 号 より 実行 を 開始 し ます 。 


RUN 文 番号 〔』j 指定 し な 文 番号 より 実行 を 開始 し ます 。 





それ で は 円 の 面積 を 求め る プロ グラ ム を 実行 きせ て み ま し よう 。 


RUN モ ー ド に 設定 





半径 R ニ 1 (cm) 
の 場合 





半径 ドニ (cm) 
の 場合 








半径 ドニ 3(cm〕)、 半 径 R ニ オス (cm) の 場合 も 計算 し て くだ さい 。 | 





ご の よう に し て い ぐ こ と 、 いち いち (SMWFT) +(V)( コ J) と す る の が 、 めん どう に な つて きま す 。 そ ご こ で 
下 の 流れ 図 の よう に 、S の 表示 ガ 終 われ ば 、 再 び 先 頭 に 戻る 命令 語 が あれ ば 、 い ちい ち RUN 
[と し な く と も よく な り の ます 。 

BASIC 言 語 で は 、 こ の よう な と き に GOT 〇 文 を 用 いま す 。 


INPUT R 
S テ Pl * R 人 ハジ 
PRINT S 


GOTO 196 
END 





30 行 と 40 行 の 間 に 新 し く G 〇 TO 文 を 入れ る だ め に 
35 GOTO 19 〔 包 と 操作 し ます 。 
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こ ご の プロ グラ ム を 実行 する と 、 


| RONe-F | non 


R= 1 
次 の R の 入力 待ち ーー や 
R= テ ク 請 人 

還 | 12. 5663 フ の 6 1 
次 の R の 入力 待ち ーー の 


この よう に 、 ガ ん だ ん に 計算 を すす め る こと が で きま す 。 


BREAK 
ご の プロ グラ ム の 実行 を 中 止 す る と き は キー を 押し て ぐだ さい 。 






1 
う 3. 1415926524 


加 て 






プロ グラ ム の アプ リケーション 
今 ま で の プロ グラ ム の 実行 は 入力 ・ 出 力 に だ だ 数 値 が ザ 入 つて いる だ け で 、 ち ょ よ つ と 目 を は な し だ 
りす れ ね れ ば 、 そ れ が どの よう な 意味 を も つつ 数 値 す わ ひら な ご こ な り ま す 。 
ご ご こ で は 1NPUT 文 と PR 1 NT 文 に 変化 を も だ せ 、 わ か りや すい 工夫 を 試み る こと に し ます 。 
10 _ INPUT R 
| ※ ご の 部 分 を メッ セー ジ と し て 表示 し ます 。 
19 INPU 丁 "ハン ケイ ーR テ ":R 
し セミコロン 
R に 入れ る 数 値 を 入力 し を と き 、 そ の 数 値 を メッツ 
PSP | 
スペ ベ ペース [つま り 、 空 白 。 文 字 と 記号 を 分 離し て わか りや すい 
| っ eeseoc xyeee っ co し ペ 
スペ ベー ス は mAegj キー で 入れ ます 。 





7 < と いで 
※ り ハン ケイ こ .R ロ =" の よう に " '" 引 用 符 (ダブ ルフ ォ ー テ ーション ) で 囲ま れ だ 
も の は 、 数 値 と 異な り 文字 と し て 扱わ われ ま す 。 
39 PRINT 8 
*30 PRINT "= :RR: ーーS=" : ら 8 


ご れ を 入れ な いと の 数 値 と ら の 文字 が 、. こつ つき すぎ て わか の に ご 
ぐ な る の で スペース を の つ 入れ て 、 中 の 数 値 と S の 文字 を 離し て 
お きま す 。 


" で 囲ま れ ね だ 中 に 入れ だ アル フタ アベ ツ ト の 小文字 は 、 そ の まま 小文字 と し て 扱わ れ ま す 。 


" で 囲ま れ だ 中 以外 に アル ファ ベッ ツ ト の 小文字 を 用 いる と 、 大 文字 に 変換 され ます 。( だ だ 
レ 、 注 息 文 は 除 ぐ ) 
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プロ グラ ム を 整理 する と 下 の よ うに な り の ます 。 


INPUT " ハン ケイ ーーRR=":RR 
= テロ | * R 和 ハグ 


PRTNT'R= リ iR: 


GOTO 16 
END 


ご これ を 実行 し て み ま し よう 。 





La で 三 リ 














実 行 の 内 容 キ ー 招 表 示 部 
rs 
RUN モ ー ド RUN_ 思 ハン ケイ R ニ ニ 
| いて ぐ い で で ロ て @ 
R=1 1 ハン ケイ ニ イー 
記 R=1. 8S=3.1 41592654 
次 の の 入力 待ち ーー ハン ケイ = ニー 
R=2 2 ハン ケイ RR=2_ 
R=2. 8S=12.5663 フ 061 
次 の R の 入力 待ち ハン ケイ R=_ 

















(⑦ エ ラー 表示 と その 処理 方 法 


プロ グラ ム を 実行 し た と き に プロ グラ ム に 誤り の が あつ だ のり 、 デ ー タ が 不適 当 な 場合 な ど で エ ラー 


が 発生 する こと が あり ます 。 
エラ ー が 発生 する と 次 の よう な エラ ー メ ッ セ ー ジ が 表示 され ます 。 


ERROR 1 の IN 2 の 


ご れ は 、 文 番号 20 行 に エラ ー コ ー ド 10 の 内 容 の エラ ー が 発生 し だ こと を 意味 レ し ます 。 


* エラー の 処理 手順 





④ 央 キー で エラ ー を 解除 し ます 。 


@⑥@⑳@@ 


ml キー で 選 選 O つ モー ド に し ます 。 
(』J キ ー ま だ は [1] キ ー を 押し ます 。 
エラ ー の 発生 し な 文 番号 が 表示 され ます 。 

エラ ー の 発生 し た 位置 に カー ソル が 表示 され て いま す 。 
エラ ー の 発生 し だ 原因 を 探し て 、 プ ログ プラ ム の 修正 を レ し ます 。 





ご の コン ピュ ユー タダ に は 多く て の エラ ー コ ー ド が あり ます 。 


323 ペ ー ジ に エラ ー コ ー ド の 内 容 を 示し ます の で 、 活 用 し て こ だ さ い 。 
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( 例 題 )@ 


ある 適当 な ど つ の 数 、X と Y を 入力 し て 、 ら X 十 YY を 求め る プロ プラム を つこ くり な さい 。 


画 フ ロー チャ ー ト 入力 前 に Wg キー で PRRO モ ー ド に し 、 

NEW[ と 操作 し ます 。 

較 プロ グラ ム 例 

19 INPUT!X テ : X 

29 INPUT"Y=" : Y 

39 フー ニワ * ネ メ X 十 の ク *※ ヤ 

49 PRINT"X= リ XY アー /Y サ デー リ : の 
59 GOTO 19 

69 END 










メモ リリ 内容 





Z と 5X+2Y 


STEPI2| 切り 捨 て ・ 四 捨 五 入 ・ 桁 指定 


プロ グラ ム を 実行 し 数 値 を 求め る 場合 、 小 数 点 以 下 2 桁 程度 まで 求め れ ば よい 場合 が ガ 多 こく あ り ま 
す 。 ご の よう な と き 、 切 り の 捨て ・ 四 捨 五 入 あ る い は 桁 指定 を し て 和 め 要 な 桁 だ け 表 示す る プロ グラ 
ム に つい て 次 の 例題 で 練習 し て み ま し よう 。 


( 例 題 )③ 


数 人 A を 入力 し て ^. A“ の 値 を 表示 する プロ プラ ム を つく りな さい 。 


数 人 は 1 、 ジ 、③、4、 ら 5.23 を 入力 する も の と し ます 。 





115 


較 ブ プロ グラム 例 
19 _ INPUT_A 
29 メニ SOR A 


























399。 ヤ = テム AA の 
49. PR.JIN 生 "ルート A=":X: リ AA の = テリ : ヤ 
45 GOTO= 19 
59 END 
操 作 表 示 例 
ll RUN モ ー ド に し ます 
RUN  [〔 や 
1 (gj 1 と 12 の 答 一 一 > | ルー ト A テ 1. A ハ グーテ 1. 
や 
2 〔jJ ソ / ど と 2 人 の 答 一 一 | ルー ト A テ 1 .414 ク 13562 A ハ ク = ノ 4. 
や 
3 (jj 3 と 32 の 竹 一 一 | ルー ト A= テ 1 . ア 3 ク 2 の 5 の 8 の 8 A 和 ハク 2=9. 
や 
4 〔(gj 4 と 42 の 答 一 一 … | ルー ト A テ ク 2. A ハ 2=16. 
や 
5.23 (ソソ 5.23 と 5.233 ルー ト A= テ グ 2.286919325 A ハ = テク ブフ . 
の 答 3529 
や 
表示 桁 数 が 多く な り 、A < の 値 が ク 行 に 別れ て し ま 
いま し だ 。 
ご の (例題 ③ で は 、 


49 PRINT "ルー ト A テ リリーA 和 A ハ の テリ:Y 
と いう よう に 、 セ ミコ ロン に よ つ て 表示 を 継続 させ だ の で 、 1 行 に 全部 表示 され 
な ぐ な り ま す 。 
し レ か し 40 行 を 次 の よう に 2 つの 行 に 分 ける こと に よっ つて 、 そ れ ぞ れ の 答え を 1 行 
に 表示 させ る こと が で きま す 。 

490 PRINT "ルー ト A=":X 

43 PRINT "AA ジテ リヤ 


し レ か し 、 小 数 点 以 下 2 桁 程度 を 表示 すれ ば よい 場合 に は 、 プ ログ ラム を 次 の よう に 変更 する こと 
に よっ て YA、A* を 一 度 に 表示 で きま す 。 
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① 小 数 点 第 3 位 以下 を 切り 振 て る 場合 INT ン 整数 化 CInteger プ イン テ ジ ャ ー) 



































19 INPUT A 
29 メ =SOR A 
っ 5 X を 100 倍 に し だ も の を 整数 化し 、 そ れ 
25 X※= ニ INT (1 の 6*X)/169 を 100 で 割る こと を 意味 し て いま す 。 
39 YA 人 ハジ Y モ 同様 な 処理 を する こと が で きま す 。 
49 PRINT "ルー ト A= テ "XX: リーA 和 AA の = テリ:Y ヤ 
45 _ GOTO 19 
59 END 
ーー ニー ニー ーー ニー ニー 
幸 作 表 示 部 
(WM RUN モ ー ド に し ます 
RUN [名 や 
1 〔) ルー ト A=1 . AA ハグ =1. 
の 
2 () ルー ト A=1 . 41 A ハ クニ 4。- 
や 
3 〔 ルー ト A=1 。 フ 3 A ハ クニ =9. 
や 
4 本 ルー ト A= テ 2. A ハ = テ 16. 
や 
5.23 ルー ト A= テ グ 2. 28  A ハ ク = テ 2 フ . 3529 
② 小 数 点 第 3 位 以下 を 四 搭 五 入 する 場合 
19 INPUT ム A 
29 メ = ニ SOR A 
時 。 /X を 100 倍 し た も の に 0.5 を 加え 、 そ れ を 
25 メニ INT (199*X+ の . 5) ン 199 | 8 を HO で WW る こと を 時 し ま 9) 
399 ヤマ ニム A 和 2 Y も や 同様 な 処理 を する こと が で きま す 。 
49 PRINT "ルー ト A= テ =" :X: AA の =":Y 
45 GOTO 19 
59 END 
操 作 | 表 示 部 ] 
(Ws RUN モ ー ド に し ます 
RUN や 
1 本 ルー ト A= テ 1 。 A ハ クニ 1 . 
や 
2 〔 コ ) ルー ト A= テ 1 . 41 AA ハク = テイ. 
や 
3 〔) ルー ト A= テ 1 . フ 3 A ハ = テ 9. 
や 
4 〔g ルー ト A= テ ニク. A 和 =16. 
や 
5.23 ルー ト A= テ 2. 9 A ハ ク = テ 2 フフ . 3529 
和 
小数 点 第 3 位 を 四捨五入 し だ 値 
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③ 数 値 の 桁 指定 を する 場合 USING 病 令 
US | NG 例 令 を 用 いて 桁 数 を 指定 し 、 表 示さ せま す 。 (例題 )③ の X の 値 を 小数 点 ら 桁 ま で 指定 
する と き は 、 
PRINT US1NG'*#。 半 り 
待 号 と し て 1 桁 め 要 し > 小数 部 は 2 桁 分 

と し ます 。 だ だ し 、 小 数 点 第 3 位 以下 は 切り 捨て と な り ま す 。 
また Y の 値 は 符号 の 1 桁 と 数 値 の 2 桁 で 、 全 部 で 3 桁 分 の 指定 が 選 要 で す 。 

19 INPUT ム 

20 メ =SOR A 

30 ヤニ AA ハク 2 

40 PRINT USING'##.##「: リ ルー ド A ニ ":X 

43 PRINT USINOG'### AA2= ニ ":Y 

45 GOTO 1 の 








59 END 
操 作 表 示 部 

(sw RUN モ ー ド に し ます 

RUN 回 ゃ 

1 〔 ルー ト A= 1.9 の の 
護 作 ジニ 1 
や 

〔 ルー ト A= 1.41 
AA2= 4 
や 

3 ( ルー ト A= 1. フ 3 
A ハ 2 テニ 8 
ゃ 

2 (JJ ルー ト A= ク 2. の の 
A 和 2= 16 
や 

5.23 ルー トム A= 2.28 
AA ハ ろ = 2 攻 














STEP 加 関数 を 使う プロ ブラ ム 


( 例 題 ④ 


数 X を 入力 し て その 絶対 値 を 表示 する プロ ブラ ム を つく りな さい 。 


還 解 説 
ABSC(X%X) の 式 で X の 絶対 値 を 求め ます 。〔ADsolute( ア プ ソ リ ユ ー ト : 絶対 値 )) 
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還 フ ロー チャ ー ト 田 ブ ログ ラム 例 

19 _ INPUT X 
20 メー ニ ABS(X) 
30 PRINT "ABS(X)=: X 
40 GOTO 16 
IX-ABS(X) 59 ビ END 





( 例 題 )⑤ 


数 X と Y を 入力 し て 、X 二 Y の 値 が プラス な ら 1 を 、 マ イナ ス な ら ー 1 を 、O な ら 0 を 
表示 する プロ プラ ム を つぐ りな さい 。 


画 解 説 
符号 は SGNCX) で 調べ る こと が で きま す 。 〔Sion( シ グ ナ ム )) 
SGN(X) で 、※> O の と き 1 、 メ デニ 0 の と き O、※X< 1 の と き ー 1 が 得 ら れ ま す 。 


較 フ ロー チャ ヤー ト 較 ブ プロ グ ブラム 例 

1 の NEST 包 。 ヤ 

29 ニテ メ オヤ 

390 = テ SGNK 乙 ) 

490 PRINT*※ キ Y モ 「:S 


ZーX+Y 
50 GOTO- 19 


60 END 





( 例 題 ⑥ 


4 一 10 の 乱数 を つく ぐり 表示 する プロ ブラム を つく りな さい 。 


乱数 は RND X で 与え られ ます 。〔Random( ラ ンダ ム )) 
RND X に お いて 、X の 値 に より 次 の よう な お 乱数 を 得る こと が で きま す 。 
@X が ググ 以上 の 場合 
が 正 の 整数 の と き ぎ - 4 がら X の 値 以下 の 乱数 を 発生 レ し ます 。 
(1 ミミ RND X ミ X) 
X が 小数 部 を 信 お とき : 1 ガ ら X の 整数 部 に 1 を 加え だ 値 以下 の 乱数 を 発生 し ます 。 
(1 ミ =RND- X ミ =CLNT XX) 二 1) 
@X が 負数 の 場合 同じ 乱数 (ある い は 乱数 列 ) を 発生 ざさ せる だ め に 、 初 期 値 を 一 定 に 
し ます 。 
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@ X が O 以 上 、2 未 満 の 場合 O 〇 より 大 きぐ 、4 より 小 ざ い 値 の 乱数 を 発生 し ます 。 
(0 く RND X ぐ 4) 










較 フ ロー チャ ー ト 較 プ ログ ラム 例 
5 WAIT 59 
10 A=RND. 19 .・ この 部 分 の 数 値 を 
20 PRINT"A=" :A 
30 GOTO 19@ 
0 ENO 


と 変え て 、 乱 数 の 出 
だ を いろ いろ 確認 
し て ぐだ さい ゆ 。 


5 WA|I 十 、 59. は 20 行 の PRINT 命令 の 表示 時 間 を 指定 し て いま す 。 
だ だ し 、 一 般 の パソ コン で は WA | 丁 指定 が び で き な い の で 次 の よう に し ます 。 
25 FOR J =1 TO 500:NEXT J 
(FOR、NEX 丁 に つい て は 126 ペ ー ジ 参照 ) 

〔 例 題 】② 


だ だ し 、X と Y は 正 の 整数 値 と し ます 。 
画 解 説 

常用 対数 を 用 いま す 。 

対数 の 性 質 ひ すら 、Y・ し LO 〇 GX の 整数 値 寺 4 桁 と な り ま す 。 
較 フ ロー チ ヤ ー ト プ ログ ラム 例 
19 _ INPUT ※, Y 
20 K に ニーY※LOG X 
39 K=ーINT (K) 十 1 





49. 選 記 NITI  ※ ミ As パャ シー テナー が 
59 GOTO 4 の 
69 END 
紅 - 
( 例 題 )⑧ 
92 に 適当 な 数 を 入れ sin, cos, tan の 値 を 求め る プロ プラ ム を つこ りな さい 。 
(2 三 30: 45! 60' と 入力 を し な さい 。) 
3 説 圏 プ ログ ラム 例 
三角 関数 キー を 用 いま す 。 5 DEGREE 
角度 単位 を 度 (DEG) に 指定 19 _ INPUT X 


し レ し ます 。 2⑳ US ING 


較 フ ロー チャ ー ト 





( 例 題 )⑨ 


39 AA 三 ご 1N_ X : 昌三 COS X ェ * で = テイ AN X 
9 TINT SI NO うー こつ ニ 『 
>USLNG り ##。 韻 昔 共 ! : 人 
99 USING 
69 PRTINT "COS" ・ XX : “=ー" 
> US_LNG "ませ #" : 日 
29 US1NG_ 
PRINT "TAN* :X・* ニ * 
> USLNG り ##. 半 壮 #! :O 
99 GOTO 1 の 


X 









ペ へ へ 緑 で 示す 内 容 
が ある 場合 と 、 な い 





り : 宙 | 場合 の 表示 の し か だ 
の 違い を 確認 し て ご 
だ さい 。 


組み 合せ 計算 nCr ニ ーッ) の 値 を 求め る プロ グラ ム を つく りな さい 。 


階 乗 て (FACT) を 用 いま す 。 な お 組み 合せ (NCR) を 用 いれ ば 簡単 に な り ま す 。 


還 フ ロー チャ ー ト 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 





還 プ ログ ラム 例 
19 INPUT"N=" : N. "RR=":R 
29 G= ニ FACT N ン (FACT R*FAOT CN 一 ) ) 
30 PRINT G 


49 END 
( 注 )20 行 は ら =NCRCN.R) で も 良い 。 


メモ リ 内 容 
ーー 3 紙 、 





ーーーーーーーー 


ーーーーーーーーーーーーーーー~ー 
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STEP4IF 一 THEN プ IF 一 GOTO 


( 例 題 )⑩ 





数 X を 入力 し 、 正 の 数 な ら ' プラ ス デス " 

員 の 数 な ら ' マイ ナス デス 

O な ら "ゼロ デス " 
と 表示 する プロ プラ ム を つこ くり な さい 。 だ だ し 、 デ ー タ が ガ 98999 以 上 の と き は 終わ り と す 
る プロ グラ ム を 考え な さい 。 











国 フ ロー チャ ー ト 





圧 プ ログ ラム 例 
19 . INPUT' X=" :X 「 も し 、X の 値 が 負 な ら 70 行 へ 行き な さい 。 
29 1F X く の THEN_ フ の ーーーーーー | そう で な いな ら 30 行 へ 行き な さい 。 

30 |F メニ の _THEN_ ら 9  「[X の 値 が O な ら 90 行 へ 行き な さい 。 そ う 
49 1F X>=9S8S99 THEN_ 11 | で な いな ら 40 行 へ 行き な きい 。 

59 PRINT "プラ スー デス * 8 も し 、X の 値 ザ おけ づら 99 以 上 な ら 110 行 
69 GOTO 19 へ 行き な さい 。 そ う で な いな ら 50 行 へ 行 
79 PRINT "マイ ナス デス 


き な さ い 。 
89 GOTO 16 
99…PRTHN〒" セ Eh- デ ベス" 
199 GOTO 19 
119 END 
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還 解 説 
-① IFーTHEN は | 以下 の 条件 が 成立 する と き 、THEN 以 下 の 命 令 に 従い ます 。 
⑦THEN 文 番 号 一 ご その 文 番 号 へ 行き ます 。 
THEN ステ ー ト メン トーー その ステ ー ト メン ト を 実行 し だ 後 、 
次 の 文 番 号 へ 行き ます 。 
の 条件 が 成立 し な いと き は 、 次 の 文 番号 へ 行き ます 。 


② GOTO 文 番 号 は 、 無 条件 で 指定 され だ 文 番 号 へ 行き ます 。 


③ IF-THEN 文 番号 は IF 一 GOTO 文 番号 こ 同 じ 令 で す 。 











上 
小さ きい どう か 判断 ” (〈 〇 〇 は メメ より 小さ いか や ) 
以下 か どう か 判断 ( 〇 〇 は メメ 以下 カマ ) 







判 断 内 容 








二 交 方程式 ax デ 十 bx 十 C 三 0(a キ 0) の 解 の 種類 を 判別 し て 解 を 求め る プロ プラ ム を つく り の 
な さい 。 だ だ し 、 ジ 2 実 根 の と き は ' クジ ッ コ ン " 、 重 根 の と き は ' ジュ ウコン " 、 虚 根 の と 
き は " キョ コン ' と 表示 させ て それ ぞ れ の 解 を 求め な さい 。 





画 朋 説 
一 股 式 ax? 二 bx 十 c 三 O (9 キ O) の 解 の 公式 は 


ー5 ょ "5?ー4ac 


= 2a 





D= テ ピー4ac 
と する と 
| ーb5+"D 
D つ Oh の 実 根 5 
= 。 2s 
D 三 0…………… 重 根 x 三 っ 
D< く 0 る 虚 根 


D' デ IDI と すれ ば 、 ソ ゾーD′ と いう こと で す 。 ソ の 中 が 
員 に な る こと は 、 数 学 的 に (コン ピュ ー タ が 演算 する うえ で 
も ) 許さ れ て いま せん 。 

そこ で ソーD の こと を D・: と 数 学 で は 表わし て いま す 。 
: ニ ツー イ と いろ こと で きす 。 

し た が つて 、D の 絶対 値 を 考え な けれ ば な り の ませ ん 。 
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ーb+" Di 

虚 根 は Xi 三 ーー 
ーb-ー"Di 

5 雪男 


で 表れ ます 。 
: の こと は 、 虚 数 単位 と いい ます が 、 本 機 の 場合 7 が あり ませ ん の 


で 、: の 代わ り に J を 用 いる こと に し レ ま す 。 


X1-( 一 B+D1)/(2A) 
X2-( 二 BーD1)/(2A) 
Y1ーーB ン (の A) 
Y2ーD3/(2A) 


WX1 三 臣 YM 
二 J 中 Y2 


一 プロ ブラ ム 例 


9 INPUT "AA= ! :A。 "日 =" :B.「 CO ニュ C 
29 D= ニ B ハ ウー イネ *A*C 

36 IF_D<9_THEN_169 1 
40 IF D=9 THEN_129 

59 D1=SOR D 
60 X1 ニ (B+D1) ン (の ら *A) | B |1ww | 
76 メ 2= (一 ーD1) ン (2*A) 

80 PRINT'2 ジ ッ コ ン ・ き 

99 PRINT'X1=":X1 本 オイ A C 親 器 式 
199.PR」 NT X2=" : X2 

119 GOTO 219 *D 

129 X ニ ーB ン (2*A) ABS D 

139 PR INT '! ジュ ウコン 

149 PRINT'X=! :X 
159 GOTO 219 ーー ロン っ 

169 D2= ニ ABS D :D3=SOR_D2 

176 Y1 ニ ーB ン ( ろ *A) : マク ウミ D3 ン (の *A) 
189 PR INT "キョ コン * 
0 

209 PRINT'X2= メ :Y イ 1: リーJ" :Y の 
219 INPUT" Cerikyco。 ) う * :Y 

229 1F Y= ニ 1 THEN 19 
230 END 


下 表 の 数 値 を 入れ て 結果 を 求め て くだ さい 。 











繰り 返し 判断 用 











ジョ ウ コ ヨシ 


メニ ー1 





ag 


キョ コン 








1 三 1 十 J2 X2 ニ 1 一 J2 


X1=1.5+J1.936491673_X2=1.5-J1.936491673 


ジユウ コン メニ ー1.58113883 
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STEP FOR こ TOーSTEP,NEXT 


(例題 〕⑫ 


数 値 を 10 個 入力 し て 合計 と 平均 を 求め る プロ プラ ム を つこ くり な さい 。 








還 フ ロー チャ ー ト 男 プ ログ ラム 例 
10 ヤミ の 

20 FOR 」=1 TO 19_ STEP 1 
30 INPUT"X= ニ * :X 














49 ヤニ ヤ +X 
9 NEXT 
FOR |=1 69 ロモ マグ 109 


TO 10 STEP 1 
1 から 10 ま で 1 つ ざ ず 
つく ぐり の 返し な さい と 
いう 意味 


70 PRIUNT ニー ロウ クイ つこ ラテ 
9 だ 入 1INTー ヘ 7 年 ンー 
99 END 





男 解 説 
① 文 番号 10 の ヤニ の は 変数 Y の 中 に は な に も 数 値 び 入っ つて いな いと いう 状態 を つこ つて いま す 。 
ご れ を 最初 に つこ ぐつ て お か な いこ と 、 文 番号 40 の と ころ で 、 誤 つた 値 を 加算 する こと に な り ま す 。 


② 文 番号 20 の ST ピ 1 は この 値 が 1 の 場合 に 限 つ て 省略 し て も よい の で ざす 。 
FOR | の | と NEX 征 | の | は 同じ 文字 に し な けれ ば な り ま せん 。 
だ だ し 、NEX 芽 1 の | は 省略 で きま す 。 


だ と えば 、FO 〇 OR _J= テ 1 征 〇 O 10 と すれ ば 、NEX 丁 J と する ガ 、NEX 十 と いう こと 
に な り ま す 。 


レガ し レ 、 慣 れる まで は NEX 征 の 後 の 文字 を 省略 し な い ほ う が よ いで し よう 。 
プロ グラ ム を 見 直す と き は 、NE メ X 征 の 後 の 文字 が ある ほう が 便利 で す 。 


③ 文 番号 40 の ヤニ ヤ 二 X は 累計 を 求め て いま す 。 


⑨ 文 番号 60 の ロニ Y ン 1 の は 平均 を 求め て いま す 。 


画 村 計 の 数 値 例 









e 堪 の 表 の よう に Y の 値 は | の 値 の 変化 と と 
も に それ ぞ れ 累計 され て いき ます 。 





上 に 3 LO | 1 





21 
28 





FOR 一 NEX 丁 文 を 使用 し な いで 合計 を 求め る プロ グラ ム 


(例題 1⑫ で 、F 〇 ローNE※ 丁 文 を 使用 レ な い 足 し 込み の 方 法 は 、 


較 ブ プロ グ ブラム 例 
19 A=9 ⑦④ こ の プロ グラ ム は 30 行 と 60 行 の 間 を 条件 が 成 
29 Y テ の 立 す る まで 、 ぐ の 返し を 行 つ て いる こと に な 
39 _ INPUT '! メ = テリ :X り ま す 。(〈 ぐ の 返し ルー プ を 形成 し ます ) 
49 AA 十 1 40 行 の AA 十 1 は 左辺 の へ A が 10 に な る まで 
59 = テ ザ 十 X 60 行 の |F 文 で 判断 され 、10 回 の ルー プ の 足 
69 |F A ぐ 4 の THEN 3 の レ 込 み を 行い ます 。 
79 ロミ モグ 1 の ③ そ の A の 足し 込み の 中 で の も う ひ と つの 足し レ 
69 PRINT "CT プイ コザ FT 込み が 50 行 の ヤニ サメ で 、X の 値 が 左辺 の 
99 PRINT ' ベイ キン =": 日 Y の 変数 に 宗 計 され ます 。A が 10 に な つ だ 時 
199 END 点 で 累計 完了 と いう こと に な り の ます 。 


研究 演習 問題 


デー ツタ が 10 個 で は な ぐ 、N 個 の 場合 て N は 任意 の 正 の 整数 ) の 合計 と 平均 を 求め る プロ グラ ム は 、 
ど ご の よう に し た ら よ い ガ 考え て こ だ さ い 。 
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「FORーNEXT」 文 の 二 重 ル ー プ 
(例題)⑬ 


1※5. 1X10, 1 ※15 
メメ ら , グ ※10. の X15{ を それ ぞ れ 表示 し 、 答 えも 表示 する プロ グラ ム を つく りな さい 。 


らら. 5X10, 5X15 





画 解 。 説 や 
1<5 の 1 つう 刻み の ルー プ (STEP 1) と 
ら 5 一 15 の ら 5 つ 刻 み の ル ー プ (STEP ら ) 
が あり ます の で 、F 〇 OR 一 NE メ XT の 二 重 ル ー プ と な り ま す 。 


硬 フ ロー チャ ー ト 較 ブ プロ ブラ ム 同 

19 FOR |=1 TO::5 
20 FOR J=5 TO 15 STEP ら 5 
30 メニ |*J 
40 PRINT 1 :"* ま "りり: リー リ :X 
45 FOR に K= イ TO_ 599: NEXT- に 
50 NEXT J 
60 NEXT | 
79 END 


還 解 。 説 め 
文 番号 20 こ 50 が 対応 し 、 文 番号 10 と 60 が 対 庫 し て いま す 。 | と 
り の 値 に つい て 、 ル ー プ 内 で の 数 値 の 動き は 


「= テ 4ー つ ツリ = テ 5, J= テ 1 の 。 J リ = テイ ら 5 
と な り 、 ご こま て で 来 て .| 三 の に 移り ます 。 
デジ ーー リ テ 5. J リ = テ 1 の, J リ =15 
と な り 、 ご こま て 来 て | 三 づ に 移り ます 。 
1 三 ヨ ーー リ = テ 5, J リ =19., リ = テ 15 
と な り 、 ご こま て 来 て | ニオ 4 に 移り ます 。 
1 ニオ ーー リ = テ 5. リ = テ 1 の 9, J リ =15 
と な り 、 ご こま て 来 て | ニ = ら に 移り ます 。 
| = セーー リ = テ 5., J= ミ 1 の. J= テ 15 
と な り 、 ご こ で プロ グラ ム は 終了 と な り ま す 。 





一 FORーNEXT に つい て 













例 一 [1 下 の プ ログ ラム 例 の よう に ルー プ の が ガル ー プ ② の 中 に 完全 に 入 つ て いる 使い 方 が 正しい 
使い 方 で す 。 
この ポケ ッ ト コ ン ビ ュー タ で は 五 重 ま で の ルー プ が 可能 で す 。 
19 FOR |!=1 TO 5 
49 FOR J=1 TO 1 の ル | ル 
| 」 
プ | フ 
89 NEXT J ①[@ 
199 NEXT | 

例 =( 刀 19 FOR |=1 TO ら 5 ご の よう な 、 プ ログ ラム は ERR 
OR と な り ま す 。 ル ー プ ④ と ルー 
49 FOR J=1 TO 1 の 人 プ @ ガ 交差 する こと は 文法 上 許さ 
: ② 。 れ ませ ん 。 
89 NEXT | ERROR 52 が 生じ ます 。 
199 NEXT J 

例 -( 生 49 GOTO 8 の 外 か ら F 〇 RーNEX エ ルー プ 内 
に と の 込む こと は で きま せん 。 
60 FOR BB ニー1 の TO 12 STEP 2 
ル 
80 D=B ハ クー ス *A 
フ 
199 NEXT B 

(例題)② 

アプ つの デー ツマ が あり ます 。15、21、36、81、9、16、10 を それ ぞ れ 入力 し 、 最 大 値 と 最 
小 値 を 求め る プロ グラ ム を つく りな さい 。 
画 プ ログ ラム 例 


ュ ケ ナーCENE ビ UTF ニー ンズ 

29 MA テ X:M1I ニ メ X 

39-F 上 OR _ | の -ー〒 〇 - フ 

49 _ INPUT "メニ テリ :X 

59 |F メ >MA _THEN MA テ X 

69 1F X く MI THEN MI ニテ X※ 

79 NEXT Il 

89 PRINT "サイ ダイ = テ " : MA : "サイ ショ ウ = テ ": MI 
99 END 
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サイ ダイ ="MA 
サイ ショ ワウ ="M | 





画 解 説 
④ 文 番号 10 で 最初 の デー タ を 入力 し ます 。 
② 文 番号 20 の MA ニテ X : M | ニ X で 、 最 初 の 入力 デー タ を 仮に 最大 値 、 最小 値 に し ます 。 
③ 文 番号 30--70 で 、 デ ー タ を ひと つ ざ つつ 入力 し て いき ます 。 
② 文 番号 50--60 で 、 最 大 値 、 最 小 値 の 比較 を 行 つ て いま す 。 

下 の 表 で 最大 値 、 最 小 値 を 比較 し て いる 内 容 を 細か ご 分 析 レ て み ま す 。 


し | | 
{ 


T 
最終 結果 最大 値 最終 結果 ・ 最 小 値 



















ーーーーーーーーーー こ ーー ニー ンー こそ ーー に 2 へ ES てい し 


ーー テー の の ee の mo お おう な シタ ニニ ンー る ニー ンジ ーッ 


STEPI@) 
REM, READ, DATA, RESTORE 


( 例 題 ⑲⑮ 





55、70、80、65、50 を 読ん で 、 平 均 を 求め る プロ プラム を つく りな さい 。 だ だ し 、 へ ヘイ キン 
と いう 注釈 文 を プロ グラ ムリ スト の 最初 に つけ な さい 。 





一 解説 

④ 注 釈 文 を つけ る と き は 、REM 文 を 用 いま す 。 (REM まだ は ・) 
REM は 、 注 釈 の 意味 で プロ グラ ム の 実行 に は 、 関 係 あ の ませ ん 。 し か し 、 リ ズ ト を みる と 
き や 、 リ スト を 印字 する と き は 、 ど の よう な プロ グラ ム な の か が 、 と いう こと が わか り の ます 。 
まだ 、 長 い プ ログ ラム な どの 場合 に お いて は 、 演 算 処 理 の 項目 ご と に 、REM 文 で て 注 彼 を つけ 
て お きま す と 、 あ と で プロ グラ ムリ スト を 検討 する と き 、 大 変 役に立つ 命令 文 と な り ま す 。 

②REM 文 は 、 任 意 の 文 番号 を つけ る こと が で きま す 。 

③READ 文 は 、DATA 文 と 対 に な つて 変数 に デー タ を 割り あて ます 。 

③④ 対応 する デー タ が ザ な ぐ な る と 、 ヒ RROR ら 3 が 生じ ます 。 


田 フ ロー チ ヤ ー ト 還 ブ プロ ブラ ム 例 

19 REM へ ヘイ キン 

29 「 テ の 

39 FOR |1= テ 1 TO ら 5 

49 READ X 

59 T「= ニ T 二 X: REM ゴウ ケイ 
69 NEXT Il 

79 HH ニモ T グ 5 

89 PRINT ' ヘイ キン = テ ": 日 
99 END 

199 DATA ら 55, Z の 9. 89,. 66. 5 の 





回 結果 
ヘイ キン = テ 6 す . 


還 ブ プロ グラ ム の 解説 
19 ベイ キン と いう 注釈 文 に な のり ます 。 1 の ヘイ キン と し て も よい で す 。 
20 T の 変数 を O (ゼロ ) に レ ま す 。 ご ご に 、 〇 し ヒビ AR 命令 を 用 いて も よい で ざす 。 
3 30 行 か ら 60 行 の FORーNEX エ ルー プ で す 。 | の 値 が 1 か ら 始 まつ て 、 ら を 超え る まで 
ぐり の 返し ます 。 
49 READ 文 で す 。 
RE ビ AD X は 、100 行 の DA 二 ム 文 の 最初 の デー タ 55 を 読み 込み ます 。 
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r 20 行 の O( ゼ ロ ) 
50 2 
ら 


LDATA ら 55 
69 NEXT | で 30 行 に も どり ます 。 こ の と き 、 ざ で に 、 | 三 の ど な っ て いま す : 
40 行 の READ X は 、100 行 の DA 人 文 の 70 を 読み 込み ます 。 
50 行 は =T+X DATA 2 の 
1 の らら ゴ し 「= テ 1 の と き の T の 合計 55 
と な り ま す 。60 行 の NEXT | で まだ 30 行 に も どり ます 。 
ご の と き の | の 値 は 、 | 三 さ と な つて いま す 。 
40 行 の READ  X は 、100 行 の DA 人 征 ム 文 の 80 を 読み 込み ます 。 
50 行 は 「 モ T エ 二 X. -DATA_ 8 の 
2 の O ら ゴ L 1 テニ 2 の と き の T の 台 計 125 
と な り ま す 。 60 行 の NEX 丁 |」 で ふた だ び 30 行 に も ご り ま す 。 
| の 値 は 、| ニオ と な つて いま す 。 
40 行 の READ X は 、100 行 の DA 丁 人 文 の 65 を 読み 込み まず 。 


50 行 は 「 ニ TX.-DATA 65 
2 フ O コ ゴ L | 三 3 の と き の T の 人 台 計 つの 6 ら 


と な り ま す 。60 行 の NEXT | で 、 も う 一 度 30 行 に も どり ます 。 
| の 値 は 、 | 三 ら と な り 、40 行 の RAD X は 、100 行 の DA 丁 人 文 の 50 を 読み 込ん で 
50 行 は ニモ T 二 X -DATA 59 
32O ゴ L 1 テオ の と き の T の 人 台 計 の フ の 
と な り ま す 。 し だ が つて 、5 つ の デー タ の 合計 は 、 う 3 うつ 〇 と いう こと に な り の ます 。 
「 32O が 入り ます 
79 HH ニモ T グ 5 
よ つ て 、 変 数 HH に は 、64 と いう 数 字 が 入り ます 。 
80 HH の 値 を 表示 し ます 。 
99 プロ グラ ム の 実行 が 終了 レ し ます 。 
199 DATA 文 で す 。 
支 衣 文 廊 文 
文 番号 50 の : REM ゴウ ケイ は 、 や は のり 注 和文 と て な の ます 。 : て (コロン) は 継続 行 を 意 
味 し ます か ら 、 こ ん な か だ ち で 、REM 文 を 使う こと も で きま す 。 ご の よう ね 方法 は 、 あ と 
で プロ グラ ム を 解析 する と き 、 実 に 効果 的 な も の と な り ま す 。 


(例題)⑯ 







下 の デ ー タ を 用 いて 、A =ー60、 日 三 50、C=10、D40、 王 三 20、F ニ 30、G=60、 昌 50 
と な る よう に 、 デ ー タ を 読み 込む せ プ ロブ プラ ム を つこ りな さい 。 
60、50、10、40、20、30 


RESTORE. 文 番号 は 、 デ ー タ を 再び 文 番 号 の 先頭 か ら 読 み 込む 命令 文 で す 。 
同じ デー タ を 何 回 も 使用 する と き は 、 効 果 的 な 手段 たこ なり ま す 。 


還 フ ロー チ ヤ ー ト 田 ブ ログ ラム 例 





10 REM REST 〇 ORE 
20 READ A, 日 

30 READ C, D, 三 , F 
40 RESTORE 299 
50_READ_G, 日 


60 .PR LNT!A=":A に B=! : 晶 
7 の PR_THNT す Cー デ ーーー で ーーーーDー テ テバ D 
89 PRINT "= : 三 :! こ F ニ ま :F 
990 PRINT"G=" :G:i "ここ H ロ テナー テロ 
109 FOR J=1 TO 19990: NEXT J 
119 END 
20 行 で A に 対応 
20 行 で に 対応 
200 DATA 69, 569 
4 50 行 で 日 に 対応 
行 で G に 対応 


219 DATA 196. 人 46. 29。 導 

30 行 で それ ぞ れ C に 対 応 , .D に 対応 , に 対応 , 上 に 対応 
画 結 果 

AG の BB テ 569 

ご C= テ 1 の D= テ 496 

に なだめ に きる 

な = テ 6 の O H=59 


還 プロ グラ ム の 解説 


19 
20 


30 
40 
50 
60 


( 
110 


注釈 文 で す 。 

READ A の A は 、200 行 の DA TA 文 に ある 60 を 読み 込み 、 続 いて 巳 は 、50 を 読み 込み ま 
す 。 

REAUD 6 は ・ > は 、210 行 の 、10、40、20、30 を それ ぞ れ 順次 読み 込 る で 行き ます 。 
200 行 の DA TA 文 を 再び 呼び 出し ます 。 

そし て 、READ ご の G ご に は 、200 行 の DATA 文 の 60、 昌 に は 、 50 を 読み 込ま せま す 。 
それ ぞ れ 、 読 み 込ん だ デー タ を 表示 し ます 。 140 行 で プロ グラ ム の 実行 は 終り ます 。 


な お 、100 行 は 画面 を し ば ら ぐ 止め で お こく だ め に 入れ て いま す 。 


友 文 文 200 行 と 210 行 は 、DATA 文 で す 。 


ーーーーー 


ーーーーー 


ーー ーーーー 


ーーーーーーー 
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STEP 芝 GOSUBーRETURN 


( 例 題 }⑰ 


数 X を 入力 し て プラ ス の と き は ' プラ ス " 、 マ イナ ス の と き は ' マイ ナス ' 、O の と き は 
「" オ ワ リ " と 表示 する プロ プラ ム を つく りな さい 。 


還 フ ロー チ ヤ ー ト 


SUB100 SUB2606 SUB300 





較 プ ログ ラム 例 
19 INPUT X 
29 1F ※ メ > の THEN GOSUB109 
30 1F X ぐ の THEN GOSUB2609 
49 |F メデ の THEN GOSUB399 


59_ END 画 解 説 

199 PRINT "プラス | ④ 独 立 し だ 1 つの プロ グラ ム で 、 い つ で も 呼 
119 RETURN び 出 し て 使え ます 。 

200 PRINT "マイ ナス ググ 

219 RETURN | @ 呼 び 出し 方 は GOSUB 文 番号 と な り ま す 。 
399 PR INT " オ ワ リ ③ サ ププ ログ ラム の 終わ り は RETURN で す 。 
319 RETURN | この プロ グラ ム の 実行 順 育 は ベニ ー3 と す 


れ ば 、10 一 20 一 30--200-210ー40 っ 50 で す 。 
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(例題 ⑲ 


数 X と Y を 入力 し 、(2X 十 3)* 十 (2Y ヤ 二 3)? を 求め る プロ プラ ム を つく りな さい 。 


(2X 二 3 と (2 ヤ +3)3 は X と Y を ン と お き ガ えれ ば 同じ 形 で す 。 


10 





90 


④(2X エ 37) と (2Y+3)? は X と Y を ZZ と お ご と 同じ 
形 こ となり 、 サ ププ ログ ラム で 計算 で きま す 。 

⑨( の 2 フ +3** を 求め る サブ ププ ログ ラム で (の メ 二 3)? を 
求め る だ め に フー ニ X と し て 、X の 値 を Z に 代入 し て お 
きま す 。 (ここ が 重要 で す 。) 

③ サ ププ ログ ラム の 計算 結果 は X 1 ニ A と し て X 1 に 代 
入 し て お きま す 。 
同じ よう に メジ テニ A と し て X2 に 代入 し て お きま す 。 


較 ブ プロ グラ ム 例 


INPUT*X= テ " :※ 
INPUT"Y=":Y 
Z= メ X 

GOSUB 299 
X4 末 人 ん 

Z=Y 

GOSUB 299 
X2=A 

PR INT "コタ エ =! : X1 二 X の 





1090 END 
209 Aー (の * ン 十 3) 人 ハ S 
210 RETURN 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


ェ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー プ ーー て ーー プーーーーーーーーーーーーー 
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STEP 如 | 配列 DIM( デ ィ メ ンジ ョ ヨン) 


( 例 





題 )⑲ 


5 個 の 数 25、18、23、17、9 を 読み 込ん で 、 読 み 込ん だ 順に 配列 変数 巳 に 代入 し 、 次 
に ら 個 の 数 の 合計 を 求め て 表示 する プロ ブラム を D | M 文 を 用 いて つく りな さい 。 


1 次 元 配列 


配列 


DIM B (5) は 


本 多 有 
ンク シシ シシ ジジ 


N 
SN 


DIM B ( ら ) の 意味 


添字 これ は 配列 の 大 き さ で す 。 

この 数 字 は 和 め ざ 整 数 を 用 いま す 。 
数 値 配列 変数 

英文 字 を 1 文字 まだ は 文字 使用 で き 
ます 。 ま た だ 、 英 文字 と 数 字 の 組み 合わ 
せ も 使用 で きま す 。 


配列 (ディ メン ジョ ヨン) を 意味 し ます 。 
変数 を 下 の 図 の よう に 、 デ ー タ を し ま 
い 込 む 〈 出 し 入れ を する ) 箱 と 考え だ 
と き 、D | M 文 は 箱 の 数 を 決め て 用 意 
する ステ ー ト メン ト と 考え て よい の で す 。 








B (1) 






B (②) 





B (3) 






B (4) 






SN へ NN 


B.(5) 





e BCO) ガ ら B( ら ) ま で O ) を 含め て 、 ら 個 の 箱 が 用 意 
され ます 。 

e ご の 例題 の プロ グラ ム 例 で は 冬 線 の 部 分 は 未 使用 と いう 
ご と に な り の ます 。 


較 プ ログ ラム 例 








49_- DLM_B_-C5) 結 果 例 
本 ee 

3 II B(2)=18 
49 _ INPUT _B <〈|) 
59_ NEXT 1 = 
半 。 B(4) ニ =17 
79 FOR |=1 TO 5 B( ら ) テ 9 
89 S=8S+B 〈|) ゴウ ケイ = テ 92 
99_ NEXT Il ご の よう に ( 1 ) の | に は 、 
1099 PR INT "ゴウ ケイ = " : 8 順次 1 、 つ 、.3、4、 ら と い 
119 END う 数 字 が 代入 され て いき ます 。 
圧 プ ログ ラム の 解説 
10 配列 を 指定 し ます 。 


20 
30 


40 
50 
60 
70 
80 
90 


1 お らら まで (入力 する 値 が ら 個 で すか ら ) の 数 値 の 入る ルー プ を つこ り の ます 。 

入力 する 順番 を 表示 させ ます 。 最後 の : は 40 行 で 表示 され る 内 容 を くつ つけ る だ め に 入れ 
て いま す 。 

数 値 を 入力 し ます 。30 行 で 表示 し だ 内容 の 後に 入り ます 。 

ら 個 入力 する まで 20 行 へ 行き ます 。 

合計 を 求め る 前 に 今 の 台 計 値 は ま O で す と 指定 を し ます 。 (て まだ 、 計 算 し て な いか ら )。 

B て 1) の 箱 の 中 に 入れ だ ら 個 の 数 値 を 1 ひら ら ま で と り の 出す ルー プ を つこ り の ます 。 

ひと つ ざ つと り の 出し だ ら 、 そ れ ぞ れ 累 計 し ます 。 

ら 個 B(1) か ら と り の 出す まで 70 行 へ 行き ます 。 


100 ら 個 と り 出 し 終え て 、 累計 し た 結果 を 表示 し ます 。 
110 プロ グラ ム は 終わ の で す 。 
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( 例 題 ) ⑩ 


右 の 図 の よう に ら 個 の 数 が 2 列 あ り ま す 。 
列 ご と の 含 計 を 求め て 表示 する プロ グラ ム を 
つぐ りな さい 。 





フ ロー チャ ー ト 
2 次 元 配列 
DIM B(5, 2) 
( 行 , 列 ) 
5 行 , 2 列 の 配列 を 意味 し ます 。 
DIM BC〈5, 2) の 乙 次 元 配列 は 下 の 図 の よう な 箱 が 用 
意 さ れる と 考え られ ます 。 





///// 
、 こ 


こよ に し 





プ ログ ラム 例 


10 
20 
30 
40 
50 
60 
79 
60 
90 
100 
110 
120 


DIM B (5. の) 
FOR J= テ 1 TO 2 
FOR |=1 TO 5 
INPUT BK(I, J) 
NEXT Il 

ご = テ の 

だ 〇 只 テ 4 TO 56 
ご = テ S 二 日 (1, J) 
NEXT Il 
PRINT コウ ケイ ミニ ミ "っ こら 
NEXT J 

END 





画 ブ プロ ブラ ム 例 の 解説 


10 
20 


30 
40 
50 
60 
79 
60 
90 
100 
110 


次 元 配列 、 ら 行 ・ 列 を 指定 し ます 。 
り を 1 ガ ら と 順次 変化 させ ます 。 し ガ し 30 行 目 の | が びら に な り 終 わる まで は J= 1 を 維 
持 レ つづ け ま す 。 

| を 1 が らら と 順次 変化 させ ます 。 

B (| . 1) この | は 1 カ ら ら と 変化 し て いき ます 。 

30 行 の | と 対 と な つて 順次 | の 値 を 変化 させ ます 。 

合計 を 求め る だ めこ に 、 ま だ 計算 前 で す の で あら か じ め S= ニ 0 と し て お きま す 。 

合計 を 求め る だ め に ら 個 入力 し な 数 値 を 順次 呼び 出し は じ め ま ざす 。 

合計 を 求め る た だめ に 順次 計 を し は じ め 、 日 (5, 1) で 終わ り ま す 。 

70 行 の | と 対 と な つて BB (5. 1 ) に な る ま て 順次 | の 値 を 変化 させ ます 。 

ゴウ ケイ と 表示 し 、 合 計 し た 値 を 表示 し ます 。 

20 行 に も どり 、 ご こ ご で は じ め で りー テク と いう 値 に な り ま す 。 

プロ グラ ム の 流れ は これ より 30 行 に 行き 、 上 記 に 述べ た こと と ほとん ど 同 じ こ と を し ます 。 
だ た だ 、40 行 の B 〈」., J) は B 〈」., 2) と 変り ます 。 

そし て 、 さ きら に 80 行 で は B 〈 ら . 2) と な り 、90 行 の NE X 丁 | で BB (5 ら , っ ) まで と 
な り 、100 行 で も う ひ と つの 人 台 計 を 表示 レ し ます 。 
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下 表 の よう な ら 人 の 生徒 の 成績 が あり ます 。 科 目 ご と の 合計 と 平均 点 を 計算 する プロ グ 
ラム を つぐ りな さい 。 








田 プ ロブ ラム 例 


19 DIM B (5. 2) 

20 K= テ の 

30 FOR |=1 TO ら 5 

49 |NPUT よ コグ ゴー テン スウ : 良 で J。 4 う 

50 KK+ サ B (1, 1) 

69 NEXT Il 

79 HH1= ニ に 5 

89 PRINT "ゴウ ケイ = ": に.: ! ヘイ キン =. : 日 1 
90 S= の 

109 FOR |」=1 TO 5 

119 INPUT ' スウ ガク フー テン スウ = :.B (|, の ) 
120 S=S+B (| , の ) 

130 NEX 丁 | 

140 H ロ ウニ S ン 5 

150PRI NT ゴウ ケイ ニテ . : S..' ヘイ キン = " : 日 2 
169 END 





B( ) 国語 の 点数 数 学 の 点数 


2 









〔 例 題 )② 


下 の よ うお なお 数値 の 表 が あり ます 。 
数 値 を 、 1 、 つ 、3、4、 ら 5 
11、12、13、14、15 
と 順次 入力 し て いき 、 だ て 、 横 の 合計 を 求め る プロ プラム を つく りな さい 。 





圏 プロ グラ ム 例 

19 DIM A(6, 6) 

29 FOR |=1 TO ら 5 

39 FOR J=1 TO ら 5 

49 _ INPUT AKI, J) 

50 PRINTTY 信 て イエイ マッ こつ マテ プ ほ の ツ 項 (] さ 3 
69 NEX 十 J 

79 NEXT | 

869 FOR J= テ 1. TO .5 

99 A (6, J) =9 

199 FOR |「= テ 1 TO 5 

119 A (⑥, J) = テ A 〈⑥, J) 十 A (| つう) 

129 NEX 征 _| 

136 PR_LLNT〒 テ AG6 に に に すう "AG⑥。J) 
149 NEXT J 

159 FOR |=1 TO ら 5 

160 A (| , 6) =9 

179 FOR J=1 TO 5 

1869 A (| , 6) =A (| , 6) +A (| , J) 

199 NEXT J 

299PRINT'AC' iiT 6) 三 ":ACI, 6) 
219 NEX 丁 | 

220 END 


に ンー ザ 。 | | ユリ =1E5 ニ ン | 


較 ブ プロ グラ ム 例 の 解説 
10 2 次 元 配列 を 指定 し ます 。 
20 20 行 か ら 70 行 まで は 、 デ ー タ を 入力 し 表示 する ルー プ で す 。 
90 A (6, J) 三 O は だ て の 合計 で す が 、 まだ 計算 前 で すか ら 0 を 代入 し ます 。 
160 A (| 6) =O は よこ の 合計 で す が 、 まだ 計算 前 で すか ら 0 を 代入 し ます 。 
40 行 、50 行 目 に つい て 、 実 行 例 で 説明 を し ます 。 
RUN 〔 世 P 


1 四 | 人 す 。。、 人 は 宇和 。 
や 

















2 ( AK. つう ュ ク . 
< の 

3 ( A( 及 上 9.) =3] 
や 

4 ( A (1 . , 4.) =4. 
や 

5 ( コ A (1 . . 5.) =5. 
の 

11 (q A (2. , 1 .) =1 1. 
や 

12 。 回 A (2. .2.) テ 12. 
や 


と 、 ご の よう に 、 何 行 何 列 目 に どの よう なお 数値 が ぜ 入 つ だ ガ を 確認 で きる よう に し た も の で す 。 
110 行 目 の 、 だ て の 察 計 計 算 は 下 に 示す よう な お 形 で コン ビ ユ ー タ は 計算 し て いま す 。 


eee 
だ て の A(6.3)=0 A(6.4) ニ 0 A(6. ら 5)=0 
CGIECPEIICPEOIECPSOIICPE3 
[eee leeae ea ceos esse 
相 区 Ei es aa | 


A(6.J)=A(6,J) 十 A( 1 , J) の 算術 式 の | と J り で は 、 こ ぐり みえ レル ー プ (FOR ローNEX 征 
文 ) に よ つ て 上 の 表 の よう な 順序 の っ @ っ ③ っ ー@ >@ で 計算 が お ご な われ で てい ます 。 


180 行 目 の 横 の 累計 計算 も 同様 に 、 下 に 示す よう な 形 で コン ビュ ー タ は 計算 し て いま す 。 


orai3 oc 
ele soa lxeerr lkooar eesa lass | 
ee es oo koors | ve 
② 3 C り 
dE 


ーーーーーーーーーーーーーーー 


演習 問題 を 行っ て こく だ さい 。 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーー 



































混 
へ 
こさ 
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STEP(9USING( コ ユージ ング ) 
PRINT USING 


A 三 56 .7/、 ロ ニー89.7654 の 2 つの 数 値 ご におい て 、 そ れ ぞ れ 小 数 点 以下 第 3 位 で 桁 を そろ 
えて 表示 する プロ プラ ム を つく り の ます 。 





層 ブログ ブラム 例 
190 A=56.7, ロニ ー89.7654 
290 USING " 韻 韻 排 拓 . 提 韻 排 ! 


30 PRINT A:B [し 20 行 で 衝 数 の 指定 を し ます 。 
49 END 
一 実行 手順 

RUN モー ド 表示 例 


RUN 56.799 一 89.765 












B デ テー10、C=50.8803 の ぞ つ の 数 値 に お いて 文字 と 数 値 を それ ぞ れ 表示 する よう に ブ 
ログ ラム を 考え な さい 。 小数 点 の ある C に つい て は 小数 点 以下 2 桁 ま で 表示 する も の と 
し ます 。 







還 フ ロー チャ ー ト (省略 ) 


還 プ ログ ラム 史 
10 ビニ ー10. 〇 =50.8803 
20 。PRINT US ING' && 欠 基 #" 0 日 王 "Bi O ニ リ USINO 提 # 
#。 半 笠 ":O 
39 END 
実行 表示 例 
(注意 ) 


桁 数 指定 を 解除 し だ いと き は 、 解 除 レ し だ い 行 に り SING の あみ 指定 すれ ば その 行 以降 は 桁 数 指定 
が 解除 され ます 。 
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STEP(0 MIDS( 王 ツ ド ドル) 
LENC( レ ング ブス フス) 文 列 の 文字 
VAL( バ リコ ー) ーー 文字 か ら 数 字 


2 進数 を 10 進 数 に 変換 する プロ ブラム を 作り な さい 。 


画 解 説 
今 まで は 数 値 の み を 扱 つ て きま し だ が 、 ご これから 文字 列 に 関す る 練習 を や つて み ま し よう 。 コ 
ン ピ ビュ ユー タマ は 数 字 か ^ 文 字 ′ ガ は つき り 指 示し て や ら な けれ ば 動き ませ ん が 、 逆 に 言う と 人 間 
に は で き な い こと も や つて ぐれ ます 。 
だ と えば 、2 グ 進数 の 10010110 は 10 進 数 で は い ぐ つ に な る で し よう か ガ 。 
1 の ユマ ビバ の ② 4 1 の 




















画 プ ログ ラム 例 I | | I 
| 9 こま 2 す gg+ 2 の 
EE 128 416 十 4 二 2 =150 
2 NPUTzBS て @) この よう な 演算 を 上 の 桁 か ら 実 行 し 、 加 算 す る 
3 9 : し =LEN BS てく 〈9) ごと に し ます 。 
4 9 : N=1 10 最初 に DIM BSCO ) と 配列 坪 言 を し て 、 代 入 す 
5 9 人 (BS <9 う る 文字 数 を 16 に 設定 し ます 。 つ まり いま 入れ ら 
CcEeAL DS れる 2 進数 は 最大 16 桁 まで に な り ま す 。 単に 日 
7 9 ・D リ = ヒネ * 2 和信 て し 一 1) や で す と 最大 文字 に な のり ます 。 
+D 以下 SC て (ドル) の つい だ 変数 が 文字 変数 で す 。 
6029 プ N す イー セー ビー 30 LEN BS〈O) は 文字 の 数 を 数 えま す 。 
9 わーい 『 抽 10010110 な ら 文字 の 数 は ほ で すき 。 
0 9 : GOTO 56 
119:PRINT D 
1 2 6 :GOTO 16 mQ> 
50 〇 お =MIDS CBS (の), N, 1) 
日 $〈 の ) の 文字 列 の 
左 か ら N 番 目 の 文字 か ら 1 文字 と り の 出し て 
〇 $ の 中 へ 入れ ます 。 


69 VAL C 〇 お で は 文字 (C お ) を 数 字 に 変換 し て 次 の 計算 に 備え ます 。 1 か の で す 。 
89 N は パラ メー ター で す 。 1 つ ざ ずつ 加え て 行け ば 、B$ (の ) の 文 守 列 の を ひら 1 つ ず つ 動 
すこ と に な り ま す 。 し ニテ の で 最後 の 桁 で すか ら 和 計算 を 止め て 、119 ラ イン で 答 を 表示 し ま 
す 。 
11111111 三 255. 1111111111111111 三 65535 と な る こと を 確認 レ し て ぐだ さい 。 
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STEP(⑳ CHRS( キ ャ ラン クタ ドル ) 


STR$( ス トワ ング ドル ) 


10 進 数 を 2 進数 に 変換 する プロ プラ ム を つこ くり な さい 。 


男 解 脱 
10 進 数 を ご て 割 つ て いき 、 その 奈 り を 算出 順に 下位 ひら 順に 並べ て 行こ と 2 進数 に な り ま す 。 
だ と えば 10 進 数 の 43 で は 、 


奈 り 
還 ブ ログ ラム 例 2 っ )49 ま 3 ニコ 4 
8 才 9FTO 1 
ーー 
: INPUT N の 1 
: 1 =INT CN シ 2) すう Rh 
: サーNー ク * | っ ) 1 日 A ヨ 1 


:B$ て の)。 王 CHRS$.( 本 
J+48) + 日 $ の ) (人 き リ イ Y の その 1|1 


・1F 1 の THEN 
N ニ 1 ・GOTO 229 200 例題 @ と 同じ く <DIMBS の ) と 配列 宣言 し て 、 





PRTFNT BB て の ) 答 の 2 進数 が 16 桁 まで 表示 で きる よう に し ま 
GOTO 』299 す 。 
229 N は 2 で 割 つ て いき ます か ら 1 回 ご と に 変り 
ます 。 


239 り は 奈 り で す 。 1. ガ 、 の - で す 。 


249 ご HR お は 、ASO( ア スキ ー : 次 ページ 参 照 ) の アス キー て (ASCU 文 字 コ ー ド 表 
逆 で 、10 進 数 の アス キー コー ド を 文字 や 記号 て の 10 進 数 謗 字 
て 9 の 数 字 を 含み ます ) に 変 拠 し ます 。 | 
CHR や (て J 十 48) の は の ガ か 1 で すか ら 、 ご の 竹 





68 
69 
70 


215 に R や =STRSN を 追加 し 、 

269 を PRINT RS : バ ー>? : B お SC の) と し て みて 
ぐだ さい 。 
N (数 ) が 文字 に 変 つて 答 に 表示 され ます 。 


ご の プロ グラ ム で は 最大 で 65535 ニ 1111111111111111 まで で す 。 








は 文字 / の ヾ の” か 1? が 入る こと に な り の ま 48 の 

す 。 49 4 
本 機 で は 、CHR お S、ASC 〈 ア スキー) が 使え 6 

る の で 大 い に 活用 し レ てこ だ さい 。 : 

259 | が 0 に な る まで N に 代入 し て 220 ライ ン に も ど ご 65 A 
り 、 各 桁 の 奈 り を 己 お CO ) に 入れ て いき 、 文 字 列 66 B 
を 完成 させ ます 。 67 C 

D 

E 

し 
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STEPP23 ASC( ア スキ ー) -**sscws 
論理 演算 子 SR 2 も (OH 


10 進 数 を 16 進 数 に 、 ま だ 16 進 数 を 10 進 数 に 変換 する プロ ブラム を 作り な さい 。 


( 例 題 )② 


本 機 は &HhCh は 16 進 数 で 、O) 一 上 ビビ ヒヒ ヒビ ヒヒ まで ). に より の 16 進数 を 10 進 数 に 変換 する ご 
と が で きま す が 、 そ の 逆 は あり ませ ん 。 そ こ で 2 つと も BASIC で 作 つ て み ま す 。 


④①10 進 数 一 16 進 数 変 撰 





399: “COC” : 
3 1 9 : 日 や = 
329・| 三 INT 

33 9 : リ =ーN 一 16* | 
3 4 9 : H お =CHRS$ 


359:|IF 
N テ 1 :GOTO 
:PRINT HS$ 
:GOTO 3909 


360 
37 9 


INPUT _N 


(N グ 46) 


(J 十 48 


ー (りら) * ノ ) 十 H や 
| の THEN 


うら の 





@16 進 数 一 10 進 数 変 損 





499:^D”:| 
4 1 9 : N テ の 
429:FOR | ニ =1 
LEN HS 
・P お =M 1D$ 
1, 1) 


430 


440 
450 
469 
470 
480 
490 


:N=N* 16 士 り 
: NEXT Il 
:・PRINT_N 
:・GOTO 400 





・ リ テニ ASC P$ー 
・ リ テリ 十 ( リ ジ ら 9) * ノ 


INPUT HS 


TO 


(H, 


48 








④10 進 一 16 進 変換 は 、10 進 一 の 進 変換 の 方 法 と 
ほとん ど 同 じ で す 。 例題 @⑯ と 同じ よう に 、10 
進数 を 16 で 割り 、 商 と 奈 り を 求め る ご と を ご 
り 返 せ ば よい こと に な り ま す 。 

例え ば 、(〈246)。= モ (F6)』 で は 





商 | 奈 り | 16 進 避 | スキ ォ ー コ ド 
246 _ 
5| J=6 | e 54 
= ニ 』 | J=15 | F 70 


16 
答 は HH や = ニ ビ 〇 です 。 

340 で (リラ 8) は リ テ 9 が ホン ト な ら ー 1 
ウソ な ら 0 と いう 答 に な のり ます 。 
し だ が つて 、 り リ テ なら CHRS (6 十 48 一 
0 メ ノ )= テ CHR お 54、J= テ 15 な ら CHRS(15 
士 48 二 一 1 メ フ ) テ CHRS70 で す 。 

CHR や ーーASC の 意味 を よ ぐ 考え て ぐだ さ 

い 。 


⑨16 進 一 10 進 変換 は 、2 進 一 10 進 変換 の 方 法 と 
同じ で 上 の 桁 お ら 始 め ね ば よい で し よう 。 
だ と えば (AD3)』 三 (2771)p で は 


〈A D 3) ロ (2771)p 
\ \ 
10X16 十 13=173 
\ \ 
173X16+3 = 2771 


プロ グラ ム は この 計算 を 行 つ て いま す 。 
440 で リ ニ ASC~A" 一 48 三 65 一 48 三 17 
450 で J=17 二 一 1 メ フ テ 10 と な のり ます 。 
以下 よ ぐ だ どっ つて みて ご だ さい 。 
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GOTO“A ( 局 。 GOTO OZ 回 
例題 ⑳@、 ⑱⑯、② を その まま 打ち 込め ば 、2 進 数 10 進 数 16 進 数 で 基本 的 な 変換 
GOTO “BZ (ヨコ GOTO`D* 
は で きま す が 、 ご こ で 少し 工夫 し て も らい だ いこ と が あり ます 。 
(4) 演算 可能 な 桁 数 以上 の 数 を 入力 し モ 、 な どの ミス を 防ぐ に は どう すれ ば よい で し よう ガ 。 
( ぢ ) 2 進数 =10 進 数 変換 で 、 こ こ で は 16 ビ ツ ッ ト まで の 1 の 補 数 で 表し て いま す が 、 ク の の 補 数 で 表 
す に は どう すれ ば よい で し よう ガ 。 
6) 表示 を 見 や すい よう に 工夫 し て こぐ だ さい 。 答 の 表示 で は 、10 進 数 を STRS$ を 使っ て ヾ 文字 ^ 
に 直し だ 方 が よい で し よう 。 特 に 250、350 で N が こわ れ て いる CN の 数 値 が 変化 し て いる ) こ 
と に 注意 し て ぐだ さい 。 














ーー で ーーーーーーー こ ーーーー こ ーーーー こ ーーー っ の ーー の っ の っ の っ の っ の っ て っ の こっ ーー こっ っ ーーー こっ ーー こっ っ 


ーー マー ここ ーー" で ーーーーーーーーーーーーー<ー こ ーーー ィ ーーー ニ ーー こ ー っ ニー ニニ ーー こ ニ ニニ ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニニ っ っ 
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( 例 題 )⑳⑨ 73 ペ ー ジ の 例題 の を プロ グラ ム 化 し た 例題 


⑨ を 図 の 円 すい 振り 子 の 周期 を T、 糸 の 長 さ を し 、 系 の 鉛直 と な 
す 角 を 2 こす る こと 、 


イニ テク ァ / し ・CoS の 
g 


の 関係 が びあ のり ます 。 今 、 糸 の 長 さ し を 0.5(m) か ひら 5(m) ま で 、 


0.5(m) 刻み て 変化 させ だ と き の L し と 本 の 変化 を 表示 する プロ 
プラ ム を つく りな さい 。 だ だ し 、g 9.8(m/sec?)、2 王 25* の 場 
合 と し ます 。 
まだ 、 そ れ ぞ れ 表 示 を し だ あと で 、T の 値 が 3 秒 を 越え な いし 
の 最も 大 きい 値 を 表示 する プロ グラ ム を つく りな さい 。 





較 フ ロー チャ ヤー ト 較 プ ログ ラム 例 

19 REM フリ コ 

20 = テグ 5 :G=98. 8 

39 FO 民 し = の. ら 5 TO 5 STEP の . ら 5 

49 「= ニ ジグ *Pl*SOR (L*COS SO) 

59 TFT くう THEN し 1= ヒ し 

69 PRINT"L し テリ "iLiUSING 「 半 半 . 
捧 寺 9 に リー イー" iT 

65 FOR J= テ 1 TO 1999:NEXT J 

79 USING 





69 _ NEXT L 

90 PRLNT "ーーー し デラ ザイ: し 1 
" CM) * 

109 END 

画 結 果 

ヒビ = テ の “5 T「= 1.35 

ビー ヤキ: T= 1.981 

ビデ リキ 三 ら = 2 の. 34 

し テグ . T 三 2. Z ノ の 

し ジーニ 5 = 3. 9 の 92 

ビデ 89. T=ー 3.3 の 

じ = う 3 5 = 3.5 フ 

し = テオ. Tー 3. 8 

し = テイ オ . ら 「= 4.96 ら 5 

し = テ ら 5. T= 4. の ノ 


すぐ ーーー し デ グ . 《M) 
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( 例 題 ⑨ 


SW 


74 ペ ー ジ の 例題 うる を プロ グラ ム 化 し だ 例題 


一 E=100CV) 





還 フ ロー チャ ー ト 


| 


選 
氏 


q-e 地 リ 





(a ) 左 図 の 回 路 に お いて 、 スイ ッ チ S W を 入れ て か ら 0.1 秒 毎 
に 1 秒 ま で の 間 に 流れ る 電流 を 表示 する ブロ グラ ム を つく 

りな さい 。 だ だ し 、 時 間 と 電流 を 同一 に 表示 する よう に し 

な さい 。 

(b) 次 に 、 振 抗 を 10 C@) か ら 10 C@) ずつ 50 (@) まで 変 
R=10C@) 化 さ せ だ と き 、 回 路 を 流れ る 電流 が 、: 三 紀 の 62% か ら 65 
に な る まで の 時 間 を 求め る プロ ブラ ム を つこ りな さい 。 

だ だ し 時 間 は 0 秘か ら 0.2 和 まで 0.002 和 間隔 で 調べ な さい 。 


し =1(H) 





画 プロ グラ ム 〈a) 
49 REM  R 一 L 


20 


30 
40 
50 


55 
60 
79 
80 


ゴゴ ココ ココ ココ ココ ゴゴ コ コ 


EN 届 UT *" Rー" : 玉 、 "し デュ し 。 

EE :E 

FOR _。 = の 9 TO 1 STEP~ の 9. 1 
『 三 認 ン R* (1 一 XP (Re で 寺 グ し ) ) 
PR @NT "=" iT: 対生 NiUSIN 
G !' 半 寺 . 韻 半 韻 " :I 

FOR J= テ 1 TO 1999:NEXT J 
US 1NG 


NEXT 「 

END 

果 (a) 

9. | 6. 969 
の . 1 |= 6.321 
の . 婦 証 | 三 8. 6G46 
の 9 の.-3 | 9. 59 ジ 
9 の.4 |= テ 8.816 
の .-. ら 5 |= 9@. 832 
9. の 6 | 9 . 9Z ら 5 
の .. フ |= 9.999 
6.8 |= @.996 
の 9.9 |= 98.9@8988 
 。 1= デ 9.99898 


画 プ ログ ラム 〈D) 


19 
20 
30 
40 
50 
60 


70 
680 
99 


REM ロー し 

TO 

に い 〇 の 穫れ ー リ 9 1O 〇 O ら の ご! ビビ すす @ 

FQ 和 R デー の IO の 9 の. らら お [ヒビ ピ の ひ 9 ご ど 

1 ニ ヒ ビン R* (1 一 XP (一 R*「 ブ し ) ) 

1F.。 て | > テ ピ * 9..62/R) AND (1 <= ヒ * 9..65 ン ン R) 
FkHEN - 量 尺 、 NAK に て 上司 生 RTR 0O) テル て に に "(SS、 )* 
4 の すず お の 

NEXT 

NEXT R 

END 


果 (b) 


TR ぞ 1 つ の ) 王 の . つ 88 (8S) 
TR- で の の @.) う テニ 9. の 5 〈⑤S) 
TR (3③9.) = の 9. 634 〈⑤S) 
TR (49.) =9. 926 (S) 
TR (59.) = の 9 の. 62 〈⑤) 
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BASIC に よる プロ グラ ム 演 泊 問 題 


演習 問題 を は じ め る 前 に 

これ か ら BASIC 言 語 の 演習 問題 を ガザ け て いき まし よう 。 演習 問 題 を は じ め る 前 に 、 次 の こと 
が ら を よ ぐ ま も つ て 、 解 答 し て こぐ だ さい 。 以後 、 演 習 問題 は こと わり が な こと も 下 の 1 、2、3 
項 に も と づい て 行う こと と し ます 。 





1 . 問題 文 を よく 読ん で プロ ブラ ム の 手順 と な る "流れ 図 、( フ ロー チャ ヤー ト ) を つく る 。 
2. プロ グラ ムリ スト を 別紙 に 書く (だ だ レプ リン を お 持ち の 方 は 除 こ )。 
3. メモ リ 内 容 表 を 作成 する 。 





(プロ グラ ムリ スト 参考 例 ) タイ トル を 必ず 記す 。 (メモ リ 内 容 表 参 考 例 ) 
〇 へ ロ の プロ グラ ム メモ リ 内 容 表 
10 INPUT A 内 容 


69 エニ (A+B+C) ン 2 | 日 | 三角 形 の 一 辺 


150 ENO | 


e 解答 は 先生 に お きき こ だ さ い 。 (指導 マニ ユア ル に 解答 例 を 記載 し て いま す 。) 


演習 問題 1 


1 . 半径 R を 入力 し て 円 周 ! を 求め る プロ グラ ム を つぐ りな さい 。 
半径 は (cm)、4(cm)、 ら (cm)、8(cm〕)、10(cm) を 入力 する も の と し ます 。 


| Rm | 2]416|18|10| 
| %m) | | | | | | 
2. 三角 形 の 底辺 と 高 さ 日 を 入力 し て 面積 人 を 求め る プロ グラ ム を つぐ りな さい 。 
L , H の 値 は 、 そ れ ぞ れ 表 の 数 値 と し ます 。 
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5. 数 メ , Y, 乙 を 入力 し て (XY? 填 ヤ Z* 填 有 ZX2) を 求め る プロ グラ ム を つこ りな さい 。 
X, Y, 乙 の 値 は 演習 問題 1 の 4 . の 値 を 用 いな さい 。 


6. 数 メ X, Y を 入力 し て (メグ 6-ーY ヤ 37* を 求め る プロ グラ ム を つこ くり な さい 。 





演習 問題 |2 


1 . 123.619 を 入力 し て 、⑭ 切 りす て @ 四 捨 五 入 を し て 、 小 数 第 の 位 ま で 求め る プロ グラ ム を 
つぐ りな さい 。 


ど . 数 X, Y を 入力 し て X 士 を 計算 し 、 プ ラス な ら 1 、 マ イナ ス な ら ー 1 、O な ら 0 と 表示 す 
る プロ グラ ム を つぐ りな さい 。 





う . 数 XX, Y, 乙 を 入力 し て メ ※ ネ ヤ *※ ン を 計算 し 、 プ ラス な ら 1 、 マ イナ ス な ら ー 1 、0O な ら 0 
と 表示 する プロ グラ ム を つこ りな さい 。 





4. 2 杵 の 乱数 を の 個 つ ぐり 、 そ れ ら を 表示 し 、 そ の 乱数 の 差 の 絶対 値 を 求め る プロ グラ ム を つ 
ぐり な さい 。 
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. の 桁 の 乱数 を 2 個 つ こり の 、 そ れ ら を 表示 し 、 そ の 天 数 の 和 、 差 、、 積 、。 商 を 求め る プロ グラ ム 


を つぐ りな さい 。 


X 度 を 入力 し て sin(X) ユ 3・cos(X) の 値 を 求め る プロ グラ ム を つぐ りな さい >。 


1 
| 知 果 | | | 


. Sin(A 十 巳 ) 三 Sin(A)coS( 選 ) 十 cos(A)Sin() で す 。 右辺 と を 辺 を 別々 に 計算 し て 表示 す 


る プロ グラ ム を つこ ぐり な さい 。 A=15、B ビ 30'" と し ます 。 


. 下図 の よう に 15 度 の 坂道 を 歩く こと 何 m 高く な つて いる ガ を 求め る プロ グラ ム を つぐ りな さい 。 


es う 


衝 。 


数 人 , 日 . ご を 入力 し て A>B ガ つ B ロ > ご 〇 なら A* 日 ※C の 計算 を 、A>B ガ つき ご な ら 
A+ 量 十 の 値 を 、A ミ BB なら AB 二 C の 値 を 求め る プロ グラ ム を つぐ りな さい 。 


. 最初 の 日 に 1 円 、 次 の 日 に 2 円 、 次 の 日 に 4 円 と 順に 缶 日 倍額 ずつ 貯金 を する と 100 万 円 を 


超え る 日 は 何 日 有 で ある ガ を 求め る プロ グラ ム を つぐ りな さい 。 


> 邊 呈 ど ギ S8 に Pe 十 X の 合計 が 初め て 200 を 超え る と き X の 値 を 表示 する プロ グラ ム を つ 
ぐり な さい 。 
ーー の で , X ま で の 和 を 求め 、 和 が 1000 を 超え な い X の 最大 値 を 表示 


する プロ グラ ム を つぐ くり な さい 。 


. X, Y を 入力 し 、X 王 生 と Y 三 の な ら !" 信 "と 、※ 三 さと テオ な ら "' BI" と 、 メ ニー ら と Y 


ー ら なら " C " と 表示 レ 、 上 記 以 外 の 数 字 の 組み 合せ を 入れ た とき は プロ グラ ム の 最初 に も 
ど ご どる プロ グラ ム を つぐ りな さい 。 


の つの 数 X と Y を 入力 し 、 両 方 マイ ナス の と き は X*Y を 、 ど ちら ガー 記 プ ラス の と き は 
X*Y を 、 両 万 プラ ス の と き は メン の それ ぞ れ の 値 を 表示 する プロ プラム を つぐ りな さい 。 


. 数 値 を 10 個 入力 し て 合計 と 平均 を 求め る プロ グラ ム を つぐ りな さい >。 


les 


10. 


自然 数 1. か ら 100 ま で の 和 を 求め る プロ ブラ ム を つこ りな さい 。 
S=1 二 2 十 3+……… +100 


. 自然 数 M ひ ら N ま で の 和 こ と 平均 を 求め る プロ グラ ム を つく りな さい 。 だ だ し M. N の 値 は 入 


力 す る も の と し M ぐ N と し ます 。 


.。Y テ 3X! 十 の X* 十 X 十 1 ら 5 に お いて 、X の 値 を 一 1 0 から 1 0 まで 、0.5 ら 刻み で 変化 させ 


て Y の 値 を 求め る プロ グラ ム を つぐ り 、 結 果 を 表 に し な さい 。 


6 X (単位 は 度 ) を 0 度 ひ ら 360 度 まで 1 0 度 記 みて 変化 させ て sinX を 求め る プロ グラ 


ム を つこ くり 0 度 ひ ら 360 度 ま で の 表 を 完成 し な さい 。 
⑥ _ coS X に つい て も ⑨ と 同じ こと を し な さい 。 


ぐ ⑨@⑨ tan X に つい て も ⑧ と 同じ こと を し な さい 。 だ だ し 、tan90' と tan 270' の と き は 値 が 存 
在 し な い の で 〈o ) !※※※ ネ *※! の よう に 表示 させ な さい 。 


. 数 X を 入力 し て X が 正 な ら sin X を 、 X ザ 0 な ら cos X を 、 X が 負 な ら tan X を 求め る プロ グ 


ラム を つぐ りな さい 。 


・ 人 AB 十 BB ビ ニー ロロ AA つ まり 、 〈⑭⑫00 メ A 十 10 メ A+ 巨 ) 十 (10xB+ 号 ) ニ .〈100x 日 十 10 


メ A 十 人 へ) と な る A と 晶 を 求め な さい 。 だ だ し ん A, 昨 は 1 桁 の 整数 と し ます 。 


ABA メ ロー ニーB ロ CB つま り 、 〈100 メ A 十 10XB 士 A) x※ ビ 三 〈100x 十 10XC+ 日 ) と な 
る AA, 日 , C を 求め る プロ グラ ム を つこ りな さい 。 


・ 三角 形 の 辺 A, , ご に お いて 、 そ れ ぞ れ を 1 ガ ら 20 ま て 変化 させ た だ とき 、 直 角 三 角形 と 


な る 組み 合せ を すべ て 求め る プロ グラ ム を つこ りな さい 。 


・ Y デ 6X“ デ ーー ら 5 ら メー8 の 式 に お いて 、 一 10 ミ X ミ 10 の 範囲 で や の 最大 値 を 求め る プロ グラ ム を 


つぐ のり な さい 。 だ だ し メ X は 0.2 記 み と し ます 。 


デー タ を 10 個 入力 し て 最大 値 と 最小 値 を 求め る プロ グラ ム を つこ りな さい 。 
ら 、 ノ 、 王 色 。 お ど 、 15、 ー4、 ーー お 、 、 13、 42、 
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演習 問題 |5| 


人 。 


と 枯 


デー タ ど 、 オ 、6、8、10 を 読ん で 、 そ の 積 を 求め る プロ グラ ム を つこ りな ざい 。 


次 の デー を 、200 か ら 順 に 引い て 、 答 え を 表示 する プロ グラム を つこ りな さい 。 
プー ダ ジノ 、 お 、 らら 、 き ③ ら 、 1 0O 


・ 災 の デー タ の うち 、 最 初 の 数 を それ 以降 の デー タマ で 割 算 を し て 、 答 え を 表示 する プロ グラ ム 


を つぐ りな さい 。 


. AA 三 57、 ロ ビー ら 、C=14 と な る よう に 、 デ ー タ 57、8、14 を 読み 込ん で それ を 表示 し 、A * 


CB の 答え を 表示 する プロ グラ ム を つこ りな さい 。 


・ デー タ 5、 ら 、 アゲ ヽ お ど 、 を 読ん で 、 それ ら を それ ぞ れ A、 選 、 〇 、 D、 ビ E に 割り あて て 、 


A 人 * 巳 、 〈A* 巳 ) プ (C 十 D) 、 〈A* 三 ) 一 〈 日 十 ひ 二 D) の 答え を 表示 する プロ グラ 
ム を つぐ りな さい 。 


.・ 10 人 の 身長 を 測定 し た 結果 次 の よう に な り ま し だ 。10 人 の 身長 の 測定 デー タ を 読み 込ん で 、 


平均 身長 を 求め る プロ プラム を つこ りな さい 。 
ーー 「69 の 。 5 1 / 和 0。 に イメ 7 なこ 1 の 8 こり 。 おど" る 
+ ら 9。 の ら 。 4 プス. 8 1@ ら プア 6. イア ア 、 お イア き 。 @ 


. 次 の デー タ を 読ん で Aー35、 ロ ニー29、C= ニ B、D= ニ 8、 ビ = テ 49、F=ー19、G=B、H=49 と 


な る よう に それ ぞ れ 表示 する プロ グラム を つぐ りな さい 。 
デー タダ うら 、 らら 、 お 、 4 ら 8、 1 8 


. 10 人 に 数 学 の テス ト を 行 つ を と ころ 、 次 の よう な 結果 で し た 。 そ れ ぞ れ の 点数 を 読ん で か ら 
10 人 の 平均 点 を 求め 、 さ ら に 平均 点 に 最も 近い 点数 を みつ け 出 し 、 最 終 的 に 、 平 均 点 と 平均 
に 最も 近い 点 数 を 、 そ れ ぞ れ 表 示す る プロ プラム を つこ りな さい 。 





1. 


数 X を 入力 し て メ = 1 の と き X*^、X 三 つの と き "X、 メニ 3 の と き X*、 X※ ニ オス オ の と き X* を 
表示 する プロ グラ ム を つぐ りな さい 。 


. 数 X を 順次 入力 し て 0 が 入力 され だ ら そ れ ま で の 数 の 和 と 平方 和 を 求め る プロ グラ ム を つこ ご 


りな さい 。 


. 数 X を 入力 し て (3X“※ー3) 十 (3③X“ー37※ー6X を 求め る プロ グラ ム を つこ りな さい 。 


. 数 X, Y, 乙 を 入力 し て (6X“ 填 1) 一 (6Y“ 十 1) 十 (6Z“ 十 1 ) を 求め る プロ グラ ム を つこ ご 


りな さい 。 


本 。 


(例題 Y⑳ に お いて 、M 個 、N 例 の よう な デー タ な ら プ ログ ラム を どの よう に つく りか え だ ら 
よい ガ が 。 そ の プロ グラ ム を つぐ りな さい 。 


.〔 例 題 ⑳9 に お いて 、N 人 の 生徒 で に 科目 の 場合 の 合計 と 平均 を 求め る プロ グラ ム に つく のか 


えな さい 。 


. 例題 9⑳ に お いて 、 デ ー タ 表 の 数 値 を 入力 し だ 後 、 衝 め の ライ ン 、1、 12、23、 34、45 と こら 、 


14、23、32、41 の 合計 を 求め る プロ グラ ム を つこ くり な さい 。 


. 下 の 表 の よう な 10 人 の 生徒 の 得点 を 入力 し 、 含 計 お よび 平均 、 標 準 偏差 S と 偏差 値 征 : を 求 


め る プロ グラ ム を つぐ りな さい 。 


標準 偏差 $ は 、 得 点 X ヵ 、 合 計 人 数 N、 平 均 H と する と 


S テ ソ ダ xZ2/N 一 日 ? 


偏差 値 を Ti: こす る と 


T 記 10x ぞ に ディ 50 





で それ ぞ れ 求め られ ます 。 


. 4 の 問題 の デー タ を 用 いて 低い 点数 か ら 順 に 並べ ひえ を する プロ グラ ム を つこ りな さい 。 
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演習 問題 8 


1. 


文字 列 ヾ ABCDEFGHT1 J” を 入力 し て へ 、C、E、G、 | と 1 つと びに ば ら ば ら に 表 
示す る プロ グラ ム を つぐ りな さい 。 


・ 文 守 列 ! ABCDEFGH 1 J" を 入力 し て 入 、AB、ABC、ABCD、ABCDE と 前 


の 表示 より も ひと 文字 ずつ 増え て 表示 する プロ ブラム を つこ りな さい 。 


・ 文 守 列 ! ABCDE ら 5432 1 " を 入力 し て 1 つ 345EDOBA " と 表示 する プロ グラ 


ム を つぐ りな さい 。 


・ 文 字 列 1 お = |"、A お = リ "JAM" 、A1 お = リー.A "CS(O)= "COMPUTER 


! を 代入 し て 、| AM A COMPUTER と 表示 させ る プロ グラ ム を つぐ りな さい 。 


・ 文 守 列 メニ! |、AM A_COMPUTER'" を 入力 し て 、 そ の 中 の COM ' だ け 


表示 する プロ グラ ム を つこ りな さい 。 


4 


2 ご 。 


つの 文字 列 A や =' MAXABC" お = XYM IN を 入力 し て 文字 数 の 大 小 を 比 
較 し だ 後 、 大 きい 方 の 文字 の 頭 文字 文字 を 表示 する プロ グラ ム を つこ りな さい 。 


台 自 、 自 分 自身 の 姓名 を ロー マ 字 読み で 入れ 、 そ の 長 さ が 何 文字 か を 調べ 、 次 に 名 を 先 に 姓 
を 後に 表示 させ る プロ グラ ム を つこ りな さい 。 





| 3. 変数 の 種類 と 使い だ 


ご れ ま て で 変数 を 使 つ て プロ グラ ム を 作っ つて きま し た が 、 ご ご こ て 変数 の 種類 と 使い か だ に つい て 説明 レ 
ます 。 





(4) 変 数 の 種類 


変数 に は 大 きぐ 分 け て 、 数 値 変数 と 文字 変数 の 種類 が あり ます 。 そ れ ら は 、 さ ら に 固定 変数 、 
単純 変数 、 配 列 変数 に 分 類 さ れ ま す 。 
数 値 固定 変数 ……A、.B、 ご な ど ご 
数 値 変数 {数 値 単純 変数 ……AB、B 1 、CC な ど 
数 値 配列 変数 ……AB( の , 3) な ど 


eo 文 守 固 定 変数 ……A お や 、 ン や な ど 
文 守 変 数 1 文字 単純 変数 …… ビ お 、 〇 の お な ど 
文 守 配 列 変数 ……A 己 (2。。 3) な ど 
【 変 数 の 名 前 】 


変数 の 名 前 に は 、Aー 有 の アル ファ ベッ ト 1 文字 か 、 ある い は AA、BC、A ら な どの よう に 文 
字 や 数 字 を 組み 合わ せ だ 2 の 文字 が 使用 で きま す 。 
e 変 数 名 に は 次 の よう な お 文字 は 使用 で きま せん 。 
④ カ タカ ナ お よび 記号 。 (だ だ し 、 や 記号 は 文字 変数 を 表す 記号 と じ て 使用 きれ ます 。) 
⑤ 予 約 語 。 《 予 約 語 こと は 、 本 機 が BASIC 命 令 や 関数 命令 な どの 名 前 と し て 使用 し て いる も の で 
すず 。) 
人 例 > P|、1|F、TO、ON、S 1N な ど 
③ 小 文字 の アル ファ ベツ ト 。 < 小文字 の アル ファ ベツ ト は 大 文字 に 変換 され ね ます 。) 
@ 変 数 名 は 必ず アル ファ ベツ ト で 始ま つて いな けれ ば な り ま せん 。 だ と えば A5 は 変数 名 に な り の 
ます が 、 ら A は 変数 名 に な り ま せん 。 
@ 変数 名 に 文字 以上 使用 し て も エラ ー に は な り ま せん が 、 本 機 が 変数 名 と 判断 する の は 最初 の 
ググ 文字 ぞ け で す 。 
し だ が つて 、 だ と えば 変数 名 に KOTAE1 と KOTAE2 を 使用 し ます と 、 本 機 は これ ら を 区 別 
で き ざ 、 に KO 〇 と いう 同じ 変数 と 判断 し ます 。 
e 回 定 変数 (1 文字 で 指定 する 変数 ^) で は 、 数 値 変数 と 文字 変数 に 同じ 名 前 を 使用 する こと は で き 
ませ ん 。 だ と えば 、 数 値 変数 と し て A を 使用 し て いる と き 、 文 字 変 数 A お を 使用 する こと は で 
きま せん 。 (ご の 場合 、 後 ひら A お に 文字 を 代入 し ます と 、 前 の 数 値 変数 へ が 消さ れ ま す 。) 
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【 変 数 の 長 さ 】 
変数 は その 種類 に よ つ て 、 長 さ ( そ の 変数 に 格納 で きる デー タ の 最大 の 長 さ ) が 決め られ て いま す 。 
次 に 名 変数 の 長 さ を 示し ます 。 





有効 数 字 10 桁 まで (仮数 部 10 桁 、 指 数 部 2 桁 ) 








文 守 固定 変数 | プ 文 字 ま で 
文 守 単 純 変数 | 16 文 字 ま で 











文字 配列 変数 | 16 文 字 ( だ だ し 、1 一 255 文 字 ま で 設定 可能 ) 





* それ ぞ れ の 文 守 変 数 の 長 さ を 超え る 文字 を 記憶 きせ よう と し だ 場合 、 超 えた 分 の 文字 は 無視 C 切 
り 捨 て ) さ れ ま す 。 


②@ 固 定 変数 
ご これ まで の 説明 や プロ グラ ム 例 で 、 変 数 名 を A、 日 、C… ま だ は AS、 日 お 、 〇 $… と 指定 し て 
使用 し まし だ が 、 ご これ ら の 変数 を 固定 変数 (1 文字 変数 ) と 呼び ます 。 
固定 変数 は 、 変 数 と し て 使用 きれ る エリ ア 〈 区 域 ) ザ が メモ リ 上 に 独立 し て 確保 され て お り 、 こ の エエ 
リア に は プロ グラム な ど が 書き 込ま れ ね る こと は あり ませ ん 。 
ご の エリ ア を デー タタ 専用 エリ ア と 呼び ます 。 


〈 く データ 専用 エリ ア 〉 (容量 208 バ イト ) 
選 まだ は ン Z$ 












固定 変数 
(26 メ モリ ) 





| ご C まだ は CS$ 








A まだ は A$ 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ノ 
変数 名 デー タタ の 記憶 場所 








ご の 図 で 示す よう に 、 こ の エリ ア は 26 に 区 切ら れ て お のり の 、 変 数 A、 変 数 日 …… と し て 使用 され る 
場所 は すべ て 決ま つて いま す 。 
まだ 、 同 じ 名 前 の 数 値 固 定 変数 と 文字 固定 変数 (だ と えば A と A お ) は 同じ 場所 が 使用 まれ ます 。 


③ 単 純 変数 
単純 変数 は 変数 名 を AA や B 1 の よう に 必 文 字 ( あ る い は それ 以上 ) で 指定 する 変数 で す 。 
この 変数 は 固定 変数 の よう に 使用 され る 場所 は 決ま つて お ら ざ 、 初 め て 使用 し だ と き に メモ リ 内 
(プロ グラ ム ・ デ ー タ エリ ア 内 ) に 自動 的 に 確保 され ま す 。 
まだ 、 同 じ 変 数 名 で も 数 値 単 純 変数 と 文字 単純 変数 は 別々 に 確保 さま わる の で 、 だ と えば AB と A 
お を 同時 に 使用 する こと も で きま す 。 
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(④ 配 列 変数 (一 次 元 配 列 、 二 次 元 配列 ) 
数 学 な ど で 、 同 じ 性 質 の 複数 個 の デー タ を 表す と き 、 だ と えば 
7 2 XS……T Xn 
の よう に 、1 つの 変数 名 に 添字 を つけ て 表す 場合 が あり ます 。 
BAS | 〇 で も 同様 に 、1 つの 変数 名 に ) で 囲 つた 添字 を つけ て 、 次 の よう に 表す こと が で き 
ます 。 
X(1 う )、X( の )、X(3)…… X(⑭0) 
ご の よう に 添字 を つけ て 表す 変数 を 配列 変数 と 呼び ます 。 
配列 変数 を 使う こと デー タ の 集計 な どの 作業 が し や すぐ な り ま す 。 
配列 変数 を 使用 する と き は 、 事 前 に D | M( デ ィ メ ンジ ヨン) 命令 に よっ つ て 、 配 列 名 と その 大 き さ 
を 定義 (宣言 ) し て お グ な けれ ば な り の ませ ん 。 (くわ し ご は 、 BASIC の 吾 命 令 の 説明 を 参照 し て こ 
だ さい 。) 
D IM 命令 で 定義 を する こと に よ つ て 、 そ の 大 き さ の 配列 変数 ザ メ モリ (プロ グラ バム ・ デ ー タ エリ 
ア ) 上 に 確保 だ れ ま す 。 


(4) 一 次 元 配列 
添字 が 1 個 ど ぼけ の も の を 一 次 元 配列 と いい ます 。 だ こと えば 、 
DTIM X〈( ら 5) 
を 実行 する と 、 次 の よう に 配列 名 メ X の ら 6 個 の 変数 (配列 要素 ) が 確保 され ます 。 








人 X(5) | 








注 ) この 図 は 配列 が 横 に 並ん で いる よう に 書い て いま す が 、 縦 に 並ん で いる と 考え て も 同じ で す 。 
実際 の 使い か だ は 136 ペ ー ジ を 参照 し て ぐだ さい 。 


(@ 二 次 元 配列 
本 機 は 添字 を 個 ま で 使用 で きま す 。 
浅 字 が の 個 の も の を 二 次 元 配列 と いい ます 。 
一 次 元 配列 が ザ 、 い うな れ ば 横 一 列 ( ま だ は 縦 一 列 ) の 配列 だ つ だ の に 対し 、 二 次 元 配列 は 縦 と 横 の 
配列 と いえ ます 。 下 の 図 を 見 て て だ さい 。 ご これ は 
DIM ※X〈③, 5) 
と 定義 し だ と き に 確保 され る 変数 (配列 要素 ) を 表し た も の で す 。 








X(1.5) 





X(2.5) 
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これ は 、D IM X(5) と 定義 し だ と き の 図 と 見 比べ れ ば 、 お わか のり の よう に 、 一 災 元 の 配列 を 
人 4 段 重ね だ 形 で す 。 

し だ が つて 、 変 数 (配列 要素 ) は 横 に ら 個 ( ら 十 1 個 ) の も の が 縦 に 4 段 く さ 十 1 段 ) 重 な つて いま す 
の で 、24 個 確保 され て いる こと に な り ま す 。 


(③ 文 字 配 列 変数 

配列 変数 に も 文字 変数 が あり 、 配 列 名 に お (ドル ) 記 号 を つけ て 表し ます 。 
DIM Z$ む 9) DIM X1$(2. 1) 
DIM Y$(⑥5, 4) X 1 お (の , 1 )= " ヨコハマ" 

【 文 字 配 列 変数 の 拡張 】 


文字 固定 変数 は 1 個 の 変数 に 最大 文字 、 文 字 単純 変数 は 1 個 の 変数 に 最大 16 文 字 記憶 で きる 回 
定 長 の 変数 で し た が 、 文 字 配 列 変 数 は 1-255 文 字 の 範囲 で 、 任 意 に 変数 の 長 さ を 指定 する こと が 
で きま す 。 
DIM CS(9)* 3 の 
CS( の )C$(9) の 名 変数 は 、 そ れ ぞ れ 最 大 30 文 字 ま で 記憶 する こと が で きま す 。 
DIM NS(5. 4)*G 
N$S( ヴ の. の )N$S( ら 5. 4) の 名 変数 に は 、 そ れ ぞ れ 最 大 ら 文 字 ま で 記憶 する こと が で きま す 。 
ご この よう に 、D 1I M 文 に * 式 を つけ て 、 変 数 の 長 さ を 指定 し ます 。 
な お 、 長 さ を 指定 し な い 〈* 式 び な い ) と き は 自動 的 に 16 文 字 が 指定 され ます 。 


④⑳ メ モリ の 構成 と 変数 

本 機 は プロ ブラム 、 デ ー タ (固定 変数 を 含む お ) な ど を 本 体内 蔵 の メモ リ に 記憶 し ます 。 

プロ グラ ム 、 単 純 変 数 、 配 列 変数 が 記憶 され る 領域 を プロ プラ ム ・ デ ー タ エリ ア と 呼び ます 。 
プロ グラ ム は プロ プラ ム ・ デ ー タ エリ ア の 前 方 けら 、 デ ー タ は 後方 ひら エリ ア を 確保 レ ま す 。 そ 
の だ め に プロ プラ ム の 長 さ に よ つ て 変数 と し て 使え る 大 き さ が 変わ つて きま す の で 注意 が 和 め 要 で 
す 。 

な お 、 固 定 変数 は デー 専用 エリ ア こ と し て 別に 確保 さわ て いま す 。 

〈 く プロ プラ ム ・ デ ー タ エリ ア >〉 

ー プ ログ プラ ム は こち ら 側 か ら 書 き 込 まれ ね て いき ます 。 





A(1 ) や 唱 お (6. 8) の よう ね 配列 変数 お よび AA や 
B 1 お の よう な 単純 変数 は こち ら 側 か ら 確 保 ま われ ま す 。 





欠 に 、 台 変数 を 確保 する 場合 に 使用 する バイ ト 数 お よび プロ プラ ム の 名 命令 な どの 占め る バイ ト 
数 を 記し て お きま す の で 参考 に し て こ だ さ い 。 


e 変数 の 場合 


数 値 単純 変数 
フ バ イト 。 | B バ イト 








文字 単純 変数 ノバ イト 16 バ イト 
文字 配列 変数 フ バ イト 指定 され だ バイ ト 数 


※ だ と えば 、D IM BS$(2, 3)* 1 の と 指定 し だ 場合 は 、 次 の バイ ト 数 を 使用 レ し ます 。 
ノバ イト <〈 変 数 名 ) 十 10 バ イト (文字 数 )X12 個 三 127 バ イト . に な り ま す 。 


@ 命令 の 場合 


構成 要素 ライ ン ナ ン バ ー | 命令 文 、 関 数 〔』)、 そ の 他 
使用 バイ ト 数 う 3 バ イト バイ ト 1 バイト 


※ だ と えば 、 下 の ライ ン を 入力 し だ 場合 、 次 の バイ ト 数 を 使用 し ます 。 
1 の PRINT A: "XXー!( 紀 


バイ ト ( ラ イン ナン バー) 二 バイ ト 〈 令 文士 1 バイ トド 〈 〔qj ) キ 6 バイ ト ( そ の 他 1 6) ニ 
12 バ イト 

ゅ プロ プラム ・ デ ー タ エリ ア の 践 り の バイ ト 数 は FR 選 命 令 で 求め る こと が で きま す 。〈 く わし ご 
は FR ビ 命 令 を 参照 し て くだ さい 。) 


(5 変数 を フリ ア ( 消 去 ) す る に は 
(1) 個 々 の 変 数 の 内 容 を 消去 する に は 、 次 の よう に し ます 。 
AM | 末 放 到 は の を 代入 する こと に より 閣 去 し ます 。 
BC1)= の 
AS="" ] 文字 変数 は "" を 代入 する ご と に より 消去 し ます 。 
B1 お = "を 代入 する と いう こと は 文字 変数 を 文字 が 入 つ て いな い 状態 に する と い 
うこ と で す 。 こ ご の 状態 を NUIIC ヌ ル ) 状 態 と 呼び ます 。 
(②CLEAR 命 令 


すべ て の 変数 を 一 度 に 消去 する に は 、CLEAHN 命 令 を 実行 し ます 。 
CLEAR 命令 の 一 般 形 は 次 の よう に な り ま す 。 

CLEAR 
ご の 命令 を 実行 する と 、 メ モリ 内 に 確保 まれ て いた だ 配 列 変 数 や 単純 変数 は 消去 を れ 、 固 定 変数 の 
内 容 も 消去 を まれ ま す 。 
*$ ご の 命令 で は プロ プラ ム は 消去 され ませ ん 。 
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| 4. デバ ッ グ ] 


プロ グラ ム を 実行 し だ 場合 に 、 何 ひ の 誤 り で 迷走 し だ の 思わ ぬ 結 果 が 出 だ な りす る こと が あり ます 。 
ご の よう な 場合 、 プ ロ プ ラム の リス ト を 調べ て 誤り を 探し ます が 、 そ れ だ け で は な か な が 見 つけ に ご 
いこ と が あり の ます 。 

ご の よう な と き 、 プ ログ ラム を 1 行 ず つ 実 行き せ 、 そ の 経過 を だ どり な が ら プ ログ ラム の 誤り を 探し 
て いけ ば 見 つけ や すぐ な り ま す 。 

ご こ で は 、 1 行 ず つ 経 過 を だ どり な が ら プ ログ ラム を 実行 する 方 法 に つい て 説明 レ し ます 。( こ の よう な 
記法 を ト に レース と いい ます 。 ま だ 、 プ ログ ラム の 誤り を 探し 、 修 正す る こと を デバ ッ グ < 忠 取 り ) と い 
いま す 。) 








(1) デ バッ グ の し ガ か ガ だ 

⑦ ト レー ス に よる デバ ッ グ は RUN モ ー ド で 行い ます の で 、 人 RUN モ ー ド に に し て ご だ さい 。 

⑨TRON 〔) と 押し て 、 ト レー スモ ー ド に し ます 。 

③RUN 〔] と 押し て プロ グラ ム の 実行 を 開始 し ます 。 て 最初 の 行 の 実行 が 終わ われ ば ぱ ば 、 実 行 し だ 行 
番号 を 表示 し て 実行 が 停止 し ます 。) 

その 後 は は) キー を 押し ます 。 <1 行 だ け 実 行 し て 停止 し ます 。) だ だ し 、 1NPUT 命 令 で の 
デー タタ 入力 は 、 通 常 の プロ ブラム 実行 と 同じ よう に 〔g] キー で 行い ます 。 

⑤ プ ログ ラム の 実行 順序 の 確認 や 、 各 行 て 各 ラ イン ) 実 行 後 の 変 数 の 内 容 確認 な ど を 行い な が ガ ら ト 
レー ス を 進め 、 プ ログ プラ ム が ガ 正 し ぐ 実 行き され ね て いる どう ガチ エッ フク し ます 。 
も し 、 正 し ぐ 実 行き れ な いと き は 、 そ の 原因 を 探し て 修正 し ます 。 

デバ ッ グ が ガ が 終了 すれ ば 、TROFF ( 峡 ) と 押し て トレ ー ス モー ド ビ を 解除 レ ま すず 。 


炊 に ご ご 簡 単 な 例 を 示し ます 。 
< 人 例 > 1 の INPUT "A=" :A. "BBー":B 
2 の 〇 =A* ク 
3 の 0D=B*3 
4 の PRINT "C=":OC: "DD=" :D 
5 の END 
< 実行 > RUN モ ー ド 
TRON 
Cy ーー | INPUT 命令 実行 
8 ( (データ 入力 ) 昌 =_ 
9 ( (デー タ 入力 ) 1 の : ー10 行 終了 
っ の : ー20 行 終了 
3 の : ー30 行 終了 
〇 =16. D=2 フ . PR I NT 命令 実行 
4 の : ー40 行 終了 


避 
V 


実行 終了 (プロ ンプ ト 表 示 ) 
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トレ ー ス 中 で 行 番号 を 表示 し て いる と き は 、 マ ニュ ユア ル 操 作 で 変数 の 内 容 を 呼び 出し 、 予 定 レ だ 

値 に な つて いる か どう ガチ エッ フ で きま す 。 

また だ 、 ご の と き [1] キー を 押せ ば 、 押 し て いる 間 、 止 まっ て いる 行 の 内 容 を 表示 レ し ます 。 (な お 、 

(1) キー を 押し て 離し た を と き は プロ ンプ ト 記 号 〈>) が 表示 され ます が 、 キー で 続け て 実行 で 

きま す 。) 

* トレ ー ス 中 に 、 し 〇 CATE 命 令 で 指定 され だ 画面 の 位置 に 結果 な ど が 表示 され だ 場合 、 次 の 
行 番号 は 、 結 果 な ご が 表示 され だ 行 の 次 の 行か ら 表 示さ れ ま す 。(〈 し 〇 〇 AT 三 に つい て は 、 日 
AS |C の 名 命令 の 説明 を 参照 ) 

eL 〇 CATE 命 令 に より 表示 開始 位置 が 指定 され て いる と き に 、 マ ニュ アル 操作 で 変数 の 呼び 
出し や 計算 な ど ご を 行い ます と 、 表 示 開 始 位 置 の 指定 は 解除 され ます 。 

( 注 ) ト レー スモ ー ド は 、T ROFF [と 押す か 、 十 IA| (まだ は 臨 9 CAJ ) こ 押す 、 ま だ 

は 電源 が 切れ る まで 設定 状態 が 保持 され ます 。 


②⑳ プ ログ ブラム の 途中 で 実行 を 停止 させ て チェ ッ フ する 場合 

プロ グラ ム の 実行 を 停止 させ だ い 位置 に は TO 〇 命令 を 書い て お け ば 、STOP 命 令 を 実行 し た 

時 点 で プレー ク メ ッ セー ジ CBRREAK IN 行 番号 ) を 表示 レ て 、 プ ログ ラム の 実行 が 停止 し 

ます 。 

この と き 

①④ マ ニュ アル 操 作 で 変数 の 内 容 を チエ ッ フ する 。 

② 続 いて [1 キー の 操作 で 、 以降 の 行 を 1 行 ず つ ト レー ス す る 。 

な どの 操作 で デバ ッ グ を 行い ます 。 そ の 後 、 通 常 の 実行 状態 に ちご す と どき は 

CONT 過 

と 押し ます 。 

e 通常 の ブロ ブラ ム 実 行 中 に 倍 キー を 押す と 、 現 在 実行 し て いる 行 の 終わ り て 実行 を 停止 し 、 
プレ ー ク メッ セー ジ を 表示 し ます 。 こ ご の こき も 前 記 と 同様 の 操作 を 行う こと が で きま す 。 

な お 、 プ レー ンク 状 態 ( 停 止 状態 ) の と き に [キー を 押せ ば 、 押 し て いる 間 停 止 し て いる プロ グ 
ラム 行 が 表示 され ます 。 

ゃ トレ ー ス モー に を 設定 し な い 場 合 で も 、 人 0 キー や TO 〇 P 命 令 な ど に より 一 時 停止 し て いる 
プロ グラ ム を 口 ) キー に より 1 行 ずつ 実行 さき きせ て いこ こと が で きま す 。 こ ご この 場合 も 表示 は トレ 
ー ス モー ドガ 設定 され て いる 場合 と 同じ よう に な り ま す 。 

な お 、 ) キー を 押し た まま に し ます と 、 連 続 的 に トレー ス が 実行 され ます 。 
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ら 5. プロ グラ ム の ファ イル 


本 機 は プロ グラ ム を ファ イル と し て 本 機 の 内 部 メモ リ に 保存 し て お ぐことができます 。 

本 機内 部 に は 、 プ ログ ラム や デー タタ を 記憶 する メモ リ が あり 、 初 期 状態 ( 何 も 使用 し て いな い 状 態 ) の 

と き は 、 プ ログ ラム ・ デ ー タ エリ ア に な つて いま す 。 ご の と き の 大 き さ (〈 容 量 ) は 5859 バ イト で す 。 

ご の メモ リ の 一 部 を プロ グラ ム ・ デ ー タ エリ ア と 切り の 離し て 、 フ ァイル エリ ア ( ラ ム フ ァ イル エリ ジア) 

と し て 確保 レ し 、 ご の エリ ア に プロ グラ ム を 保存 し ます 。 

本 機 で 、 実 行 で きる プロ グラ ム は プロ グラ ム ・ デ ー タ エリ ア に 入 つ て いる プロ グラ ム で す が 、 フ ァ イ 

ル し た プログ ラム を 実行 し を いと き は 、 フ ァイル エリ ア か ら プ ロ プ ラム ・ デ ー タ エリ ア に 呼び 出し て 、 

実行 し ます 。 

ご こ ご で は 、BAS | ど プ ログ ラム の ファ イル の レ か だ に つい て 説明 し ます 。 

( 注 )BAS 1 C ど プロ グラ ム だ け で な く 、 テ キス ト の ファ イル も あり ます 。 メモ ー ド の 説明 を 参 
忠 し て くだ ざい 。 


(1) フ ァイル に 関す る 命令 
次 に 、 フ ァイル に 関す る 命令 を 簡単 に 述べ ます 。 こ わし ご は 、 昌 AS | 〇 の 名 命令 の 説明 を 参照 
し て こ < ださい 。 


< 命令 > 〈 機 能 > 
FILES 登録 さき ね て いる ファ イル の ファ イル 名 を 表示 し ます 。 
LFILES 登録 きれ ね て いる ファ イル の ファ イル 名 を プリ ンタ で 印字 し ます 。 


KILL ファ イル を 消去 し ます 。 

LOAD BAS 1 ご C プ ログ プラ ム を ファ イル エリ アガ ら プ ログ ラム ・ デ ー タ エリ ア に 呼び 
出し ます 。 

SAVE プロ グラ ム ・ デ ー タ エリ ア 内 の BAS | ひび プロ グラ ム を ファ イル エリ ア に 保存 
(登録 ) し ます 。 

* ファ イル 名 


KT し し L、LOAD、SAVE 命 信 を 実行 する と き は ファ イル 名 を 指定 する 政 要 が あり ます 。 フ 
アイ ル 名 は ファ イル の 見 出し の よう な も の で す 。 
ファ イル 名 は 最大 文字 で 構成 され 、 次 の 文字 が 使用 で きま す 。 

AZ、a 一 z、 〇 OB、#、 ま 、 守 、&、′ 、(C 、) 、 一 、@、】 、} 、 カ タカ ナ 
まだ 、 フ ァイル 名 に は 拡張 子 を 付け る こと が で きま す 。 拡 張子 は フタ イル の 種類 を 区 別 す る だ ため 
な ど に 利用 し ます 。 
拡張 子 は ビリ オド こと づ 文 字 以 内 の 文字 で 構成 され 、 フ ァイル 名 の 直後 に 付け ます 。 使 用 で きる 文 
字 は 、 フ ァイル 名 と 同じ も の で す 。 

な お 、SAVE や LOAD 命 令 で BAS | ひど プ ログ ラム を セー プレ し たり ロー ドレ し だ りす る と き 、 
まだ K 1LL 命 令 で ファ イル を 消去 する と き 、 拡 張子 を 省略 する と 自動 的 に 「. AS」 が 指定 さ 
れ ま す 。 
ゅ ファ イル 名 の 完全 な 記述 は 次 の 形式 に な の ます 。 
リ ファ イル 名 . 拡張 子 “ 
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② プ ログ ラム の 登録 (保存 )(SAVE 命 令 ) 
プロ グラ ム 作 成 後 、 そ の プロ グ ブラム を 登録 する 場合 は 、 尺 UN モー ド に ま だ は PR 〇 モー ド で 双 の 
よう な 操作 を 行い ます 。 
< 剛 > SAVE "TEST "回 


を た ファ イル 名 





ブフ ァイル と し て 登録 する 場合 、 必 ず フ ァイル 名 が 必要 で す 。 フ ァイル 名 に は 、 拡 張子 を 付け る ご 
と が で きま す 。 (ファ イル 名 の 説明 を 参 斑 ) 

この 例 で は 、 拡 張子 を 省略 し て いま す が 、 ご の 場合 、". AS" が 自動 的 に 付け られ ます 。 

な お 、 フ ァイル エリ ア は AVE 命 令 で プロ ブラ ム を 登録 し た と き 、 自 動 的 に め 要 な 大 き さ が 確 
保 ま ね ま すず 。 だ だ し 、 メ モリ の 残 り が 少な ご 、 和 め 要 な 大 き さ が 確保 で き な い と き は エラ ー60 に な 
り の ます 。 


③) フ ァイル の 登録 の 確認 (F1LES、LF 1LES 命 令 ) 
プロ グラ ム を 登録 し だ 場合 、F | し ほら ま だ は し F | し ヒビ ら 命令 で 確認 する こと が で きま す ざ 。 
<> FILES 
と 操作 すれ ば 、 登 録 さ ね て いる ファ イル 名 な ど が 画面 表示 され ます 。 
登録 され て いる ファ イル が 多い 場合 は (] キー を 押し じ て い ここ と に よ の 、 画面 に 呼び 出す ご と が 
で きま す 。 戻す と き は 1) キー を 押し ます 。 
<> LFILES 
と 操作 を すれ ば 、 登 録 され て いる ファ イル の ファ イル 名 な ど が 印字 され ます 。 て だ だ し 、 別売 の ブ 
リン タ C-126P が 接続 され て いる と きのみ 有効 で す 。) 


(④ プ ログ プラ ム の 呼び 出し (LO 〇 AD 命令 ) 
登録 し だ プロ ブラ ム は 次 の よう ね 操作 で 呼 び 由 すこ と が で きま す 。 
< 例 > LOAD* TEST* 
この 場合 、 フ ァイル 名 が “ 下 三 S 工 . BAS" の ファ イル 内 容 ( プ ロブ ラム ) が び 出さ きれ ます 。 
な お 、 登 録 し た と き に 拡張 子 を 付け だ 場合 は 、 拡 張子 まで 完全 に 入力 し て ご ださい 。 
< 例 > F | し 所 S ( 忌 ) ファ イル 名 を 表示 させ ます 。 


1 | 画面 の ファ イル 名 の 前 に ある 矢印 只 ) を 呼び 出し だ い フ ァイル 名 の 

3 前 へ 移 レ ます 。 

十 ( 矢印 ゆう で 示し だ ファ イル の 内 容 〈 プ ログ プラム) が 、 プ ログ ラム ・ デ 
ー タ エリ ア に 呼び 出さ われ ます 。 


ご この よう に F 1 LE ら 命 令 で 呼び 出し た だ 、 フ ァイル 名 を 選ん で 、 プ ログ ラム を 呼び 出す こと も で 
きま す 。 
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6 記録 され て いる ファ イル の 消去 (CK 1 し し 命令 ) 

1 つの ファ イル を 消去 する と き は 、 次 の よう な 操作 を 行 つ て ぐだ さい 。 

< 例 >〉> KILL "TEST. BAS "[ 世 

ご の 場合 、“TEST. BAS" と いう ファ イル が 消去 され ます 。 

K | し L 命 令 で は 、 記 録 き れ て いる ファ イル 名 の 通り に 、 ラ ファ イル 名 を 拡張 子 ま で 入れ て こ だ さ 
い 。 だ だ し 、 拡 張子 が ". BAS" の 場合 は 拡張 子 を 省略 で きま す 。 

な お 、T ビ メメ T モ ー ド で 消去 する 方 法 も あり ます 。 〈 第 ら 章 を 参照 ) 








別売 の プリ ンダ カセ ツ ト に ト インター フェイ ス CE-126P と テー プレ コー ダ が あわ ば 、 プ ログ ラム や デ 
ー タ を テー プ に 記録 し だ た り 、 読 み 込 ん だ り の でき ます 。 ご ご こ で は 、 プ ログ ラム を テー プ に 記録 する 、 あ 
る い は テー プ か ら 読 み 込 場合 の 操作 方 法 に つい て 説明 し ます 。 


(1) 使用 され ね る テー プレ コー ダ の 確認 に つい て 


テー プレ コー ダ は 、 特 性 が 合わ な いも の 、 ひ ざ ずみ が 多い も の 、 出 力 レベ ル が 小 き いも の な ど 、 使 

用 で き な い も の が あり の ます 。 

大 切な プロ グラ ム な ど を 記録 する 前 に 、 仮 に 記録 、 合 を 行っ て テー プレ コー ダ が 使え る ご どう 

ガ 確 認 レ し て ぐだ さい 。 (この と き 、 読 み 込 み は じ な いで くだ さい 、。- 読み 込み の 途中 で エラ ー に な 

つ だ 場合 な ご 、 読 み 込み が 中 止 さ れる と 計算 機内 の プロ グラ ム な ど が 消去 され ます 。) 

e 三 キシ ング 機能 付き の テー プレ コー ダ は 、 録音 (記録 )、 再 生 〈 顕 合 、 読み 出し じ ) と も ミキ シン 
機能 が 働か の な いよ うに じ で くだ さい 。 

e 音 量 つ まみ (ボリ ユー ム ) や 音質 つま み (TONE (音質 )、 BASS (低音 )、 丁 R 巨 し 三 
(高音 )) な どの 位置 に よ つ て は 、 跡 合 や 読み 出し が で き な い 場合 が ありま す 。 
ご これら の 位置 を 少し ずつ 変え で て 、~ 数 回 、 玉 合 を 行う て くだ さい 。 

* テ ー プ レコ ー ダ に よ つ て は 、 再 生 時 に 赤色 プラ プ を M_ | 〇 〈 マ イフ ) 端子 か ら 抜 いて お い だ ほ 
う が 、 う まぐ 照合 が で きる も の が あり ます 。 

な る べ ぐ リモート 機能 が びあ る テー プレ コー ダ を ご 使用 る だ さい 。 
ワ モ ー ト 機能 の な い テ ー プ レコ ー ダ を ご 使用 の 場合 は 。。 記録 命令 、 合 命令 、 読 み 込み 命令 な 
ご を 実行 する 直前 に 、 テ ー プ を ヌス ター に ト さ せ て こく ださい 。 


②) カ セッ ト に 関す る 命令 


次 に カセ ツ ト に 関す る 命令 を 簡単 に 述べ ます 。 ぐ わし ぐ は 個 々 の 命令 の 説明 を 参照 し て くだ さい >。 


< 功 。 令 > 


CLOAD 
CLOAD 
CLOAD 
CSAVE 
CSAVE 

INPUT 
PRINT 


(3 準備 


革 


〈 機 能 > 
テー プ に 記録 きま むれ て いる プロ グラ ム を 読み 込み ます 。 
テー プ に 記録 きれ て いる プロ グラ ム と 計算 機内 の プロ グラ ム の 忠 合 を 行い ます 。 
テー プ に 記録 きれ て いる 機械 語 プ ロブ ラム へ を 読み 込み ます 。 
計算 機内 の AS | ひじ ビ プ ログ ラム を テー プ に 記録 し ます 。 
計算 機内 の 機械 語 プ ロブ ラム を テー プ に 記録 し ます 。 
テー プ に 記録 きれ て いる デー タ を 変数 に 読み 込み ます 。 
計算 機内 の デー タ を テー プ に 記録 し ます 。 


本 機 、C ビ -126 ピ 、 テ デー プレ コー ダ を 用 意 し 、 そ れ ぞ れ を 接続 し て ぐだ さい 。 接続 方 法 は C ビ -126P 
の 取扱 説明 書 を 参照 し て ぐだ さい 。 
な お 、C ビ -126P は 本 機 の 左 の 周辺 機器 接続 端子 1 ピン )@ に 接続 し て くだ さい 。 


い 。 


ドー ドー 
〈 テ ー プ レコ ー ダ に 関す る ご 注意 〉 


ゅ テー プレ コー ダ の ヘッ ツ ド の 清掃 を 行 つ て て だ さい 。 ヘ ベツ ド な ご が 汚れ て いま す と 、 ひ ざ ずみ の 増 
加 、 レ ベル の 低下 な ど が 起こ り ま す 。 

ゅ テー プ は 一 般 に 市 販 の も の を ご 使用 くだ さい 。 だ だ し 、 極 端 に 周波 数 特性 の 悪い も の や 、 傷 や 
折り 目 が ある も の は 使用 し な いで ぐだ さい 。 

一度 使用 し だ テー プ に 新しく プロ グラ ム な ど を 書き 込む 場合 は 、 書 き 始 め る 前 を 少し 消去 し て 
ガ か ら 記 録 令 を 実行 し て ぐだ さい 。 」 


る いや いやいや で きい や で や や で やや で きゃ さこ ここ ゃ やさい くさ こさ ここ ここ ここ っ 





(④ テ ー プ へ の 記録 方 法 
④ 本 機 に ププ ラム を 入れ ね て ご だ さい >。 
CE -126 ピ の リリ モー トス イッ チ を の ヒ F 位 置 に し て くだ さい 。 
③ テ ー プ を テー プレ コー ダ に 入れ 、 記 録 を 始め る 位置 まで テー プ を 送 つ て くだ さい 。 
⑨④CE-126 ピ の リモ ー ト スイ ツチ を ON 位置 に し て ぐだ さい 。 
テー プレ コー ダ の 記録 ボツ タン を 押し て ぐだ さい 。 (ご の と き 、- テー プ は スタ ー ト し ませ ん 。) 
記録 命令 を 入力 し 、 実行 し て ぐだ さい 。 テー プ が ガス ター トレ ます 。 
〈 例 > RUN モ ー ド (まだ は PRO モ ー ド ) を 指定 


CSAVE "PROー1 " 〔 婦 
記録 命令 を 実行 する と 、 最 初 に し ば らく ピー 音 が 記録 され 、 そ の 後に ビビ ビビ と いう よう な 


音 で プロ プラ ム ガ 記 録 き まれ ま す 。( だ だ し 、 本 機 で 記録 ・ 読 み 出し を 行 つ て いる と き は 、 こ の 音 


は 出 ま せん 。) 
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② 記 録 が 終了 レ ま す と 、 プ ロン プ ト 記 号 が 表示 され 、 テ ー プ が 止ま り ま す 。 テー プ を 巻き 戻し て 
次 項 の 方 法 で “ 豆 合 "を 行 つ て くだ さい 。 

ゅ テーブ の 早送り 、 巻 き 戻 し な ど を 行う と き は 、CE-126 ピ の リモ ー ト スイ ッ ツチ を 〇 OFF 位置 に 
し て ぐだ さい 。 

e プロ グラ ム 中 で 、 デ ー タ の 記録 (PR INT# 命 令 の 実行 )、 ま だ は 読み 出し (1NPU 征 # の 実 
行 ) う を 行う と き は 、 プ ログ ラム 実行 前 に テー プレ コー ダ の 操作 を し て お いて ご ださい 。 


記録 を 行う こき 、 記 録 を 始め だ と き の テ ー プ カウ ンタ の 数 値 を 紙 な ど に 控え て お け ば 、 記 録 


位置 や 、 記 録 さ きれ て いな い 位置 を 探し 出す と き に 便利 で す 。 





5 計算 機内 と テー プ の プロ グラ ム の 照合 
プロ グラ ム を テー プ に 記録 し だ た あと 、 ま ちがい な ご 記録 さ お ね だ どう か 照合 し て 確認 レ ま す 。 
④CE-126P の リモ ー ト スイ ツチ を OF 位置 に し て こ だ さ い 。 
②@ テ ー プ を テー ブレ コー ダ に 入れ 、、 照合 する 内 容 が 記録 され て いる 位置 の 直前 まで テー ブ を 進め 


て ご こ だ さい 。 
③ 音 量 調整 つま み 、 音 質 調 整 つ まみ を 図 の 矢印 方向 いつ ぱい に 回 し て お いて ぐだ さい 。 
H<TONE- し VOLUME=MAX ( 注 ) つ まみ の 位置 を 少し 調整 し だ ほう 


が 良好 な 場合 が びあ の ます 。 


ーー 


⑨④CE-126 ピ の リモ ー ト スイ ッ ツチ を ON 位置 に し て ぐだ さい 。 
テー プレ コー ダ の 再生 ボタ ン を 押し て ぐだ さい 。 (この と き 、 テ ー プ は スタ ー ト し ませ ん 。) 
上 明 合 命令 を 入力 し 、 実行 し て て だ さい 。 テ デ テープ が スタ ー ト し ます 。 

く 例 > 民 UN モ ー ド (まだ は PR 〇 モー ド ビ ) を 指定 

CLOAD や "PRO-1 "(回 

* プロ グラ ム が 見 つり 、 頭 合 が 始ま る と 画面 の 下 の 行 の 右端 杵 に * マー ク が 表示 され ます 。 
⑦ 両 方 の 内 容 び すべ て 一 致し て いれ ば 実行 を 終了 し 、 プ ロン プ ト 記 号 が 表示 され ます 。 

も し 、 エ ラー82 に な つ だ 場合 は 、 も う 一 度 最初 か ら 合 を 行っ つて くだ さい 。 

それ で も な お 、 エ ラー に な る 場合 は 、 も う 一 度 “記録 "か ら 行 つ て くだ さい 。 


テー プ か が ら の 読み 込み 
プロ ブラ ム を テー ブ か ら 計 算 機 に 読み 込む 場合 は 、 明 合 命令 を 読み 込み 命令 に ひえ て 、 上 頼 合 の 坦 
合 と 同じ 手順 で 行っ てこ だ さい 。 
読み 込み 命令 : CLOAD 
< 例 > CLOAD "PRO-1 " 過 
も し 、 読 み 込み 途中 で エラ ー80 に な つ だ 場合 は 、 も う 一 度 最初 か ら 読み 込み を 行 つて こ だ さ い 。 
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| フ . プロ グラ ム の 実行 開始 方 法 と ラベ ル に つい て | 


(1) プ ロ プ ラム の 実行 開始 廊 法 
プロ グラ ム の 実行 開始 方法 に は 災 の 方法 が あり ます 。 





(1)RRUN 病 令 に よる も の 


RUN ( コ ]…………… プロ グラ ム の 先頭 か ら 実行 開始 
RUN 行 番号 〔j …… 指定 し な 行 番号 か ら 実行 開始 
RUN ラベ ル [〔 記 …… 指定 し た ラベ ル が 書け れ て いる 行か ら 実 行 を 開始 


@GOTO 命 令 に よる も の 
GOTO 
GOTO 
ラベ ル は 、 
し レ しま す 。 (くわ し ぐ は 、 次 ペー ジ を 参照 ) 
《 人 例 > RUN" AB" 
GOTO*AB 


行 番号 [g〕 … 指 定 し た 行 番号 か ら 実 行 開始 
ラベ ル [aj] 指定 じ し た モラ ベル が ガ 書 ガ れ て いる 行か ら 実行 を 開始 
"リリ (〈 ダ ブル フク オー テー ション) で 前 後 を 囲う か 、*( ア スタ タリス) を 前 に つけ て 指定 


ご れ ら の 開始 方 法 に より 、 状 態 の 解除 や 変数 の 消去 な ど ご ど に 違い が あり ます の で 次 に 示し ます 。 





RUN 命 令 に よる 実行 


GOTO 命 令 に よる 実行 





ゃ ウエ イト (WA |1T) は の に 設定 され ます 。 

e 表示 フォ オー マッ ツ ト (US ING) 指 定 は 解除 
され ます 。 

トレ ー ス モー ド の 設定 (T RON) は 保持 さ 
れ ま す 。 

@ 配列 変数 (D 1M 指 定 )、 単 純 変数 は 消去 さ 
れ ま す 。 

e 固定 変数 の 内 容 は 保持 され ます 。 

e READ 文 に 対す る DATA の 初期 化 を 行 
いま す 。 

ePRINTーLPRINT 指 定 を 解除 レ ま 
す 。 

ゃ パラ レル ポ ボート を 閉じ ます 。 








ゃ ウエ イト (WA IT) 指定 は 保持 され ます 。 

e 表示 フォ オー マツ ト (US 1 NG) 指定 は 保持 
され ます 。 

ゅ ゃ トレー スモ ー ド の 設定 (T RON) は 保持 さ 
れ ま す 。 

e 配列 変数 (D 1M 指 定 )、 単 純 変数 は 保持 さ 
れ ま す 。 

@ 固定 変数 の 内 容 は 保持 され ます 。 

e READ 文 に 対す る DA 十 A の 初期 化 は 行 
われ ませ ん 。 

ePRINT ニ LPRINT 指 定 は 保持 され 
ます 。 

e バラ レル ボー ト を 閉じ ませ ん 。 








注 ) プロ グラ ム を RUN 命 令 で 実行 し た とき 、 配 列 変 数 や 単純 変数 は 消去 を まれ ます 。 デ ー タ を 残 
し て お きだ いと き は 、GO TO 〇 命令 で 実行 を 開始 し て ぐだ さい 。 
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(② ラ ベル に つい て 

次 の 例 の よう に 、 ラ ベル は プロ グラ ム の 行 の 先頭 ( 行 番号 の 次) に 見 出し と し て 書い で て お こも の で すき 。 
GOTO や GO 〇 SUB、THEIN な どの ジャ ンプ 先 と し て ラベ ル を 指定 すれ ば 、 実 行 時 、 指 定 し た ラ 
ベル を 探し て し 、 そ こ ヘ ジャ ンプ し ます 。 


《 例 > 1 の "AB" : 1NPUT 
+ ェ ラベ ルム AB 
ら の *CDE : CLEAR 
8 ェ ラ ベル CDE 


1 の の IF … THEN" AB " - ラ ベル AB へ ジャ ンプ 


1 ら ヴ GOTO *CDE ーー ラベ ル CDE へ ジャ ンプ 


まだ 、 プ ログ ラム 実行 開始 命令 で ある 選 UN や GO 〇 十 〇 命令 で 指定 すね ば 、 指 定 じ た だ ラベル の ある 行 
グ ら プロ プラ ム を 実行 する こと が で きま す 。 だ ど と えば 、 使 用 で きる 行 番号 の 範囲 内 で 複数 の プロ ブラ 
ム の 先頭 に ラベ ル を 付け て 本 機 に 書き 込ん で お き 、 ラ ベル を 指定 し て 実行 を 開始 すれ ば 、 政 要 な プロ 
プラ ム を 実行 きせ る こと が で きま す 。 


(4 ” ” で 囲ん だ ラベ ル お よび ラベ ル 指 定 で 使用 で きる 文字 
" ! で 囲ん だ デラ ベル に は 、 英 字 、 数 字 、 カ タカ ナ 、 記 号 な ど が 使用 で きま す 。 
< 例 > -! ABCDE " 

!X1 の " 

"サブ プ ルー チン " 


(②* を 用 いる ラベ ル お よび ラベ ル 指 定 で 使用 で きる 文字 
* 記 写 を 先頭 に つけ る ラベ ル に は 、. 英字 か 英字 と 、 そ れ に 続 ぐ 数 字 が 使用 で きま す 。 
<《 例 > ※ ま START 
* ら 13 
* ラ ベル は 秘 ず 英文 字 で 始ま つて いな けれ ば な り ま せん 。 
@ 英字 の 小文字 は 大 文字 に 変換 され ます 。 
e 予約 語 の スペ ル で 始ま る 文字 烈 は 使用 で きま せん 。 
* カタ カナ や 記号 は 使用 で きま せん 。 


本 機 で は まで 囲ん だ ラベ ル と 、* を 用 いる ラベ ル を 混合 し て 使う こと が で きま ざす が 、1 つの プ 


ログ ラム の 中 で は 、 ど ちら カー 方 に 統一 し て 使用 され る こと を お 勧め し ます 。 
な お 、 * を 用 いる ラベ ル は 多く の パソ コン で も 用 いら れ て いま す 。 
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h 進 演算 機能 


n 進 演算 機能 で は 、10 進 、 進 、16 進 に つい て 、 そ れ ぞ れ の 変換 (基数 変換 )、 補 数 変換 、 お よび 
計算 が ガザ でき ます 。(〈 符 号 付き 15 ビ ピット の 演算 ) 


n 進 演算 機能 は 、 内 部 に 保育 し て いる BASIC プロ グラ ム を 呼び 出し て 使用 し ます 。 
呼び 出し を プ ログ ラム は PRO モ ー ド で 自由 に 変更 する こと が で きま す 。 

元 の プロ グラ ム は 常に 内 部 に 保存 きれ て いて 、 秘 要 な と き は 串 び 出せ ます 。 

それ で は 、 使 い ガ だ を 説明 し ます 。 


【 プ ログ プラ ム の スマ タート)】 

後 で 説明 する アセ ンプ ラモー ド 以 外 の モー ド で 、 プ ログ ラム の 実行 中 で な いと き 、(S き miIFT) 十 
と 押し ます 。 

プロ グラ ム が 呼び 出さ れ 、 同 時 に 
プロ グラ ム が ガス ター ト し て 、 右 の 
画面 (初期 画面 / に な り ま す 。 





*※※※※ n シン エン サ ど 
1 ・ ニ ユウ リョ ク の に 
3 : ホス ウ 3 : ケイ サン 
( 全 李 安さ きま う 尽 や 





〔4) ~〔3) キー を 押し て 、 そ れ ぞ れ の 機能 を 選び ます 。 





も し 、 十 隆 と 押し た と き 、 
BASIC プロ ブラム エリ ア に プロ 
グラム が ある 場合 は 、 右 の よう に 


示さ れ ま す 。 
0 昭 BASTC _ DELETE_OKP (YY) 


BASIC プ ログ ラム を 消去 する と き は 、 (Y〕J キー を 押し ます 。 上 の 初期 画面 に な り ま す 。 
消し だ こない と き は 由 な どの 任意 の キー を 押し て ご だ さい 。 RUN モ ー ビ に な り の ます 。 
注 ) en 進 演 算 プ ログ ラム は 、2645 バ イト の 大 き さ が あり ます 。 ま た だ 、 実 行 時 に 変数 と し て 167 
バイ ト 使 用 し ます 。 
十 堅 す と 押し た と き 、BASIC プ ログ ラム が 存在 し な い 場 合 は 、 空 き エ リア が 2645 バ 
イト 以上 な いと RUN モ ー ド の 初期 の 画面 に な り ま す 。 
すでに BASIC プ ログ ブラム が 存在 する 場合 は 、 前 記 の 操作 で プロ グラ ム を 消去 レ し ます が 、 
プロ グラ ム を 消去 し て も 、 空 き エ リア が ガ 2645 バ イト 以上 に な ら な い 場 合 は 、〔Y〕 キー を 押 
し た とき 、 何 も せ ず に RUN モ ー ド の 初期 の 画面 に な り ま す (〈 消 去 も し ませ ん )。 
まだ 、 実 行 時 に 変数 が 確保 で き な い と エラ ー60 が 発生 し ます 。 
この よう な お 場合 は 、 変 数 を 消去 し だ たり 、TEXT プ ログ ラム を 消去 し だ の し て 、2812 バ イト 
以上 空け て くだ さい 。 
e[SHIFT) 十 降 J と 押す と 、WAIT 指 定 、USING 指 定 、 ト レー スモ ー ド (TRON) は 解除 され 
ます 。 
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プロ グラ ム の 実行 を 中 止 す る と き は 、 障 M』 キー を 押し ます 。 再度 、 最初 か ら ス ター に ト す る と き は 
RUN 命 令 で 実行 を 開始 し て くだ さい 。 

な お 、n 進 演算 の プロ プラ ム は 、 約 5 分 間 キ ーー 操作 を し じ な いと 、 自動 的 に 実行 を 中 止 し て 、 プ ロ 
ンプ ト 記 号 ( シ ) を 表示 し ます 。 


【 プ ログ ラム の 使い か だ 】 


1. 概 要 

初期 画面 で は 、 [4 一 〔4) キー で 、 入力 、 変換 、 補 数 、 計 算 の 4 つの 機能 を 選ぶ こと が で きま す 。 

1 の “入力 "で は … 変 換 や 計算 の 元 に な る 数 値 を 入れ ます 。 

ご の "変換 "で は … 入 力 し な 数 値 や 計算 結果 な ど を 次 の 順番 で 変換 し ます 。 ま た だ 、 何 進数 (10 進 16 
進 、 進 の いずれ か ) で 入力 や 計算 を 行う も 指定 され ます 。 

10 進 数 一 16 進 数 一 2 進数 一 10 進 数 … 

の"“ 補 数 "で は … 入 力 し だ 数 値 や 、 変 換 、 計 算 の 結果 の 補 数 を 求め ます 。 

4 の ご 計算 "で は …10 進 、16 進 、 進 の 四則 計算 ( 十 一 * プ ) と 、 論 理 計算 CAND、OR、 NOT、 
XOR) が で きま す 。 


この プロ グラ ム で 扱え る 数 値 は それ ぞ れ 、 次 の よう に な り ま す 。 

2 進 ……16 桁 以内 の 2 進数 値 (16 ビ ピッ ト 目 は 符号 ) 
17 桁 以上 入力 し だ と き は 、 先頭 か ら 16 桁 が 有効 に な り ま す 。 ま だ 、 計 算 結 果 が 16 桁 
を 超え る 場合 は 、 超 え だ 分 、 上 位 桁 が 捨て られ ます 。 

16 進 …… ヴ ーF ビ ビ FF の 16 進 数 値 く B ヴ ヴ の ヴーF ビ FFF は 負数 ) 
ら 桁 以上 の 16 進 数 値 を 入力 し だ 場合 は 、 後 4 桁 が 有効 に な り ま す 。 計算 結果 が 4 桁 
を 超え る 場合 は 、 超 え だ 分 、 上 位 桁 グチ 捨て られ ます 。 

10 進 ……ー32 フ 6Bー32 フ 6 フ の 10 進 数 値 
10 進 数 は 、 内 部 で 16 進 数 に 変換 され て 、 負 理 され ます 。 し た が つて 、16 進 数 に 変 損 
ざれ ね だ と き に 、 上 記 の 16 進 唐 の 範囲 に な る 値 を 扱い ます 。 


入力 し だ 内 容 が 、 そ の と き 負 理 まだ は 計算 で き な い 値 や 数 字 、 文 字 、 桁 数 の と き は 、ERROR 
を 表示 し だ た 後 、 入 力 待 ちの 状態 に 戻り ます 。 


2. 実行 例 
プロ グラ ム を 実行 きせ て 、 初 期 画 面 に し て こ だ さ い 。 


《 例 1 > 10 進 数 の 1230 を 16 進 数 お よび 2 進数 に 変換 し ます 。 





“入力 "を 選び ます 。 まま キネ ポ 率 ロロ シン エン サ * 
(4 1 ・ 二 コウ リョ ンク フ ペン ジカン 
3 : ホス ウ 人 <・ ケイ ジン 
10 進 数 の 入力 待ち に な のり ます 。 [ 1 ウシ ン ] =_ 





(初期 画面 の こき は 10 進 数 の モー ド 
に な つて いま す 。) 


1230 を 入力 し ます 。 
1 23 の 〔 


"変換 "を 選び ます 。 
〔3) 


16 進 数 に 変換 され ます 。 


も つう 一 度 "変換 "を 選び ます 。 
(る 


進数 に 変換 され ます 。 


も うう 一度 “変換 "を 選ぶ こと 10 進数 に 
戻り ます 。 





ニング 
ーー イグ ピク 
3 : ホス ウ 
[ 1 ウシ ン ] = 


キー ジラ 
1 : 二 ニュ コウ リョ フ 
3 : ホス ウ 
[ 16 シ ン ] = 


※ ネ ネネ ホネ 品 シン 
4 : 二 ニュ ユウ リョ 
3 : ホス ウ 
[ 2 シン ] 三 の の の の の 1 の の 1 1 の の の 111 の 


〈 例 2〉 16 進 数 1 ご CZ の 補 数 を 求め ます 。 


"変換 "に より 、16 進 を 選び ます 。 
〔 る ) 


1 の C フ を 入力 し ます 。 
(4) 1 2C フ ( 避 


補 迷 を 求め ます 。 
(3) 


も う 一 度 、〔3] キー を 押し て 補 数 
変換 を すれ ば 、D39 が 1 2C 
フ に 戻り ます 。(ED39 と 1 2C 
フ は お 互い に 補 数 の 関係 で す 。) 





ポポ ホネ ネネ ni 銚 ジ 
ro ジリ eo ペッ メ ガワ と アグ 
3 : ホス ウ 2 サイ サッ 
[ 16 シン ] = 





ポポ ポポ IO ん 
ルッ ュー コウ リョ タ 
3 : ホス ウ 
[ 16 シ ン ] = 





ネネ ※ ネ ネ ※ ネ まま 玉 品 シン 





1 : ニコ ウリ ョ クジ 
2 ボス ウ 4 : ケイ サン 
[ 16 シ ン ] = ED39 
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参考 _ ご ここ で いう 補 数 は 、2 進 数 に お いて は の 補 数 、16 進 数 に お いて は 16 の 補 数 で す (基数 
に 対す る 補 数 )。10 進 数 に お いて は 、 符 号 を 反転 させ て 補 数 と し て いま す 。 
この 場合 の 補 数 の 関係 は 、 互 い を 加え る と の ヴ に な る 関係 で す ( だ だ し 、 最 上 位 桁 に 生じ る 
桁 上 げ は 無視 する も の と する )。 
だ と えば 、1 の CZH と ED39 日 を 加え る と 1 の の ヴ の H に な り ま す 。 こ の と き 、 最 
上 位 桁 の 1 を 無視 する と の ヴ ヴ ヴ に な り ま す 。(〈H は 16 進 数 を 示す 記号 ) 


《 例 3〉 16 進 唐 さ ヒ フ C と ヴ FF の の AND( 論 理 積 ) を 求め ます 。 











16 進 を 選び 、 づ 3 フ C を 入力 し ま ネ ※ ま ネネ ※ ネ ネネ ※ ま 品 シン エン サ " ン *※ 玉 来 来 素 
すず 。 1 : 二 コ ユウ リョ ンク 2 カジ 
[gg 16 進 に し ます ) 3 : ホス ウ 4 : ケイ サン 
〔4) 3E フ C〔 婦 に 1 お シン ] = - 3E フ C 
"計算 "を 選び ます 。 |  **※ ネ ネ ※ ロ シン エン サ " ン ** 来 素 
E】 [ 1 6 シン ] 3E フ C 
( キオ. 王 、 キ 。 グ 。 A。O。 N。 X) 〒 




















計算 命令 CAND) を 選び 、 の FF ネネ ※ ネ ネネ 品 シン エン サ " ン ※*※ 米 玉 玉 
を 入力 し ます 。 [ 1 6 シン ] き 3E フ C 
〔AJ AND の FF の _ 
の FF の 
実行 し ます 。 *※ ネ ※ ネ ネネ nn シン エン サン * ネ ※*※ 玉 ※ 
〔[ 選 1 : ニコ ウリ ョ ン フ 2 : ヘン カン 
終 , ホ スウ 2 : ケイ サン 
の EE フ の が 求 ま り ます 。 [ 16 シ ン ] = の E フ の 
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〈 例 4〉 16 進 数 1 の 1 ガ ら 10 進 数 の 96 を 引き 、 結 果 を 16 進 数 で 求め ます 。 
1 三 ど 1 を 入力 し て 、10 進 数 に 変 
損し ます 。 


* ネ ネネ ネネ 品 シン 














1 : ニュ ウリ ョ フク フ 
[16 進 に し ます ) 
3 : ホス ウ 
〔4) 1E の 1 に: 省 の SB 
〔g)〔 る ] 
計算 を し ます 。 本 聞 衣 ジ ン エン サン ゃ * を る ゃ 
に ) 86〔 選 1 : ニコ ウリ ラフ 2・ ヘ ツ カ ン 
"計算 "を 選ぶ (る ) キー の 操作 は 省 0 に 
[ 1 の シン ] = フ 585 
申 し て いま す 。 
結果 を 16 進 数 に 変換 し ます 。 ネ ※ ネ ネネ ※ ネ ネ ネ 口 シン エン サン ネ *※ ネ 玉 玉 
[る ) 1 ・ ニュ コウ リフ へ こわ 
3 : ホス ウ 2 の タイ サシ 


[ 16 シ ン ] = 


次 の ファ イル 名 で プロ グラ ム を ファ イル に 登録 し て お け ば 、 十 隆 』 の 操作 で 、 呼 び 出 
レ ・ 実 行 を な させ る こと が で きま す 。 

"BASE_N. BAS" 〈 注 ) _- は アン ダー ライ ン で す 。 
ファ イル エリ ア に この ファ イル 名 の プロ グラ ム が ある と 、 内 部 の n 進 演算 プロ グラム は 呼び 
出さ れ ま せん 。 
し だ が つて 、n 進 演算 プロ グラ ム を 変更 し て 使用 する と き は 、 ご の ファ イル 名 て 変更 し だ プ 
ログ ラム を 登録 し て お け ば 、 元 の プロ グラ ム と 同じ よう に [SMWFT) 十 隆 』 と 押し て 呼び 出し 、 
実行 する こと が で きま す 。〈 だ だ し 、 元 の プロ グラ ム を 呼び 出す と き は 、 こ ご の ファ イル を 消去 
する 必要 が あり ます 。) 


な お 、 十 際 3 と 押し だ 場合 、 自 動 的 に GOTO1 の の を 実行 し て プロ プラム を ス 
ター ト に させ ます 。 し た が つて 、 プ ログ ラム は 100 行 か ら 書 いて こ だ さ い 。 
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・ で も ③ 玉 づ 甘 毅 8「 信 乗 基 . き IE 計 66① 各 功 供 ト R ヨ ト 避 襲 91 〈 ト 山 > 








で 幸 J 細 
1 に こ 記 て ご ハ :S で 大 いい エニ : ト 
| -  【 老 ココ | 散 ) 
| こせ て で : ト で ホ : を | 人 
し 「88 バ ー =I に SSTjI 動 ( 
| ww に いせ ご エー Ce no ww を ww 。 や も り ま 英博 
| ご 選 ご へ :S で 四 い で エニ : ト | (sgJ8e ( 巳 
ご せ T で : ト 選 誠 ホ : 
ee = [CeQT 」 | 人 穫 Q 一 (衝角 ま " 攻 
人 。 や 稚 /J す 前 
| ww キネ に せこ 工 CS no weewe < や もり 占 褒 葉 藤 8 本 生 剖 
| < べ ぐ へ : S で 合い エニ:『 
| で は や で や る も で 計 ホ : も 
| TAQF =【 ご Sa ] | 


し 圭介 ) 


出動 / 弐 窯 GE 馬 > 記せ 市 了 J 羅 頒 コ JUT て こま きい ご で 品 て で う 言 JUT さて で 〇 
。 や 吉 寺 びさ こき せ ち まま 避 論 ・J 

s や うこ で ー で ぐ ご て 応 _ ( 地 ) ^ ら GA .M_ ヨ る ら A ョ ~^ 
や 悪い で で 口 で 左記 奈 n① 病 内 / つ さあ さい ざさ ざ ロ て でき J い て て で やこ コ く てい エエ J い Tc て 
seW 号 夫 人 志 出 
で きり 吾 語 Jr て で ① こ 私 寺 さ つ さ で 軸 箇 さ J 吾 要 ま いで で 口 で て 草 庄 療 h / ゴ こせ みり 
^J 出 ち 季 秩 つ 末 Rg) ここ もり 本 こい で で ロ で て ④ 款 , 知 t あ すさ J 類 登 秋 い ど で ロ 
去 細 き J い rc で で 〇 こ . 紀 千 さ で 出 や 屯 ま いで で 品 て で 〇 坪 /J ユ )。 で 名 き や っ こ ほや 本 容 
(。 ぜ も 〇 融 選 可 ぬ k あ で 


ふま いで で ロ で テ 、」 寺 奏 計 QRNTOTOO 9 価 自 / 合 事 ス 、) 眉 つ 5 層 + 還 琴 穫 も な 
e/J 旋 尽 っ ゴ /J 書 G で 00 ト 紀 い ぞ で ロ て し すこ 必 み J 。 ぜ 志 守 さき コー マ 








TX モー ド ( テ キス ト エ ディ マタ) で は 、 ア スキ ー 形 式 で の プロ ブラム の 入力 、 編 集 、S 1 〇 へ の 入 
出力 な ど が 行え ます 。 

本 機 の BAS | C の 名 命 令 は 、 中 間 コ ー ド と 呼ば れる バ イト コー ド に 変換 し て 記憶 し て いま す 。 ご 
の コー ド は ハー ドウ ェ エア や BAS 1 ご イン タプ リタ に より 異な る だ め 、 そ の まま で は パソ コン 等 と の 
通信 は で きま せん 。 

アス キー コー ド は 、 ア ルフ ァ ベ ッ ト や 数 字 、 基 本 的 な 記号 が ほとん どの 機種 で 共通 で ある だ め 、 パ ソン 
コン 等 で は アス キー コー ド で の 通信 が 多く 行わ れ て いま す 。 

本 機 で は パソ コン 等 と の 通信 を 容易 に 行う こと が で きる よう 、 ア スキ ー 形 式 で プロ ブラム を 作成 ・ 編 
集 し だ り 、 保 存 し だ のり 、 中 間 コ ー ド 形式 (BAS | ご C) と アス キー 形式 (TE メ XT) の 相互 変換 を し だ り 
で きる T メ エモ ー ド を 設け で いま す 。 

本 章 で は 、 こ の TX エモ ー ド の 個々 の 機能 に つい て 説明 し ます 。 
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1. TEXT モー ド 機 能 一 覧 


TEXT モ ー ド の 機能 概略 図 を 下記 し ます 。 参 考 に し て くだ さい 。 
な お 、 ご ASL お よび Z80 ア セン ブラ の ソー スプ ログ ラム の 入力 ・ 編 集 も 、 征 三 X イ モー ド で 行い ま 
す 。 


エ 己 大 下 宅 一 に 
(テキ スト エディ タマ ) 


Ed 


プロ グラ ム の 
入力 ・ 証 正 



















プロ グラ ム の 

削除 
Print 

| プリ ント 出力 
Cmt SaV@ (記録 ) 
| 提 記 カセ ツ ト テ ー プ |ーーーー| Logd (読み 込み ) 

へ の 入出 力 Verify ( 貴 合 ) 

Sio SaV@ (送出 ) 


トー| シリ アル 入出 力 Load (読み 込み ) 


Format (条件 設定 ) 











File SaVG@ (登録 ) 
_ | ファ イル エリ ア Logd (呼び 出し ) 
へ の 入出 力 Kil (ファ イル 削除 ) 


FileS (ファ イル 名 呼び 出し ) 











Basic Basic-text 
BAS1IC と (TEX 丁 を BAS1C へ ) 
し 6 に = ニー * 
TX 征 の プロ Text 一 basic 














プラ ム 変 換 (BAS1C を TEXT へ ) 
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| 2. TEXT モ ー ド の 使い か だ 


(1)T ヒ ヒメ T「 モ ー ド の 設定 
RUN モ ー ド や PRO モ ー ド な ど 
で 〔 キー を 押す と 、 右 の 画面 に 
な り ま す 。 ご の 画面 を メイ ン メ ニ 
ユー 画面 と 呼び ます 。 
この 画面 で 、 表 示さ れ て いる 名 機 
能 を その 頭 文 字 ( 大 文字 ) に 相当 する キー を 押し て 選び ます 。 

各 機能 を 選ぶ と 、 そ れ ぞ れ の 機能 の メニ ユー 画面 に な つた り 、 機 能 が 働い た り し ます 。 

e 各 機能 が 働い て いる 状態 で 、 動 作 を 止め を り 、 メ ニコ ユー 画面 に 戻し た り 、 メ イン メニ ュー 画面 
に 戻し だ りす る と き は 、 了 必 刀 キー を 押し て こ だ さ い 。 
だ だ し 、 エ ラー 状態 を 解除 し だ の り 、 フ ァイル 名 な ど 入 力 中 の 文字 な ど を 消去 する と き は 了 】 キ 
ー を 押し て ください 。 

e 丁 三 ベ イモ ー ド は 、 〔 、(SmFT) 十 (esM な どの キー で モー ド に を 変え ちる 、 ま だ は 電源 を 切る こと 
に より 解除 され ます 。 


② エ ディ ッ ト 機 能 (Edt) 
メイ ン メ ニュ ー 画 面 で [ 恒 ) キ ー を 押せ ば 、 エディット 機能 が 選ば れ 、 エ ディ ッ ト 画 面 に な り ま す 。 
( 恒 ) 














ネネ ※※ | ヒビ EX] ビ DITOR ネネ キネ 


Ed.1」t Del に Ln も こら mt 


Sio Filie Basic 








区 入江 選 BIT DOR 
ぐ 


エディ ッ ツ ッ ト 機能 で は 、 プ ロン プ ト 記 号 が “ ぐ " に な り ま す 。 (BAS 1 〇 モー ド で は “>”") 

e*「 ビ EX「 プ ログ ラム を 書き 込む と き は 、BAS | ひど プロ グラ ム の 場合 と 同じ よう に 、 行 番号 を 
先頭 に つけ て 書き 込み ます 。 だ だ し 、BAS | ご の よう に 、 自 動 的 に 行 番号 の 後ろ に コ ロン : ) 
を 付け だ り 、 命 令 の 後ろ る に スペ ー ス を 入れ だ の り は し ませ ん 。 入力 し だ と お り の に 書き 込ま れ ま す 。 

@* 行 の 順番 は 、 行 番号 の 順番 に 並べ 替え られ ます 。 

@ 行 番号 は 、1--65279 の 範囲 で 付け る こと が でき ます 。 ご の 範囲 を 超え て いる 場合 、 ま だ は 行 番 
号 が な い 場 合 は エラ ーC〈L INE NO. ERROR) に な り ま す 。 エ ラー は 中 キー で 解除 
し て ぐだ さい 。 

@$ メイ ン メ ニコ ユー 画面 に 戻る と き は 隆 只 キー を 押し て こ だ さ い 。 


注 ) 行 番号 の 次 が 数 字 で 始ま る よう な テキ スト 行 を 入力 する こと は で きま せん 。 
数 字 で 始ま る よう な 行 を 入力 する と き は ' (シン ブル フォ ー テ ーション ) で 行 番号 と 数 字 を 区 
切 つ て 入力 し て ぐだ さい 。 


< 例 > 5 の "1 の の FORMAT (1 フ X. A) 
行 番号 た ニシン ブル フォ ー テ ーション 
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《 例 > 次 の プロ グラ ム を 入力 し ます 。 
1 の INPUT A 











の の ヴ B ビ ローA*A 
うら の PRINT A,.B 
4 の END 
1 の 1NPUT spAegl A [ 引 1 の ヴ の INPUT A 
つの ロニ A*A[〔 つの ヴ B ビ ロニ A*A 
う 3 の PR INT PAegl A.B (j| 3 の PRINT A. 日 
4 の END〔 記 4 の END 
プロ ブラム の 編集 


TEXT プ ログ ラム の 変更 、 修 正 な ど は AS | ひじ プロ グラ ム の 変更 、. 修 正 と 同じ 方 法 で 行う こ 
と が で きま す の で 参照 し て こ だ さ い 。 

な お 、BAS 1C の L 18ST 命 令 、RENUM 命 令 に 代わ る 命令 と し て 、 し 命令 (リス ト )、R 命 
令 (J リ ナン バー) が 用意 され ね て いま す 。 働き は し 1S 丁 命令 、 RENUM 命 令 と 同じ で す の で 参照 
し て ぐだ さい 。 

だ だ し 、TEXT モ ー ド で の リナ ン バ ー は 、 行頭 の 番号 だ け を 付け 直し ます 。 

BAS 1C プ ログ ラム を TEXT プ ログ ラム に 変換 し て 、! リ ナン パー を 行い ます と GO 〇 や 〒 
HEN、G 〇 SUB、RESTO 愉 RE 命令 な どの 後 の 行 番号 は 変更 され て いま せん の で 、 再 び 日 
AS 1 ご プロ グラ ム に 変換 し だ と き 、 正 し ご 動作 し な こく なり ます の で 注意 し て こ だ さ い 。 


し 命令 書式 () し 〔 
( ぢ ② し 行 番 号 (j 
③ し ラベ ル (名 


RR 命 令 書式 肛 [ 新 行 番号 ][ , [開始 行 ][ . 増分 ]] ( 選 


キー の 働き 
エディ イッ ツ ト 機 能 の 中 で の キー は 、 次 の 図 に 示す よう に カー ソル を 送り ます 。 





下 選 大 選 D1 TOR 


{ 1 1 1 
入力 開始 位置 1 回 目 2 回目 回 目 
(の 桁 目 ) (8 桁 目 ) (44 桁 目 (21 桁 目 ) 


最初 偶 キ ー を 押す と カー ソル が 8 桁 進 み 、2 回 目 を 押す と 6 桁 和 進み ます 。 回 目 以降 は フ 桁 ず 
つ 進 み ま す 。 
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3 TE メメ T プ ログ ラム の 消去 (Delete) 


メイ ン メ ニュ ユー 画面 で (p] キー を 押せ ば 、 消 去 確認 画面 に な の ます 。 





( 師 | * ネ ネネ TEXT EDITOR *** 


| P 外 開 や DELETE OK や (YY) 


〔Y) キー を 押せ ば 、T メ イプ ログ プラム な ど 、 テ キス ト エ リア の 内 容 が 消去 さま れ 、 メ イン メニ ュ ユ 
ー 画 面 に 戻り ます 。 
〔 以外 の キー を 押す と 、 消 去 を せ ず に メイ ン メ ニコ ユー 画面 に 戻り ます 。 


@「 ビ EXT「 モ ー ド で の 記憶 内 容 び な い 場 合 は 、 メ イン メニ ユー 画面 で [B] キー を 押し て も 何 も 行 
いま せん 。 


④TEXT プ ログ ラム の 印字 (Print) 


別売 の プリ ンタ CE ビ -126 を 接続 し て 電源 を 入れ 、 メ イン メニ ユー 画面 で [(] キー を 押せ ば 印字 
を 開始 し ます 。 





| ネネ ※ 玉 | ヒビ X1 EDITOR *※*※ キ ※ 


ーーー PR_INT ING ーーー 


印字 が 終わ れ ば 、 メ イン メニ ユー 画面 に 戻り ます 。 

@ 印字 を 途中 で 止め る と き は 障 過 キー を 押し て こ だ さ い 。 

e プリ ンタ の 電源 が ガ が 入 つて いな いと き や 、 プ リン が 接続 され て いな いと き は 、 メ イン メニ ユー 
画面 で 〔P] キー を 押し て も 何 も 行 いま せん 。 


56) カセ ツ ト へ の 記録 、 読 み 込み 、 明 合 (Cmt) 


メイ ン メ ニコ ユー 画面 で (で 〕) キー を 押せ ば 、 カ セッ ツ ト の メニュー 画面 に な り ま す 。 





[で] も 二 林 ド oy 


| Save Load Verify 


ご の メニ ユー 画面 で 、 記 録 (Gave)、 読 み 込 み (Load)、 明 合 CVGrify) を 選び ます 。 
それ ぞ れ の 頭 文 字 に 相当 する キー を 押し て こ だ さ い 。 


e 台 機能 を 実行 する 前 に 、 別 売 の プリ ンタ CE-126P、 カ セッ ト テ ー プ レコ ー ダ を 接続 し 、 記 録 
(録音 ) ま だ は 読み 込み (再生 ) の 準備 を し て お いて ご だ さい 。 
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①④① カ セッ ト へ の 記録 (Save) 
カセ ッ ツ ト の メニ ユー 画面 で [ き ] キー を 押せ ば 、 ファ イル 名 の 入力 待ち に な の ます 。 


E3| くく CMT > 


mwSave Load Verify 
FI し LE NAME= テ や 





ファ イル 名 を 入力 し て 〔』〕 キー を 押せ ば 、 記 録 が 開始 され ます 。 
《 例 > ファ イル 名 を “TXT とじ ます 。 





し ビ 次 邊 くく ぐ CMT > 


中 Save Load Verify 
FILE NAME= テ TEXT_- 


〔qj くく 。 CMT テテ 


デー デーーS 和 AV ING ーーー 








記録 が 終了 する と カセ ツ ト に の メニ コー 画面 に 戻り ます 。 正 し ご 記録 され だ ガ か 確認 する だめ 、 跡 合 

(Verify) を 行 つ て くだ さい 。 

* ファ イル 名 の 入力 待ち の と き 、 フ ァイル 名 を 入力 せ ず に 〔』〕 キー を 押せ ば 、 フ ァイル 名 な し で 
カセ ツ ト テ ー プ に 記録 し ます 。 

@ ファ イル 名 は らむ 文 字 以 下 の 文字 で 指定 し て くだ さい 。 

%*「 ビ EX「 モ ー ド で の 記憶 内 容 が ない 場合 は 、〔』〕) キー を 押す と 何 も せ ず に カセ ツ ト の メニ ュー 
画面 に 戻り ます 。 


【 フ ァイル エリ ア の 内 容 を 一 括 し て テー プ に 記録 する 方 法 】 

上 記 の 記録 操作 で 、 フ ァイル 名 を “* . *" と すれ ば ファ イル エリ ア に 登録 され て いる 内 容 (プロ 
プラ ム フ ァ イル ) を 一 括 し て テー プ に 記録 する こと が で きま す 。 

この 内 容 を テー プ ガ ら 読み 込む 場合 は 、 次 項 の 読み 込み の 操作 で ファ イル 名 を "* . *" と し て 読 
み 込 み ま す 。 


②@ カ セッ ト か ガ ら の 読み 込み 
カセ ツ ト の メニ ユー 画面 で 〔L] キー を 押せ ば 、 フ ァイル 名 の 入力 待ち に な り ま す 。 





) くく CMT > 


Save Load Verify 
FILE NAME ニ = や z 





ファ イル 名 を 入力 し て 〔』〕) キー を 押せ ば ぱ ば 、 読 み 込み が 開始 され ます 。 
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《 例 > ファ イル 名 を “TXT "と し ます 。 





TEXT | << CMT >> 


Save 中 Load Verify 
FI し LE NAME テ TEXT_ 








ー = ぢ 、) 馬 玉 コ 
(9) 


くく CMT ララ 





ィ ケ ーー とこ ほ 〇 4 NG モー 


指定 し た ファ イル 名 (TX 芽 ) を 検索 し 、 そ の ファ イル 名 の アス キー 形式 で 記録 きむ だ 内 容 を 読 

み 込 み ま す 。 (テキ スト エリ ア に 読み 込み ます 。) 

読み 込ん いで いる と き は 、 画 面 右 下 に * マー ク が 点灯 し ます 。 

読み 込み が 終了 する と * マー ク が 消え 、 カ セツ ト の メニ ユー 画面 に 戻り ます 。 正 し く 読 み 込ま れ 
だ ご こと を 確認 する だ め 、 明 合 CVGrify) を 行 つ て ぐだ さい 。 

ゅ ファ イル 名 の 入力 待ち の と き 、 フ ァイル 名 を 入力 せ ず に {〔』) キー を 押す と 、 テ ー プ が 回 のり 始め 
て 、 最 初 に 由 て きだ アス キー 形式 で 記録 きれ ね て いる 内 容 を 読み 込み ます 。 

e 指定 し だ ファ イル 名 が 検索 で き な ガ つ だ 場合 は 、 テ ー プ が 回 り 終 わ つ て も 検索 を 続け ます 。 ご 
の 場合 は 隆則 キー を 押し て 検索 を 止め て こく だ さい 。 

e 読み 込み 中 に エラ ー が 発生 し だ と き 、 ま だ は 際 過 キー で 読み 込み を 中 断 し だ とき は 、 正 し ご 読 
み 込 み が 行 われ な 行 ま で が 有 有効 に な り ま す 。 


③ カ セッ ト こ と の 中 合 CVerify) 


合 は 、 計 算 機 内 の プロ プラ ム が カセ ツ ト テ ー プ に 正しく 記録 きれ ね を だか どう が 、 あ る い は 正 し < 
読み 込ま れ ね だ どう ガ 確 認 す る だ め に 行い ます 。 





カセ ッ ツ ト の メニ ユー 画面 で [WV] キー を 押せ ば Verify が 選ば れ 、 フ ァイル 名 の 入力 待ち に な り ま す 。 








II ぐ くく ”_ CMT テラ > 


Save Load 中 Verify 
FILE NAME= ツ 











ファ イル 名 を 入力 し て 〔 避 キー を 押せ ば 、 虹 合 が 開始 され ます 。 
《 例 > フタ イル 名 を “TXT" と し ます 。 





TEX 十 くく CMT ラジ 


Save Load Verify 
FILE NAME= テ TXT_ 
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ぐ ぐ CMT >> 





ーー ニー WERKEEYUING。 デニ ニー 





指定 し た ファ イル 名 (TXTT) を 検索 し 、 そ の ファ イル 名 の アス キー 形式 で 記録 され だ 内 容 と 計 
算 機 の テキ スト エリ ア の 内 容 と を 明 合 し ます 。 
切 合 中 は 、 画 面 右 下 に * マー ク が 点灯 し ます 。 
合 ガ 終了 する と * マー ク が 消え 、 カ セツ ト の メニ ユー 画面 に 戻り ます 。 
も し 、 内 容 に 不一致 が び かめ つ だ と き は 、 エ ラー(VER | FY ERROR) に な り ま す 。 
@ ファ イル 名 の 入力 待ち の と き 、 フ ァイル 名 を 入力 せ ず に 〔) キー を 押す と 、 テ ー プ が 回 のり 始め 
て 、. 最 初 に 出 て きだ アス キー 形式 で 記録 され ね て いる 内 容 と の 照合 を 行い ます 。 
@ 指定 し た ファ イル 名 が 検索 で き な か つ だ 場合 は 、 テ ー プ が 回 り 終 わ つ て も 検索 を 続け ます 。 ご 
の 場合 は 障 過 キー を 押し て 検索 を 止め て こ だ さ い 。 





シリ アル 入出 力 (SiO) 
メイ ン メ ニュ ユー 画面 で ( 写 ) キー を 押せ ば 、 シ リア ル 入 出力 の メニ ュー 画面 に な り ます 。 
き ) くく S1O_ >> 


Save Load Format 


| 
ご の 画面 で 、 出 力 (Sav@e)、 読 み 込 み (LOad)、 条 件 設定 Format) を 選び ます 。 そ れ ぞ れ の 機 
能 の 頭 文字 に 相当 する キー を 押し て こ だ さ い 。 





④ 入 出力 の 条件 設定 (FOrmat) 
通信 を 行う 場合 の 入出 力 の 条件 を 設定 し ます 。 入出 力 の 条件 は 通信 する 相手 側 と 合わ せ て お < こ 必 
要 が あり ます 。 


シリ アル 入出 力 の メニ ユー 画面 で 〔 還 キー を 押す と 、 ま ざ 説 明 画 面 に な り ま す 。 し ば らく 待つ か 、 
どれ ガキ ー を 押す と 、 条 件 設定 画面 に な り ま す 。 





(『] く ぐ き 81 め ラッ > 
Seiect ーー TU 選 人 の M 
Set コー key 

言 二 一 iDAMSh。 anyY IK@\ メ ーー イー デー 
し レ ば らく 待つ ひか 、 ど れ か キー を 
押す と 右 の 画面 に な り ま す 。 ウン baud rate =12 の の 
data bit 三 8 
Stop bit 三 1 





D き FI も ty 三 hnOoOn@ 











ふき マー は 変更 で きる 項目 を 示し ます 。 〔!] 、〔1〕 キー で 移動 させ て 変更 し だ い 項 目 を 選択 し ま 
す 。 条 件 は 種類 あり 、〔』] キー を 押し て いけ ば 画面 に 由 て きま す 。 
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parity 三 noOn@ 


end of Iine 三 CR し L し F 
end of file 三 1A 
ほほ | ine number 三 yes 





項目 を 選択 し 、〔=〕 キー まだ は 〔=〕 キー で 条件 を 切り 替え ます 。 だ だ し 、end of f 和 le て エンド 
オブ ファ イル ) は 直接 コー ド を 入力 し ます 。 
そし て 〔) キー を 押せ ば 設定 され ます 。 〔』] キー を 押さ な いと 、 前 の 条件 の まま に な り ま す 。 


【 条 件 の 説明 】 
e 通信 速度 ・ つづ ヴ の 、 で の の 、1 の の の 、2 ろ 4 の の 、48 の の 
(baud rate) デー 転送 速度 の 指定 で 、 本 機 で は 300DDS、600DoS、1200bps、 2400 
DDS、4800DpS の 指定 が び で きま す 。 
DDS : DIt Der SecCond (1 bps= 1 ビッ トン 秘 ) 
@e ワー ド 長 8 
(data Dtt) 1 文字 を 何 ビ ッ ト 構 成 で 送受 信 す る か を 指定 し ます 。 
本 機 で は アビ ツ ト ま だ は 8 ら 8 ビット の 指定 が び で きま す 。 
* ス トッ プ ビ ッ ト 数 : 1 、2 


(stop bt) スト ッ プ ビッ ト 数 を 1 ビッ ト に する か の ビ ツ ト に する か を 指定 しま す 。 
@e パリ テー ・ TOnG、GVven、OQd 
(Darity) パリ ティ ビ ピット を どの よう に 扱う を 指定 レ し ます 。 


noOn@ … パ リティ ビッ ツ ト の 送受 信 を 行い ませ ん 。 
@Ven… 偶 数 パリ テー イ が 指定 され ます 。 
Odd … 奇 数 パリ テー イィ が 指定 され ます 。 
@ 区 切り コー ド ・CR、 し F、 OCR し F 
(end of line) プロ グラ ムラ イン (行う の 終了 を 示す 区 切り コー ド を 指定 レ しま す 。 
CR……CR( キ ャ ヤリ ツジ リタ ー ン ) コ ー ド が 指定 され ます ざ 。 
は 全 ちあ … LF( ラ イン フィ ー ド ) コ ー ド が 指定 され ます 。 
CR _ し F…CR コ ー ド し 上 コー ドガ 指定 され ます 。 
ゅ テキ スト 終了 コー ド : の の ーー ヒヒ (2 桁 の 16 進 数 値 ) 
(end of file) プロ グラ ム な どの 終了 を 示す テキ スト 終了 コー ド を 指定 し ます 。 
s 行 番号 付き 入出 力 : veS、no 
(ine number) e 征 三 X イ プロ グラ ム を 出力 する と き に 、 行 番号 を 付け て 出力 する ガ 、 付 
け ざ に 出 力 す る か を 指定 レ ま す 。 
VeS……… 行 番号 を 付け て 出力 し ます 。 
ーー 行 番号 を 付け ず に 出力 し ます 。 
e「 ビ EX「 プ ログ ラム を 読み 込む と き 、 読 み 込 ん だ プロ グラ ム に 行 番号 10 
がら 10 き ざ み ) を 付け る か 、 付 け な い か を 指定 し ます 。 
VeS……: 行 番号 を 付け ませ ん 。 
読み 込む プロ グラ ム に 行 番号 が 付い て いる と き に 指定 し ます 。 
TO で つや 自動 的 に 行 番号 を 付け ます 。 
veS を 指定 し て いる と き に 、 読 み 込ん だ プロ グラ ム に 行 番号 が 付い て い 
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本 機 の 入出 力 条 件 は 、 初 期 の 状態 で は 
右 の よう に 設定 さ ね て いま す 。 





項 目 | 季 件 
Doud rate | 1200 
data bit 8 
入出 力 条 件 は 前 に 述べ な 記法 で 変更 で 十 一 
StoD bt 1 
きま す 。 ーー 
Darity nhOn@ 
変更 し た 入出 力 条 件 は リセ ツ ト ス イツ 


end of line CR LF 
し て 、 ! る か ガ 、 ーー ーーー ーーー 
チ を 押し て 、 メ モリ を 消去 す hbf 和 | 4 


電池 交 損 を 行う か 、 条 件 の 変更 を 行う 
line number yeS 
まで 保持 され ます 。 





























② 出 力 (SaV ら @) 
シリ アル 入出 力 の メニ ュー 画面 で 、[ き ] キー を 押す と シリ アル 入出 力 端子 へ の 出力 が 開始 され ま 
す 。 





で が つつ ヤ ポ 〇 ②⑦ ラジ 


ーーー SENDING ーーー 








出力 ガ 終 了 す れ ば 、 シ リア ル 入 出力 の メニ ユー 画面 に 戻り ます 。 
e 出力 を 中 断 す る と き は 障 叫 キー を 押し レ て ぐだ さい 。 メニ ユー 画面 に 戻り ます 。 
@「 EXT] モー ド ビ で の 記憶 内 容 が な い 場 合 は 、 キー を 押し て も 何 も 行わ れ ま せん 。 


③ 読 み 込 み (Load) 
シリ アル 入出 力 の メニ ュー 画面 で 、 (EE) キー を 押す と シリ アル 入出 力 端子 へ 送ら ね て こる デー マタ 
の 読み 込み が 開始 され ます 。 





1『 肖 で て や IO グ ジ 


ーーー RECEIVING ーーー 








読み 込み が 終了 < テキ スト 終了 コー ド を 受信 ) す れ ば 、 シ リア ル 入 出力 の メニ ユー 画面 に 戻り ます 。 

e 読み 込み を 中 断 す る と き は 隠 過 キー を 押し て < だ さい 。 メニ ユー 画面 に 戻り ます 。 

e デー タマ が 正常 に 読み 込め な い 場 合 や 、. バ パリ リティ チェ エック て 異常 が 発生 し だ 場合 な ど に は エラ ー 
C1 ン O DEV 1CE ERROR) に な り の ます 。- こ の と き は 中 9 キー で エラ ー を 解除 し て ご 
だ さい 。 


(⑦ パ ラ レ ル ポ ボート ( ミ ニ I/ 〇 ) か お ら の TEXT プ ログ ラム 送出 
TEXT モ ー ド の メイ ン メ ニュ ユー 画面 で .(]) キー を 押す と 、 ミ ニ | ン つ の バラ レル ポー ト か ら 
TEXT プロ グラ ム を 送出 し ます 。 


外 付 イン ター フェ イス を 用 いて 、 セ ント ロニ クス 仕様 の プリ ンタ で TEXT プ ログ ラム を 印字 する 
場合 な ど に 使用 し ます 。 


@ 区 切り コー ド (〈end of line6) は TEXT モ ー ド の Sio の 条件 設定 て Format) に 従 つ て 送出 され 
ます 。 〈186 ペ ー ジ を 参上 ) 


注 ) 外 付 イ ンタ ー フ エイ ス の 作成 に つい て は 、 先 生 の 指導 に 従 つ て こく だ さい 。 (305 ペ ー ジ を 参照) 


プロ プラ ム フ ァ イル (FIIG) 


メイ ン メ ニコ ユー 画面 で 〔 必 ] キー を 押す と 、 プ ロ プ ラム ファ イル の メニ ユー 画面 に な の ます 。 


〔F] << 、 PROGRAM -F 1 し LE >> 


Save Load KiLI Fi_les 








この 画面 で 、 登 録 く Gave)、 呼 び 出し (Load)、 削 除 (KiI) お よび ファ イル 名 の 確認 で FilGS) を 
選び ます 。 そ れ ぞ れ の 頭 文字 に 相当 する キー を 押し て ぐだ さい 。 


④①T 上 EX エプロ グラ ム の 登録 (GaVv@) 
プロ グラ ム フ ァ イル の メニ ュー 画面 で ( き ] キー を 押す と 、 フ ァイル 名 の 入力 待ち に な り ま す 。 





くく ぐ PROGRAM FILE >> 
Save Load 1LI 1I Files 
F1LE NAME テ や 











ファ イル 名 を 入力 し て 〔 キー を 押せ ば 、 登 録 が 行わ れ ま す 。 
《 例 > ファ イル 名 を “T 己 ST とじ ま す 。 





TEST くく PROGRAM FILE > 


中 Save Load KilIIl Filies 
FT1LE _ NAME=TEST_ 
〔qj 


登録 が ガ 行 われ 、 プ ロ プ ラム ファ イル の メニ ユー 画面 に 戻り ます 。 

@ ファ イル 名 を 省略 する こと は で きま せん 。 フ ァイル 名 を 入れ ざ に 〔』) キー を 押す と エラ ー 
(ILLEGAL FILE NAME) に な り ま す 。 

e ファ イル 名 は ご 文 守 以 下 の 名 前 と 、3 文 守 以 下 の 拡張 子 を 指定 する こと が で きま す 。 
拡張 子 を 付け な か つ だ 場合 は 、 自 動 的 に ". TXT" が 付け られ ます 。 

* テ キス ト エ リア に TE メイ プロ グラ ム が な い 場 合 は 、 登 録 は 行わ れ ま せん 。 


189 


②@TEXT プ ログ ラム の 呼び 出し (Load) 
プロ プラ ム フ ァ イル の メニ ユー 画面 で ( 葉 ] キー を 押す と 、 登 録 さ ね て いる ファ イル 名 を 表示 し 、 


最初 の ファ イル 名 の 左側 に "し L 〇 AD 只 " と 表示 され ます 。〈 何 も 登録 され て いな いと き は 、 画 面 
は 変わ り ま せん 。) 





| LOAD wmwABC - 芽 X 征 
(画面 は 、 す で に これ ら の プロ グ PRO 。 エ X 生 
ラム が 登録 され て いる 場合 の 例 サン フ ′ ル の の 1 . BAS 
で す 。) TEST ェ す X で 





は 、( せ ) キー で "LOAD ms" 表 示 を 呼び 出し だ い フ ァイル 名 の 前 に 物 じ 、 〔』) キー を 押せ ば 、 

その ファ イル の 内 容 が 呼び 出さ れ 、 メニ ユー 画面 に 戻り ます 。 

e「 EXT モード で 呼び 出す こと が で きる プロ グラム は 、 和 メモ ー ド で 登録 し を プロ グラム 
で す 。BAS1C プ ログ プラム (BAS | ご C の SAVE 命 令 で 登録 し た を プロ ブラム) を 呼び 出 そ う 
と する と エラ ー(F1LE MODE ERROR) に な り ま す 。 こ の と き は 了 史 キー で エラ ー 
を 解除 し て ぐだ さい 。 


③ フ ァイル の 削除 
ファ イル エリ ア に 登録 きれ ね て いる プロ グラ ム ( フ ァイル ) を 削除 レ ま す 。 


プロ グラ ム フ ァ イル の メニ ユー 画面 で [ 工 ) キー を 押す と 、 フ ァイル 名 の 入力 待ち に な り ま す 。 





3| ぐ くく ぐ PROGRAM FILE >> 
Save Load 貴 Kiil Files 
FI1LE NAME= マ 


削除 し だ い プ ログ ラム の ファ イル 名 を 入力 ヒ て [] キー を 押せ ば 、 削 除 が 行わ れ ま す 。 
《 例 > 登録 きれ ね て いる ファ イル 名 が “ 丁 三 S 華 "の プロ グラム を 削除 レ ま す 。 





中 所 ST くく ぐ PROGRAM FILE >> 


Save Load 叶 KilIIl Files 
FILE _NAME=TEST_ 








避 | << PROGRAM FILE >> 


Save Load KiII Filies 











削除 が 行わ れ ね 、 メ ニ ユ ー 画 面 に 戻り ます 。 

* ファ イル 名 に 、 拡 張子 の 指定 を 省略 し だ 場合 は 、“. 丁 X 丁 " の 指定 と みな し ます 。 

* 指定 し だ ファ イル 名 が 見 つ ひ ら な い 場 合 は エラ ー〈F | し NO 丁 上 OUND) に な りき ます 。 
ご の と き は キー で エラ ー を 解除 し て こく だ さい 。 
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④ フ ァイル 名 の 確認 (FileS) 


プロ グラ ム フ ァ イル の メニ ュ ユー 画面 で ( 必 }) キー を 押す と 、 登 録 さ ね て いる ファ イル 名 を 表示 し 、 
最初 の ファ イル 名 の 在 側 に 只 マー ク ガ 表示 され ます 。〈 何 も 登録 きれ ね て いな いと き は 、 画 面 は 変 
わり ませ ん 。) 





引 ユ ABC .-TXT 
(画面 は 、 す で に これ ら の プロ グ プ PRO > ト 和 中 
ラム が 登録 され て いる 場合 の 例 サン プ ル の の 1 . BAS 


で す 。) 





表示 され て いる ファ イル 名 以外 ビ フ ァ イル が ある 場合 は 、〔) 、[T) キー で ゅ マー ク を 秘 動 さ 

せ て いこ こと に より 画面 に 呼び 出す こと が で きま す 。 

s この ファ イル 名 の 確認 画面 で 、、(smWFT) 内) て まだ は 回 (内 ) と 操作 する と 、 ゆ マー フ が 示し て 
いる ファ イル 名 の プロ グラ ム を 呼び 出す こと が で きま ず ざ 。 


BAS 1C コ ン バ ー タ (BaSsio) 


BAS 1C プ ログ ラム 〈 中 間 コ ー ド 形式 ) を TXT エ プログ プラム (アス キー 形式 ) に 変換 し だり 、 逆 
に TXT プ ログ ラム を BAS | ご C ど プロ グラ ム に 変換 し たり する 機能 で す 。 本 機 用 の BAS 1C 
プロ グラ ム を パソ コン 等 で フタ イル 、 管 理 す る 場合 な ど に 利用 し ます 。 


メイ ン メ ニコ ユー 画面 で 〔] キー を 押す と 、 選 AS | つ び コ ン バ ー タ の メニ ュ ユー 画面 に な り ま す 。 





くく BASIC CONVERTER >> 


Basic 一 text Text 一 basic 








ご の 画面 で 、AS | ご へ の 変換 (Basic-text)、T 三 XT へ の 変換 (TeGxtーDgsic) を 選ぶ 
ご と が で きま す 。 そ れ ぞ れ の 頭 文字 に 相当 する キー を 押し て こく だ さい 。 


①TEXT と BAS | ご の プロ グラ ム 変 換 ( ア スキ ー 形 式 と 中 間 コ ー ド 形式 の 変換 ) 


上 記 の メニ ユー 画面 で 、 キー を 押せ ば T 三 メ エ プロ プラ ム を BAS | ひど プロ グラ ム に 変換 し 、 
プロ グラ ム ・ デ ー タ エリ ア に 入れ ます 。 
〒) キー を 押せ ば BAS | ひど プロ グラ ム を TX メ エ プロ グラ ム に 変換 し 、. 征 三 X 上 エリ ア に 入れ 


ます 。 
《 例 >T ビ EXT プログラム を BAS | ど プ ログ ラム に 変換 し ます 。 











( 弄 くく _ BASIC CONVERTER >> 
変換 を 実行 し ます 。 そ の 後 、 メ ー ネ ゴ UGCGNM 選 RT IN②③※ コ キー 
イン メニ ユー 画面 に 戻り ます 。 





(変換 する 内 容 が 少な い 場 合 、 こ の 実行 中 の 画面 は 一 瞬 で 終わ り ま す 。) 
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* 己 AS | ご プロ グラ ム に 変換 する と き 、BAS | ひつ の プロ プラ ム ・ デ ー タ エリ ア に BAS 1C 
プロ グラ ム が あつ だ 場合 、 あ る い は T 三 メイ プロ グラ ム に 変換 する と き テ キス ト エ リア に TE 
XT プ ログ ラム が あつ だ 場合 は 、 そ の プロ プラム を 削除 し て 良い か 聞い て きま す 。 


< くく _ BASIC CONVERTER >> 





中 Bas ic 一 text Text 王 baslic 
BASIC DELETE 、 OK や や. 。(Y) 


〔W] キー を 押せ ば 、 プ ログ ラム が 削除 され 、 変 換 が 開始 され ます 。 
(\) 以外 の キー を 押せ ば 変換 は 中 止 さ れ 、 メ イン メニ ユー 画面 に 戻り ます 。 





e 通常 、 変 換 し だ 場合 で も 変換 元 の プロ プラ ム は 保持 し て いま す が 、 メ モリ 容 時 が だ りな い 場 合 
は 、 次 の よう に 、 変 換 却 の プロ グラ ム を 削除 し て 良い 聞い て きま す 。 


くく BASIC _ CONVERTER >> 






ーーー _ CONVERT ING ーーー 
TEXT DELETE OK や 〈Y) 
〔Y) キー を 押せ ば 、 変 換 を 行い な が ら 変 換 元 の プロ ブラ ム を 消去 し て いき ます 。 変換 が 終わ れ ば 、 
変換 元 の プロ グラ ム は すべ て 消去 され ます 。 

〔\J 以外 の キー を 押せ ば 変換 は 中 止 さ れ 、 メ イン メニ ュー 画面 に 戻り ます 。 








ご 注意 
パス ワー ドガ 設定 され ね て いる と き は 、 メ イン メニ ュ ユー 画面 ひら 、BAS | つ コ ン バ ー タ に 入る 
こと が で きま せん 。 あらかじめ 、. RUN ま だ は PR 〇 モー ド で パス ワー ド を 解除 レ し てこ だ さい 。 
e 己 AG | ご ど コ ン バ ー タ で は 、 デ ー タ エリ ア ( 変 数 ) を 消去 し ませ ん 。 フ リー エリ ア <〈 空 き エ リア ) 
の 容量 が 少な いと 、 変 換 で きなこ な る こと が あり ます の で 、 あ ら か じ め C し EAR 命令 で 消去 
する な ど 、 フ リー エリ ア を 広げ て お いて ご だ さい 。 
@ 変換 元 の プロ プラ ム を 消去 し な が ら 変 換 を レ て いつ て も 、 な お メモ リ が だ の りな ご な る と エラ ー 
(MEMORY OVER) に な り ま す 。 
この 場合 、 変 換 さ れ だ 部 分 と 、 変 換 で き な か つ だ 部 分 び が メイ エ と BAS | 〇 に 分 かれ て し ま 
いま す 。 し だ が つて 、 変 換 す る 前 に プロ プラ ム を カセ ツ ト テ ー プ な ど に 記録 し て お こぐ こ と を お 
勧め し ます 。 
特に BAS | ご から TX 征 に 変換 する と き に 、 起 こる 可能 性 が 高い の で 注意 じ て こ だ さい 。 


e「 ヒ EX「 ガ ら BAS 1C に 変換 する と き は 、 征 己 X 征 の 内 容 が 何で あつ て も 、 そ れ を 本 機 用 の 
BAS 1 ご C プ ログ ラム と 見 な し て 変 損 作 業 を 行い ます 。 し だ が つて T 己 XT の 内 容 に よ つ て は 
BAS1C に 変換 し て 、 再 度 上 X 革 に 変換 ヒ て も 、 元 の TX 丁 内 容 に 戻ら な い 場 合 も あり 
ます 。 

〈 例 > TE メ 千 1 の ヴ FORMULA 
! 
BAS1C 1 の :FOR__MULA 
! 


TEXT 1 の FOR__MUL A 
192 
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1. CASL( ア セン ブラ 言語 ) | 


コン ピ ユ ー ダ 言語 に お いて BAS | V、FORTRAN、 ご COBO 〇 OL と いつ だ 高 水準 な 言語 は 、 そ の 
記述 が わ ひ りや すい だ め プ ログ ラミ ング が 人 容易 で あり 、 開 発 期 間 も 短く て 済み ます 。 し か し ご これら は 、 
メモ リ の 作業 領域 を 多 こ 必要 と し た り 処理 速度 が 遅い こと いつ だ 面 が あり ます 。 コン ピュ ユー タマ の 性 能 を 
最も 効率 よこ 活 用 で きる の は 機械 語 で す が 、 ご これ は 機械 語 コ ー ド で 入力 する 必要 が あり 、 プ ログ ラミ 
ング は 非常 に 手間 が か か の り ます 。 

アセ ンプ ラ は この 機械 語 に 最も 近い 言語 で 、 巳 AS | ご ほど 手軽 で は な い に し て も 、 機械 語 に 比べ て 
使い や すぐ 、 コ ン ビ ユー タマ の 性 能 を 限界 近く まで 活用 する こと が で きま す 。 だ だ 、 ア セン プラ 言語 で 
効率 の 良い プロ ブラム を 作る に は 、 和 名 命令 を 実行 する と き に 、 レジ スタ や フラ グ な ど が 、 ど の よう な 
動き や 働き を する の ガ を 知る 必要 が ありま す 。 ご これ ら の 動き 、 働き な ど は コン ビュ ユー タ の ハー ドウ ェ エ 
ア に 大 きぐ 橋 右 され ね 、 メ ー カ ー や 機種 に より 異な る の が 普通 で す 。 

ご の だ め 通 産 省 ( 通 商 産 業 省 ) の 情報 処理 技術 者 試験 で は 、 COME T と いう 仮想 の 計算 機 を 設定 し 、 
ご れ の アセ ンプ ラ 言 語 と し て 〇 AS し の 仕様 を 取り 決め た 上 で 試験 問題 を 出し ます 。 

本 機 の CASL モー に は 、 こ の CAS し の 仕様 に 準 損 し た アセ ン ブ ラ 言語 が 扱え る だ め 、 情報 処理 技 
術 者 試験 (第 1 種 で は 必須 、 第 つ 種 で は 選択 ) の トレ ー ニ ンプ と し て プロ プラ ミン グ か ら デ / ッ グ そし 
て シミ ユ レ ーション まで の 学習 が 容易 に 行え ます 。 ま だ 、 小 型 軽量 で ある ため 、 ご 家庭 で も 学校 、 職 
場 、 あ る い は 電車 の 中 で も 手軽 に お 使い いた だ け ま す 。 

本 書 は 、 本 計算 機 の 操作 方 法 に 重点 を お いて 説明 し レ て いま す の で 、 COMET や CAS し の 仕様 、 〇 
AS し の 文法 、 プ ログ プラ ミン プ に つい て の こわ レ し い 説 明 は 、 有名 書店 で 数 多 ご 販売 され て いる 、 情 報 
処理 技術 者 試験 の CAS し に 関す る 書籍 を ご 参照 だ だ さい 。 


1. 1 COMET の 仕様 概略 
アセ ンプ ラ 言 語 の 理解 を 深め る だ ため 、 本 機 の ひつ A ら し モー ド で の 仮想 ハー ドウ エア 仕様 CCOMET に 
準拠 ) に つい て 概略 を 記し て お きま す 。 


(1) 1 語 長 ・16 ビ ツ ト 
(@ ぢ 制御 方 式 : 逐 次 制御 方式 (ノイ マン 型 ) 
③ 数 値 の 表現 : 16 ビ ピッツ ッ ト の 2 進数 、 負 数 は つの 補 数 表示 
④⑳ レ ジス タ : の ④GR の ー4〈①6 ビ ピット) General Register 汎用 レジ スタ 
GR 1 一 GR4 は 指標 レシ ジス マタ と し て も 使用 。 さら に GR イオ は スタ ツク フ ポ イン マタ と 


し レ て も 使用 され る 。 
PC⑭6 ビ ッ ト ) Program Counter プロ プラ ムカ ウン マタ 
実行 中 の 命令 語 の 先頭 シド レス を 保持 する レジ スマ 。 
③FR( の 2 ビット) Flao Register フラ プレ ジス マタ 


演算 、 比 較 結 果 の 情報 保持 レジ スマ 。 





| GR に 設定 され た デー タ 


[Fe 和 2 
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Ge 


令 語 の 構成 


CAS し の 命令 は 2 語 長 と 定義 され て いま す 。 そ の 構成 を まとめ ます 。 





第 1 語 
主 
の の 
1 の 
3 
2 
2 の 
1 
3 の 
5 
2 
4 の 
』 
5 の 


第 2 語 


命令 語 と アセ ンプ ラ と の 対応 


GR.,adr.XR 
GR.adr,XR 
LEA GR.adr,XR 
ADD GR.adr,XR 
SUB GR.adr.XR 
AND GR.adr,XR 
OR GR.adr.XR 
EOR GR.adr.XR 
CPA GR.adr,XR 


SLA GR.adr.XR 





ニモ ニッ クス ベル 





load 

Store 

load effective address 
gdd arithmetic 
Subtract arithmetlc 
and 

OF 

exClusive Or 

Compare arithmetlic 


CPL GR.adr.XR Compare Ioglcal 


Shift left arithmetic 




















1 SRA GR.adr.XR Shift rlght arithmetic 
2 SLL GR.adr,XR Shift left logical 
3 SRL GR.adr.XR | shift rlght loglcal 
8 2、 ュ ョ | JPZ agr.XR Jump on plus or.zero 
1 | 一 一 JMI adr.XR Jump On minus 
2 | 一 一 JNZ adr.XR Jump on non Zero 
3。| nm JE adr,XR Jump On Zero 
4 | 一 一 _ |JMP adr.XR | Unconditional Jump 
フ の | 一 一 PUSH adr,XR push effective address 
1 ーーー | POP .GR | DOD Up 
8 の | -- | 閑 CALL adr.XR call subroutine 
1 」 一 ーーー. | RE | return from_ Subroutine 























未 使用 





F 
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1. 3 命令 の 種類 と 機能 
本 機 は ひじ AS し で 定義 され だ 23 の 命令 を 持つ て いま す 。 以下 に 各 命 令 の 機能 を 説明 レ し ます 。 な お 、 説 
明 に は 次 の 表記 法 を 使い ます 。 


④①GR 
XR 
③SP 
④adr 


: 〇 穫 の 値 を 番号 と する 汎用 レジ スタ を 示し ます 。 て だ だ し 、 の =G 凡 ミオ 4 の 範囲 ) 

・ XR の 値 を 番号 と する 指標 レシ ジス ツタ を 示し ます 。 (だ だ し 、 1 ミ XR ミ 4 の 範囲 ) 

・ ス タッ ツク ポ イン タ を 示し ます 。 (スタ ッ ク ポ イン タダ は GR4 を 使用 ) 

・ ラベ ル 名 に 対 記 する 番地 、 ま だ は 10 進 の 定数 (だ だ レ し 、 一 32768= ミ adrs65535) を 示し 
ます 。 gdr は アド レス と じ て 0 一 65535 の 値 を 持ち ます が 、 32768--65535 の 値 を 負 の 
10 進 定数 で 記述 する こと も で きま す 。( 例 : 65535 番 地 は 一 1 と 記述 で きま す 。) 


⑥ 実 効 ア ドレ ス : adr と X 尺 の 内 容 と の アド レス 加算 値 、 ま だ は その 値 が 示す 番地 で す 。 


⑥@〈X) : 番地 の 内 容 、 ま だ は X が 汎用 レジ スタ ( 〇 R) を 示す 場合 は 、 そ の GR の 内 容 を 表 
し ます 。 
⑦[ ] :[ ] に 囲ま れ だ 部 分 は 省略 可能 で す 。X 選 を 省略 し だ 場合 は 、 指 標 レ シ ジ ス ツタ に よる 
修飾 は 行わ れ ま せん 。 
【 各 命令 と 機能 】 
(1LD GR. adr [, X 過 ] 
機能 : て 実効 アド レス ) を GR に 設定 レ し ます 。 
@ST GR, adr [, XRR] 
機能 : (GR) を 実効 アド レス が 示 ず 番地 に 格納 し ます 。 
③LEA GR. adr [, X 氏 ] 
機能 : 実効 アド ンス を GR に 設定 し ます 。 こ の と き GR の 値 に より FR が 設定 され ます 。 
例 :LEA_ GR41, 1 の GR 1 に 10 を 設定 し ます 。 
LEA GR, の , GRS GR3 を GR ググ に 物 動 し ます 。 
LEA GR3,. 一 1 . GR1 GR1 か ら 1 を 減じ た 値 を GRR3 に 設定 し ます 。 
(④ADD GR. adr[. XR] 
機能 : 算術 加算 命令 で 、〈GR) と (実効 アド レス ) の 加算 結果 を GRR に 設定 し ます 。 ご の と き 
の 演算 結果 に より FR が 設定 され ます 。 
例 :ADD GR2Z, WRK (WRK 番 地 ) を (GR の ) に 加算 し ます 。 
ADD GR1. A1.GR3 A1 と GR うら と の アド レス 加算 結果 の 内 容 を GR 1 
に 加算 し ます 。 
SUB GR, adr[, XR] 
機能 : ADD の 逆 で 、(GR) こ と (実効 アド レス ) の 減算 結果 を GR に 設定 し ます 。 演算 結果 に 
より FR が 設定 され ます 。 
AND GR, adr[, XR] 
(⑦OR GR. adr[, XR] 
GEOR GR. adr[, XR] 
機能 : 1 語 16 ビ ピット の ビッ ツ ト ご と の 論理 積 (AND)、 論 理 和 OR)、 排 他 的 論理 和 CEOR) 


を (GR) と (実効 アダ ドレス) で 行い 、GR に 設定 し ます 。 演算 結 果 に より F 中 が 設定 さ 
れ ま す 。 


例 


@CPA 
⑩CPL 


機能 : 


⑩SLA 


機能 : 


(SRA 


機能 : 


⑬⑲SL し し 
(SRL 


機能 


(⑯⑮JP ン 
(⑯JM | 
(⑰J り NZ 
(⑱J ン ビ 


機能 : 


⑯⑲JMP 
機能 


: AND GR2. MASK フ MASK フ を フ に し て お こく と 、 GR2 の 下位 3 ビッ 


ト ガ 取り 出せ ます 。 
EOR GR1 , FF FF が # れ ヒビ ヒト ヒバ 一 1 ) の 場合 、、GR 1 の 全 ビ ッ ト 
が 反転 し ます 。 
GR, ad r [, XR] 
GR, adr[, XR] 
(GRR) と (実効 アド レス ) の 算術 比較 (C 〇 PA) ま だ は 論理 比較 CCPL ) を 行い 、 比 較 結 
果 に より FR に 次 の 値 を 設定 し ます 。 










比較 結果 | FR の 設定 ビッ ト 値 
(GR)>( 実 効 ア ドレ ス ) 
(GR) ニ (実効 アド レス ) 
(GR) (実効 ア ドレ ス ) 




















GR. adr [. XR] 

(GR) を 符号 を 除い て 実効 アド レス で 指定 し た を ビット 数 だ け 左 シフ トレ ます 。 シ フト 
の 結果 、 空 い だ を ビッ ト 位 置 に は の が 入り 、FR を 設定 しま す 。 

GR, adr [, XR] 

(ご GR) を 符号 を 除い て 実効 アド レス で 指定 し た だ ビット 数 だ け 右 シフ トレ ます 。 シ フト 
の 結果 、 空 い だ ビ ッ ト 位 置 に は 符号 と 同じ も の が 入り 、FR を 設定 レ し ます 。 

GR. adr~[, XR1] 

GR. adr [, XR] 

(GR) を 符号 を 合 ん で 実効 アド レス で 指定 し だ ビッ ト 数 だ け 左 シフ ト (〈③ し し )、 ま だ 
は 右 シ フト (SRL ) し ます 。 シ フト の 結果 、 空 いた ビッツ ト に は の が 入り 、 ビ を 設定 


し ます 。 
adr[, XR] 
adr [XR] 
adr[, XR] 
adr [, XR] 


FR の 値 に より 実効 アド レス に 分 岐 し ます 。 分 岐 し な いと き は 次 の 命令 に 進み ます 。 










命令 
り PZ 
JM | 
JNZ 
| JZE 


分 岐 す る と き の F 選 の 値 






正 ま だ は の の と き 分 岐 
負 の と き 分 岐 

の で な いと き 分 岐 
の の こと き 分 岐 



























adr[, XX] 


・ FR の 値 に 関係 な 無 条 件 に 実効 アド レス に 分 岐 し ます 。 


WUSH adr [, XR] 


機能 
POP 
機能 


: つら 1 を アド レス 減算 し て か ら 実 効 ア ドレ ス を (SP) 番 地 に 格納 レ し ます 。 


adr [. XR] 


・ (どう 番地 の 内 容 を GR に 設定 し て ひら SPP に 1 を アド レス 加算 し ます 。 
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92CALE adr[. XR] 
機能 : サ プ ブルー チン へ ヘ ジ ヤ ンプ する 命令 で す 。 サ プルー チン で の 実行 完了 後 の 戻り 番地 確保 
の だ め に スタ ッ ツク を 用 いま す 。 
動作 と し て は SP ガ ら 1 を アド レス 減算 し て ひら 、PC の 現在 値 に つ を アド レス 加算 
し レ た 値 を (S) 番 地 に 格納 し 、 実 効 ア ドレ ス に 分 岐 し ます 。 
9RET 
機能 : ご A し し に 対す る 戻り 命令 で す 。 (〈⑤ 避 番地 の 内 容 を 取り 出し て ひら S 品 に 1 を アド 
レス 加算 し 、 先 に 取り 出し だ 番地 に 分 岐 し ます 。 


1 . 4 アセ ンプ ラ の 文法 
本 機 の アセ ンプ ラ 言 語 は ひじ AS し と 同様 に 、 罰 似 症 令 、 マ フロ 命令 、 機 械 語 命令 を 持つ て いま す 。 
疑似 命令 、 マ フロ 命令 、 機 械 語 命令 は 次 の よう に 記述 し ます 。 











ラベ ル 欄 。| 命令 コー ド オペラ ンド 柚 注釈 欄 
[ラベ ル ] | START [実行 開始 番地 ] [注釈] 
空白 | END 空白 [ 注 秋 ] 
[ラベ ル ] | DC 定 数 [ 注 秋 ] 
[ラベ ル ] | DS 領域 の 語数 [注釈 ] 
[ラベ ル ] | LN 入力 領域 、 入 力 文字 長 | [注釈 ] 
[ラベ ル ] | OUT 出力 領域 、 出 力 文字 長 | [注釈] 
[ラベ ル ] | EXIT 空 白 














[ラベ ル 」 | 機械 語 命令 [命令 の 種類 と 機能 ] 参 照 | [注釈 ] 


表 中 、「 空 白 」J は 記入 し て は な ら な い 箇 所 で 、[ ] で 囲ま れ だ 部 分 は 省略 可能 を 意味 レ ま す 。 


1. ら 5 疑似 命令 
妖 似 命令 は アセ ンプ ラ の 制御 、 定 数 の 定義 、 プ ロブ ラム の 連結 の ため に 選 要 な デー マ の 生成 な ど を 行 
う も の で 、 次 の 4 種類 が あり ます 。 


(41START : プロ グラ ム の 先頭 、 実 行 開始 番地 の 定義 や 、 他 の プロ プラム と の 連結 の だ め の 入 り 口 
名 の 定義 を し ます 。 . プ ログ ラム の 最初 に は 必要 で す 。 
@END ・ プ ログ ラム の 終わ り の 定義 を し ます 。 プ ログ ラム の 最後 に 邊 要 で す 。 
DC ・Qdefine Constant の 略 で 、 定 数 で 指定 し た デー を 格納 し ます 。 
定数 に は 次 の 4 種 が ありま す 。 
④10 進 定数 DO n 
n で 指定 し だ 10 進 数 値 を 1 語 の 2 進数 デー タマ と し て 格納 レ し ます 。 n は 一 32768-65535 の 範囲 で 
すず 。 
@16 進 定数 DC #h 
h は 4 桁 の 46 進数 (ヴーF ) で す 。 h で 指定 され だ 16 進 数 値 を 1 語 の 進数 デー タ と し て 格納 レ 
ます 。# は # の の の の ヴー #F ヒ FF の 範囲 で す 。 
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③ 文 守 定 数 DC' 文 字 列 ' 
文字 列 の 左端 ひら 4 文字 ずつ 連続 する 語 の 下位 は ビッ ト (第 8ー15 ビ ピット ) に 文字 デー タ を 格 
納 し ます 。 吾 語 の 第 ウーフ ビッ ト に は の ヴ の ビッ ツ ト が 入り ます 。 文字 列 に は 322 ペー ジ の キャ ラ 
クタ ・ コ ー ド 表 の 内 、. コ ー ド 32 一 38 お よび 40 一 95 の 文字 が 使え ます 。 な お 、 文 字 列 の 長 さ は の 
で あつ て は な り の ませ ん 。 
⑨⑳ ア ドレ ス 定 数 DC ラベ ル 名 
ラベ ル 名 に 対応 する アド レス 値 を 1 語 の 進数 デー タ と し て 格納 し ます 。 
(④DS ・ define Storage の 略 で 、 指 定 し た 語数 の 領域 を 確保 レ ま す 。 
領域 の 語数 は 、10 進 定数 (= の ) で 指定 し ます 。 の の 場合 、 領 域 は 確保 まれ わ ず 、 ラ ベル 
名 の み が 有 効 と な り ま す 。 


1 、 人 な マジ 過 市 当 

(1)1N : あら か じ め 割 り 当 て た 入力 装置 か ら 入力 領域 に 、 1 レコ ー ド の 文字 デー タ を 入力 し ま 
す 。 本 機 で は カー ド 読 み 取 り 装 置 ひ すら の デー を 模擬 的 に キー か ら 入 力 で きま す 。 な 
お あお 、EOF〈end_ of 有 有 @) の 入力 は 〔!) キー を 用 いま す 。 

@OUT : 出力 領域 に 格納 され て いる 文字 デー タ を 1 レコ ー ド と し て 、 あ ら か じ め 割 り 当 て だ 出 
力 装置 に 出力 し ます 。 本 機 で は 表示 まだ は プリ ンタ に 出力 で きま す 。 

③E メ 1 T : プロ グラ ム の 実行 を 終了 し ます 。 

(4④WR ITE : この 命令 を 実行 する と レジ スタ GR ヴーGR4 お よび FR、P ロ 〇 の 内 容 を 表示 し ます 。 
まだ 、 プ リン が 印字 で きる 状態 に な つて いる と き は 、 GR の ーGR3 の 内 容 を 印字 
し ます 。 


本 機 の マク ロ 命 信 で は 、 次 の 命令 群 を 生成 し ます 。 
< く オ プ ジ エ クト > <〈 命 。 令 > 


IN 8a, b ノ の の の aaaa PUSH a 

ノ の の の bbbb PUSH b 

ら ご の の の の の の の CALL の 

1 4 オオ の の の 2 し ビビ A 人 4。 の 。 4 
UE a。 bB ノ の の の aaaa PUSH a 

ノ の の の bbbb PUSH b 

どら の の の の の の ク 2 CALL 2 

1 ジオ オイ の の の 2 し ビビ A 24. 2. 4 
EX1IT 64 の の の の の 4 JMP ユ 
WRITE ら ご の の の の の の G CALL 6 


注 ) aaaa、bbbb は ラベ ル a まだ は ラベ ル b が 定義 され て いる アド レス を 示し ます 。 
これ は の の ヴ の の ヴ Hー ヴ FFFH に 疑似 OS と ラン タイ ム バ パッ ケー ジ が 存在 し 、 の の の の H、 の の 
の HH、 ヴ の ヴ 4H、 ヴ の ヴ ヴ 6H が それ ぞ れ 1N、 〇 U 丁 、 EX | 丁 、WR | T 選 処理 ルー チン 
へ の ジャ ンプ テー ブル と 仮定 し て いま す 。 参 考 に ひじ AS し モー ド の こと き の 仮想 の メモ リマ ッ プ を 
示し ます 。 


アド レス (16 進 ) 
の の の の HH 








の の の の : 
ジャ ンプ テー ブル 
の の の 2 : 
藻 似 OS、 ラ ンマ イム 
バッ ケー ジ エ リ ア の の の 4 
の FFFH 
1 の の の H の の の 6 : 
ユー ザー ブロ グラ ム の 
オプ ジェ クト エリ ア 





ーC て 


公 Cn PCE QC 


スタ ツク エリ ア 
XX メメ 日 スタ ッ フ ボイン 


1. Z 特殊 命令 
(1)(*] 


機能 : 情報 処理 技術 者 試験 の 空欄 穴埋め 問題 に 対応 する だ め の 、 空 欄 入力 命令 で す 。 
この 命令 を アセ ン ブ ル し ます と # の の の の が 2 語 生 成 さ れ ま す 。 シ ミュ レー ショ ン の と き に 
は 命令 語 の 第 1 語 が # ヴ ヴ XX (XX は 何で も ひま いま せん ) の 命令 を 実行 後 一 時 停止 し 、 
* つ ご 「P* と 表示 し ます 。 こ ご この と き オ プ ジ エ クト の 変更 や レジ スタ 値 の 確認 を する こと が 
で きま す 。 その後 、 プ ログ ラム を 続行 する こと が で きま す 。 
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の. C じ AS し モー ド の 構成 

















CASL モ ー ド は 次 の 3 つの 機能 か ら 構 成 さ れ て いま す 。〈202 ペ ー ジ の 機能 一 覧 表 を 参照 くだ さい 。) 


アセ ンプ ブラ  : TEXT エ ディ マイ で 作成 し た を ソー スプ ログ ラム を オプ ジ エ フ トコ ー ド に 変換 し て メモ 


| リリ に 書き 込み ます 。 
別売 の プリ ンタ CE-126P ガ 接続 され 、PR 1NT シ ン ボ ル が 点灯 し て いる と き は 、 
アセ ンプ ブル し た 結果 を 印字 する こと が で きま す 。 


モ 三 ・ レジ スタ の 内 容 や オプ ジェ エク フト コード を 表示 させ だ り 、 書 き 換 える こと が で きま す 。 


プレ ー ク ポイ ント の アド レス を 設定 する こと が で きま す 。 
まだ 、D ら 命令 等 で 確保 し だ メモ リ の 内 容 を 書き 換え る こと が で きま す 。 
ミュ レー タ : オプ ジェ エ クト プロ グ ブラム を 実行 し ます 。 
プー マル 実行 と トレ ー ス 実行 が び で き 、C ビ -126P を 接続 すれ ば 実行 結果 を 印字 する ご 
と が で きま す 。 
モニ タ 機 能 で 指定 し た プレ ー ク ポイ ント で の 実行 中 断 を 行う こと が で きま す 。 


の つ . 1 プロ グラム 作成 手順 


CASL の プロ グラ ミン グ は 次 の 手順 で 行わ れ ま す 。 


①TEXT エ ディ タ 機 能 を 使用 し て ソー スプ ログ ラム を 入力 し ます 。 
邊 要 で あれ ば ソー スプ ログ ラム の 印字 、 カ セッ ツ ト テ ー プ へ の 記録 を 行い ます 。 

CASL モ ー ド の アセ ンプ ブラ 機 能 と より オプ ジェ エフ トコ ー ド (オプ ジェ エフ クト プロ グ ブラム) を 生成 
レ ま す 。 

③ モ ニタ 機能 を 使用 し て 、 オ プ ジ エ フト プロ グラ バム に 和 め 要 な プレ ー フ ポイ ント の アド レス 設定 や 
レジ スタ 、. プロ グラ ムカ ウン な どの 設定 を 行い ます 。 

⑳ シ ミユ レ ー タ 機能 で オプ ジ エ フ クト プロ グラ ム の ンー マル 実行 、 ま だ は トレ ー ス 実行 を 行い ます 。 

再び モニ タタ 機能 を 使用 に し て 、 汎 用 レジ スタ や フラ グレ ジス の 変化 を 確認 レ し ます 。 ま だ 、 オ プ ブ 
ジェ クト コー ド や メモ リ 内 容 の 確認 と 変更 び で きま す 。 

⑥ 必 要 に 応じ て ③ー⑤ を ぐり の 返し ます 。 

②⑦ プ ログ ラム に 誤り が 発見 され ね だ と き は ④ に 戻り 、 ソ ー ス プロ プラ ム の 変更 を 行い 、 再 び ② 以 降 
を 実行 し ます 。 

必要 に 応じ て の ーー⑦ を ぐり の 返し ます 。 
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ご AS し モー ド 機 能 一 覧 


アセ ン ブ ル 実 行 


Register 


# せ メメ XX 


八 
八 
ヒ 
O 
山 
っ 
加 
O 
V 
V 


ADDRESS 


く ぐ SIMULATION >> 
START ADDRESS 


# せ メメ XX 
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了 


1) キー で 画面 外 の レ 
ジス タ を 呼び 出し ます 。 
必要 に 遍 じ て 内 容 の 書き 換 
え が で きま す 。 






# せ メメ XX 

回 了 NE 
メメ XX 

_ JJ さす つ 旨 靖 ば 還 





( プロ グラ ム 作 成 


せ 


ーー TEXT エ ディ タ に よる ソー ス ブ ログラム 作 成 | 
マ 
アセ ンプ ラ に よる オプ ジェ クト 生成 


モニ タ に よる オプ ジェ クト 内 容 、 
レジ スタ 値 の 確認 お よび 変更 


Y 











ひ 洒 ご 紀 f 類 宮 


| シミ ュ レ ー タ に よる 実行 デバ ッ フ 馬 計 














ご の 表 の いずれ か の 状態 (プロ グラ ム 実 行 中 を 除く こ ) で [キー を 
押す こと に よっ つて 、 テ キス ト エ ディ タ ( 和 TX モード) に 移る ご 
と が で きま す 。 

な お 、 テ キス ト エ ディ タマ に 移 つ を と き は オプ ジェ フト プロ グラ ム 、 
は 消去 され ます 。 


1] (T) キー で プ 

ログ ラム を 送り 、 

確認 で きま す 。 
必要 に 訪 じ て 内 容 
を 書き 換え る ここ と 
が で きま す 。 










TraC@ 
Normal 
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| 3. ソー スプ ログ ラム の 作成 、 編 集 (エディ ッ ト ) 


CASL の ソー スプ ログ プラ ム の 作成 や 変更 な ど は 丁 三 X 丁 (テキスト) モー ド の エディタ 機能 を 用 いて 
行い ます 。 
候 ( 号 ) と 押し て 、 テ キス ト エ ディ を 選ん で こく ださい 。 








TEXT _ EDITOR 
て 








%「 EXT モード の ぐ わ し い 使 いひ だ は 、“ 和 上 三 X モ ー ド "の 項 を 参照 し て こ だ さ い 。 


う . 1 ソー スプ ログ プラ ム の 入力 形式 


ソー スプ ログ ラム の 構成 を 以下 に 示し ます 。 


うら Z6ZBGN ADD の . DAT, 1 : SAMPLE 
・ ー ボ ーー トー | トド ー っ 


ライ ン No 欄 ラベ ル 欄 命令 コー ド 欄 オ ベ ラ ンド 欄 注釈 欄 
(省略 可 ) (省略 可 ) 


(1 ライ ン hNe 欄 
④ ラ イン No は 1 65279 ま で の 数 値 を 使用 で きま す 。 
⑨1 一 65279 の 範囲 外 の 値 を 指定 する と “LINE NO. ERROR" "と 表示 され ます 。 


(② ラ ベル 欄 

⑦ ラ ベル は 1 一 文字 まで 使用 で き 、 プ 文字 以上 を 入力 し だ 場合 は 、 先 頭 か ら ぢ 交 字 が ラベ ル ど と 
し て 有効 に な り ま す 。 

CASL で は 、 ラ ベル は ら 文 字 以 内 で 先頭 の 文字 は アル ファ ベッ ト 大 文字 、 必 文字 目 以降 は ア 
ルフ ァ ベ ッ ト 大 文字 まだ は 数 字 と 定義 きれ て いま す 。 
本 機 で は 、 コ ンマ <〈, ) と スペ ー ス を 除い 左記 号 を ラベ ル と し て 使用 する こと が で きま す 。 な お 、 
ラベ ル 欄 に セミ コロ ン C : ) を 書い て 注釈 ライ ン と する こと も で きま す 。 

③ ラ ベル は ライ ン No に 続け て 入力 する 必要 が あり ます 。 

④ ラ ベル 入力 後 、 キー で 次 の 入力 位置 へ カー ソル を 移し 、 命 令 コ ー ド を 入力 し ます 。 
の 代わ り に を 用 いて も みまい ませ ん が 、 了 條 月 キー を 使え ば 入力 位置 を 簡単 に そろ え 
る こと が で きき ます 。 


(③ 病 令 コー ド 欄 
ざ ア ルフ ァ ベ ツ ト キ ー で 令 コー ド を 入力 し ます 。 入 力 後 、 山 キー で 次 の 入力 位置 へ カー ソル 
を 移し ます 。 
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(④⑳ オ ベラ ンド 欄 
④① オ ベラ ンド 欄 は GR フィ ー ル ド 、 adr フィー ルド 、XRR フ ィ ー ル ド で 構成 され ます 。 
@ 各 プロ ッ ク ( フ フィー ルド) の 区 切り に は 、- 必ず コン マ <〈, ) が ガ 和 め 要 で す 。 
③ メ XR フィ ー ル ド は 省略 する こと が で きま す 。 


(5 注釈 欄 
④① プ ログ ラム に 注釈 を 付加 する 場合 は 、 オ ペラ ンド の 直後 に セミ コロ ン 〈: ) を 入力 し 、 そ の 後に 
注釈 を 入力 し ます 。 


@ 一 行 の 長 さ は 、 注 釈 欄 を 辻 め て 最大 254 文 字 ま で 入力 する こと が で きま す 。 


3. の ソー スプ ログ ラム の 消去 
TEXT モ ー ド の 機能 選択 画面 で 、〔5〕 キー を 押せ ば デリ ー ト (De 機能 が 選ば れ 、 次 の よう に テキ 
スト 内 容 を 消去 削除 ハレ て 良い か きい て きま す 。 (だ だ し 、 テ キス ト 内 容 が な い 場 合 、 画 面 は 変わ り 
ませ ん 。) 

TEXT DELETE OK や て や ) 


ご の と き 、〔Y] キー を 押せ ば 、 テ キス ト 内 容 が すべ て 消去 まれ 、 和 TX エモ ー ド の 機能 選択 画面 に 戻 
のり ます 。 〔Y] 以外 の キー( そ の と き 友 効 に 働く < キー) を 押せ ば 消去 を せ ず に 機能 選択 画面 に 戻り ます 。 


き 。 8 ソー ブロ グラ ム の ん 用 


TX メイ モー ド の 機能 選択 画面 で ( 叶 ) キー を 押せ ば テキ スト エディ マタ が 選ば れ ま す 。 





T 肛 XX 己 DITOR 
ここ 


この と き 、〔]) まだ は [1 キー を 押す と 、 ソ ー ス プロ プラ ム な どの テキ スト 内 容 が ある 場合 は 。 画面 
に 表示 され ます 。 何 も な い と き は 、 画 面 は 変わ り ま せん 。 

新た に ソー スプ ロブ ラム を 入力 する と き な ど は 、 人 キー を 押し て 機能 選択 画面 に 戻し 、3.2 の 方 法 
で テキ スト 内 容 を 消去 し て こく だ さい 。 


次 に ソー スプ ログ ラム の 入力 ぼ 順 を 説明 し ます 。 
④ ラ イン No を 入力 し ます 。 
ラベ ル が な いこ とき は 、 キー を 押し ます 。 カ ー ソ ル が 病 令 コー ド 欄 に 移り ます 。 
ラベ ル を 入力 する と き は 、 ラ イン No に 続け て 入力 し て キー を 押し ます 。 
な お 、 キー の 代わ り の に キー で スペ ベー ス を 入力 し て も みまい ませ ん 。 
③ 命 令 コ ー ド を 入力 し ます 。 その後 キー を 押せ ば カー ソル が ガオ ベラ ンド 欄 へ 移り ます 。 
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④@ オ ベラ ンド は 、 コ ンマ て , ) で 区 切っ て 入力 し ます 。 

@ 注 釈 は 、 オ ペラ ン に の 後に セミ コロ ン C: ) を 入力 し て 、' そ の 後に 入力 し ます 。 
だ だ し 、D 〇 命令 の 文字 烈 中 の セミ コロ ン は 注釈 の た め の 区 切り と し て は 扱わ れ ま せん 。( 文 字 
と し て 扱わ れ ます 。) 

@ 1 行 の 入力 を 完了 し た ら コ ) キー を 押し て 、 ブ ログ プラム を メモ リ に 格納 レ しま す 。 [コキ ー を 押 
せ ぱ カー ソル が 消え ます 。 

次 の 行 を 入力 する と き は 、① か ら ご の 返 じ ま す 。 

e 空 材 穴 埋め 問題 は * 命令 を [*] キー で 入力 し ます 。 

* すべ て の 行 の 入力 が 終わ つた ら ( 半 キー で 機能 選択 画面 に 戻し ます 。 


《 例 > ソー スプ ログ ラム の 入力 


思 (大 TEXT EDITOR 
区 


1 の L 1 | 1 の @L1 バ | 
START 還 | 1gL1 START _ | 
に | 1 の @L1 START L2_ | 
( | 1@L1 START L ク 2 | 
2 の し 2 画 | 2 の し 2 に | 
LD | 2gL2 LD ー 
GR1. A | 2gLz2 LD GR1. A_ | 
| | 2gLz2 LD GR1. A | 
以下 、 同 様 の 操作 で 引き 続き 右 の 
プロ プラム を 入力 し で こ だ さ い 。 | 3@ ADD GR1.8 | 
以降 の 説明 で 本 プロ グラ ム を 活用 | 4 の ST GR1. C | 
レ ま す 。 | 5 の @ EX IT | 
全 ラ イン の 入力 完了 後 、 全 ェ ー | 5 の A DC 1 の | 
で 機能 選択 画面 に 戻り ます 。 | Z の @B DC っ の | 
な お 、GR の ーーG 和 R4 は 〇 を 省 | 89C DS 1 | 
| 9@ END | 


遇 し て ヴー オオ の み を 入力 する こと 
が で きま す 。 


Z06 








| 4. アセ ン ブ ル ] 


TEXT モ ー ド で 入力 し を ソー スプ ログ ラム を オプ ジェ エク フト コー ド に 変換 する (アセ ン ブ ル す る ) 場 合 、 
ま ざ ず 、CASL モ ー ド に し ます 。 * 





[SHFT] 十 [SU ネネ 〇 ASL * ネ ネネ 
メニ ユー 画面 に な り ま す 。 
Assemble Monitor Go 





そし て [A] キー を 押し ます 。 ホネ ※ ネ 〇 AGL * ネ キネ 
アセ ンプ ブル が 実行 され ます 。 


Assemble Monitor Go 


comp lete | 











アセ ンプ ブル 実 行 中 は 画面 の 下 の 行 に “assemDling" こ と 表示 され 、 終 われ ば “complete !" 
と 表示 され ます 。 ア セン ブル する プロ グラ ム が 短 け い と き は 、 瞬 時 に “Complete !" と 表示 され 
ます 。 


人 4. 1 アセ ンプ ルリ スト を プリ ンタ で 印字 する 方法 
本 機 に プリ ンタ CE-126P が 接続 され て 電源 が 入 つ て いる と き 、 メニ ユー 画面 で (SWWT + : 恒 と 押さ 
と 画面 右 下 に PR 1 NT シン ボル が 点灯 し ます 。 再 度 、(SMWFT)  : 誠 と 押 と ご の シン ポル は ほ 導 えま 
す 。 
PR TINT シ ン ボ ル が 点灯 し て いる と き に アセ ンプ ブル を 実行 する と 、 ア セン ブル リス ト ガ 印字 され ま 
す 。 

ADD : 0BTECT : LTNE NO. 

: 19 

1999:1919 1998: 29 

199212919 1999: 39 

199411119 199Ri 4 

19616409.9994 59 





198i GR 6g 
199: 14 』 イロ 
1 四 月! 昌 四 昌 昌 8 ロ 
! 9 3 
に の ①- ホ ーー @② ーー キーー③ー ーー』 ④ ア ドレ ス (16 進 ) 
LHBEL :HDEESS @ オ プ ブ ジ ェ ク フト (1⑫ 進 ) 
L1 1 き ③ 対 応 す る ソー スプ ログ ラム の ライ ン No 
L? 1 た を ON 
ラベ ル テ ー プ / 
A 1998 ⑨ ラ ベル テー プル 
5 19 
CE 1 


アセ ンプ ブル リス ト に は ソー スプ ログ ラム は 印字 され ませ ん 。 ま だ 、 ア セン ブル エラ ー が 発生 し た と き 
は エラ ー が 発生 し た 行 の 前 まで が 印字 され ます 。 207 


マー ルツ セー ジ 

アセ ン ブ ル の 実行 で 、 ソ ー ス プロ ブラ ム に エラ ー が 検出 され る と 、 下 表 の よう な エラ ー メ ッ セ ー ジ が 
表示 され ます 。 

エラ ー は 区 9 キー で 解除 し て 、 十 メイ エディ タ で ソー スプ ログ ラム を 修正 し て こ だ さ い 。 











守 5 ss 
エラ ー の 種類 エラ ジー ボツ セ ー ジ 原 因 
オペ コー ド エ ラ ー | の O ピ ビーCODE ERROR (ララ イン) ライ ン No で 示す プロ グラ ム 


の 命令 コー ド に 誤り が ある 
OPCODE ERROR (の ) ソー スプ ログ ラム が な い 
OPERAND ERROR (ライ ン Mo) | ライ ン Na で 示す プロ グラ ム 
の オペ ラン ド に 誤り が ある 
LABEL ERROR (ライ ン w) ライ ン Na で 示す プロ グラ ム 

の ラベ ル に 誤り が ある 
MEMORY ERROR (の ②) se オプ ジェ フト コー ド を 記憶 
する メモ リ が 不足 し て いる 
* スタ ンク 用 メモ リ が 不足 レ 
て いる 

プロ グラ ム の 先頭 に ST A 


RT 命令 が な い 。 ま だ は 、 
終わ り に END 命 令 が な い 
5. モニ | 


モニ タ 機 能 は 、 仮 想 計算 機 じ OME T の 号 レ ジス タ の 内 容 確認 や 、 オプ ジ エ フ トコ ー ド を 表示 する ご 
と が で きま す 。 

まだ 、 レ ジス の 値 の 設定 ・ 変 更 や 、 オ プ ジ エ フト コー ド の 設定 ・ 変更 、 お よび シミ ユ レ ー ト の だ め 
の プレ ー フ ポイ ント の 設定 な ど を 行う こと が で きま す 。 

モニ タ 機 能 ま メニ ユー 画面 で 〔 遇 ) キー を 押す こと に より 、 選 ぶ こ と が で きま すず す 。 

















ーー 





ラベ ル エ ラー 





みり 王 ラ ラー 








OTHER ERROR 


























※ ネ ネネ 〇 ASGL * ネ ※ ネ ※ ポ 


Assemble Monitor Go 





| < くく MON ITOR >> 


Register ObJjJect 











208 


モニ タ 画 面 で は 、 次 の 操作 が 可能 で す 。 



















レジ スタ の 内 容 の 表示 と 、 レ ジス タ へ の 値 の 設定 が で きま す 。 
オプ ジェ フト コー ド と 、 オ プ ジ エ フト コー ド を 逆 ア セン ブル し な 命令 の 表示 が で き 
ます 。 ま だ 、 ご の 内 容 を 設定 し だ のり 、 変 更 し た り で きま す 。 





ら 5. 1 レジ スタ の 内 容 の 表示 
モニ タ 画 面 で ( 軸 ) キー を 押す と レジ スタ の 内 容 や プレ ー ク ポイ ンタ の 内 容 が 表示 され ます 。 





くく MONITOR _ >> 


Register ObJjJect 




















人 GR の # の の の の の 
GR 1 : # の の の の の 
GR2 : # の の の の の 
| RS : * の gg の の 
レジ ス 416 進数 で 10 進 数 で 


内 容 を 表示 内容 を 表示 


以降 、 キー で カー ソル (ご の と き の カ ー ソ ル は コロ ン <〈 : う の 消灯 ) を 下 に 物 動 じ で いけ ば 、 GR4 
以降 を 画面 に 呼び 出す ご と が で きま す 。 





(は) 





注 ) GR4 の 値 は メモ リ の 使用 状態 に よ つ て 変わ り ま す 。 





PC :#1 の の の 4 の 996 
FR  : # キ の の の の の 
BP 。: # キ 上 上 FFF 65535 
BC  # の の の の の 








戻す こき は [1〕 キー を 押し ます 。 な お 、〔』) キー の 代わ り の に (キー を 押し て も 同様 に 働き ます 。 
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昔 レ ジス 名 は 以下 の と お り で す 。 
ーー ニー ニー 

















レジ スタ 名 
汎用 レジ スマ 





GR の ーGR ス 算術 演算 と 論理 演算 に 用 いま す 。GR 1 GR4 は 


指標 レシ ジス ツタ と し て も 用 いま す 。 ま だ 、GR4 は ス 













タッフ ボイン タ と し て も 用 いま す 。 | 
PC プロ グラ ムカ ウン タマ 次 に 実行 すべ き 命 令 が 格納 され て いる アド レス を 記 
憧 し ます 。 
ニー 上 
FR フラ グレ ジス タマ 特定 の 命令 を 実行 し だ 結果 が 、 正 、 ゼ ロ 、 負 に な る 









と 、 そ れ ぞ れ の 、1 、 つ に セツ ト さ れ ま す 。 
シミ ユ レ ーション で の 実行 を 制御 する だ め に 使用 し 
ます 。 









BP プレ ー フ ポイ ンマ 


BC プレ ー ク カウ ンタ 


ら . レジ スタ に 値 を 設定 する 方法 
GR ヴーGR4、P 〇 、FR、BP、 BC の 難 レ ジス タ に 値 を 設定 する こと が で きま す 。 
値 を 設定 し よう と する と レジ スタ に カー ン ル て コロ ン て : う の 消灯 ) を 移し 、 値 を 10 進 数 、16 進 数 、 ラ ベ 
ル 、 文 守 な ど で 入 力 し て ] キー を 押せ ば 、 レジ スタ に 値 が 設定 され ます 。 
《 例 >10 進 数 の 入力 ・ 1 ど づ 〔q) # の の ウ ZB 1.23 が 入力 され ます 。 
16 進 数 の 入力 : キ # の の フ B [jj # の の フ B 1 っ 3 が 入力 され ます 。 
ラフ ベル の 入力 : "し L1" 〔 紀 ラベ ル " し 1 : が 定義 きれ て いる アド レス が 入力 され ます 。 
文 守 の 入力 : 'A'  ( 選 A の 文字 コー ド # の の 41 らら が 入力 され ます 。 
設定 終了 後 、 障 キー で モニ る 画 面 に 戻り ます 。 
レジ スタ に 値 を 設定 する と き は 、 次 の 点 に 注意 し て こ だ さ い 。 
④ 設 定 する 値 は 10 進 数 、16 進 数 、 ラ ベル 、 文字 で 入力 し ます 。 
⑮⑤ 負 数 は 先頭 に (キー で マイ ナス を 入力 しま す 。 
③ 設 定 で きる 値 の 範囲 は 一 32768--65535 ま で の 整数 が 可能 で す 。 ご の 範囲 を 超え だ 値 を 入力 し て 、 
(JJ) キー を 押す と 、 入 力 前 の 値 に 戻り ます 。 
⑨FR の 値 は ヴ 、1 、 つ し か と れ ま せん 。 の 、1 、 ご 以外 の 値 が 入力 され る と 、 他 の ビッ ツ ト は 無 
視 さ れ ま す 。 だ だ し 、 画 面 に は 入力 し だ 値 が 表示 され ます 。 
⑤ ア セン ブル 実行 後 の 各 レジ スマ に は 、 以下 の 値 が 設定 され て いま す 。 
GR の ーーGR3 : の 











GR4 ・ オ プ ジ エ クト エリ ア の 最上 位 番地 十 1 
いそ ) ・ メ イン プロ グラ ム の 実行 開始 アド レス 
(START で 指定 され わた ラベ ル の アド レス ) 
FR : の 
BP :・ ビエ ビビ ⑭6 進 )」 らら 35<10 進 ) 
《 プ レー クボ ポイ ンタ が 設定 され て いな い 状態 ) 
BC ・ ワ の 


注 ) GR4 オ は スタ ッ フ ポイ ンタ と し て 最大 限 に 使え る よう に 、 オプ ジェ フト エリ ア の 最上 位 番 
地 士 1 に 指定 され て いま す が 、 ご の 値 は モニ タ 機 能 で 呼び 由 し て マニ ュ ユア ル 操 作 で 変更 、 


210 まだ は プロ プラム 上 で 変更 する こと が で きま す 。 


ら . 3 オプ ジ エ フ トコ ー ド の 表示 

アセ ン ブ ル の 実行 に よ つ て 作成 きま れ な を オプ ジ エク トブ ログ ラム を 表示 させ る ご と が で きま す 。 モ ニタ 
画面 で 〔@) キー を 押す と オプ ジェ エ クト プロ グラ ム ガ 記 憶 さ れ て いる と き は 、 ア ドレ ス # 1 の の の が 表 
示さ れ ます 。 





くく "MON TITOR > テ > 


Register Object 








< くく OBJECT >> 
ADDRESS= ォ 1 の の の 








メイ ンプ ログ ラム の 開始 アド レス 


次 に 〔』) キー を 押す と 、 オ プ ジ エ クト エリ ア の +# 1 の の の 番地 に 記憶 され だ 内 容 ら 表示 し ます 。 
表示 内 容 は 、 オ ブ プ ジ エ フト コー ド と 逆 ア クセ ンプ ブル し だ ニモ ニッ フフ で す 。 





〔』) 第 1 語 目 ゴゴ 1 の の の 1 の 1 の LD 1 . #1 の の 8 
第 2 語 目 ゴ 1 の の 1 : 1 の の 8 
第 1 語 邊 一 1 の の 2 :2 つ の 1 の ADD 1.#1 の の 9 
第 2 語 目 コ 1 の の 3 : 1 の の 9 











ュー ーーーーーーーーー ーー 
アド レス オブ ジェ クト オペ ベラ ンド GR アド レス XR 
コー ド フィ ー ル ド フィ ー ル ド フィ ー ル ド 

ia 


ニモ ニッ ツン 表示 


以降 は] キー で カー ソル (コロ ン (< : ) の 消灯 ) を 移動 させ て いけ ば 、 以 降 の アド レス の 内 容 を 見 る こと 
が で きま す 。 ま だ た 、 1] キー で アド レス を 戻す こと が で きま す 。 
な お 、 ご の 場合 [は 』) の 代わ り に 〔) キー を 使用 し て も 同じ 働き に な り ま す 。 


オプ ジェ フト プロ グラム ガ 記 憶 さ われ て いな いと き に 、. モ ニタ 画面 で (@) キー を 押し た 場合 は エラ ー に 
な り “ 〇 OB リ JECT ERROE" が 表示 され ます 。 
ご の と き は 過 キー を 押し て メニ ユー 画面 に 戻し 、 ア セン ブル を 行っ て こ だ さ い 。 


注 ) オプ ジェ エフ ト プ ロ グラ ム は 、CASL モード か ガ ら 他 の モー ド 〈 和 TX イエ 、RUN) へ 切り 替 わ 
つ だ と き に 消去 され ます 。 
し だ が つて 、 他 の モー ドガ ら 〇 ASL モー ド に 切り 替え た と き は 、 再 度 ア セン ブル を 行っ て 
ぐだ さい 。 
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つ . 4 特定 の アド レス に 記憶 され だ 内 容 の 表示 

メイ ンプ ブロ グラ ム の 開始 アド レス を 表示 し て いる 画面 で 、 表 示さ せ た だ い ア ドレ ス を 10 進 数 、16 進 数 、 
まだ は ラベ ル で 入力 し 、〔 コ ) キー を 押す と 入力 じ な ク ド レ ス の 内 容 が 表示 され ます 。 

人 カレ だ アド レス が 個数 の と き は 、 偶 数 番地 を 命令 語 の 第 1 語 目 、 次 の 番地 を 第 2 語 自 こみ な じ て 、 
芝 ア セン ブル レ ま す 。 入 力 し モア ドレ スガ が 奇数 の 場合 は 、 奇 数 番地 を 命令 語 の 第 1 語 目 、 価 数 番地 を 
第 語 目 と みな し ます の で 注意 じ て こ だ さい 。 


に くら 8BJECT >> 


ADDRESS ニ = ニ #1 の の の 


に 
ーーーー 


# 1 の の 6 [〔 選 1 ヴ の ヴ の 6 64 の の JMP # の の の 2 
1 の の フ : の の の 4 

1 の の 8 : の の の A * 

1 の の 9 : の の 1 4 








キー を 押せ ば 、 モ ニタ る 画面 に 戻り ます 。 


注 1) 逆 セ ンプ ブル し た 結果 、 ー モ ニッ フ で 表示 する 内 容 が な い 場 合 は * マー を 表示 し ます 。 
な お 、 オプ ジェ フト プロ グラ ム が な い ア ドレ ス は 、 の の の の * 表 示 に な り ま す 。 

注 2) 入力 で きる アド レス は # 1 の の の か ら 、 アセ ゼン ブル 終了 時 に GRR4 に 入 つ て いる アド レス 
ー1 の 男 囲 で す 。 


ら . ら オプ ジェ エフ トコ ー ド の 書き 損 え 

カー ブレ コロ ン : う の 消 灯 ) を 書き 換え だ い ア ドレ ス へ 物 し 、10 進 数 、16 進 数 、 ラ ベル 、 文 字 で オプ 
マエ フト コー ド ま だ は 、 そ れ に 相当 する 内 容 を 入力 する こと に より 、 オプ ジェ エク トコ ー ド を 書き 損 え 
る こと が で きま す 。 

まだ 、 ア セン プラ の 命令 語 も 入力 する こと が で きま す 。 

”「 導 数 、16 進 数 、 ラ ベル 、 文 字 で の 入力 の 形式 は 210 ベ ー ジ の * レ ジス タ に 値 を 設定 する 方 法 ・ を 参 


足 し て こく だ さい 。 
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《 例 > アド レス # 1 ヴ の ヴ の ヴ の の オブ プ ジ エ フト コー ド を # 1 2 1 に 書き 換え ます 。 


アド レス # 1 ヴ ヴ ヴ に カー ソル を 移し て こぐ だ さい 。 


#1 ど 1 の 





| 


オプ ジェ クト コー ドガ が 書き 換え られ 
ニモ ニッ ク も 変わ り ま す 。 





続い て アセ ンプ ブラ の 命令 語 を 入力 し て 書き 換え ます (〈 元 に 戻し ます )。 


LD [| 1 , # 和 の の 8 1 の の の 121 の LD 1. #1 の の 8_ 
1 の の 1 : 1 の の 8 
1 の の 2 : つの 1 の ADD 1 . #1 の の 9 
1 の の 3 : 1 の の 9 
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オプ ジェ エフ ト プ ロ グラ ム を 実行 する 機能 で す 。 
メニ ユー 画面 で ( 全 ) キー を 押す と 、 オ ブ ジ エフ ト プ ロ ブラ ム の 実行 処理 に 移り ます 。 


ネネ 〇 ASGL * ネ ネネ 


Assemble Monitor Go 


くく SIMULATION >> 
START ADDRESS= ニ 1 の の の 





実行 開始 アド レス 


実行 開始 ジア ドレ ス は 、 ら ST A 選 本 命令 で 指定 され ね だ アド レス が 表示 され ます 。 ら ST ムロ 征 命令 で 実行 
開始 アド レス が ガ 指 定 さ れ て いな いと き は 、. 自動 的 に # 1 の の の が 実行 開始 アド レス に な り ま す 。 


表示 され て いる 実行 開始 アド レス を 変更 する 場合 は 、 上 記 の アド レス 表示 状態 で 、 変 更 じ だ い ア ドレ 
ス を 10 進 数 、16 進 数 、 ま だ は ラベ ル で 入力 し ます 。 


次 に 〔』) キー を 押せ ば ぱ 、 実 行方 法 選択 画面 に な り ま す 。 


くく SIMULATION >> 
START ADDRESS= ニ 1 の の の 


Normal Trace 





実行 方 法 選択 画面 で は 、 次 の 操作 が 可能 で す 。 








プー マル 実行 








6. 1 フー マル 実行 

実行 太 法 選択 画面 で ( 間 ) キー を 押せ ば 、 設 定 さ れ だ 実行 開始 アド レス みか ら ブ ログ ラム の 実行 を 開始 レ 
ます 。 

EX | 命令 が 実行 され る と 、 メ ニコ ユー 画面 に 戻り ます 。 
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ノー マル 実行 中 、 次 の 場合 に プロ ブラ ム の 実行 を 停止 し て 、 停 止 し た アド レス を 表示 し ます 。 

ゅ ぁゃ ブ プ レーク ポイ ンタ (BP) が 設定 され ね て いて 、 プ ログ ラム カウ ンタ (PO) の 値 が プレ ー フ ポイ ン 
の 値 と 一 致し だ 場合 。 こ の 場合 、 プ レー フク ポイ ンタ が 設定 され て いる アド レス の 命令 は 実行 
され て いま せん 。 

@ 際 過 キー が 押さ れ だ 場合 。 こ の 場合 、 プロ グラ ムカ ウン タタ に 停止 <( プ レーク ) し だ を とき の アド レ 
ス が 入 つ て いる の で 、[) キー を 押せ ば プロ グラ ム の 継続 実行 が で きま す 。 ま だ 、 や 
キー で メニ ュ ユー 画面 に 戻し て か ら 、 再 び 実 行 操作 を し て も 継続 実行 で きま す 。 

@ ※* 命令 を 実行 し だ 場合 

* 命令 に より 停止 し 、 レ ジス 内 容 な ど ご が 表示 され て いる と き に 、〔] キー を 押す と 、 ※* 
命令 を スキ ッ プ レ 、 次 の 命令 を 実行 し ます 。 

* 命令 (第 一 語 昌 が ザ # の の ヴ メ XX、 第 二 語 上 昌 が ガザ # メ メメ XX の 命令 語 ) を 実行 し な 場合 、 プ ログ ラム 
カウ ンタ に は 第 一 語 目 の アド レス が 入 つ で いま す 。- し だ が つて 性 思 キー で プロ グラ ハム を 中 断 じ 
だ 後 、 オ ブ プ ジ エ クト の 修正 、 ま だ は 実行 アド レス の 修正 を 行わ ず に プロ グラ ム ム を 再 実行 き を せ ま 
す と 、 再 度 同じ アド レス で プロ グラ ム が 停止 し ます 。 ご の よう な 場合 、、 命令 語 、、 ま だ は 実行 ア 
ドレ ス を 修正 し だ 後 、 プ ログ ラム を 実行 し て て だ さい 。 

画面 右 下 に PR 1NT エ シンボル が 点灯 し て いる と き は 、 〇 U 本 命令 に よる 結果 が プリ ンタ で 印 
守 さ れ ま す 。 


6. トレ ー ス 実行 

実行 方 法 選 択 画面 で 〔〒] キー を 押せ ば ぱ ば 、 表 示さ れ て いる 実行 開始 アド レス から プロ グラ ム の トレ ー ス 
実行 が 開始 され ます 。 ト レー ス 実 行 中 は 1 命令 実行 ご と に 、 実 行 結果 (GR ヴーGR4、 PC、 FR の 
内 容 ) を 表示 し て 停止 し ます 。 ご ご こ で 表示 され る PC の 値 は 命令 実行 後 の PC の 値 、 つ まり 次 に 実行 す 
る 番地 で す 。 

次 に 〔 コ ) を 押す と 、 次 の 命令 を 実行 し て 停止 し ます 。 








くく _ SIMULATION >> 
START ADDRESS ニ = テキ 1 の の の 





Normal Trace | 





〒) 1 の の の : GR の : の の の の GR4 : 1B9B 
GR 1 : の の ヴ の A PC : 1 の の 2 
GR2 : の の の の FR : の の の の 
GR3 : の の の の ぐ LD> 








還 | 1 の の 2 : GR の : の の の の GR4 : 1B の B 
GR1 : の の 1 PC : 1 の の 4 
GR2 : の の の の FR : の の の の 
GR3 : の の の の ぐ ADD> 
実行 し な 命令 
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メニ ユー 画面 で [ き MWFT) 十 計 キー を 押し 、 己 R 1 N 十 シン ボル が 点灯 し て いる と き は 、 以下 の フ 
オー マツ ト で 実行 結果 が (16 進数 で ) 印 字 さ れ ま す 。 


ADD :5R9 GR1 GR2 GR< 2 
H い け 

1999: 9 OR OO BB @GR の 
1992:9909 91E 9 BOB ⑧③GR 1 
1994:9999 991E 999 OB 

1996:9999 9g1E 99 999 ⑨GR ぞ 
に ④ー に @ー に 9ー- キ ドー @ ーー トド @ 呈 GR3 


6・ 3 シミ ュ レ ーション で の エラ ー 
ミコ レー ショ ン で は 、 次 の エラ ー が 発生 する こと が あり ます 。 
エラ ー は 回 キー で 解除 レ し て こ だ さい 。 


7 











原 因 
オプ ジェ フト プロ プラ ム が な い 
* JMP 命 令 な ど で 使用 可能 な 領域 を 超え た アド レス へ の ジャ ン 
プ が 行なわ れ だ 。 
e 使用 可能 な 領域 を 超え て 、 デー タ の ロー ド や セー ブ を し レ よ うと し だ た 。 
〇 OU T 命 令 で 出力 文字 を 97 文 字 以上 に し た 。 


エラ ー メ ッ セ ー ジ 

OBJECT ERROR 
*MEM* 
* ビ ERR* 
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ノ . CASL 実行 例 


次 の プロ グラ ム は 5 ら 個 の デー タイ の 総和 を 求め る プロ プラ ム で す 。 

デー タダ は 、 ラ イン No130 一 170 に 定義 きれ て いま す 。 ま だ 、 ラ イン Ne420 で 総和 を 格納 する 領域 を 確保 し 、 
ライ ン No90 で その 領域 に 総和 を 収納 レ し て いま す 。 

1 の EXAM START 





の の BGN LEA GR の , の どら (GR を クリ ア す る ) 

3 の し LEA GR1. のど (GR 1 を フリ ア す る ) 

4 の JMP AGN 1 ( 無 条 件 に AGN 1 ヘ へ ジ ヤン プ す る ) 

5 の AGN ADD GR の . DAT. GR1 (指標 レシ ジス タ 〈GR 1 ) を 利用 し て デー を 
順番 に GR の へ 加算 する ) 

6 の LEA GR1. 1.GR1 (GR 1 の 内 容 に 1 を 加え て 、 結 果 を GR 1 に 
入れ ね る) 

フ の AGN 1 CPA GR1.N (GR 4 の 内 容 と NN 番地 の 内 容 と を 大 小 比 較 
する ) 

どら の JM | AGN (FR の 値 が " 負 " を 示し て いれ ば AGN ヘ へ ジ 
ヤン プ す る ) 

9 の ST GR の ., TTL (GR の の 内 容 を T 丁 し 番地 へ 格納 する ) 

1 の の EX1IT (プロ グラ ム の 実行 終 ず ) 

1 41 の N DC ら 

1 どの TFTL DS 1 (結果 を 格納 する だ め の エ リア を 確保 する ) 

1 3 の DAT DC # の の の C 

1 4 の DC # ヴ フ F3 | 

1 5 の DC # の 2 の 31 サン プル デー タイ 

1 6 の DC # の の の 9 

1 ノ ど DC # の の の F 

1 8 の END (プロ グラ ム 終 了 ) 


ご の プロ グラ ム を TXT モ ー ド で 入力 し 、 ご CASL し モー ド で アセ ンプ ブル し て ぐだ さい 。 


ノア. 1 オブ ジェ エク トコ ー ド の 内 容 確 認 


以下 の 手順 に 従 つ て 、 モ ニタ 機能 と より オブ プ ジ エ フト コー ド の 内 容 を 確認 し ます 。 





| 操作 表 示 
ネネ ネ 〇 AGL * ネ ネネ 
Assemble Monitor Go 











Ll < くく MON 1TOR >> 
Register O 〇 Object 
(@] < く ぐ の @Q 昌 JE モ CT スッ ァ 


ADDRESS ニ ニキ 1 の の の 
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還 | 1 の の の 1 つろ の の LEA の # の の の の 
1 の の 1 : の の の の 
1 の の 2 : 1 つ 1 の ヴ LEA 1. # の の の の 


1 の の 6 : 2 の の 1 ADD の, #1 の 14, 1 
1 の の 8 キイ イ 生 LEA 1 . # の の の 1 . 1 
1 の の ヴ A : 4 の 1 の CPA 1. #1 の 12 
1 の の C :61 の の JMI #1 の の 6 

1 の の E : 11 の の ST の . # キ 1 の 13 


1 の 1 の : 64 の の JMP # の の の 4 


1 の 16: の 231 * ネ ネネ ネネ 


くく _ MON 1TOR >> 
Register Object 


國 
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ノ . の ノー マル 実行 

次 に ソー スプ ログ ラム の ライ ン No8 の JMI 
ム の 実行 結果 を 調べ る こと に し ます 。 

前 項 の 方 法 で オプ ジ エ フ トコ ー ド を 調べ る と 、 ご この 命令 は アド レス # 1 の の 〇 に 格納 され て いる こと 
が わか り の ます 。 

| 人 京 。 | 伺 。 田 
ネネ 〇 ASGL ※* ネ ネネ 
Assemble Monitor 


くく MONITOR >> 
Register ObJect 


AGN_ に プレ ー ク ポイ ント を 設定 し て 、 プ ログ プラ 









Go 









モニ タ 機 能 を 選び ます 。 











# の の の の の レジ スイ の 内 容 を 呼び 出し 、 カ 
# の の の の の ー ソ ル ( コ ロン ( : ) の 消灯 ) を プ 
# の の の の の レー クボ ポイ ンタ レジ スタ へ 移し 
13: \ の の の の の TU 「ー 1 ます 
プレ ー フ ポイ ンダ は 設定 され て 
いま せん 。 
#F ビ FF 65 ぼぼ 35 
#FFFF # キ 1 の の C_ プレ ー ク ポイ ンタ を アド レス # 
#1 の の ヴ C 41 の 8 1 の の C に 設定 し ます 。 
# の の の の の プレ ー フ カウ ンタ を 2 に 設定 レ 
# の の の 2 ます 。 
ネネ ホネ AGL  * ネ ネネ メニ コー 画面 に 戻し ます 。 
Assemble Monitor Go 
(@@) ( コ ) くく SIMULATION >> 実行 方 法 選択 画面 に し ます 。 
START ADDRESS ニ キィ 1 の の の 
Normal Trace 
記 ]| 1 の の C : GR の : の の の C GR4 : 1 AA5 | ノー マル 実行 を し ます 。 








玉 
* ご 


玉 


来 
* ご 
玉 


* GR]1 : の の の 1 PC : 1 の の C 
TP* GR2 : の ヴ の の の FR  : の の の 2 
* GR3 : の の の の ぐり JM1 ジ 


* GR1 : ヴ の の の 2 PC : 1 の の C 
TP* GR2 : の の の の FR  : の の の 22 
* GR3 : の の の の ぐ く JM」> 

* ネ ネネ ー CASL 
Assemble Monitor 


米 玉 玉 





Go 








# 1 の の C 番 地 で プレ ー フ が か 
みり 、 レ ジス タ の 内 容 を 表示 し 
ます 。 GRR ヴ に デー タキ の の の 
ご が ガ が 加え られ 、GR 1 (カウ ン 


) に は 1 ガ 入 つて いま す 。 
| 1 の の C : GR の : の フ FF_ GR4.: 1 AA5 | 実行 が 再開 され 、 次 の デー タマ 


(# ヴ フ F3) を GR の に 加え 、 
GR 1 は の に な り の ます 。 





E、」 良 ご) 宙 細 - ニ ニー エー テー 主 坦 較 _  」 
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[ 頭 ) (] GR の # の ヴ フ FF ろ の 4 フ モニ タマ で レジ スタ を 呼び 出し ま 
GR 1 : # の の の 2 ク す 。 
GR2 : # の の の の の 
GR3 : # の の の の の 
人 カー ソル を プレ ー ク カウ ンタ へ 
移し レ ま す 。 
| BC 。。# の の の の の M_ 
放 ( BC  # の の 9 の 4 4 4 を 設定 し ます 。 
CASL * ネ * ネ * ーー 
Assemble Monitor Go 
[回 < くく _SIMULATION >> Se 
START ADDRESS= キ 1 の の C 実行 開始 アド レス は 先程 、 停 止 
| Normal Trace し だ アド レス に こなつ てい ます 。 
| 画 1 の の C : GR の : の A48 GR4 : 1AA5 | ンー マル 実行 を し ます 。 | 
* * GR1 : の の の 5 PC  : 1 の の C | 先 に 停止 し た 状態 か ら の 継続 実 
*G 丁 P* GR2 : の の の の FR - : の の の 1 | 行 に な り ま す 。 
* * GR3 : の の の の ご < ご JMI> GR の に は ら 個 の テー タ の 合計 
が 入っ つて いま す 。 
加 9 下 RE メニ ュー 画面 に 戻し ます 。 貞 ] 





注 1) プロ グラ ムカ ウン タタ (PC) と プレ ー フ ポイ ンタ CB 局 ) の 値 が 一 致し だ こき に 、 プレ ー ク カウ ン 
(BC) の 値 が の まだ は 1 で あれ ば プロ グラ ム の 実行 を 停止 し プレ ー ク カウ ンタ の 値 を の に 
し ます 。 プ レーク カ ウン の 値 が げ ま だ は 1 以外 の と き は 、 プ レー フカ ウン マカ から 1 を 減じ て 、 
プロ グラ バム を 続行 し ます 。 

注 ) スタ ー ト アド レス と プレ ー ク ポイ ンダ CB 己 ) の 値 が 等 し いと き 、 プレ ー ク カウ ンタ (日 〇 ) の 値 
が の で あれ われ ば プロ グラ ム を 続行 し 、 次 に プロ プラム カウ ンタ と プレ ー フ カウ ンタ の 値 が ゲー 致し 
だ と き ぎ に 停 止 じ ます 。 
まだ 、 プ レー ク カ ウン の 値 ガ 1 で あれ ば 、 何 も 実行 せ ず に 停止 し 、 プレ ー ク カウ ンタ の 値 を 
ヴ に し ます 。 プ レー カウ ンタ の 値 が の お よび 1 以外 の と き は 、 だ た だ ち に 1 を 減じ て プロ グラ 
ム を 続行 し ます 。 


ノア . ③ プレ ー ク ポイ ン の 解除 
設定 し た プレ ー フ ポイ ンタ の 解除 は 、 次 の 2 通り の 方 法 で 行え ます 。 
④ ア セン プル の 再 実行 
プレ ー ク ポイ ンタ の 設定 時 と 同じ よう に 、 メ ニュ ユー 画面 より 
【) ( 民 ) (は … と 操作 し て 、 BP ピ レジ スタ を 表示 させ ます 。 次 ビー1 〔 と キー を 押す こと に よ 
り の 解除 で きま す 。 
キー で メニ ユー 画面 に 戻し ます 。 


220 


ノ . 4。 ト レー フス 実行 


同じ プロ プラ ム を トレ ー ス 実行 し て み ま し よう 。 
プレ ー ク ボイン タタ は 解除 し て こ だ さ い 。 な お 、 次 の 例 は アセ ン ブ ル 実 行 下 後 の 例 を 示し て いま す 。 








ネネ ホネ 〇 ASL キネ ネネ 


Assemble Monitor 


Go 





く ぐ SIMULATION >> 
START ADDRESS ニ キィ 1 の の の 



































Normal 征 rFace 
GR4 : 1AA5 | トレ ー ス モー ド て 実行 を 開始 レ 
PC : 1 の の 2 | ます 。 
FRR : の の の 1 |LEA の . ヴ の で GR の を リセ 
ぐし EEA> ツ ト し レ ま す 。 
GR4:1AA5 | LEA 1., の で GR 1 を リセ 
PC  : 1 の の 4 | ツ ト レ ます 。 
FR  : の の の 1 
ぐ くし LEA> 
GR4: 1AA5 |JMP AGN 1 に 無 条 件 に ジ 
PC : 1 の の ヴ の A | ヤン プレ ます 。PC の 値 を 見 れ 
FR : の の の 1 | ば 1 の の A 番 地 で ある こと が わ 
ぐ JMP> か り の ます 。 
GR4: 1AA5 |CPA 1. N で GR 1 の 内 容 
PC  : 1 の の C | と N 番 地 の 内 容 を 比較 し ます 。 
FR  : の の の ク 2 
ぐ CPA> 
加 | 1 の の C : GR の : の の の の GR4:1AA5 |JMI AGN で FR が 2 の こと 
GR 1 : の の の の PC : 1 の の 6 | き は AGN ア ドレ ス へ ジャ ンプ 
GR2 : の の の の FR : の の の 2 | し ます 。 
| GR3 : の の の の ぐ JM1| > | 
本 1 の の G@ : GR の : の の の C GR4:1AA5 | ADD の . DAT. 1 て で 指標 
GR 1 : の の の の PC : 1 の の 8 | レジ スタ (GR 1 ) を 利用 し て デ 
GR2 : の の の の FR  : の の の の | 一 を GR の に 加算 し ます 。 
CC GR3 : の の の の ご ADD> 
〔 コ 1 の の 8 : GR の : の の の C GR4 : 1AA5 | GR1 に 1 を 加算 し ます 。 
GR 1 : の の の 1 PC : 1 の の A 
GR2 : の の の の FR : の の の の 
| GR3 : の の の の ご し EA> 
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撮 作 | 


本 


表 示 

1 の の A : GR の : の の の C GR4: 1AA5 
GR 1 : ヴ の の 1 PC  : 1 の の C 
GR2 : ヴ の の の FR : の の の ク 2 
GR3 : ヴ の の の の ぐ CPA> 


1 の の A : GR の : の A48.GR24 : 1 AA5 
GR 1 : の の の 5 PC .: 1 の の C 
GR2 : の の の の FR  .: の の の 1 
GR3 : の の の の ご ぐ CPA> 








L 


Z22 





1 の の C : GR の : の A48.GR4 : 1 AA5 
GR1 : の の の 5 PC  : 1@ の EE 
GR2 : の の の の FR . : の の の 1 
GR3 : の の の の ご JM 1 > 

1 の の E : GR の : の A48 GR4 : 1 AA5 
GR 1 : の の の 5 PC : 1 の 1 の 
GR2 : の の の の FR : の の の 1 


GR3 : の の の の <ST> 
〔j 1 の 4 の : GR の : の A48.GR4 : 1 AA5 EX | 征 命 令 に より 実行 を 停止 


GR 1 : の の の 5 PC 
GR2 : の の の の FR 


: の の の 2 
: の の の 1 


GR3 : の ヴ の の の の ご ぐり JMP> 
還 | ネネ ホネ CASL * ネ * ネ メニ ュー 画面 に も どり ます 。 


Assemblie Monitor Go 






以降 、 同 様 な 動作 ザ デ ー 数 分 
ぐり 返さ れ ま す 。 









CPA 1. N で FR が 1 と な 
つ だ だ め 、 ジ ャ ンプ せ ず に 次 の 
硬 令 を 実行 し ます 。 





S 芽 の . し で GR の の 値 | 
を 番地 T 丁 し へ 格納 レ し ます 。 


し レ ま す 。(E X | 丁 処 理 ル ー チ ン 
へ ジャンプ) 








トミ ブ ーー 


Z. ら 5 空欄 穴埋め 問題 の 実行 例 


前 の 例題 で プロ プラ ムラ イン NoG 〇 が ガ 空 欄 穴 埋め 問題 と な つて い だ 場 合 、 下 の 例 の よう に GO ライン 
に * を 入力 し ます 。 


1gEXAM START 19EXAN STRT 

2BGN LEA GRgxg 2gBGN LE GRgxg 

3 LE 5R1x 39 LE DR1xg 

49 JMP aiN1 49 JMP  _.A5N1 

5gRGN RIHT 。 iRgxhATsGR 5999) RU 。 5RgxHATxGR 
1 

5 LEA 5Rtx1sG5R1 6 

ィ ロ EN1 FEP 折 iRE1N Ya5N1 CEP 台 hR1』N 

8 JMI _ BGN 89 JMI RGN 

9 ST Rgs TTL 9g ST RsTTL 

1 EXIT 1 EXIT 

119N IC 5 119N DC 5 

12gTTL 13S 1 12gTTL DS 1 

139gDAT THC OPC 13gaT HL 1 

149 nc ロイ F3 149 DC ロイ F 

15g nc 231 15g Hr 231 

16 DC せ ロ 9 16 nr 9 

17g DC ロロ gF 179 DC ggF 

189 ENI 189 EN 


ご の プロ グラ ム を アセ ンプ ブル する と ライ ン NoG 〇 に 対応 する オプ ジ エ フ トコ ー ド が 
~ 韻 ヴ の の の # の の の の "に な り の ます 。 


HH :i HEJEET i LINE NH. 
: 19 
1 HI 129 昌 昌 相 四 2 
1921121 MI 3 
141 64 1BHE 
16I21 1914』 5 
1 HI 6 
19HI す 1 19125 7 
19gEI519M 196i 8 
199Ei119 1913: 99 
11 ロ Ii64 4I 1 


112 1 5 119 
113: 5s 129 
114: 昌 に 5 13g 
115: 7F ミ : 14 
1g16231 s 15g 
1 1 了 』 9 5 15g 
118i HBHF s 17g 

5 18g 


この プロ グラ ム を 実行 する と 、# 1 の の 8 番地 で プロ グラ ム の 実行 を 停止 し ます の で 、 レ ジス タ の 値 
を 確認 する こと が で きま す 。 ま だ 、 モ ニタ 機能 を 使っ つて 、 オ プ ジ エ クト の 確認 や 修正 を する こと が で 
きま す 。 
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操 作 表 示 説 明 
キネ ネネ AGL ネネ ネ 
Assemble Monitor Go FN 
友 くく SIMULATION >> 
START ADDRESS= ォ 1 の の の 
L Normal Trace 
[Mj 1 の の 8 : GR の : の ら の 9C GR4:1AAC * 命令 が ある と プロ プ 
* * GR1 : の の の の PO : 1 の の 8 . | ラム の 実行 を 停止 し ま 
*STP* GR2 : の の の の FR : の の の の す 。 
| に * GR3 : の の の の <*> 
〔 選 1 の の 8 : GR の : の の 18 GR4:1AAC 注 1) 
に * GR1 : の の の の PC : 1 の の 8 | 注 2 っ ) 
* ら TP* GR2 : の の の の FR : の の の の 
に * GR3 : の の の の ご <*> 
ネ ま ※ ポ ホネ ー CASGL  * ネ ネネ 
Assemble Monitor Go 
( 頭 ) (@] くく OBJECT >> アド レス # 1 の の 8 の 
# 1 の の 8 ADDRESS ニ = ニ ォ 1 の の 8_ オプ ジェ クト プロ グ ブラ 
〔 1 の の 8 の の の の * ム へ を 呼び 出し ます 。 
1 の の 9 : の の の の 
1 の の A : 4 の 1 の CPA 4 若 の 年 ど 
0 の BN の 3 
[LEA GR1. | 1 の の 8 の の の の LEA GR1. 1。 GR1_ | 空欄 の 答え を 入力 し ま 
1 . GR1 1 の の 9 : の の の の す 。 
1 の の A : 4 の 1 の COCPA 1 れ の 4 の 
の 和 め 人 3 1 誠 な 」 
〔 記 1 の の 8 1211 LEA 1 . # の の の 1 , 1 | アセ ンプ ブル し 、 オプ ブ ジ 
1 の の 9 : の の の 1 エク ト ガ 生成 され ます 。 
1 の の A : 4 の 1 の CPA 1. #1 の 1 ク 2 
| 1 の の B : 1 の 12 
IIGI くく SIMULATION >> 
に ー START ADDRESS=" BGN! も う 一 度 初め か み ら プ ロ 
〔 くく SIMULATION >> プラ ム を 実行 し ます 。 
START ADDRESS= ォ 1 の の の 
Normal Trace 
| ( 画 S を ホネ CASL *** 終了 する と メニ ュー 画 
Assemble Monitor Go 面 に 戻り ます 。 
| 画 (@' TTL | 1@13 の A48 ** ネ ** ネ キネ 注 3) 
〔 1 の 1 4 : の の の C 
1 の 15: の フ F3 *** ネ * ォ * 
| | 1 の 16 : の 231 


注 1) シミ コレ ーション で * 病 令 


を 実行 し 、 プ ログ ラム が 停止 し て いる と き に 〔』) キー を 押す と 、 駿 


の 闘 令 か ら 実 行 を 開始 し ます 。 実行 後 、 * 命令 が ある と 再び 停止 し ます 。 
注 ) ご の 時 点 で GR ヴ に は # ヴ フ FF、OGR1 に は # ヴ の の 1 が 入 つ て いる べき で す が 、 値 が 異な 
つて いる こと が わか り の ます 。 
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注 き ) 合計 を 確認 する と 正しい 値 ぜ び 入 つて いま す 。 つ まり 、 空 欄 に 入れ だ 答え が ガ 正 し いこ と が わか り の 
ます 。 ご の 時 点 で は 、 オ プ ジ エ フト コー ド は 変更 され て いま すず が 、 ソ ー ス プロ グラ ム は 変更 さ 
れ て いま せん 。 


8. メモ リ 領 域 


ソー スプ ログ ラム 、 オプ ジ エ フ ト プ ロ グラ ム は それ ぞ れ 下図 の 領域 に 格納 され ます 。 





機械 語 エリ ア この 図 の 領域 は 本 機 の メモ リ 上 に 常に 存在 レ し てい る わけ で は 
(本 機 の CPU に よっ て 動作 する 機 后 ) | あり ませ ん 。 機 械 語 の 領 辻 以外 は 、 使 用 し た と き に 自動 的 に 
間 昌 ファ イル エリ ア | 確保 され ます 。 

(プロ グラ ム フ ァ イル ) 

WV 和夫 沈ま まり の | 


(ソー スプ ログ ラム) 








BAS1C 変 数 





8. 1 格納 で きる ステ ッ プ 数 の 計算 訪 法 

ソー スプ ログ ラム 入力 後 、 選 AS | つの RUN モ ー ド に し て FRE ( コ ] と 押す と 、 オプ ジェ フト コー 
ド の 格納 可能 な 領域 の 大 き さ ガ バイ ト の 単位 の 数 値 で 表示 され ます 。 

オブ ジェ エ クト コー ド は 1 ステ ッ プ 16 ビ ッ ト ( つ バイト ) で ある だ め 、 ご の 領域 に 格納 で きる ステ ッ プ 数 
は 次 式 で 計算 で きま す 。 


| NT (上 PE ニー ラベ ル し 部 ー 信 ) 


だ だ し 、 1 NT は カッ コ 内 の 計算 結果 の 整数 部 を 値 と し ます 。 ご の 計算 式 で 求め だ 値 に は スタ ッ エ 
リア も 含ま れ ね て いま す 。 ス タッ フエ リア ガ が 31 ス テッ プ 以 下 に な る と エラ ー に な り の ます 。 
〈 例 > | START し 


の 邊 世 GR1 , A 
ADD ③R1 。 BB 
c9 5 この プロ グラ ム の 場合 、 オ プ ジ エ フト サイ ズ は 
アス テッ プ と な り ま す 。 
A DC 1 の 
B DC の 
C DS 1 
END 
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9. 仮想 計算 機 COME 丁 と の 相 異 点 


本 機 は 通産 省 の 設定 し て いる 仮想 計算 機 COME と 、 その アセ ンプ ブラ 言 語 の 仕様 に 以下 の 相 異 点 が 
あり ます 。 











(1START 命 令 
プ ベ ル ガ 省 略 で きま す 。 ま だ 、 オ ベラ ンド が ガ が 省略 され だ 場合 、# 1 の の の 番地 ひら プロ グラ ム を 
実行 し ます 。 


@DC 命 令 
オペ ラン ドガ が 10 進 定数 で 一 32768 一 65535 の 範囲 に な いと き は 、 アセ ンプ ル す る と エラ ー に な り ま 
す 。 

③1N 命 令 (〈CALL の の の の ) 
1 N 命 令 を 実行 する と 、 画 面 に “や "が 表示 され 、 キー か ら の 入力 が 可能 に な り ま す 。 この と き 、 
キー の 入力 びあ る と 、 入 力 文字 長 に 一 1 て (キビ FF) を 設定 し ます 。 
ご の 機能 は 、 入力 装置 と し て カー ドリ ー ダ を 想定 し た と き に 利用 する と 便利 で す 。 


(④ 〇 UT 命 令 (CALL # の の の ク 2) 
〇 UT 命 令 を 実行 する と 、PR | NT シン ボル が 点灯 し て いる と き は 印字 し 、 点 灯 し て いな いと 
き は 画面 に 表示 し ます 。 
出力 文字 数 が 97 文 字 以 上 の と き は エラ ー に な り ま す 。 


⑤WR 1 TE 命令 (CALL の の の 6) 
WRITE 命令 を 実行 する こ ひ OOME 芽 の レジ スタ 内 の 内 容 を 表示 し 、 プロ グラ ム の 実行 を 停止 
し ます 。 ご この と き 〔』) キー を 押せ ば プロ グラ ム の 実行 を 続行 し ます 。 


@ 複 数 プロ プラ ハム の 連結 
本 機 に は 、 別々 に アセ ンプ ブル し て 作成 し た オプ ジェ エフ トブ プロ グラ ム を 連結 する "リン カ " の 機能 は 
あり ませ ん 。 ご この よう ね お 動作 を させ だ いと き は 、 個々 に START 命 令 と END 命 令 で 囲ん だ 複 
数 の プロ プラ ム を 一 度 に アセ ン ブ ル レ し て こ だ さ い 。 な お 、 アセ ンプ ブル する と き 、 他 の プロ グラ ム 
の ラベ ル と 同じ も の が ある と エラ ー に な り ま す 。 
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プロ グラ ム 言 語 は 用 途 に より 色々 な お 種類 が ありま す 。 こ の ボ ポケット コン ピュ ユー タ で は 、 高級 言語 で あ 
る BAS 1C こ と 機械 語 が 使用 で きま す 。 

BAS |1C は 英語 に 近い 形 で 使い や すい 言語 で す が 、 処 理 ス ピー ド の 点 で は 機械 語 に 劣り ます 。 一 方 、 
機械 語 は 人 間 に と つて 非常 に わ ひ けり に ぐい 言語 で す ガ 、 色 々 な こと が で き 、 コ ン ピ ユ ー タ の 機能 を 最 
大 限 に 活用 する こと が で きま す 。 

本 機 は この 機械 語 を 使用 する だ ため に 、 機 械 語 モ ニタ と アセ ンプ ブラ 機能 が 内 蔵 さ ね て いま す 。 

機械 語 モ ニタ 機能 て で は 、 メ モリ 内 の 機械 語 の 表示 、 メ モリ 内 の 書き 換え 、 機 械 語 の 実行 な ど が 簡単 な 
命令 だ け で 行え ます 。 

アセ ンプ ブラ 機能 は よ 、 二 モニ ッ ク (アセ ンプ ラ 言 語 ) で 書か れ だ ソー スプ ログ ラム を 機械 語 に 変換 する 
機能 で す 。 

これ ら の 機能 に より 、 従 来 の ポケ ッ ト コ ン ビ ユー タ に 比べ 機械 語 が 容易 に 扱え る よう に な り ま し だ た 。 
な お 、 ご の ボ ポケット コ ン ビ ピ ユー タ は ご CPU (シー ビー コー : 中 央 演算 処理 装置 ) に 、 優れ な 8 ピッ ト 
CPU と し て 広 ぐ 利用 まれ て いる 乙 80.〈CMOS-。 Z80A 相 当 ) を 使用 し て いま す 。 
TREE TU の 生生 に 下さ 
れ て いま す の で 、 それ ら の 書籍 を 参照 し て くだ さい 。 


この 章 で は 、 ま ざ 機 械 語 モ ニタ 機能 の 各 命 令 〈( コ マン ド ) の 働き に つい て 説明 レ 、 その後 ソー スプ ロ 
プラ ム の 作成 、 ア セン ブル の し か だ な ど ご を 説明 し ます 。 
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機械 語 を 使う 場合 の ご 注意 
1. 機 械 語 を 実行 し た こき 、 も レプ ログ ブラ ム や 操作 に 誤り の が ある と 、 次 の よう な こと が ガ 起 こり ます 。 
プロ グラ ム を 実行 し 続け て 、 す べ て の キー が 作 ひ か な こ な る 。 
ご の 場合 は 、 リ セッ トス イッ ツチ を 押し ます 。 
で だ ら め な 表示 や 動作 を 続け る 。 
ご の 場合 、 障 刀 キ ー で 止ま る と き と 、 リ セッ トス イッ チ で な いと 止ま ら な いと き が あり ます 。 
③ プ ログ ラム や デー タ の 一 部 、 ま だ は すべ て が 壊れ だ り 、 消 え だ り する 。 
ご れ は 機械 語 プ ロ プ ラム だ け で な ご 、 他 の プロ グラム 、 フ ァイル 、 デー タ に 及ぶ こと が あり ます 。 
ご れ ら が ガ 起 こつ だ と き は 、 計 算 機 の 内 部 の 状態 が どの よう に な つて いる わか り ま せん の で 、 リ セ 
ツ ト ス イツ チ を 押し 、 す べ て の 内 容 を 消去 し て くだ さい 。 


機械 語 プ ロブ ラム を 扱う と き は 、 上 記 の よう な こと が 起こ る こと が あり ます の で 、 消 えて は 困る 


プロ グラ ム や デー タ は 、 必 ず カ セッ ツ ト テ ー プ に 記録 し た り 、 プ リン タ で 印字 し た り 、 紙 に 書き 写 
し レ し だり し て お いて ご だ さい 。 








2. 確 保 し だ 機械 語 エ | リア だ け を 使用 し て ください 。 
後 概 語 モニ ツ の り ど ER コ マン ド で 確保 し だ 機械 語 エ リア 以外 を 使用 し ます と 、BAS | 〇 や TE 
XX の プロ グラ ム な ど 、 ほ か の 記憶 内 容 を 圭 し た り 、 正 し い 動 作 を し な いこ ご と が あり ます 。 


< 参考 > 
機械 語 関係 で は お ず か し い 用 語 が あり ます の で 、 主 な 用 語 を まとめ て お きま す 。 
機械 語 コン ピ ユ ー タ が 直接 、 解 読 ・ 実 行 す る こと の で きる 言語 で す 。 人 
(実際 の コン ピ ユ ー タ 内 で は 2 進数 で 扱わ れ ま す )。 
ー モ ニッ 機械 語 コ ー ド を 人 間 が 記憶 し や すい よう に 符号 化し を だ も の で す 。 
だ と えば 加算 命令 〈Gqddition) の コー ド を ADD の よう に 定め ます 。 
ー モ ニッ を 言語 的 に 体系 付け た も の を アセ ンプ ブラ (アセ ンプ ブリ ) 言 語 と 呼び ます 。 
ンー ペペ フ リフ ジム バ 
ー モ ニッ ツン (アセ ンプ ラ 言 語 ) で 書か おれ ね だ プロ グラ ム 。 機械 語 プ ロ プ ラム に 変換 す 


る 元 に な る プロ グラ ム で す 。 
オプ ジェ フト プロ プラム 


変換 し て 得 ら れ を プロ プラム で 、 そ の まま 計算 機 で 実行 可能 な 形 に され だ も の 。 一 
般 的 に は 、 ソ ー ス プロ プラ ム を アセ ンプ ル し て 得 ら れ だ 機械 語 プ ログ ラム の こと で 
す 。 単 に オプ ジェ フト と 呼ぶ こと も あり ます 。〈 オ プ ジ エ クト は 、 機 械 語 の コー ド 1 
つ 1 つ を 指 ず 場合 と 機械 語 プ ログ ブラム 全体 を 指す 場合 が ありま すめ 

アセ ンプ ル ソー スプ ログ ラム を 機械 語 プ ログ ラム に 変換 〈 徳 訳 ) する こと で す 。 
人 間 が 人 手 に より アセ ンプ ブル を 行う こと を ハン ドア セン ブル と 呼び ます 。 

アセ ンプ ブラ アセ ンプ ブル を コン ビュ ユー タ に 行わ せる だ め の 翻 訳 プ ログ ラム の こと で す 。 

疑似 命令 それ 自体 は 機械 語 に 変換 され ませ ん が 、 オ プ ジ エ フト を 格納 する 場所 て 〈 ド レス ) を 
指定 し だ り 、 デ ー タ を 生成 させ だ りす る 、 ア セン ブラ 制御 用 の 命令 で す 。 

生成 作り 出す こと 。 ニモ ニッ フク か ら オ プ ジ ェ エク フト を 作り 出す こと を 言い ます 。 
メモ リ に 付け られ て いる 番号 を アド レス (番地 ) と 呼び ます 。 
機械 語 で は 、 メ モリ を 使用 する と き ア ドレ ス を 指定 し て 使用 し ます 。 
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機械 語 モ ニタ 機能 | 


ーー 


1. 機械 語 モ ニタ を 使う 上 で の きま り 


機械 語 モ ニタ は 機械 語 モ ニタ モー ド で 
使い ます 。 BAS | C モ ー ド (RUN 
まだ は PRO 〇 モード) で MON 〔g) と 
押せ ば 、 機 械 語 モ ニタ モー ド に 切り 替 
わり の 、 右 の よう に 表示 され ます 。 
(パス ワー ドガ が 設定 され ね て いる と き は 、 機 械 語 モ ニタ モー に に する こと は で きま せ ん 。) 
* 記号 は 機械 語 モ ニタ モー に の プロ ンプ ト 記 号 で す 。 
コマ ンド 〈 病 令 ) は 必ず この プロ ンプ ト 記 号 の 後に 書き 、 ア ドレ ス ( 番 地 ) や デー タ の 指定 が 和 め 要 な 場合 
は 、 コ マン ド に 続け て 指定 し ます 。 そ し て 〔』〕] キー を 押し 、 実 行 さ せま す 。 

< 例 > 








MACHINE LANGUAGE MON | ToR | 
玉 





コマ ンド く あ 令 ) 
アー タ の 表 切り 
*D の 1 の の , の 1FF [〔 
と ーーーー イ ーー ーー ポータ CR29 
プロ ンプ ブ ト 記号 


$* アド レス お よび デー の 指定 は 16 進 数 で 行い ます 。 
ゅ アド レス お よび デー タ の 区 切り は コン マ C<, ) で 指定 し ます 。 


ぁゃ アド レス お よび デー タ の 指定 に ヴー の 16 進 数 字 と コン マ 以 外 を 入れ る と エラ ー〈⑮SYNTAX 
ERROR) に な の ます 。 


e 機械 語 モ エニ タモ ー ド に は 、 [| 、 [りり キー の 操作 お よび 電源 を 切る こと で 解除 され ます 。 
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| 2. 機械 語 モニ タ の 各 病 令 の 説明 | 


*U り SER-:…… 味 ア ば エリ フン 








機 能 機械 語 工 リ ア の 確保 お よび 確保 し だ エリ ア の 表示 を 行い ます 。 
書式 例 (1) USER の 1FF [ 過 
②@ USER 〔 如 
③ USER の の FF 〔j) 
説 明 書式 例 (1) を 実行 する こ メ モリ の の 1 の の 日 番地 (開始 番地 ) か ら の 1 FFH 番 地 終 了 番 地 ) 
まで を 機械 語 工 リア と し て 確保 し レ ま す 。 開 始 番 地 は 自動 的 に の 1 の の 昌和 番地 に な の ます 。 


*U り SER の 1FF 


確保 し だ 範囲 一 | FREE : ヴ 1 の の ー の 1FF 
E ゴ 





e 書式 例 を 実行 する と 、 現 在 確保 され て いる 機械 語 エ リア の 番地 を 表示 し ます 。 





*USER 


FREE : の 1 の ヴー の 1FF 
玉 


機械 語 エ リリ ア が 確保 きむ て いな いと き は “FREE : NOT RESERVED" と 表示 さ 
れ ま す 。 

@ 書式 例 (3 を 実行 する と 、 機 械 語 エ エリ リア を 消去 し ます 。 そ し て 、 次 の 表示 を し ます 。 
り SER の の FF 〔 記 
"FREE : NOT RESERVED" 

e 確保 で き な い 範囲 (機械 語 工 ! リ ア こ と し て 使用 で き な い 範囲 ) を 指定 する と エラ ー MEMO 
RY ERROR) に な り ま す 。 





二 eaoaesiases セッ ツ ト メ モリ 





機 能 メモ リ の 内 容 を 書き 換え ます 。 
書式 例 () S の 1 の の 
ぢ ⑤ S〔( 
説 明 書式 例 (1) を 実行 する と 、 の 1 の の H 番 地 C 開 始 番地 ) の 現在 の メモ リ 内 容 が 表示 され 、 変 更 
する デー タ の 入力 待ち に な り ま す 。 





* ら の 1 の の 
の 1 の の : 1 ヴー 
現在 の メモ リ 内 容 


ゃ デーツ を 変更 する と き は 、 1 バイ ト デ ー タ (2 桁 の 16 進 の 数 字 ) を 入力 し 、〔 コ 〕 キー を 押 レ 


e0 ます 。 デ ー タ が ガ 変 更 さ れ 、 次 の アド レス <〈( 番 地 ) の デー 入力 待ち に な のり ます 。 


デー ツタ を 変更 し な い 場 合 は 、 デ ー タ を 入力 せ ず に {[』) キー を 押し ます 。 その まま 次 の アド 
レス の デー 入力 待ち に な り ま す 。 

e デー タツ は ど 桁 以上 入力 で きま せん 。 入力 途中 の 値 を 取り 消す と き は 〔 コ ] キー まだ は 岬 キ 
ー を 押し ます 。 

@ キー で 、 次 の アド レス を 呼び 出す こと が ガザ で きま す 。 ま た だ [1] キー で 前 の アド レス を 呼 
び 出 すこ と が で きま す 。 

e 書式 例 ② を 実行 する と 、 以 前 の ら コ マン ド で 表示 し て い だ 次 の アド レス の メモ リ 内 容 が 呼 
び 出 され ます 。 

@ キー を 押せ ば コマ ンド 〈 令 ) 待 ちの 状態 に 戻り ます 。 


< 例 > 次 の オブ プ ジ エ フト プロ グラ ム を の 1 の の 日 番地 か ら 書 き 込 み ま す 。 
| 〈 オ プ ジ ェ フト プロ グラ ム 〉 ) 
3E の 1 
18 の 4 


3 う A の F の 1 


: < パー スプ ログ ラム > 
LD  A, の 1H : ーA レ ジス タ に の 1H を 入れ る 


JR ST : 一 ラ ベル ST の 番地 へ ジャ ンプ 
LD A. (の 1 の FH) : 一 A レ ジス タ に の 1 の FH 番 地 の 内 容 を 入れ る 
INC A : ーA レ ジス タ の 内 容 に 1 を 加算 する 
ST :。 LD . (の 1 の FH)。 A 一 A レ ジス タ の 内 容 を の 1 の F 日 番地 へ 入れ る 
で 宮中 ち RET リタ ー ン 
く 操 作 > く 表 示 > 
の 1 の の H 番 地 み ら の 1 
USER の どの 1FF [ 如 * り SR の 1F ビ F FFH 番 地 ま で を 機械 語 
FREE : ヴ の 1 の ワー の 1FF エリ ワリ ア と じ て 確 保 〈 奈 裕 
の 1 の の [〔 世 * ご の 1 の の の ある 大 き さ で す ) 
3 〔j の 1 の の : 1 の -ー3 三 
の 1 〔 如 ヴ の 1 の 1 : 1 イグ ー の 1 
18[ 刀 の 4 の 2 : の の ー18 
ぢ 4 [名 の 1 の 3 : の ヴー の 4 
3A 〔 の 1 の 4 : ヴ 1 一 づ A 
の F 〔 世 どの 1 の ら 5 : 1 ヴー の F 


の 1 の 1 の @ : 5 ヴー の 1 
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3C( 
32 〔 刀 
の ど F ( 世 
の 1 
C8 () 
耶 


の 1 の ヴ ノ 
の 1 の 8 


の 1 の C 
ネ 


ダン プ メ モリ 


・ オ コー3C 
・ ら D っ 2 
の 1 の 8: 
の 1 の A: 
の 16B : 


4 フー の F 
38ー の 1 
3 の -C9g 


31ー 


ューー ン 


1 
ご こ に は 以前 の 内 容 が 表示 され る だ め 、 こ の と お り の 数 値 ご に な る と は 限り ませ ん 。 





機 能 メモ リ の 内 容 を 表示 させ ます 。 


書式 例 (1) D の 1 の の [ 世 


② D[( 選 


③ D の 1 の の . の 1FF[ 婦 
説 明 書式 例 (1) を 実行 する と 、 の 1 の の H 番 地 〈 開 始 番 地 ) ひ か ら 16 バ イト 分 の メモ リ の 内 容 (の 1 
の の ヴ Hー の 1 の FH 番 地 の 内 容 ) ガ 表示 され ます 。 (プリ ント モー ド で は 、 印 字 を し ます 。) 


16 バ イト 単位 の 先頭 アジ ドレ スー 








く 表 示例 > 
の 1 の 6 の : 3 
チェ エッ クサ ムー (1D) 3A 
3 
3 1 


4 
ワ F 
ワ F 
の の 


18 
の 1 
の 1 
の の 


ん の 
う C 
CS 
の の 


222 
の 。 
(本 





名 デー マタ を アス キー コー に と し だ 場合 の 該当 
文字 を 表示 し ます 。 だ だ じ 、 の の ロニ 1F ロ 


の デー タダ は ピリ オド (<. ) で 表示 され ます 。 


$ アド レス (番地 ) の 区 分 は 規定 C( ベ < メメ ヴ H ロ メメ メ ビ 昌 番地 に 規定 ) さ れ て いて 、 そ の 区 分 
内 で あれ ね ば どの アド レス を 指定 し て も 同じ に な り ま す 。 だ と えば の 1 の 4 日 番地 を 指定 レ 
だ 場合 、 の 1 の 4H 番 地 を 含む 16 バ イト 、 つ まり の 1 の の ロー の 1 の FH 番 地 を 指定 し だ 


ご と に な り ま す 。 


@ は キー を 押せ ば 、 次 の 16 バ イト 分 の メモ リ 内 容 が 表示 され ます 。 キー を 押せ ば 、 前 
の 16 バ イト 分 の メモ リ 内 容 が 表示 され ます 。 


e 書式 例 の を 実行 する と 、 以 前 に り コ マン ド で 表示 し て い だ 続 き を 表示 し ます 。 


e 書式 例 3) を 実行 する と 、 プ リン トモ ー ド 時 は の 1 の の 日 (開始 番地 ) 一 の 1 上 FH (終了 番 
地 ) の メモ リ 内 容 を 印字 し ます 。 印字 が 終了 すれ ば 、 コ マン ド 待 ちの 状態 に 戻り ます 。 
プリ ント モー ド で な いと き は 、 の 1 の の H 番 地 く 開始 番地 ) か ら 16 バ イト 分 の メモ リ の 内 容 


を 表示 し ます 。 (この 場合 、 終 番地 の 指定 は 意味 が な こ な り ます 。) 


@ プリ ント モー ド の 指定 解除 は 、 次 項 の ピコ マン ド まだ は 十 計 罰 キー で 行い ま す 。 
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@ キー を 押せ ば コマ ンド < 命令 ) 待 ちの 状態 に 戻り ます 。 

チエ ッ ク サ ム … 検 査 合計 デー 項目 の 集まり の 合計 で あつ っ つて 、 そ の デー タ ガ 記 録 さ 
れる と き 計 算 さ れ 、 検 査 の 目的 で その 集まり に つけ られ る も の 。 本 機 
で は 、D コ マン ド の 実行 に よ つ て 表示 され だ 16 バ イト 分 の メモ リ の 内 
容 を 合計 し 、 そ の 合計 値 の 下位 1 バイ ト を チエ ッ フ サム と し て 表示 レ 
ます 。 
プロ グラ ム を マニ ュ ア ル 操 作 で 入力 し だ とき な ど 、 こ の チェ エッ フサ ム 
が 元 の プロ ブラム と 一 致す る こと を 確認 する こと に より 、 表 示さ れ だ 
16 バ イト の 中 に 入力 誤 の が な いか どう か を 確認 で きま す 。 だ だ し 、 入 
力 誤 りら が ヵ所 以上 あつ だ 場合 は 、 偶 伏 チ エッ フサ ム が ガー 致し て し ま 
うこ と が あり ます 。 











iri プリ ント スイ ッ チ ] 





機 能 プリ ント モー ド の 設定 解除 を 行い ます 。 
書式 例 品 [ 避 
説 明 @P() と 押す だ びに 、 プ リン トモ ー ド の 設定 と 解除 が 交互 に 行わ れ ま す 。〈( プ リン トモ ー ド 
で は 画面 右 下 に “PR 1NT" シ ン ボ ル が 点 条 し ます 。) 
十 計 間 キー の 操作 と 同じ で す 。 
e プリ ンタ が 接続 きれ ね てい ない とき や 、 プ リン の 電源 が 入 つ て いな いと き は 、P ロ コマ ンド 
は 働き ませ ん 。 








機 能 指定 し だ アド レス (番地 ) か ら 機 械 語 プ ロ プ ラム を 実行 し ます 。 
書式 例 G ヴ 1 の の 〔 婦 
説 明 eBAS1C の GO 〇 SU いり B 命 令 と 同様 で 、 指 定 し た アド レス か ガ ら 機械 語 プ ロブ ラム を 実行 し 、 
機械 語 の ! リ ター ン 命 令 が あれ ば コマ ンド 待ち の 状態 に 戻り ます 。 
@ 必ず プロ プラ ム の 最後 に RE TC リ ターン) 命令 を 入れ て くだ さい 。 
RE T 命令 が な いと 暴走 し ます 。 
暴走 … で だ ら め な 実行 、 ま だ は 一 定 の 実行 を 続け て 止ま ら な こ な る ご と 。 内 部 の 状態 
に よ つ て 、 ど の よう な 動き を する ガ 分 ひら ず 、 多 この 場合 、 機 械 語 プ ロ プ ラム 
や BAS 1C プ ログ ラム 、 デ ー タ な ど ご 記憶 内 容 を 破壊 し ます 。 
* プロ グラ ム の 実行 を 中 止 す る 場合 は 、 リ セツ トス イッ ツチ を 押し ます 。 
注 ) 機械 語 プ ロ プ ラム は 1 カ所 で も まち が い が あ る と 暴走 を する こと が あり ます 。 ご この だ た だめ 、 
BAS 1 ご C な ど 、 他 の プロ ブラム が 計算 機 に 入 つ て いる と き は 、 あ ら か じ め カ セッ ツ ト テ 
ー プ に 記録 し て お いて こ だ さ い 。 
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《 例 >S コ マン ド の 例 で 入力 し を プロ グラム を 実行 する 場合 


G の 1 の の 〔 世 *G の 1 の の 
3 


すぐ に コマ ンド 待ち の 状態 に 戻り ます 。 
の 1 の FH 番 地 に ヴ の 1 日 が 入 つ て いま す の で 、D コ マン ド で 確認 レ しま す 。 


D ヴ 1 の の 〔[ 3 18 の 4 


め の 1 3C 


の 1 C9 で 
31 の の の の の 1 各 





1 H ガ 入 つて いま す 
次 に の 1 の 4H か ら 実 行 し ます 。 


層 過 G の 1 の 4 *G の 1 の 4 
玉 


の 1 の FH 番 地 に 1 ガ が 加え られ て いま す 。D コ マン ド で 確認 レ ま す 。 


D ど 1 の の 〔) 6 18 の 4 Ok 
3. ビ ) 3 づ A の F の 1 3C SS かる 箕 

32 の F の 1 C9 2 。 

う 31 の の の の の 2 )*・. 








1 
1 が ガ 加 えら ね て いま ざす 


ぐり 返し の 1 の 4H 番 地 か ら 実 行 す れ ば 、 そ の 都度 の 1 の FH 番 地 に 1 が 加え られ ます 。 





*R 生生 ( の 9 リー ド S1O 





機 能 SG1 〇 (シリ アル 入出 力 装置 ) に 送ら むれ て こる デー を 読み 込み ます 。 パ ソコ ン 等 と の 機械 語 


書式 例 
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明 


の 通信 等 に 使用 し ます 。 

(1) R〔 

ぢ )。 R の 1 の の [ 避 

ご 1 〇 か ら イ ン テ ル ・ へ キサ 形式 で デー タ を 読み 込み ます 。 

@ 書式 例 (1) は 読み 込ん だ デー を 受信 情報 の 中 で 示さ れる 番地 へ 入れ て いき ます 。 

e 書式 例 (の は 読み 込ん だ デー を の 1 の の H 番 地 ( ロ ー ド アド レス ) か ら 順 番 に 入れ て いき きま 
す 。 

@ 読み 込み が 終了 する と 、 デ ー タ が 入 つ だ エリ ア ( 領 域 ) を 表示 し ます 。 

@ 読み 込み を 中 止 す る とき は 、 コ マン ド 待 ちの 状態 に な る まで 、 キー を 押し 続け て くだ 
さい 。 





Ko CC) 





機 能 1O( シ リア ル 入 出力 装置 ) に デー タ を 出力 し ます 。 バ パソ コン 等 と の 機械 語 の 通信 等 に 使用 
し ます 。 
書式 例 W の 1 の の , の 1FF[ 避 
説 明 書式 例 を 実行 する この 1 の の H 番 地 ( 開 始 番地 ) か ら の 1FFH 番 地 て 終了 番地 ) ま で の メモ 
け 内 容 を S 1「 〇 か み ら イ ン テ ル ・ へ キサ 形式 で 出力 し ます 。 
e 出力 を 中 止 す る こき は 、 コ マン ド 待 ちの 状態 に な る まで 、 往還 キー を 押し 続け て ださい 。 
注 ) 周辺 機器 接続 端子 11 ビン )@ に プリ ンタ を 動作 状態 で 接続 し 、 こ の W コ マン に ド を 実行 し 
ます と 本 機 お よび プリ ンタ ガ 誤 動作 を する こと が あり ます 。 ご の 場合 、 プ リン マ の 電源 
を 切り 、 本 機 の 佑 キー を 押し 続け て くだ さい 。 


*BP……… プレ ー フ ポイ ント 


機 能 指定 し だ アド レス (番地 ) に プレ ー ク ポイ ント を 設定 し ます 。 
書式 例 (1) BP の 11 古 〔 過 
ら ぢ BP〔 記 
③ BP の 〔 
説 明 書式 例 (1) を 実行 する と 、 の 1 1 三 H 番 地 に プレ ー フ ポイ ント が 設定 され ます 。 
プレ ー ク ポイ ント は ヵ所 まで 設定 で きま す 。 グ ヵ所 設定 する と き は 、. 書式 例 (1) と 同様 の 
方 法 で 、1 ヵ所 ずつ アド レス を 設定 し ます 。 
だ だ し 、 同 じ ア ドレ ス を 回 設定 する こと は で きま せん 。 
* プレ ー ク ポイ ント を 3 ヵ所 以上 設定 し よう と する と 、 先 に 設定 し だ た ブレー クボ ポイ ント か ら 
解除 きれ ます 。 し だ が つて 、 同 時 に 3 ヵ所 設定 され る こと は あり ませ ん 。 
* プレ ー フ ポイ ント は 命令 < オペ コー ド ) の 番地 に 設定 し て ここだ さい 。 オペ ラン に の 番地 に 設 
定 す る と 、 実 行 が 停止 し な い だ け で な こく 、 プ ログ ラム が 正 し ご 実行 され ませ ん 。 
e 書式 例 必 で は 、 設 定 さ れ て いる プレ ー フ ポイ ント の アド レス を 表示 し ます 。 設定 さ れ て い 
な い 場 合 は 、 次 の 行 に プロ ンプ ト て * ) だ け を 表示 し ます 。 
e 書式 例 (33 で は 、 設 定 さ れ て いる プレ ー フ ポイ ント を 解除 レ ま す 。 
* 1 つの プレ ー フ ポイ ント は 、 1 回 実行 する と 無効 に な り の ます 。 し だ が つて 、 ご の 返 レ ルー 
プ の 中 に プレ ー フ ポイ ント が あつ て も 、 最 初 の 1 回 だ けが 有効 に な り ま す 。 
だ だ し 、 再 び 〇 コマ ンド を 実行 すれ ば 、 有効 に な り ま す 。 
e 機械 語 モニ 以外 の モー ドガ ら 、 機 械 語 モ ニタ モー ド に し だ と き で も 、 以 前 に 設定 し た ブ 
レー ポイ ント は 記憶 され て お り 、G コ マン ド を 実行 する と 有効 に な り ま す 。 
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《 例 > だ た と えば 、 次 の 機械 語 プ ロ プ ラム が の 1 の ヴ Hー の 1 の 8H 番 地 に 格納 され て いる も の と し て 、 
ブレー クボ ポイ ント を の 1 の 2H 番 地 と の 1 の 65H 番 地 に 設定 し て 実行 し て み ま し よう 。( プ レー ク 
ポイ ント は 、 命 令 〈( オ ベ ペコ ー ド : 247 ペ ー ジ 参照 ) が ある 番地 に 設定 し ます 
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<〈 ア ドレ ス >〉 < 機 械 語 コ ー ド > 


の 1 の の づ E 
の 1 の 1 の 
の 1 の の 6 
の 1 の 3 の 3 
の 1 の 4 どの 
の 1 の ら 5 う ぢ 
の 1 の 6 の ワ F 
の 1 の ワ ノ の 1 
の 1 の 8 Cg 


機械 語 モ ニタ モー ビ に に し て 、 の 1 
の 2H 番 地 に プレ ー ク ポイ ント を 
設定 し ます 。 
mm MON 〔 刀 
BP の 1 の 2[ 選 
の 1 の 5H 番 地 に プレ ー フ ポイン 
ト を 設定 し ます 。 
BP の 1 の 5[ 避 


プレ ー ク ポイ ント が ガ ヵ 所 に 設定 
され まし だ 。 


次 に コマ ンド で の 1 の の HH 番 地 
か ら 実 行 し ます 。 
G の 1 の の [〔 


プレ ー ク ポイ ント を 設定 し た アド 
レス て 実行 を 停止 し 、 レ ジス タ の 
内 容 を 表示 し ます 。 


実行 を 再開 させ ます 。 
(9 


ヵ所 目 の プ レー ク ポ イン ト 設 定 
アド レス で 停止 し ます 。 


穫 旨 む ッ 多 > 
し D At ど … 人 レジ スタ に の を 入れ る 
し D 玉 < い (人 き … ビ レジ スタ に 3 を 入れ る 
ADD A, BB … ム と BB の 内 容 を 加え て 、A に 入れ る 
し D (の 1 の FH), A …A の 内 容 を の 1 の FH 番 地 に 入れ 
る 。 
RET リージ シ 





MACHINE LANGUAGE_ MONITOR 
* ロ ピロ の 1 の 2 
BREAK POINT= テ の 1 の ジジ 


* 


BREAK POINT= ニ の 1 の 2 
* フ ロビ の 1 の 5 
BREAK POINT= ニ の 1 の の 2. の 1 の 5 


玉 














PC ニー ニ の 1 の AF= ニ の 2 2 の 
らら P ロ ニノ FFG BC ニ の の の の 
1 メニ アフ C の 6 DE ニテ FF _FD 
| マテ ニノ C の 3 HL し = ニ の 1 の の 


PC( プ ログ ラム カウ ン ) の 値 が 、 停 止 し た アド レス を 示 レ 
ます 。 
A レ ジス タ に (の 2 日) が 入 つ て いま す 。 








PC= ニ の 1 の 5 ら AF= ニ の 5 の の 
ご P ロ = ニ フ FFG6 BC ニー の 3 の の 
1 メニ ノ C の 6 DE ニテ FF FD 
1 ヤニ テ ノ C の 3 HL し = の 1 の の 
どの 1 の 5H 番 地 で 停止 。 


A レ ジス タ に どど 十 3 の 結果 ら ( の 5H) ガ 入 つ て いま す 。 
B レ ジス タ に は 3( の 3 日 ) ガ 入 つ て いま す 。 





ご この よう に 、 機 械 語 プ ロ プ ラム を 変更 する こと な ぐ 、 ブ プレ ー ク ポイ ント の 設定 が で きま す 。 


注 の ) プレ ー ク ポイ ンド を 設定 する と 、 設定 アド レス の 内 容 を 一 時 上 フ H に 置き 換え て プロ グ 
ラム を 実行 し ます 。 
プレ ー ク ポイ ント を 設定 し て プロ グラ ム 実 行 中 に 、 リセ ッ ト ス イッ ツチ CRESET) を 押す 
と 、 そ の と きず 実行 し て いな い プ レー フ ポ イント 設 定 ア ドレ ス が ある 場合 、 そ の アド レス 
の メモ リ 内 容 が F ノ フ H に 置き 換え られ だ まま に な り ま す 。 
も し 、 ご の よう ね お 状態 で リセ ッ ト ス イツ チ を 押し だ 場合 は 、 プ レー フ ポ イン ト を 設定 し 
だ アド レス の 内 容 を 確認 し て 、F フ HH に な つて いる と き は 元 の 値 に 書き 直す 邊 要 が あり 
ます の で 注意 し て ぐだ さい 。 


注 @②) プレ ー ク ポイ ント が 不要 に な つ だ と き は 、 機 械 語 モ ニタ で の 〔』) と 押し て 解除 レ 
て こく だ さい 。 
設定 され だ ブレ ー フ ポイ ント は 、 解 除 レ し な いと 、 モ ー ド を 切り 替え だ り 、 機 械 語 プ ログ 
ラム を 書き 換え て も 保持 され て いま す 。 そ し て 、G コ マン ド で 機械 語 プ ログ ラム を 実行 
する だ びに 、 設定 アド レス で 停止 し ます 。 





づ . 機械 語 モ ニタ モード で の エラ ー 表 示 


機械 語 モ ニタ モー に ド で は 以下 の エラ ー 表 示 が 行わ れ ま す 。 
エラ ー が 発生 し だ と き は 史 3 キー で 解除 レ し てこ だ さい 。 




















エラ ー メ ッ セ ー ジ 内 ー 
SYNTAX ERROR 文法 的 に 実行 で き な い 
MEMORY ERROR 機械 語 エ リア こと し て 使用 で きる 範囲 を 外れ て 、 機 械 語 工 
リア を 確保 し よう と し だ 
1 プ O DEVICE ERROR S1O に 対す る リー ドイ ン エ ラー、 チ ェ ッ フク サム エラ ー 
な ど 





OTHER ERROR その 他 の エラ ー 
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| アセ ン ブ ラ 機能 
1. ソース プロ グラ ム と 機械 語 プ ログ ラム 


機械 語 は 、 コ ン ピ ビ ユ ー タ が 直 接 、 解 読 ・ 実行 で きる 唯一 の 言語 で す 。 

機械 語 で プロ プラ ム を 作れ ば 、BASIC な ど に 比べ 処理 スピ ー ド が 速く な り の 、 コン ビュ ー タ 7 の 機能 を 
最大 限 に 活用 で きま す 。 

し レガ し 、 ご の 機械 語 は すべ て 数 字 で 表れ 、 人 間 に と つて は 大 変 覚え に ここ <、 扱い に こい 言語 で す 。 
ご の だ め 、 機 械 語 の プロ ブラム を 作成 する と き は 、 先 に 、 各 命 令 を 覚え や すい 符号 に 置き 換え て (符号 
化し て ) プ ログ ラム を 作成 し 、 そ の 後 、 待 号 を 機械 語 コ ー ド に 変換 し て 機械 語 プ ロブ ラム を 完成 させ る 
万 法 が び 用 いら れ ま す 。 











符号 化し だ 命令 (一 モニ ッ フ と 呼び ます ) で 書か れ だ プロ プラム を ソー スプ ログ ラム と 呼び ます 。 
これ に 対し て 、 変 換 し て 得 ら れ だ 機械 語 プ ログ ラム を オプ ジ エ フ ト プ ロ グラ ム と 呼び ます 。 


《 例 > < 二 モ ニッ フ で 書 れ だ く 機械 語 プ ログ ラム > く プ ログ ラム の 意味 > 

プロ グラ ム > (オブ ジェ エク フト 

(ソー スプ ログ ラム ) プロ グラ ム ) 

に) AA, を ヒビ の 2 A レ ジス タダ に 22 を 入れ な さい 

に 記紀, @ の 6 の 3 B レ ジス に 3 を 入れ な さい 

ADD A, 8 の A と の 内 容 を 加え て 、A レ ジス に 入れ 
な さい 

LD (の ヴ 1 の FH), A 2 の の F。 の 1 の 1 の FH 番 地 の メ モリ に ヘレ ジス タ の 内 
容 を 入れ な さい 

RET C8 戻り な さい (サブ ルー チン ・ リ ター ン ) 


この 例 の よう に 、 ニ モニ ッ ク で 書か ね だ プロ ブラム は 、 機 械 語 プ ログ ラム に 比べ れ ば 、 わ か りや すい 
の で 、 プ ログ ラム が 作り や すこ な り の ます 。 


ざ て 、 二 ニモ ニック で 書 お れ だ プロ プラ ム を コン ビ ユ ー タ て 実行 きせ る ただ め に は 、 機 械 語 プ ロブ ラム に 
変換 し な けれ ば な り ま せん 。 ご の 変換 作業 を アジ セン ブル と 呼び ます 。 

人 間 が 操作 で アセ ンプ ブル す る こと を ハン ドア セン ブル と 呼び ます 。 上 例 の よう な 短い プロ グラ ハム な 
ら 、 ハ ンド アセ ンプ ブル し て も すぐ に 終わ り ま す が 、 長 い プ ログ プラ ム を ハン ドア セン ブル する の は 大 変 
な 作業 で すし 、 ま ち が ガ え る こと も あり ます 。 そ こ て で 登場 する の が 、 ア セン ブラ で す 。 

アセ ンプ ラ は 、 ニ ニモ ニック で 書 ガ れ だ プロ グラ ム を 機械 語 プ ログ プラム に 番 訳 変換) する プロ プラム で 
す 。 ご れ を 使え ば 、 大 変速 いし 、 ア セン ブル する と き の ま ちがい が な ご な り の ます 。 

本 機 は 、Z80 機 械 語 用 の アセ ンプ ラ を 持つ て いま す 。 以 降 に 、 こ の アセ ンプ ブラ の 使い か た を 説明 レ ま 
す 。 
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2. アセ ンプ ブラ の 機能 





アセ ンプ ブル の 手順 






テキ スト エディ タ で ソー ス 
プロ グラ ム を 入力 ・ 編 集 


計っ で きる らち る こ と ャ キュッ と と ョ と も sas peaSesoeposaiae osagasgsase so 


アセ ンプ ラ に より アセ ンプ ブル 
実行 (オプ ジェ フト 生成 ) 







- に 記録 し と お く | 





機械 語 モ ニタ に より オプ ジェ 
フト プロ ブラム 実行 











アセ ンプ ジラ 機能 一 覧 
1 アセ ンプ ブラ モー ド ーー 


アセ ン ブ ル 実 行 
















ネネ ホネ ネネ ASSEMBL ビ ER ネネ ネネ ネ 
USGT FTGa デ の 1 の の ヴ H ロ ー メ メメ 日 
WOTK arT@Gaー ニ メメ メメ xDbyt eS 

ぐ ASm DisSplay に ド り 第 ジ 








人 = 
” [SMFT] 十 [eSU 
[SHiFT] 十 (mm 
[SiFT] 十 
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ObDJ@GCt : メメ メメ H ロ ー メ メメ HH 
SIlz@e ・ メ メメ メ H( メメ メメ XX) byt eS 
1abel : ※※ 
GFFOF メメ 



















ObD」@GcCt : ※ メ メメ ロー メメ メメ 日 
Slz@6 ・ メ メメ メ H( X メ メメ XX) byteS 
1abel ミ メ ※ 
GTPOT の 















COTmnp'F@ や で '@* ま 





ネ * ネ ネネ ホネ ASSEMBLE し 1ST * ネ ネネ キネ 







し. る 。3 XX e* オ プ ジ ェ フト プ 






へ へ へ へ ヘム へ ログ ラム 実行 
※ メ メメ メメ メメ メメ は) キー で 画面 を 送 結果 確認 、 オ プ 
つて いき ます 。 ジェ ンク ト 確 認 な 
へ ヘ へ へ ム へ へ へ へ へ へ 


ご を 行う 


ズー XXX XX 


*※ ま キキ ら SYMBOL_ TABLE * ネ * ネ キキ ラベ ル と 、 そ れ に 与え られ る 値 


へ へ ヘム ヘム ヘム へ ヘム へ : メダ ーー へ 人 へ ヘム ヘム ム へ ム : ラベ ル が 使用 され て いな い 
へ へ へ へ へ ヘム へ : メメ へ へ へ ヘ へ ヘ へ ヘム へ : メメ と き は 表示 され な い 。 
ObDJ@GcCt : ベベ メメ ロー メメ メメ 日 

SIlz@ ・ メ メメ メ H( メメ メメ メ ) byt eS 

1ab@el 8 ※※ 

GFFrOor  : メメ 





ObDJ」@GCt : ベベ メメ ロー※ メ メメ 日 
SIlz@e ・X メ メメ H( ※ メ メメ x) byt eS 
1abel : ※ メ ※ 
errOr XX 











: アセ ン ブ ル 中 、 印字 中 に 、 そ の 実行 を 
| 止め る こき は 医 』 キー を 押し ます 。 
: (止ま る まで 押し て こく だ さい 。) 

: ーーーbreakー 一 一 表示 後 、 條 9 キ : 
一 を 押 は ば 、 メ ニコ ー 画 面 に 戻り ます 。 





| 3. アセ ン ブ ル レ て み ま し ょ う 


アセ ンプ ラ や ソー スプ ログ ラム を 説明 する 前 に 、 と りあ え ざ プロ グ ブラム 例 を 入れ て 、 アセ ンプ ブル し て 
み ま し よう 。 そ し て 、 で きだ オプ ジェ ク フ トブ プ ログ ラム (機械 語 プ ログ ラム ) を 実行 し て み ま し よう 。 


だ だ し 、 そ の 前 に 知 つ て お いて いた だき だ いこ と が あり ます 。 

機械 語 プ ロ プ ラム を 実行 し た と き 、 も レプ ログ ラム や 操作 に 誤り の が ある と 、 すべ て の プロ グラム や デ 
ー タ が 消え る こと が あり ます (228 ペ ー ジ )。 し だ が つて 消え て は 困る プロ プラ ム や デー タマ は 、 必ず カセ 
ツ ト テ ー プ ブ に 記録 し た り 、 プ リン タ で 印字 し た の 、 紙 に 書き 写し だ り し て お いて こ だ さ い 。 


〈 プ ログ ラム 例 〉 


ウオ 4 ヴ ヴ Hー ヴ 4 フ FH 番 地 の メ モリ に つろ の HH らら 9FH ま で の 数 値 を 入れ る プロ グラ ム CH は 16 進 
数 を 示す 記号 (文字 ) で す )。 


く 〈 く ソー スプ ログ ラム > < 備 考 > 
1 ど ORG の 1 の の H (オプ ジェ エク フト を の 1 の の H 番 地 以降 に 入れ な さい ) 
の START : LD A, ぢ の H A レ ジス タ に 2 の の H を 入れ る 
うど LD HL , ヴ 4 の の ヴ H HL し レジ スタ に の 4 の の HH を 入れ る 
4 の LBL : に D て HL) , A HL の 内 容 で 示す 番地 の メモ リ に A の 内 容 を 入れ る 
ら 6 の LNC.。A A の 内 容 に 1 を 加え て A に 入れ る 
6 の INC HL HL の 内 容 に 1 を 加え て HL し に 入れ る 
ノ の ご CP の A の H A の 内 容 と A の 日 を 比較 CA の 内 容 ひ ら A の 日 を 減算 ) 
ら どの り ロ NZ, LBL 前 の 計算 で 結果 が ヴ で な い (A の 内 容 び へ A の HH でない) 
と き 、 ラ ベル L BL の ある 番地 へ ヘ へ ジャ ンプ 

9 の RET リタ ー ン (サブ プル ー チ ン リ マー ン ) 
1 の の END (ソー スプ ログ ラム 終わ り の ) 

く < オフ ラジ エク ドッ > 

3 2 の 

2 の 1 の の の 4 

メ ププ 

3C 

23 

FE A の 

ご どら の 5 の 1 ーー ラベ ル は 番地 に 変換 され ます 。 〈 の 1 の 5H 番 地 ) 

C9 


ソー スプ ログ ラム の 10 行 と 100 行 の 命令 は 、 疑 似 命 令 と 呼ば れ 、 ア セン ブラ を 制御 する 命令 で す の で 、 
それ 自身 は 機械 語 ( オ プ ジ エ フト ) に 変換 され ませ ん 。 〈255 ペ ー ジ 参照) 
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【 ソ ー ス プロ グラ ム の 入力 】 
それ で は 、 ソ ー ス プロ グラ ム を 入れ て み ま し よう 。 ツー スプ ログ ラム は TEX プロ プラム と し て 秘 
カレ ます 。 (79 ペー ジ 参 照 ) 

了 砲 キー を 押し て テキ スト モー ド の 機 
能 選択 画面 (メイ ン メ ニュ ユー 画面 ) に レ 
ます 。 


ネ * ネ ネネ 。 | ヒビ X1 ビ EDITOR ※* ネ ※※ 


d1 も Del Print Crnt 
Sio File BaSsicC 





〔 号 ) キー を 押し て 、 エ ディ ッ ト 機 能 を TEXT _ EDITOR 
選び ます 。 補 








すでに TEXT プ ログ ラム が 入 つ て いる 
と き は 、 メ イン メニ ユー 画面 で 〔p〕 キ 
ー を 押し 、 そ し て 〔Y) キー を 押し て 消 
去 し て ぐだ さい 。 


ソー スプ ログ ラム を 入れ ます 。 


< 操 - 作 > < 表 示 > 
1 の 喘 〇 RG 咽 の 1 の の H () 1 の ORG の 1 の の H 
2 の START.: し D 陣 人 A, 2 の H(。 の @8START : LD A, 2 の H 
3 の 陣 LD 個 HL., の 4 の の H( 選 3 の LD HL . の 4 の の HH 
4 の LBL : 陣 』LD 陣 (HL). A〔(d ーー 4 の LBL:  LD C 日 し ) . 人 A 
5 の 了 』 INC 陣 | A〔 5 の INC A 
6 の 陣 ) INC 陣 | HL 〔 6 の INO H し 
フ の 陣 | CP 回 の AH 〔 記 フ の CP の A の H 
8 の 陣 ) JP 陣 ) NZ, LBL 〔 世 8 の JP NZ, LBL 
9 の 固 RET 〔 9 の RET 
1 の の 陣 ) END〔 1 の の END 


全部 入れ だ ら 、 入 れ ま ちがい が な い ご と を 確認 じ て で くだ さい 。 
入れ まち が い が な けれ ば アセ ンプ ル し ます が 、 そ の 前 に オプ ジエン ト を 格納 する だ め の 機 械 語 エ リア 
を 確保 じ て お きま すず 。 人 確保 し て お みな いと アセ ンプ ル で きま せん 。 
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【 機 械 語 エ リア の 確保 】 


機械 語 工 ! リ ア は 機械 語 モ ニタ の USER 命 令 で 確保 レ し ます 。⑫30 ペ ー ジ を 参照 ) 


機械 語 モ ニタ モー ド に し ます 。 
嗣 ) MON() 
と 押し て こ だ さ い 。 


USER 命 令 で 機械 語 エ リア を 確保 レ ま 

本 。 

こ ご こ で は 、 ヴ 4FFH ま で (の 1 の の H 

ー ヴ ス F ビ 日 ) を 確保 し て お きま す 。 
USER の 4FF 〔 

と 押し て こ < ださい 。 


確保 し た 機械 語 工 リア (ユー ザ エ リア ) 
が 表示 され ます 。 


【 ア セン ブル の 実行 】 





MACHINE LANGUAGE MON 1TOR 
玉 








MACHINE _ LANGUAGE MON 1 TOR 
* り USER の 4 ス FF 
FREE : の 1 の ヴー の 4FF 





ソー スプ ログ ラム を 機械 語 プ ロ プ ラム に 変換 し ます 。 


(SMWFT) 十 【 豆 
と 押し て 、 ア セン プラ モー ド に し ます 。 


(画面 の ワー クエ リア の 値 は 変わ る こ 
と が あり ます 。250 ペ ー ジ を 参照 し て ご 
だ さい 。) 


【A] キー を 押し ます 。 
アセ ンプ ブル が 実行 され ます 。 


アセ ンプ ブル が 正常 に 終わ れ ば 右 の よう 
に 表示 され ます 。( 画 面 の 内 容 251 ベ ー ジ 
参照 ) 


も し 、 ア セン ブル 中 に エラ ー が 発生 し 
だ と き は 、 右 の よう に エラ ー の 内 容 と 、 
エラ ー が 発生 し な 行 が 表示 され ます 。 
(251 ペ ー ジ 参照 ) 

ご の と き は テキ スト エディ タマ へ 戻 つ て 
ソー スプ ログ ラム を 修正 し ます 。 
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ネネ ※ ネ ネネ ASSEMBL し ER ネネ ネネ キネ 




















USGT gaFGgaー の 1 の の Hー 一 の 4FFH 
WOrK greg= テ = 24645bytes 

く ASm Display PD (9 
ネネ ネネ ネ ASSEMBLER * ネ ネネ ネネ 

ーーー 8SS@GmD|I | ng 一 一 一 
| obJect : の 1 の の ロー の 1 の DH 

SIizG ・ の の の EH( 124) bytes 
1abel : グ 


GTTOT の 








compl ete Il 








ネネ ネネ ホネ ASSEMBLER * ネ ネネ ネネ 
*FORMAT ERROR  , 
の 1 の 5 **※ ォ ※* 4 の 
_ に し : 中 し) 。 人 入 





LD 





【 生 成 し た オブ ジェ フト の 確認 】 
生成 し た オブ プ ジ エ フト を 機械 語 モ ニヤ で 確認 レ し て み ま し よう 。 オブ ジェ クト は の 1 の ヴ H~ー の 4 の D 
昌 番 地 に 入 つ て いま す 。 


師 キー を 押し ます 。 MACHINE LANGUAGE MON 1 TOR 
(まだ は sl MON[【 選 ) 玉 
機械 語 モ ニタ モー に に な り の ます 。 








D 命 偽 ( ダ ンプ メモ リ ) で 呼び 出し ます 。 
D の 1 の の 〔) 」 
オプ ジェ フト が 表示 され ます 。 


(の 1 の DH 番 地 (C 〇 9) より も 後に は 、 
前 に 記憶 し て い だ 内 容 の 残り ガ 表 示さ 
れ ま す 。) 


【 オ プ ジ ェ クト (機械 語 ) プ ロブ ラム の 実行 】 
生成 し た オブ プ ジ エ フト プロ グラ ム を 実行 し て み ま し よう 。 機械 語 モ ニタ の O 〇 命令 (ゴー サブ ) て で 実行 し 








ます 。 

機械 語 モ ニタ の 命令 待ち 状態 に 戻し ま ポ 

す 。 

実行 し ます 。 * 〇 の 1 の の 
G の 1 の の 〔) 


実行 が 終わ る ど と 命令 待ち 状態 に 戻り ま 
すず 。 





結果 を 確認 レ し まし よう 。 
D の 4 の の 〔) 


は ) 
の 4 の の ヴ H ロ ー の 4 オフ FH 番 地 に つの ヴ H 
ー9FH ま で の 16 進 数 値 が の 入 つ て いま | 
す 。 
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4. ソー スプ ログ ラム の 作成 ・ 編 集 


本 機 の アセ ンプ ラ で は 、CASL の アセ ンプ ブル と 同様 、TEXT エリ ア に 入れ だ ソー スプ ログ ラム を オ 


プ ジ ェ クト コー ド に 変換 (アウ セン ブル) し ます 。 
変換 し だ オブ プ ジ エ フト コー ド は 、 指 定 し だ 番地 の メモ ! リ 以降 へ 順番 に 入れ て いき ます 。 


ここ で は 、 ソ ー ス プロ グラ ム を 作成 する だめ の 仕様 (入力 形式 な ど ) に つい て 説明 レ ま す 。 
(1) ソ ー ス プロ グラ ム の 構成 


ジー スプ ログ ラム の 1 行 は 通常 、1 ステ ー ト メン ド 〈1 つの 文 ) に な り ま す 。 
この 行 が 何 行か 集 ま つ て 、1 つの プロ グラ ム が 構成 され ます 。 


1 つの ソー スプ ログ ラム は 〇 ORG 命令 か ら 始 まつ て 、END 命 令 で 終わ の り ま す ( だ だ し 、 ご この 命令 


は 省略 可能 で す )。 


《 例 〉 1 の ORG の 1 の の H 
) 
1 の の END 


ORG 命 令 は 、 生 成 し た オプ ジ エ フ ト を 入れ る 番地 を 指定 し ます 。 つ まり の 、 生 成 し た オブ ジェ エ 


ト は 、O 〇 RG 命令 で 指定 し だ 番地 か ら 順 番 に 入れ られ ます 。 


e END 命 令 は 、 ソ ー ス プロ グラ ム の 終わ り を 指定 し ます 。 つ まり 、END 命 令 が ある と 、 そ ご こ 


で アセ ンプ ブル を 終了 し ます 。 


これ ら の 命令 は 、 ア セン プラ を 制御 する 命令 で す の で 、 オ プ ジ エ フト に は 変換 され ませ ん 。 (255 


ベ ページ の 疑似 命令 参照 ) 


念 行 ( ス テー トメ ント ) の 構成 
1 行 は 、 ラ イン No、 ラ ベル 、 命 令 、 オ ペラ ンド 、 注 怠 、 疑 似 命 隻 な ど に より 構成 され ます 。 


ご ぞ Z76Z7LABEL : ADD HL, 3 の : SAMPLE 


ライ ン No _ ラベ ル 命 令 部 | オペ ベラ ンド 部 注釈 
ラベ ル の 後に は . 命令 と オペ ラン ド 注釈 は セミ コロ ン ( : ) を つけ て 
コロ ン (: ) ガ 必 の 区 切り は スペ ベー 書き ます 。 
要 で す 。 ス て で 指定 し ます 。 


@ ] 行 の 長 さ は 、 注 釈 を 含め て 最大 254 文 字 ま で で す 。 


$ アル ファ ベツ に ト の 小文字 は 、 オ ベラ ンド て 文字 列 と し て 書い だ 場合 と 、 注 釈 に 書い だ 場合 以外 


は 大 文字 と 同じ も の と みな し ます 。 


①④ ラ イン No 
e ライ ン No は 1--65279 ま で の 数 値 が 使用 で きま す 。 
e 1 一 65279 の 範囲 外 の 値 を 指定 する と “し L 1 NE NO. ERROR" と 表示 され ます 。 
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②@ ラ ベル 
e@ ラ ベル は ライ ン Neo に 続け て 入力 し ます 。(《 ラ ベル と ライ ン No と の 間 に ス ペー ス を 入れ ね る と エラ ー 
に な り の ます 。) 
ぁゃ ラベ ル は 1 一 文字 まで 使用 で きま す 。 ブ 文字 以上 入れ る と エラ ー(260 ペ ー ジ 参照 ) じ な り ま す 。 
e ラベ ル に は 次 の 文字 が 使用 で きま す 。 
(英字 ) A 一 Z 一 Z は 大 文字 と 同じ も の と みな し ます 。 
(数 守 ) ヴー8 
(記号 ) [、]、@、 さ 上 
だ だ し 、 数 字 は ラベ ル の 先頭 に は 使え ませ ん (ライ ン No と 区 別 が で きなこ な り の ます )。 
@ 次 の レジ スタ お よび 条件 コー ド と 同じ 文字 (文字 列 ) を 単独 で 使う こと は で きま せん 。 
(シン グル レジ ス ) A、 BSQ、D、 石 、 ト HK」LiJyb、R 
(ベア レジ スタ ) AF、BG、 DE、 HE、1 多 、1Y、 SPP 
(条件 コー ド ) NZ、 乙 、NC、 C、 PO 〇 、 PE、P ロ 、 M 
* ラベ ル の 後ろ る に は コロ ン < : ) が 必要 で す 。 コロ ン が な いと エラ ー に な り の ます 。 
だ だ し 、 疑似 命令 の OU 命令 で 、 ラ ベル に 値 を 定義 する と き は 、 コ ロン を 付け ませ ん 。 (259 
ベ ペー ジ 参 照 ) 
ぁゃ ラベ ル を 書か な いと き は 、 ラ イン No と 、 次 の 命令 の 間 に 1 つ 以 上 の スペ ー ス < 空白 ) を 入れ て ご 
だ さい 。 了 有 ] を 用 いる こと も で きま す 。 


③ 疫 部 (オペ コー ド ) 
* 80 の 命令 を 二 モ ニッ フク コー ド で 書き 表し ます 。 ま だ 、255 ベ ページ 以降 に 記載 の 疑似 命令 も 用 い 
ます 。 な お 、 命 令 を オペ コー ド ( オ ベレ ーション コー ド ) と 呼び ます 。 
e 命令 部 こと 、 次 の オペ ラン ド と の 間 は 1 つ 以 上 の スペ ー ス 〈 空 白 ) で 区 切り ます 。 
を 用 いる こと も で きま す 。 


⑨④ オ ベラ ンド 部 
偽 ( オ ベ ペコ ー ド ) に 対し て 、 そ の 実行 対象 と な る レジ スタ 、 ア ドレ ス ( 番 地 )、 定 数 な ど を オペラ 
ンド と いい ます 。 
e オ ベラ ンド が らら つ 以上 ある と き は 、 コ ンマ <, ) で 区 切り ます 。 
@ 1 つの オペ ラン ド は 、32 文 字 ま で 書く < ご と が で きま す 。 
e 定数 は 次 の も の が 使用 で きま す 。 
【 数 値 定数 】 
進数 、10 進 数 、16 進 数 が 使用 で きま す 。 
進数 ……. ヴ と 1 の 数 字 で 表し 、 最後 に を つけ ます 。 
《 例 > 1 の 1 1 11 ウ の B、1 の の の の の 
10 進 数 …… ヴ ウー9 の 数 字 で 表し ます 。 
< 倒 > 4 88、, 8 
16 進 数 …… の ー9、A、BB、C、D、 巨 、F の 16 進 用 数 字 で 表し 、. 最後 に を 付け ます 。 


な お 、 数 値 が へ 、 巳 、 ご 、D、 ビ 、F で 始ま る 場合 は 、 先 頭 に の を 付け て 、、 他 の 
令 と 区 別 で きる よう に し ます 。 
< 例 > ヴ BCH、 ぢ 2 の H 
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【 文 守 定 数 (文字 列 )】 
文字 列 は "(シン グル クオ ー テ ーション ) で 囲ん で 表し ます 。 文字 の アス キー コー ド ビ が 定数 に 
な り ま す 。 


<《 例 > (指定) (文字 列 ) ( 定 数 ) 
「A" A 44 日 
' AB' AB 41H、42H 
な B'C 42H、 ど ZH、48H 
2 " 選 ノ H、44H 
-g つ : 思 * 45H、 フ H 
マー - ど ノ H 
1 (NULL) の の H 

【 ラ ベル 定数 】 


E 〇 OU 命令 に より 、 ラ ベル に 定数 を 定義 し て お け ば 、 そ の ラベ ル を 定数 と し て 使用 する こと 
が で きま す 。〈259 バ ー ジ 参照 ) 


e 数 式 (四則 計算 ) を 使用 する こと が で きま す 。 
次 の 符号 、 演 算 子 を 使用 する こと が で きま す 。 だ だ し 、 計算 の 優先 順位 の 判別 は 行い ませ ん 。 
(符号 ) 士 、 一 
(演算 子 ) *、 プ 、 十 、 一 
計算 は 16 ビ ピッ ト で 行わ ね 、 オ ー バ ー フ ロー( 桁 あふ れ ) が お こつ て も 、 オ ー バ ー フ ロー 分 は ほ 無 
視 し ます (エラ ー に は し ませ ん )。 
計算 結果 の ほ ビ ツ ト に まだ は 16 ビ ッ ト を 使用 し て オブ プ ジ エ フト を 発生 し ます 。 
@ 数 式 を 書 こ こと が ガ で きる と ころ で は 、 バ イト 、 ワ ー ド の チエ ッ は 行い ませ ん 。 
< 人 例 > LD A,44142H 一 LD A, 42H と みな され ます 。 
DB 1 ぢ 34H っ DB 34H と みな され ます 。 


注釈 (コメ ント ) 


難 行 は セミ コロ ン < : ) を 付け て 注釈 を 書 だ ぐことができます 。 セ ミコ ロン 以降 は 、 行 の 終わ の ( 行 
未 ) ま て 注釈 と みな され 、 機 械 語 ( オ プ ジ エ フト ) に は 変換 ざれ ませ ん 。 


@) ソ ー ス プロ グラ ム の 消去 
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TEXT モ ー ド の 機能 選択 画面 (メイ ン メ ニ ユ ー 画 面 ) で 、〔 加 ] キー を 押せ ば デリ ワー ト 〈D@D) 機能 
が 選ば れ 、 次 の よう に テキ スト 内 容 を 消去 (削除 ) レ て 良い かけ きい て きま す 。( だ だ し 、 テキ スト 内 
容 び な い 場 合 、 画 面 は 変わ り ま せん 。) 

区 に 湊 上 DE ヒ EE GOK や で Y) 
ご の と き 、(〔Y) キー を 押せ ば 、 テ キス ト 内 容 び すべ て 消去 され 、 丁 三 X イ モー ド の 機能 選択 画面 
に 戻り ます 。 〔Yj 以外 の キー( そ の と き 有 有効 に 働く キー) を 押せ ば 消去 を せ ず に 機能 選択 画面 に 戻 
り ま す 。 


③ ソ ー ス プロ グラ ム の 入力 
TEXT モ ー ド の 機能 選択 画面 で | TEXT EDITOR 
( 慎 ) キー を 押せ ば エディ ッ ト 機 能 | < 
が 選ば れ ま す 。 


ご の と き 、 まだ は 〔1) キー を 押す と 、 ソ ー ス プロ プラ ム な どの テキ スト 内 容 が ある 場合 は 、 
画面 に 表示 され ます 。 何 も な いと き は 、 画 面 は 変わ り ま せん 。 

新た だ に ソー スプ ログ ラム を 入力 する と き な ど は 、 陣 刀 キー を 押し て 機能 選択 画面 に 戻し 、 の の 方 
法 で テキ スト 内 容 を 消去 し て くだ さい 。 


次 に ソー スプ ログ ラム の 入力 手順 を 説明 し ます 。 
④ ラ イン No を 入力 し ます 。 
ラベ ル が な いと き は 、 人 買 還 キー を 押し ます 。 カ ー ソ ル が 命令 部 に 移り ます 。 
キー の 代わ り の に キー で スベ ー ス を 入力 し て も みまい ませ ん 。 
スベ ー ス は 1 一 以上 入れ て < ださい 。 
ラベ ル を 入力 する と き は 、 ラ イン No に 続け て 入力 し 、 コロ ン C : ) を 入れ ます 。 この 後ろ は スペ 
ー ス を 入れ て も 、 入 れ な こ て も か まい ませ ん 。 
③ 命 令 を 入力 レ し ます 。 
命令 の 後に オペ ラン ド が ある 場合 は 、 まだ は (SPAegl キー で スペ ー ス を 1 つ 以 上 入れ ます 。 
② オ ベラ ンド を 入力 レ ま す 。 
オ ベ ラ ンド が ガク HO 以上 ある 場合 は 、 コ ンマ < , ) で 区 切 つ て 入力 し ます 。 
⑥ 注 釈 を 付け る 場合 は 、 セ ミコ ロン < : ) を 入力 レ し て 、 そ の 後に 入力 レ し ます 。 
⑥ 1 行 の 入力 を 完 耶 し だ ら 〔』) キー を 押し て 、 プ ログ ラム を メモ リ に 格納 レ し ます 。 [] キー を 押 
せ ば カー ソル が 消え ます 。 
次 の 行 を 入力 する と き は 、④① か ら こ り の 返し ます 。 
243 ペ ー ジ の 入力 例 を 参照 し て こく だ さい 。 
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5. アセ ン ブ ル の 





TEXT( テ キス ト ) モ ー ド で 入力 し を ソー スプ ログ ラム を アセ ンプ ブル (オプ ジェ クト に 変換 ) レ ます 。 
242 バ ー ジ の プロ グラ ム 例 が 入 つ て いる も の と し て 説明 を し ます 。 プ ログ ラム を 入れ て お いて こぐ こ だ さ い 。 


(1) メ ニュ ユー 画面 
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アセ ンプ ブル す る 場合 、 ま ず 、 ア セン プラ モー ド に に し ます 。 


[SHIFT) 十 [Nm ネネ ネネ ネ ASSEMB し ER ネネ ネネ キネ 

アセ ンプ ブラ の メニ ユー 画面 USGT ar ら Ga デー の 1 ヴ ヴ H ロ ー の 4FFH 

に な り の ます 。 workK area= 4645bytes 
ぐ ASm DISpIay EELRE 、 テ 
[ユー ザ エ リア (機械 語 工 リリ ア ) の 1 の の ロー ウス FFH 番 地 
| ワー フエ リア に 使用 で きる 大 き さ 4645 バ イト 


〔Aj キー で アセ ン ブ ル の 実行 
キー で アセ ンプ ブル リス ト の 表示 
(PP) キー で アセ ンプ ルリ スト の 印字 





ゅ メニ ユー 画面 で は 、 ぢ 行 目 に 機械 語 エ エ ! リ ア の 範囲 が 表示 され ます 。 


機械 語 エ エリ リア は 機械 語 モ ニタ の USE ビ ド 命 令 で 確保 レ ま す 。 

機械 語 エ リア が 確保 お まれ て いな いと き (NOT RESERVED と 表示 ) や 、 範囲 が 狭く て 、 
オプ ジェ フト が ガ 格 納 し きれ な いと き は 、 ア セン ブル 実行 中 に エラ ー( り SER AREA 
OVER) に な のり ます 。 ご の と き は mj MON 〔) と 押し て 機械 語 モ ニタ モー に に し 、 り SER 
命令 で 機械 語 エ エリ リア を 広く 確保 レ し て ぐだ さい 。 


5 行 目 に ワー クエ リア と し て 使用 で きる 大 き さ が ガバ イト 数 で 表示 され ます 。 


ご の 大 き さ は 、 メ モリ の 中 の 未 使用 部 分 (フリ ー エ リア ) の バイ ト 数 で す 。 つま り の BASIC の 
FR 命令 で 得 ら れる バイ ト 数 と 同じ で す 。 

ワー クエ リア は アセ ンプ ブル を 行う だ め の 作 業 領域 で 、 フ リー エリ ア の 中 に 自動 的 に 確保 だ れ ま 
す 。 

確保 で き な い と き は エラ ー(WORK AREA OVER と 表示 ) に な り ま す 。 

ご の と き は 、BASIC プロ グラ ム を 消去 する 、 配 列 変数 を 消去 する 、 機 械 語 エ リア を 小さ くす 
る な ど し て 、 フ リー エリ ア を 広げ て ぐだ さい 。 


メモ リマ ッ プ 


注 ) アセ ン ブ ラ モー に に し よう と し た と き 、 
フリ ー エ リア が 307 バイ ト 以 上 な い 場 | オプ ジェ エフ トブ プロ プラ ム || ユー ザー エリ ア 

I 
合 は 、 ワ ー ク エリ ア が 確保 で きず 、 エ ( 抽 生 陸 モ リウ 


ラー に な り の ます 。 プロ グラ ム フ ァ イル 
まだ 、 ブ ログラム に ラベ ル が 使用 され ソー スプ ログ ラム | TEXT エ リア 
て いる 場合 は 、 ア セン ブル 中 に ラベ ル BASIC プ ロブ ラム 


記 林 用 と し て め 要 な だ け ワ ー ク フク エリア | フー フエ リア 
を 確保 し て い きま す が 、 確 保 で きなこ 
な る と エラ ー に な り ま す 。 






ンジ リー エリ リア 


アセ ンプ ブル の 実行 











④ 正 常に フウ セ ン プ ル さ れ が だ 場合 
アセ ンプ ブラ の メニ ユー 画面 で 、[A] ネネ ネ ※ 玉 AGSGEMBL ビ ER * ネ ネネ ネネ 
キー を 押し ます 。 
アセ ンプ ブル が 実行 さわ ます 。 ーーー 8SS@emDpl | ng 一 一 一 
アセ ン ブ ル 実 行 中 は 
"一 一 一 8SSe6mDlng ーーー“ OoODJ@Ct : の 1 の の ロー の 1 の DH 
が 表示 され 、 正 常に アセ ンプ ブル が STz@e : の の の EH( 14) bytes 
終了 すれ ば “Complete と 表示 18aDb@l グ 
され ます 。 @FF OF_ 一: ど COmpl ete | 





オプ ジェ ンク ト 格納 番地 の 1 の ヴ ヴ Hー の 1 の DH 番 地 
っ 2 オプ ジェ フト の 大 き さ の EH(14) バ イト 
画面 に は 、 オ プ ジ エ フト を 格納 し ラベ ル の 数 っ ラベ ル 
だ 番地 、 そ の 大 き さ 、 ラ ベル 数 、 エラ ー 件 数 の 件 終わ り 1 
エラ ー 件 数 ガ 表 示さ れ ま す 。 


ご の 後 、 由 キー を 押せ ば 、 機 械 語 モ ニタ モー に に な り 、D 命 令 で オプ ジ エ ク フト を 確認 レ し た り 、 
G 命 令 で 実行 し た り で きま す 。 


アセ ンプ ル 中 に エラ ー が 発生 し だ 場合 
アセ ンプ ブル の 実行 で ソー スプ ログ ラム に エラ ー が 検出 さわ る と 、 エ ラー メッ セー ジ (260 ペ ー ジ 参 
忠 ) と エラ ー が 検出 され だ 行 を 表示 し ます 。 こ ご の と き ] キー を 押せ ば 次 へ 進み まず 。 
〈 例 > 242 バ ー ジ の プロ グラ ム 例 の 50 行 お よび 80 行 が 、 次 の よう に な つて いる と き 、 こ れ を アセ ン 
ブル し だ 場合 の 例 。 


ら の INB A 0 0 INC A が 正しい 。 


どの J ピ Ne 旨 し に …… ッ ロ NZ 。 に EL が ガ 正 し い 。 








メニ ユー 画面 で [A] キー を 押し ま 
すず 。 


※※ ポ ホネ ネネ ASSEMBLER ネネ ネネ キネ 
* 〇 PECODE ERROR 
の 1 の 6 ** ネ キキ * 









エラ ー が 検出 され る と 右 の よう に 


表示 され ます 。 
アド レス (番地 ) 
オプ ジェ エク ト に 
エラ ー 内 容 ( 命 令 に 誤り が あり ます ) 


( 注 ) エラ ー に より 、 オ プ ジ ェ フト が 正しく 生成 で き な い 
と き は * ネ ネネ ホネ 雪舟 示し ます 。 
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(』) キー を 押せ ば 次 へ 進み ます 。 ネネ ネネ ホネ AGSGEMBL ビ ER  ※* ネ * ネ ネネ 
*UNDEFINED _ SYMBOL 


の 1 の 9 * ネ ネネ キネ どの 
JP 
エラ ー 内 容 (定義 され て いな い ラ ベル を 使っ つて いる ) 











〔』) キー で 次 へ 進み ます 。 OoODbJ」@ect : の 1 の の ヴ Hー の 1 の CH 
Sl z@G ・ の の の DH( 13) bytes 
アセ ンプ ブル の 終了 画面 に な り ま す 。 1.abel, : ク 
こ ご この と き は 、“COmplete@ "は 表 @PPOP シン 
示さ れ ま せん 。 


この 後 、 了 候 9 キー を 押す と 、 ア セン プラ の メニ ュ ユー 画面 に 戻り ます 。 

ゅ ご の 例 で は 、50 行 の 命令 は な いも の と みな され 、80 行 の ラベ ル は の の の の H 番 地 の 指定 と みな 
され て 、 ア セン ブル され ます 。 

エラー が 検出 され だ 場合 、、 生 成 さ れ ね だ オブ プ ジ エ フト プ ログ ラム は 、 正しい プロ グラ ム に は な のり 
ませ ん 。 し だ が つて 、 ご これ を 実行 する と 暴走 し た り 、 記 憶 内 容 を 震 し た りす る 場合 が ありま す 。 
ソー スプ ログ ラム を 修正 し て 、 再 度 ア セン ブル レ し て か ら 、 エ ラー の な い プ ログ ラム を 実行 し て 
ぐだ さい 。 


③ ア セン ブル リス ト を 表示 させ る 方 法 
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ソー スプ ログ ラム を アセ ンプ ブル し だ 場合 に 、 各 行 で 生成 され ね る オプ ジ エ フ クト お よび 格納 され る ア 
ドレ ス な ご ど を 確認 する こと が で きま す 。 

アセ ンプ ラ の メニ ユー 画面 で 、〔p] キー を 押せ ば アセ ンプ ブ ルリ スト 表示 が 開始 され ます 。 

以降 (!) キー で 画面 を 送 つ て いき ます 。 

242 バ ー ジ の プロ グラ ム 例 が 入 つ て いる も の と し て 、 実行 し て み ま し よう 。 








メニ ユー 画面 で [5] キー を 押し ま * ネ ネネ ホネ ASSEMBLE し LI1S 十 *※*※※ ネ ネ 
す 。 の 1 の の 1 の 
ORG どの 1 の の H 
の 1 の の 3E2 の 2 の 

| アド レス : : オプ ジェ クト : ライ ン Ma 

0 ソー メラ 9 プ 芝 各 款 . 


オプ ジェ クト 欄 が 空白 の 場合 は 、 オ プ ジ ェ フト が あり ませ ん 。 
8 桁 を 超え る と き は 8 桁 ご と に 行 を 変え て 表示 し ます 。 





以降 は ) キー で 表示 を 送 つ て 確認 START :LD A. どの H 
し て いき ます 。 の 1 の 2 1 の の の 4 う 3 の 
に HL,. の 4 
めど の H 
の 1 の 5 フフ 4 の 
LgL : LD に 4k2 。 
A 
の 1 の 6 3C ら 6 の 
INC A 
の 1 の Z 23 6 の 
1NC HL 
の 1 の 8 FEA の ノ の 
CP の A の H 
の 1 の ヴ A C2 の 5 の 1 ら 8 の 
JP NZ, LB 
: 
1 の D CS 9 の 
EE 
の 1 の E 1 の の 
END 


* ネ ネネ SYMBOL TA し 三 **** 








シン ボル テー プル * - START : の 1 の の LBL :・ ぢ 1 の 5 
オプ ジェ クト 格納 番地 ゴ ODjJGCt : ヴ 1 の の ヴ H ロ ー の 1 の DH 
オプ ジェ クト の 大 き さ ー STz@e ・ の の の EH( 14) bytes 
ラベ ル 数 1aDel : 2 
エラ ー 件 数 者 GFTOF  : ど COmplet@e | 


※ シ ン ボ ル テ ー ブ ル は 、 ラ ベル に 与え られ る 値 を 16 進 数 で 示し ます 。 


@ リス ト 表 示 中 に 了 キー を 押せ ば 、 メ ニュ ユー 画面 に 戻り ます 。 
* リス ト 表 示 で は 、 生 成 し だ を オプ ジ エ フ ト を 機械 語 工 リア に 格納 レ ま せん 。 格納 させ る に は 、 ア 
セン ブル を 行っ て こく ださい 。 


④ ア セン ブル リス ト を 印字 させ る 方 法 

本 機 に 、 別 売 の プリ ンタ CE-126P を 接続 し て プリ ンタ の 電源 を 入れ 、 ア セン プラ の メニ ュ ユー 画面 

で 〔 昌 ] キー を 押す と 、 ア セン ブル リス ト が 印字 され ます 。 

@ CE-126P の 電源 が 入 つ て いな い 場 合 や 、 接 続き され て いな い 場 合 な ど に は 、〔 更 ] キー を 押し た だ と 
き "*PRINTER ERRORR" と 表示 され ます 。 ご の と き は 條 9 キー で エラ ー を 解除 レ 、 
プリ ンタ を 確認 レ し て くだ さい 。 

9 画面 右 下 の PRINT シ ン ボ ル は 、 点 灯 し て いて も 、 い な ぐ て も リス ト 印 字 が で きま す 。 

リス ト 印 字 が 終了 する と アセ ンプ ブル 終 画面 に な り ま す 。 中 キ ー を 押せ ば メニ コー 画面 に 戻り ます 。 
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印字 の 様式 は リス ト 表 示 の 様式 と 同じ で す 。 


〈 印 字 例 〉 
* 玉 束 RSSEMBLE LIST **** 
9199 19 
ORG 9199H 
9199 3E29 29 
STaRTiL1 R 29H 
9192 219994 39 
LD HL 94 
99H 
9195 7 イ 49 
LBLI L (HL)5 
| 
9196 3C 59 
INE 
9197 23 69 
INE HL 
9198 FEA9 79 
CP 99H 
9198 C29591 89 
JP NZ5LB 
L 
919 C9 99 
RET 
919E 199 
EN 


ネネ ※※ SYMBUL TBLE ** ネ ネネ 
STHRT :9199 LBL  :9195 
Object : 9199H-919DH 

size :9g99EHK 14)bpytes 
label * 2 
errOr * 9 complete ! 


* リリ スト 印字 を 途中 で 中 止 さ せる 場合 は 、 隊 キー を 印字 が 止ま る まで 押し て ご だ さい 。 
印字 を 中 止 す る と “ーーーbrea に 一 一 一 "と 表示 し ます 。 キー を 押せ ば 、 メ ニュ ユー 画面 に 戻 
り ま す 。 


テア セン ブル リス ト を ミニ 1 プ 〇 か ら 送 出す る 方法 = 
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アセ ンプ ラ の メニ ユー 画面 で (上) キー を 押す と 、 ミ ニ | プ つ の パラ レル ポー ト か ら ア セン ブル リ 

スト が 送出 され ます 。 

この 機能 は 、 外 付 イ ンタ ー フ エイ ス を 用 いて 、 セ ント ロニ クス 仕 様 の プリ ンタ で アセ ンプ ブ ルリ ス 

ト を 印字 する 場合 な ご に 使用 し ます 。 

印字 され る 様式 は 、 1 行 の 印字 桁 敷 の 違い な ど 、 プ リン の 仕様 に よ つ て 異な り ま す 。 

ミニ 1 プ O に 対し て 、 プ リン の 有無 の チエ ッ ン は 行い ませ ん 。 し た が つて 、-( 記 キー を 押 レ 
だ と き 、 プ リン タ が 接続 され ね て いな こ て も 、 ま だ 電源 が 入 つ て いな こ て も エラ ーC〈PRINTER 
ERROR) に は な り ま せん 。 


注 ) 外 付け イン ター フエ イス の 作成 に つい て は 、 先 生 の 指導 に 従っ て こ だ さ い 。 
(305 ペ ベー ジ を 参 虫 ) 


6. アセ ン ブ ラ の 医 似 命令 の 説明 


医 似 命令 は 、 ア セン プラ を 制御 する 命令 で 、 そ れ 自 体 は オブ プ ジ エ フト に 変換 され ませ ん 。 
本 機 の アセ ンプ ラ に は 、 次 の 疑似 命 琉 が あり ます 。 


e 格納 開始 番地 の 指定 
O 〇 ORG 命令 

@ デー ツタ の 定義 
DEFB ン DB グン DEFMDM 硫 
DEFS グ D ら 命令 
DEFW プ DW 命 令 

e ラ ベル の 値 の 定義 
E 〇 U 命 令 

ゅ アセンブル 終了 の 指定 
END 命 令 


次 に 、 ご これ ら の 疑似 命 玉 の 機能 を 説明 しま す 。 
な お 、 将 命令 の 書式 で 使用 し て いる 用 語 、 記 号 の 意味 を 示し ます 。 


式 数 値 、 数 式 、 ラ ベル 、' 文字 列 ' を 書く ぐことができます 。 

数 式 数 値 、 ラ ベル お よび 、 ご これら を 用 い だ 四 則 計 算式 を 書 て ぐことができます 。 

1 1 1 + 内 に 併記 され て いる 内 容 の いずれ か ガ 1 つ を 選ぶ こと を 示し ます 。 

ます [ ] で 囲ま れ だ 部 分 の 省略 が で きる ご と を 示し ます 。 

『 お ゃ [ ] で 囲ま れ だ 部 分 を 省略 まだ は 、 ぐ り の 返す こと が で きる こと を 示し ます 。 





ORG…… オ リジン 





機能 "オプ ジ エ フ ト の 格納 開始 番地 (アド レス ) お よび 、 実行 番地 を 指定 レ し ます 。 

書式 )′ 〇 RG [ 式 ,.,] 式 : 

説明  @ 式 。 に より 、 ア セン ブル に より 生成 され だ オプ ジ エ フ クト の 格納 開始 番地 を 指定 レ し ます 。 
つま り 、 式 。 で 指定 し だ 番地 以降 に 、 オ プ ジ エ フト が 順番 に 格納 ぎれ ます 。 

* 式 。 に より 、 最 終 的 に オプ ジェ エ クト プロ グラ ム を 格納 し 、 実 行 す る 場所 の 開始 番地 を 指定 し ま 
すず 。 (次 ペー ジ の (ご 注意 ) を 参照 ) 

e 式 , を 省略 し だ 場合 は 、 式 。 と 同じ 番地 を 指定 し た も の と みな され ます 。 

* ソー スプ ログ ラム に O 〇 ORG 命令 を 書か な か つ だ 場合 は 、 〇 RG 1 の の H の 設定 びあ る も 
の と みな し て 、 オ プ ジ ェ エク フト の 生成 、 格 納 が おこなわ れ ま す 。 

@ 式 ,。 は の HH ひら ビビ ビ ヒ HH の 範囲 内 で 指定 する こと が で きま す 。 だ だ し 、 オ ブ プ ジ エ フト プロ グ 
ラム が 、 ご の 範囲 ひら は み 出 さき な いよ うに 指定 し て くだ さい 。〈 こ ご の 範囲 で も 、 メ モリ の 制約 
に より エラ ー に な る 場合 が びあ り ま す 。) 
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e 式 。 は りら の 日 か ら 、 機 械 語 エ ニタ の USER 命 令 で 確保 し だ 機械 語 エ リア の 範囲 内 で 指定 する 
こと が で きま すず 。 だ だ し 、 オプ ジェ エ クト プロ グラ ム が ご の 範囲 を 超え な いよ うに 指定 し て こ 
だ さい 。 


(ご 注意 ) 

先 の 説明 の よう に 、 ア セン ブル し て 生成 し た オプ ジ エ ク フト は 式 。 で 指定 し だ 番地 か ら 格 納 さ れ ま 
すず 。 

その まま (ご の 場所 で ) オ プ ジ エ フト プロ グラ ム を 実行 する 場合 、 式 は 式 。 と 同じ 番地 に し ます 。 
(ご の と き 、 式 の 指定 は 省 申 で きま す 。) 


図 の よう に 、 生 成 し だ オ 式 z で 指定 の 





いつ だ ん カセ ッ ツ ト 等 に 記 式 で 指定 の | し カセ ッ ト 
録 し 、 そ れ を 別 の 場所 に アド レス "| オプ ジェ クト 2 

読み 込ん で 実行 する 場合 ー 

は 、 読 み 込む 場所 の 番地 

を 式 , で 指定 し ます 。 


式 , と 式 。 で 別々 の アド レス を 指定 し だ 場合 は 、 ア セン ブル 実行 後 、 め ぬ ず 上 図 の よう に オプ ジ ェ ク フ 
ト プ ロ グラ ム を 式 , で 指定 し だ 番地 で 始ま る メモ リ に 移し 変え て 、 実 行 し て くださ い 。 
その まま 実行 する と 、 プ ログ プラム に よっ つて は 暴走 する 妨 れ が あり ます 。 


@ 式 , と 式 。 に 別々 の 番地 が 指定 され ね る と 、 ア セン プラ は 、 式 , で 指定 され だ 番地 ひら オブ ジェ エフ 
ト を 格納 する も の と みな し て アセ ンプ ブル し レ ま すず す (実際は 、 式 。 で 指定 し だ 番地 以降 に 格納 しま 
す 。) 
つま り 、 ソ ー ス プロ プラ ム の ラベ ル 等 に 与え られ る 番地 は 、 式 , で 指定 され だ 番地 を 基準 に レ 
だ 値 に な り ま す 。 

ご の だ め 、 生 成 さ れ ね だ オブ プ ジ エ フト が ガ が 格納 され だ 番地 と 、 プ ログ ブラム に 与え られ だ 番地 が 異 
な り の ます 。 

し だ が つて 、 こ の オプ ジ エ フ ト プ ロ グラ ム を 式 で 指定 し だ 番地 に 移し 変え な いて 実行 する と 、 
暴走 する 可能 性 が あります 。 


ORG の 4 の の H 
の 4 の の H 番 地 み ら オ プ ジ エ フト を 格 綱 し ます 。 
ORG。 の 〇 の の H。 の 1 の の H 
の 〇 の の 番地 を 開始 番地 と し て アセ ン ブ ル し 、。 生 成 し だ オブ ジ エ フ ト を の 1. の の 日 番 地 
以降 に 格納 し ます 。 
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DEFB ラ DB ログ DEFMDM…:-・ デ ファ イン バイ トノ デフ ァ イ ン メッセージ 


[ 華 能 | オペ ラン ド に 記述 し だ 数 値 の 下位 1 バイ ト 、 ま だ は 文字 列 を オブ プ ジ エ フト に 生成 し ます 。 
DEFB 
DB 
[ラベ ル : ] DEFM 式 [, 式 ]… 
DM 
脱 明 w オ ベラ ンド に 記述 され だ 数 値 の 下位 1 バイ ト ガ オプ ジェ エク ト に 生成 され ます 。 
< 例 > DEFB 1 どら 34H う 4H が ガザ オプ ジェ エク フト に な り ま す 。 
DB 1 34 D2H が ガザ オプ ジェ エク ト に な り の ます 。 
e 文 守 列 は 、 "(シン ブル フ オ ー テ ーション) で 囲ん で 記述 し ます 。32 文 字 ま で 記述 で きま す 。 
文字 列 は 、 そ の 1 文字 1 文字 の アス キー コー ドガ オプ ジェフ クト と し て 生成 され ます 。 
《 例 > DEFM DATA 44H、41H、54H、4 1H が オプ ジェ エク フト に 
な り ま す 。 
e ぁ オペラ ンド が 複数 ある 場合 は 、, (コン マ ) で 区 切 つて 記述 し ます 。 
< 例 > DB 3 の * ス イオ +5. ' X の 2" 85H、 ら 8H、32H ガ オプ ジェ フト に な り の ます 。 
L 例 | く < く ソ ー ス プロ グラ ム > 〈 く オプ ジェ フト プロ グラ ム > 
1 の ORG の 1 の の H 
どの LD HL, DATA 1 の C の 4 
の し D DE, 3 づ の の H 1 4 の の め 3 
4 の LD BC, ら の 1 。- の 5 の の 
ら の LDIR ED B め の 
6 の 試 記 上 Cg 
ノア の DATA: DB ・ ABCDEFGH* 44 42 43 44 
45 46 4Z 48 
どの END 


70 行 の 文字 列 は 、1 字 1 字 が オプ ジェ エク フト に 変換 さむ ます 。 

ご の プロ グラ ム は 、 ラ ベル DA TA で 示 ざ 番地 以降 に ある デー を ら バ イト 分 だ け 、 3 の の H 
番地 以降 へ コピ ー す る プロ グラ ム で す 。 

つま り 、4 オ 41 日 、4 ど HH、43H、44H、45H を 3 の の HH の 4H 番 地 に コピ ー し レ ま す 。 
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DEFW ン DW…… デ ファ イン ワード 


[ 了 能 | オペ ラン ド に 記述 し だ 数値 の 下位 の バイ ト 、 ま だ は 文字 列 (1 デー タグ 文 守 ) を オプ ジェ エフ ト に 


生成 し ます 。 
を DEFW 
[ラベ ル : ] に | 式 [, 式 ]… 
* オ ペラ ンド に 記述 され だ 数 値 の 下位 バイ に を オプ ジ エ ク ト に 生成 し ます 。 
< 例 > DW 1234H き 4H、1 2 ガオ プ ジ エ クト に な り ま す 。 
(下位 、 上 位 の 順 ) ~ 
DEFW 34H き 4H、 の の HH ガオ プ ジ エ フト に な り ま す 。 
* 文 守 列 は 、 "(シン プル フォ オー テー シヨ ン ) で 囲ん で 記述 し ます 。2 文 字 ま で 記述 で きま す 。 
< 例 > DEFW "DA" 41 日 、44H ガ オプ ジェ エク フト に な り ま す 。 
DW ト の "' ら 5AH、 の の HH ガオ プ ジ エ フト に な り ま す 。 


* オ ベラ ンド が 複数 ある 場合 は 、, て < コンマ) で 区 切 つ て 記述 し ます 。 


人 例 > DW "AB' "CD' , 56 フ 8H 


4 ぞ HH 、41H、 44H、43H、 フ 8H、56H 
が オプ ジェ フト に な り の ます 。 





DEFS プ DS…… プン アン スト レー シ 


[ 嘩 能 | オペ ラン ド で 指定 し た バイ ト 数 だ け の の HC〈 ヌ ルコ ー ド ) を 生成 し ます 。 


[ラベ ル : ] 1 数 
DS 
指定 し だ 数 だ け の の 日 を 生成 し ます 。 
<〈 例 > DS 條 誠 12 バ イト 分 、 の の 日 を 生成 し ます 。 
<〈 ソ ー ス プロ グラ ム > 〈 オ プ ジ エ フト プロ グラ ム > 
1 ワ ORG の 1 の の H 
の LD HL,. DATA ど ご 1 1 の の 1 
う の LD DE . 3 の H 14 め の の の 8 
4 の LD BC, 5 ウ の 1 の 5 の の 
ら 5 の LDIR ED BB の 
6 の RET C8 
6 ら 5 DS 4 の の の の の の の の 
ノア ヴ DATA: DB ABCDEFGH" 41 42 4243 44 
45 46 4 フ 2 48 


Z ら 5NXT の の : DS ら ヴ ヴ ロ ーNXT の の (以降 の 4FFH 番 地 ま で の の 日 を 生成 ) 


どの END 


257 ペ ー ジ の プロ グラ ム 例 に 65 行 と 75 行 を 追加 し た も の で す 。 


65 行 は 、 何 を 追加 する 場合 に 備え て 、 メ モリ を 確保 する 目的 で 入れ て いま す 。 


5 行 は 、 不 要 な メモ リ の 内 容 を ヴ ヴ に し て いま す 。 


258 な お 、 の ヴ H は NOP( ン ン オ ベレ ーション ) コ ー ド で す の で 何 も 実 行 し ませ ん 。 


EO 〇 U と イー・ エ キュ コー・ コ ユー 





隊 能 | ラベ ル に オペ ベラ ンド で 指定 し だ 値 を 与え ます 。 
ラフ ベル EQOU 式 
ラベ ル に 、 オ ベラ ンド で 指定 し た 値 を 定義 付け ます 。 
e 1 まだ は ど バ イト の 値 (数 値 ま た は 文字 列 ' ) を 指定 し ます 。 
$ ラベ ル の 後に コロ ン 〈 : ) は つけ ませ ん 。 
人 例 > START E 〇 OU 1 の の の ヴ の H_ ラ ベル STAR 征 に 、1 の の の H が 定義 付け ら 


れ ま す 。 ら TART は 定数 1 の ヴ の HH と し て 扱 





うつ こと が で きま す 。 
OK OU= で YY ラベ ル 〇 OK に 、 ら 5 らら HH が 定義 付け られ ます 。 
END:…… エ ンド 
ソー スプ ログ ラム の 終わ の を 指定 し ます 。 
還 式 | END 


ゅ ソー スプ ログ ラム の 終わ り ( ア セン ブル の 終了 ) を 指定 し ます 。 
ご この 後に 何 ガ 書か れ て いて も アセ ンプ ブル の 対象 に な り の ませ ん 〈 ア セン ブル し ませ ん )。 


ソー スプ ログ プラム に END が ガ な いと き は 、TEX メ エリ ア の 内 容 の 最後 まで アセ ンプ ブル し て 
終了 レ し ます 。 
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| アフ . アセ ン ブ ラ で の エラ ー 


アセ ンプ ラ 機能 を 使用 する と き に 、 発 生 す る こと が ある エラ ー の エラ ー メ ッ セ ー ジ と 、 そ の 内 容 を 記 


載 し ます 。 


エラ ー は 中 9 キー て 解除 で きる 他 、 ソー スプ ログ ラム の 誤り は . ほ ]) キー で アセ ン ブ ル を 続け る こと が 


で きま す 。 


まだ 、 mW や ( 下 キー な ど で モ ー ド を 切り 替え だ 場合 も 記 除 され ます 。 











エラ ー の 種類 ・ エ ラー メッ セー ジ 


5 


内 容 (原因 ) 








オペ コー ド エラー 
ピル 2 ーー 















| OPECODE ERROR 


FORMAT ERROR 






| オペ コー ド ( 刈 令 ) に 誤り が ある 。 





オペ ラン ド の 区 切り に 誤り が ある 。 
数 値 な ど に 特殊 な コー ド (アス キー コー ド 
の の 1 ロー 1 FH な ど ) や 文字 が 入 つ て いる 。 


(だ だ し 、 こ の よう な コー ド や 文字 は 、 通 
























常 の 入力 操作 で は 入り ませ ん 。) 
IFORMATERRORB 。 | オペ ベラ ンド の 数 に 誤り が ある 。 。 | 
| FORMAT ERROR9 | ラベ ル に 、 使 えな い 文字 を 使用 レ し てい る 。 | 
「FORMAT ERRORS ” | ラベ ル の 文字 数 が 6 文字 を 超え て いる 。 
FORMATERROR6 | 文字 列 を 指定 する シン グル フォ ー テ ー シ ョ 
ン が 閉じ て いな い 。 
FORMATERRORD 。 | 命令 や 、 個 々 の オペ ベラ ンド な どの 、 文 字数 
が 32 文 字 を 超え て いる 。 (例え ば 、 オ ペラ 
ンド の 数 値 ( 番 地 な ど ) の 前 に 、 不 要 な の を 
_| 多く つけ だ 場合 な ど ) 和 
フェ ッ シ ョ ナブ ル | QUESTONABLE OPERAND0 | オペ ラン ド に 旧 り が ある 。 
オペ ベラ ンド OUESTIONABLE OPERAND@ | 条件 (NZ、Z、NC な ど ) の 部 分 に 誤り 
が ある 。 
OUESTIONABLE OPERANDG | 値 が 規定 の 範囲 を 想 え て いる 。 | 
| OUESTONABLE OPERAND | 文字 列 の 長 さ が 32 文 字 を 超え て いる 。 
QUESTOMBLE OPERAND5 の (ゼロ ) に よる 割り 算 を 行 つ て いる 。 
| QUESTIONABLE OPERAND 6 _| その 他 、 数 値 お よび 式 に 関す る 誤り 。 
アン デフ ァ イ ン ド | UNDEFNED SYMBOL 定義 され て いな い シ ン ボ ル ( ラ ベル ) を 使 つ 
シン ボル て いる 。 
マル チ デフ ァ イ ン | MULTIDEFNE SYMBOL 同じ シン ボル (ラベ ル ) が ク 2 回 以上 定義 され 
シン ボル て いる 。 
ファ イル ノ フット |RENOTBGST | TEXT エ リア に アセ ンプ ブル みる プロ グラ 
エグ プ ジ ス ト ム が 入っ つて いな い ( 存 在 し な い )。 
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エラ ー の 種類 ・ エ ラー メッ セー ジ 
USER AREA OVER 


内 容 (原因 ) 
機械 語 エ リア 内 に オブ プ ジ エ フト が ガ 格納 で き 
な い 。 (ORG 命 令 で 指定 し だ 格納 開始 番 
地 が 機械 語 エ リア の 外 に な つて いる 。 ま だ 
は 、 オ ブ ジ ェ フ ト を 格納 し て いく ぐ と 、 途 中 








で 機械 語 エ リア を は み 出 し て し まう 。) 
ウー タダ タ E エ アン WORK AREA OVER フリ ー エ リア ( 未 使用 の エリ ア ) が 小さ ぐ 、 
オー バー アセ ンプ ブル 用 の ワー フエ リア が ガ 確 保 で き な 


い 。 ( 他 の 機能 か サ ら アセ ン ブ ラ 機能 に 移 つ 
だ と き や 、 ア セン ブル 中 に 、 ワ ー フ エリ ア 


が 確保 で き な い 。) 
ジグ ウジ タ エラ ジー PRINTER ERROR プリ ンタ に 異常 が びあ る (プリ ンタ が 接続 さ 
れ て いな い 、 プ リン の 電源 が ガ 入 つて いな 
い 、 プ リン の 電池 の 消耗 な ど で プ リン 


が 動作 し な い )。 
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どこ 


きけ 可 酔 や コ い エ で ご コ I い 工 可 各 箇 | 
| 番 衣 机 競 き J 家 鹿 ブ 在 韻 月 O 〇 ) 。/J 人 な 
| 共 守 ちあ) ご コ 人 RON い 工 部 天 艇 | 
中 三 . う > テコ J 了 辞 ま ゴ で エ ( そ で た た 私 


| 
| (。 で 衝 り づつ 出 N 誠 赤い ! 工 凍 夫 農 


| > きい エ Q 果 弄 末 ) て い エー い C | 
| 詞 き 上 稚 夫 い エーCQ 果 JUC こ すべ 
| で 末 コ 調 筐 で で こす べら 選 問 勝 ① 昌 ) 。/J| 
| SU エ ペー 。5khNN で で 。 字 きき | 
| (。/J 條 あさ 愚 製 
| き 更 G こ いで ) 和典 コ G こ | 
| 誠 /J す で ご 人選 豆 和食 Q ご てい で ー.7J 革 /J ft 


| で で いで づら な 狐 謀 上村 Q ら ご いで | 


| ーー < の 9 共 装 簡 位 | 


-( 困 黒人 容 呈 _- 十 


ビー サミー で 工 ・ 天 午 〇 一 ビエ 





昌 } 





用 VO AA BSU Su エ せ ー エ | 
| ー7 一 人 
| 
ee wa Pe ーー ニー ヤー ニニ ーーーー-。 | 
用 VO ASHA 70OW 「 Cu エ で ーc | 
| ー\ー 玉 
| | 
ーー 」 ee 
ROfH HHTMIRH 一 モエ ふ こ いで 
| 
| 
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この 章 で は BAS | C の 名 命令 を 1 つ 1 つ 説明 し レ ます 。 
ます ざ 、 本 機 が どの よう な 作 き を する 命令 を 持つ て いる か を 見 て いた だ き 、 そ の 後 プ ロブ ラム を 作成 する うえ で 
秒 要 な 命令 の 説明 ひら お 稼 み い だ だ けれ ば よい と 思い ます 。 


次 に 、 以 降 の 説明 で 書式 な ど に 使用 する 用 語 の 意味 を 示し ます 。 


Y24rofs っ 拓 数 値 、 数 値 変数 お よび これ ら を 全 ん だ 計算 式 を 示し ます 。 
揚 半 oe 配列 要素 を 含ん だ 数 値 変数 、 文 字 変 数 を 示し ます 。 
文字! …… "  ! (ダブ ルフ オォ オー テー ショ ンマ ー ク ) で 囲ま れ モ キャ ラフ (文字 、 数 字 、 記 号 ) を 示し ます 。 
文 守 列 ……… " 文字 " 、 文 字 変 数 を 示し ます 。 
Ce4D2 カッ コ で ぐ ぐ る 邊 要 が ある こと を 示し ます 。 
ESre を 省略 可能 で ある こと を 示し ます 。 だ だ し 、 ご の 後に ほ ガ の 指 定 を 行う 場合 は 、 コ ンマ な どの 区 切 
り 記 号 ガ 入 要 で す 。 
0 | 46Yod3sc0 A あ る い は 巳 を 選択 する こと が で きま す 。 


[マニ ュ ア ル | … マニ ユア ル 操 作 に よる 実行 が 可能 で す 。 
プロ グラ ム | … プロ グラ ム に よる 実行 が 可能 で す 。 
省略 形 -……… 宮 命 令 は 、 そ の つづ り を 省略 し だ 形 で 入力 で きる も の が あり 、 そ の 場合 は 一 番 省 略し だ 形 で 示 レ 














て いま す 。 

〈 例 > (省略 形 …P .) これ は PR INT の 省略 形 で す が 、 次 の 形 で も 有効 に な り ま す 。 
PR. 
に だ に 械 』。 
PRIN. 


注 1 ) 変数 な ど に 続い て 己 AS | 〇 命令 を 入力 する 場合 は 、 変 数 と 命令 の 間 に ス ペー ス を 入力 し て こ だ さ い 。 
< 例 〉 5 の IF A= ニ B THEN 1 の の 
スペース 入れ る 。 
注 2) 関数 命 偽 等 を マニ ュ ア ル て 実行 する 場合 は RUN モ ー ド て で 実行 し て こ だ さ い 。 
PRO モ ー ド て 実行 する こと エラ ー12 に な り ま す 。 
だ だ し 、PR | NT 命令 の 中 で 使用 すれ ば 、PR 〇 モー に ド で も 実行 で きま す 。 
< 例 > PRINT CHRS 9@( ー 
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関数 
1 AND…… ド ヘー ド ク ンド | プロ グラ ム | 





マニ ュ ア ル 














機能 | 式 と 式 と の 論理 積 を 計算 し ます 。 ま ただ 、 条 件 式 の 結合 を 行い ます 。 
寺 式 。 式 AND 式 
条件 式 . AND-。 条件 式 

随 照 〇 R、NOT、 | 
本 明 | 依 の 進数 に お いて 、、 論 理 積 は 次 の よう な 値 を 取り ます 。 

1。 AND 41 ニ 1 

1 AND の = の 

の AND 1= の 

の AND の = の 
な お 、10 進 数 の 論理 積 を 求め だ 場合 で も 、 計 算 機 内 で は 10 進 数 を の 進数 に 変換 し だ うえ で 、 名 桁 の 論 
理 積 を 求め 、 そ の 結果 を 10 進 数 に 戻し ます 。 
だ と えば 、41 と 27 の 論理 積 は 次 の よう に 計算 され ます 。 

41 AND 2 フ = テ 9 





1 01 001 cvs se で こ ゃ る 41 
OO Es 2 41 と 27 を それ ぞ れ 2 進数 に 変換 レ 、 各 桁 の AND を 取り ます 。 そ し て 、 
その 結果 を 10 進 数 に 変換 すれ ば ら に な り ま す 。 
001 001 ooo eee O 


@ 式 の 値 は 一 32768 一 32767 の 整数 部 が 有効 に な り ま す 。 
@ グ 以上 の 条件 を すべ て 満足 する よう な 条件 を 1 つの 式 で 表し ます 。 
《 例 > A> の ウ AND A ぐ 6 A は の より も 大 きく 、 か つら 6 より の も 小さ い 。 


ら の IF B>5 AND で C>= テ 4 THEN…………・ 
も し 、 昌 が びら より も 大 きこ 、 . か つ 〇 ご が 4 より も 大 きい ガ 等 し いと き 、 





THEN に 続く 命令 を 実行 し ます 。 
関数 
の ASO……… ド バボ ジ | アス キー 「 ブ ログ タム | 
| マニ ュ ア ル | 


省略 形 oss ee AS. 





覆 能 | 文字 や 記号 、 数 字 な ど を キャ ラフ マコ ー ド に に 変換 し ます 。 
軒 式 | 1 
8 
文字 変数 





参照 CHRS$ 
説明 | 氏 ご の 関数 は 文字 や 記号 、 数 字 な ど を キャ ラフ タコ ー ド に 変換 する 関数 で す 。 だ と えば 「Z ク 」 と いう ? 文 
字 の キヤ ラク タコ ー ド を 知り だ い 場 合 は 
A= ニ ASC" 
と し て 実行 すれ ば 、A に は 「 乙 」 の キャ ラク タコ ー ド が ガ 10 進 数 の 90 と し て 代入 され ます 。 
な お 、 文 字 が 文字 以 上 指定 され だ 場合 は 、 先 頭 の 文字 の み が ザキ ャ ヤラ フタ コー ド に 変換 され ま ざす 。 
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( 例 > 1 の 
2 の 
うど 
4 の 
ら の 


CLS 

AS$=ー1NKEYS$ 

IF AS=" "THEN 2 の 
B= ニ ASC A$ 

PRINT AS:" ui 日 


プロ グラ ム を スタ ー ト させ だ あと 、 ア ルフ ァ ベ ッ ツ 
ト や 数 守 キ ー な ご ど を 押せ ば 、 そ の 文字 の キャ ラフ 
コード を 表示 し ます 。 


@ 文 字 、 数 字 、 記 号 な ど (ご これ ら を 総称 し て キ ヤラ フタ と いい ます ) を 計算 機 が 記憶 し だり 、 処 理 し な 
りす る 場合 は 、 す べ て 計算 機 が 取り 扱い や すい 数 値 に 変換 し ます 。 だ と えば アル ファ ベツ ト の A は 計 
算 機 内 で は 65 (10 進数 ) と いう 数 値 (コー ド ) に な つて いま す 。 (実際 に は 進数 の 01000001 と な つっ 
て いま す 。) 同 様 に は 66、 ご は 67 と いう よう に コー ド を 決め て いま す 。 ご の コー ド に の 決め か だ に 何 種 
類 が あつ て 、 代 表 的 な も の に アス キー コー ド 〈ASC | | code) と り 1 コー ドガ が あり ます 。 
本 機 で は り 1 コー ド を 元 に し て 作成 され だ キヤ ラフ マタ と その コー ド を 使用 し て いま す 。 〈322 ペ ー ジ 


の キャ ヤラ フタ ・ コ ー ド 表 を 参照 し て くだ さい 。) 








了 能 | 機械 語 プ ロブ ラム を 実行 し ます 。 

CALL 番地 

選 三 EK、 POKEE 

指定 され だ 番地 を 機械 語 プロ プラム 実行 開始 番地 と し て 機械 語 プ ログ ラム の 実行 を 開始 し ます 。 
CALL &H1F58 

( 注 ) この 命令 を 誤 つ て 使用 する と BAS | C プ ログ ラム や 本 機 の シス テム エリ ア を 破壊 し 、 異 常 が 発 
生 す る こと が あり ます 。 ご の 場合 は リセ ッ ト ス イッ ツチ @ を 押し て 、 メ モリ の 内 容 を 消去 し て こ だ 








肖 四 





さい 。 
関数 
ノイ | CHRS… キ ャ ラク ワタ ドル PPZ5n 
ー 省略 形 an CH. 
































参照 ASC 





此 能 キヤ ラフ タコ ー ド を 文字 や 記号 な ど て キャ ラク ) に 変換 し ます 。 
書式 |: CHRS 式 


呈 明 ご CHR お は AS 〇 命令 こ は 逆 の 関数 で 、 キ ャ ラフ タコ ー ド を 文字 や 記号 、 数 字 (これ ら を 総 移 レ て キヤ 


ラン フタ と いい ます ) に 変換 し ます 。 だ と えば 、 キ ャ ヤラ フタ コー ド 「98O」 の 文字 を 知り だ い 場 合 は 
AS=CHR$S お 9 の 


と し て 実行 すれ ば 、A お に は 乙 " が 代入 され ます 。 


久本 機 で 扱う こと の で きる キャ ヤラ フタ と 、 そ ね れ に 対応 する コー ド は 322 バ ー ジ の 「 キ ャ ラク マタ ・ コ ー ド 表 」 
を ご 覧 くだ さい 。 
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《 例 > 1 の 
ゴン / 
う 3 の 
4 の 
ら 5 の 


AAS=* 
INPUT "コー ド =" : A :CLS 
AAS= ニ AA$S+CHRSA 

LOCATE フフ , 1 :PRINT AAS 
GOTO 2 の 


ご の プロ グラ ム は 、 キ ヤラ クタ コー ド を 入力 し 、 それ を 文字 や 記号 に 変換 し て 文字 変数 へ AA 員 に 順次 
格納 レ て いき ます 。 変換 され だ キャ ヤラ フタ は その つど 表示 され ます 。 
プロ グラ ム を スタ ー ト させ 、 次 の コー ド を 入れ て みて ぐだ さい 。 


233、 177、 


183、 186 


256 以 上 の 値 が 指定 され だ と き は 、 エ ラー33 に な り ま す 。 
































固定 変数 の 内 容 お よび 配列 変数 、 単 純 変 数 を 消去 し ます 。 


CLEAR 
DIM 


単純 変数 や 、D | M 命 令 に より 確保 され て い だ 配 列 変数 は すべ て 消去 〈 未 定義 の 状態 に ) され 、 固 定 変 
数 の 内 容 も すべ て 消さ れ ま す 。 
《 例 > 1 の の CLEAR:DIM B(2) 
(この 例 で は 、 す べ て の 変数 を 消去 し て か ら 、 配 烈 変数 B( ス ) の 定義 を 行 つ て いま す 。 プ ロ 
プラ ム の 先頭 で は よく この よう お 方 法 を 用 いま す 。) 


























CLOAD…… カ セッ ト ・ ロ ー ド 


省略 形 





テー プ ブ か ら 計 算 機 に プロ ブラ ム を 読み 込ま せま す 。 (マニ ュ ユア ル 操 作 で の み 有 有効 ) 
(1) CLOAD " ファ イル 名 " 〔 
2).CLOAD 
CLOAD や 、CSAVE、1INPUT# 
テー プ に 記録 きれ て いる プロ グラ ム を 計算 機 に 読み 込む だ ため の 命令 で す 。 
PRO 〇 モード まだ は RUN モ ー ド て で 実行 し ます 。 
@ 書式 (1 ) で は 、 指 定 し た ファ イル 名 を 検索 し て 、 そ の ファ イル 名 の つい て いる プロ グラ ム を 計算 機 
に 読み 込み ます 。 
< 例 > PRO モ ー ド か RUN モー ド を 指定 
CLOAD" PRO1 "( 記 
(この 例 で は 、 フ ァイル 名 が 「PRO 1」 の プロ グラ ム を 検索 し で 、 こ れ を 計算 機 に 読み 込み 


ます 。) 
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@ 書 式 (ご ) で は 、 テ ー プ が 回 り 始 め て 最初 に 記録 きれ て いる プロ グラ ム を 計算 機 に 読み 込み ます 。 

人 @ 読 み 込み が 行わ れ て いる と き は 、 画 面 右 下 に * ゃ マー が 表示 され ます 。 読 み 込み が 終わ れ ば 、* マー フ 
は 消え ます 。 
ファ イル 名 を 検索 し て いる と き は 、 ま だ 読み 込み ガ 行 われ て いま せん の で * マー ク は 表示 され ませ ん 。 
ご れ は 、CLOAD'P お よび 1NPUT # 命 令 で も 同じ で す 。 

な お 、 読 み 込み ガ 終 われ ね ば 、 プ ロン プ ト 記 号 “> ” が 表示 され ます 。 

人 指定 さだ れ ね だ フ ァイル 名 が 検索 で き な か つ だ 場合 は 、 テ ー プ が 回 り の 終わ つて も 計算 機 は ファ イル 名 を 検索 
し 続け ます 。 この 場合 は キー を 押し じ て 検索 を 止め て こく だ さい 。 ご れ は 、 〇 に し 〇 AD や お よび 1N 
PUT # 命 令 で も 同じ で す 。 

@ ご LO 〇 AD 命令 を 実行 中 に エラ ー が 発生 する と 、 計算 機内 の プロ グラ ム が 無効 に な り ま す 。 

@ 本 命令 を 実行 する と オー プン され て い だ 全 ファ イル が 閉じ られ ます 。 (フロ ー ズ され ます 。) 


カセ ッ ト 病 令 
プ | CLOAD M- カ セッ ト ・ ロ ー ド ・ エ ム 
省略 形 ……CLO. M 








藻 
] 


| 


| 
品 陳 


テー プ か ら 機 械 語 プ ログ ラム を 読み 込み ます 。 

(1) CLOAD M [ロー ド 番 地 ] 〔j 

( ぢ ) ご CLOAD M" ファ イル 名 "- [ロード 番 地 ] [ コ ] 

参 昭 CLOAD、CSAVE _M 

@ ご SAVE M 命 令 で テー プ に 書き 込ん だ 機械 語 プ ロラ ハハ を 読み 込み ます 。 そ の ご き 、 本 体 の プロ 
プラ バム は 消去 レ ま せん 。 

@ ロー ド 番 地 」 を 省略 する と 、CSAVE M 病 令 で 指定 レ だ 番地 に 読み 込み ます 。 

@⑯「 ロ ー ド 番地 」 を 指定 し だ こき は 、 指 定 し だ 番地 を 開始 番地 と し て 読み 込み ます 。 

@ フ ァイル 名 を 人 省 申 し だ と き は 、 テ ー プ が 回 り 始 め て 最初 に 記録 きれ て いる プロ グラ ム を 読み 込み ます 。 





回 


カセ ッ ト 命 令 
| CLOAD や … カ セッ ト ・ ロ ー ド や 
省略 形 ……CLO. 


虐 能 | 計算 機内 の プロ プラ ム と テー プ に 記録 さま れ て いる 内 容 と の 跡 合 を 行い ます 。- (マニ ュ ア ル 操 作 で の み 有 
効 ) 
書式 )。 (1) C し OAD や " ファ イル 名 "(〔 コ 

(2) CLOAD 〔 

CLOAD、CSAVE 
説明 明 合 は 、 プ ログ ラム が 正 し こ テー プ に 記録 きれ ね だ ひみ 、 あ る い は テー プ ブ か ら 正 し < 読み 込ま れ ね だ か 確認 す 
る だ め に 行い ます 。 
プロ グラ ム を 合 する と き は 、PRO 〇 モード あ るい は 人 RUN モー ビ ド で 〇 に 〇 AD や 語 信 を 実行 し ます 。 
信書 式 〈1) で は 、 指 定 さ ね だ ファ イル 名 の つい て いる プロ グラ ム と 、 計算 機内 の プロ グラ ム と の 上 合 
を 行い ます 。 


e 
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< 例 > PRO モ ー ド か RUN モ ー ド を 指定 
CLOAD や "PRO1 『"〔 コ 
(ファ イル 名 が 「PRO 1 」 の プロ グラ ム を 検索 し 、 計 算 機 の プロ プラム て 跡 合 し まず 。) 

@ 書 式 ( つ ) で は 、 テ ー プ が 回 り の 始め て 最初 に 記録 され て いる プロ グラ ム と 計算 機内 の プロ グラ バハ と の 

合 を 行い ます 。 
人 @ 合 に お いて 、 も し 内 容 に 不一致 が ガ 生 じ だ と き は エラ ー82 に な り ま す 。 
@ プ ログ ラム の 照合 ガ 行 われ て いる と き は 画面 右 下 に * マー ク が 表示 され ます 。 

合 が 終わ れ ば ぱ ば * マー は 消え 、 プ ロン プ ト 〈>) 表 示 に な のり ます 。 


ファ イル 関連 命令 
O 生ま 1 こう ご (ロー 


省略 形 ……CLOS. 











径 能 | 入出 力 の フラ イル を 閉じ ます 。 
書式 )′ ご し 〇 8 [#1] 
参照 〇 PEN、PRINT# 
説明 オー プン 命令 で 開い た ファ イル を 閉じ ます 。 
@S 1 〇 O (シリ アル 入出 力 装置 ) の 回 路 を ソフ ト 的 に 閉じ ます 。 し だ が つて 、S ! 〇 へ の 入出 力 は 行わ 
れ な ぐ な りき ます 。 
@ カ セン ツン ト へ の ファ イル 操作 を 終了 し ます 。 ファ イル が 出力 ( 〇 UTUT) モー ド で オー プン し て い 
だ 場合 は 、 メ モリ! リリ (出力 バッ ファ ) に 残 つ て いる デー タ お よび ファ イル 終了 コー ド を 出力 し て か ら 
ロー ズ て (閉じ ) レ ます s 
久 次 の 場合 も 自動 的 に フシ ライ ル を 閉じ ます 。 
eEND、NEW、R 選 UN 病 令 を 実行 し を と き 
e 電源 が 切れ だ こき 
ゃ プロ グラ ム の 編集 を し だ と き ( プ ログ ラム 入力 、 修 正 、 削 除 ま よび D ピ し 王 下 ビ 命 令 を 実行 し た と き ) 
ゃ ラフ ァイル エリ ア へ の プロ グラ ム の 登録 、 呼 び 出し 、 削 除 な ど を 行っ を と ぎ 
*CSAVE、CLOAD、CLOAD や 、CSAVE_ M、CLOAD M 命 令 実 行 時 
e 機械 語 モ ニタ モー ド へ 切り 替え だ と き 
( 注 ) BAS 1 ご C モ ー ド 《RUN、PRO) ガ ら 他 の モー ド (TX 征 、C 〇 ASL》 へ 切り 替え る と 
き は 、 ク ロー ズ を し て か ガ ら 切り 替え て ぐだ さい 。 
基本 命令 


ーー 





| 機能 | 表示 内 容 を 消去 し ます 。 

填 式 CL ら 

参照 LO 〇 CATE 

説明 表示 内 容 を 消去 し 、 表 示 開始 ポジ ショ ン を (の , の ) 位置 に 戻し ます 。 
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CON 上 ……… ド コンティ ニュ ユー 


過 
テ 
ご 人 





一 時 停止 し て いる プロ プラム の 実行 を 再開 し ます 。 CRUN モ ー ド に の マニ ュ ア ル 操 作 で の み 有 有効 ) 
CONT (名 

STOP 

STOP 令 ゃ 偶 キー に より プロ グラ ム が ガ 一 時 停止 し て いる と き 、 実 行 を 再開 させ ます 。 





カセ ッ ト 命 令 
1 CSAVE…… カ セッ ト セイ プ ブ 
省略 形 の Cy 





プロ グラ ム を テー プ に 記録 し ます 。 
(1) CSAVE " ファ イル 名 " 
(2) CSAVE 
(③) CSAVE " ファ イル 名 " , "パスワード" 
(4) CSAVE , "パスワード" 
参照 ピピ ASS、CLO 〇 OAD、CLOAD や 、PR_1 NT# 
@ 書 式 (1 ) の 形 で は 、 指 定 し た ファ イル 名 を つけ て 、 テ ー プ に 記録 し ます 。 
@ 書 式 ( つ ) の 形 で は 、 フ ァイル 名 な し で 、 テ ー プ に 記録 し ます 。 
@ 書 式 (③)、(4) の 形 で は 、 プ ログ プラ ム が バス ワー ビ ド つ き の プ ログ ラム と し て 記録 きま れ 、C し 〇 AD 
命令 に より 計算 機 に 読み 込ま れ ね だ と き は 、 秘 密 プ ロ プ ラム と な り ま す 。 
レ だ が つて 、 解除 する に は PAS ら お 命令 で も う 一 度 同 じ バ スワ ー ド を 宣言 し な け わ ば な り ま せん 。 
@ パ スワ ー ド は 最大 文字 まで の 英文 字 、 数 字 、 英 記号 、 カ ナ 文 字 、 カ ナ 記 号 な ど を 用 いる こと が で き 
ます 。 ! ! (Nul) を パス ワー ド に する こと は で きま せん 。 
@ 計 算 機内 の プロ グラ ム が 秘密 化 さ れ て いる と き は 、CSA V 命 令 が 無視 され ます 。 
@ 本 命令 を 実行 する と オー プン し て い だ 全 ファ イル が 閉じ られ ます 。 


〇 ファ イル 名 
ファ イル 名 は プロ プラ ム な ど に つけ る 名 前 (見 出し ) の こと で 、 フ ァイル 名 を つけ て プロ グラ ム を 記録 し て 
お け ば 、 計 算 機 に より ファ イル 名 を 探し 出し て 読み 込み な ど を 行う こと が で きる の で 便利 で す 。 

⑯ フ ァイル 名 は 最大 文字 まで の 英文 字 、 数 字 、 英 記号 、 カ ナ 文 字 、 カ ナ 記 号 な ど を 用 いる こと が で ぎ きま す ざ 。 

@ 同 じ テ ー プ の 同じ 面 〈A 面 ある い は 日 面 ) に 、 同 じ フ ァイル 名 で 内 容 の 違う プロ プラ ム を 記録 する こと は 避 
け て ぐだ さい 。 同じ ファ イル 名 の も の が 2 つ 以 上 あり ます と 、 テ ー ブ カ ら 読 み 込む (転送 する ) と き に まち 
が つ だ 内 容 を 読み 込む 恐れ ね が あり ます 。 
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機械 語 プ ロ プ ラム を テー プ に 記録 し ます 。 

CSAVE M「[" フ ァイル 名 " : ] 開始 番地 。 終 番地 

CSAVE、CLOAD M 

e 機械 語 プ ロ プ ラム に ファ イル 名 を つけ て バイ ナリ 形式 で テー プ に 記録 し ます 。 
ファ イル 名 を 省略 し だ と き は 、 フ ァイル 名 な し で 記録 じ し ま す 。 

* 指定 し だ 開始 番地 か ら 終 了 番 地 ま で の 内 容 を 書き 込み ます 。 

ゃ 番地 は 10 進 唐 、 ま だ は る HH を つけ て 16 進 数 で 指定 レ し ます 。 





省略 形 ゃ pc 7 DA。 





b」 








参 
説明 


























RE AD 文 に 続く 変数 に 与え る デー を 指定 し ます 。 
1 

DATA te M な sss 
文 守 列 文 守 列 

READ 

RE AD 命令 の 説明 を 参照 くだ さい 。 (296 ペ ー ジ 参照 ) 





DEGREE… デ ィ グ リー ワ PZ タ am 
省略 形 soc DE . 





角度 単位 を “ 度 " に 設定 し ます 。 

DEGREE 

RAD 1AN、 〇 RAD 

三角 関数 、 逆 三角 関数 、 座標 変換 関数 で 扱 つ 角度 の 単位 を “ 度 "単位 (*) に 設定 し ます 。〈 1 直角 90) 
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DELETE… デ リー ト 


省略 形 ……DEL . 





プロ グラ ム の 行 を 削除 し ます 。 (PRO 〇 モー ド の マニ ュ ユア ル 操 作 で の み 有 効 ) 

憧 式 (1) DELETE 開始 行 番号 [一 [終了 行 番号 ]] ( 忌 ) 

(2) DELETE 一 終了 行 番号 (』] 

参照 | NEW、PASS 

脱 明 | 劉 開 始 行 番号 と 終了 行 番号 を 指定 じ た を とき は 、 そ の 間 に 含 まれ る すべ て の 行 を 削除 し ます 。 

信 開 始 行 番号 の み を 指定 し た と き は 、 そ の 行 だ け を 削除 じ ま す 。 

人 @ 開 始 行 番号 とこ ハイフン (一 ) を 指定 じ た と き は 、 開始 行 番号 以上 の 番号 を 持つ 行 を すべ で 削除 し ます 。 
@ 書 式 (ご) の 場合 は 、 プ ロブ ラム の 先頭 行か ら 終了 行 番号 間 に 含ま れる すべ て の 行 を 削除 レ し ます 。 
人 @ 開 始 行 番号 と 終了 行 番号 の 両方 を 省略 し だ と き は 、 エ ラー10 に な り ま す 。 

@ 指 定 し た 行 番号 が 存在 し な いと き は 、 エ ラー40 に な り ま す 。 

人 @ 開 始 行 番号 が 終了 行 番号 より も 大 きい 指定 を する と 、 エ ラー44 に な り ま す 。 

@ パ バス ワー ビ ガ が 設定 され て いる と き は 、D ビ し ET 選 命 令 は 無視 だ ほれ ます 。 




















基本 命名 
Aa < お ンジ 7 ソ 
1 y DIM デイ メ 
省略 形 …… D 
隊 態 | 配列 名 と 、 そ の 大 き さ を 定義 て 宣言 ) し 、 配 列 変数 を メモ リ (プロ ブラム ・ デ ー マ エ リア ) 上 に 確保 レ 
ます 。 
書式 | 本 ( 式 ヵ ) | に いい ( 式 ヵ ふ | | 
(1) DIM ・ 
配列 名 〈 式 j, 式 > 配列 名 〈( 式 ,, 式 ) 
配列 名 〈 式 。) 配列 名 〈 式 ,) 
(2 ぢ ) DIM ま 式 。| 。 まま 式 : 
配列 名 〈 式 j, 式 ) 配列 名 〈 式 j, 式 。) 


( 注 ) 書式 (2) は 文字 変数 で の み 使 用 で きま す 。 
随 昭 CLEAR、RUN 
上 明 | 配列 変数 を 使用 する と き は 、 事 前 に D 1 M 命 令 に より 配列 名 と 、 そ の 大 き さ を 定義 (宣言) し て 、 み メ 
モリ (プロ グラム ・ デ ー タ エリ ア ) 上 に 確保 じ て お ぐ 秒 要 が あり ます 。 
@ 配 列 は アル ファ ベッ ト 1 文字 ある い は 必 文 字 (文字 目 は 数 字 も 使用 可能 ) で 指定 し 、 文 字 配 列 変 
数 の 場合 は 後に お マー を 付け ます 。 
@ 式 , お よび 式 。 は 添字 と いわ れ 、 配 列 の 大 き さ ( 配 列 要 素数) と 次 元 を 指定 し ます 。 添 字 が 1 つの も の を 一 
次 元 配列 と 呼び 、 つ つの も の を 二 次 元 配列 と 呼び ます 。 


人 例 > DIM B (3) 一 次 元 配列 変数 ( ) に つい て 、 配 列 要 系 B (の )、B (1 )、B(2)、B (3) 
の 2 個 が 確保 され ます 。 


DIM XA$ お (2, 3) 二 次 元 配 列 変 数 XA$( ) に つい て 、 配 列 要 素 XA$( の , の )、XAS$( の , 1)、 
EEE XAS (2, 2)、XA$ (2, 3) の 12 個 が 確保 され ます 。 











洲 字 は 理論 8J に の 一 255 ま で の 整数 値 を 用 いる こと が で きま す が 、 計算 機 の メモ リ の 大 き さ 、 使 用 状態 
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に よっ て は 浅 字 で 指定 し た だ け 、 変 数 が 確保 で き な い 場合 が ありま す 。 (確保 で き な い と き は エラ ー 
60 に な のり ます 。) 
@ 添 字 が 小数 部 を 含ん で いる と き は 小数 部 は 無視 され 、 整 数 部 の み が 有 有効 に な り ま す 。 
X(2.6) ー 。X (2) と みな し ます 。 
Y(0.25) ー YY (の ) と みな し ます 。 
@ 添 字 は 数 値 変数 や 式 の 形 で 用 いる こと も で きま す 。 
例 > 1 ヴ の INPUT A, 日 
2 の DIM X (A), Y (Bー1) 
人 @ 文 守 配 列 変数 は 変数 の 長 さ を 指定 する こと が で きま す 。 
書式 〈( つ ) に お いて 、 式 。 に より 文字 数 を 1 一 255 文 字 の 範囲 で 任意 に 指定 する こと が で きま す 。 


< 人 例 > DIM FS (2) *3 の F $ (の ) 一 F $ (2) の 名 変数 に は 、 そ れ ぞ れ 最 大 30 文 字 まで 記憶 する 
こと が で きま す 。 


DIM_Y$ (5, 4) *G YS (の , の ) ーY$ (5, 4) の 名 変数 に は 、 そ れ ぞ れ 最 大 G 文 字 ま で 
記憶 する ご と が で きま す 。 


な お 、 文 字数 の 指定 (て * 式 3 を 省略 し だ 場合 は 、 自 動 的 に 16 文 字 が 指定 され ます 。 

@@ 複 数 の 配列 を 使用 する 場合 は 、D | M 命 令 で 一 度 に 定義 する こと が で きま す 。 
< 例 > DIM J(5), K$ (4, 3), XB$ (5) * 1 の 

@ 配 列 変数 は C し AR 命令 に より 消去 する (未定 義 の 状態 に ける) こと が で きま す 。 
また だ 、 民 UN 命令 に より プロ グラ ム の 実行 を 開始 し た と きも 、 以 前 に 定義 ご れ て い だ 配 列 変 数 は すべ 
て 消去 を まれ ます 。 

@ 一 度 定義 し だ 配列 名 を 再 定義 は る ご こと は で きま せん 。 
だ と えば 、D IM X (5) と DIM X (3, 4) は 同じ X と いう 配列 名 に な り ま す の で 、 同 時 に 
使用 する こと は で きま せん 。 
また 、 民 UN 命令 に より プロ グラ ム を 実行 し を と き は 、 そ れ ま で メモ リ 上 に 確保 まれ て い だ 配 列 変 数 
は 消去 を まれ ます が 、G 〇 TO 〇 命令 に よる プロ グラ ム の 実行 で は 、 変数 は 消去 まれ ませ ん 。 
し た が つて 、 一 度 実行 し た プロ グラ ム を G 〇 TO 〇 命令 に より 再 実行 を せる と き な ど に 、D 1 M 命 令 の 
書 の れ て いる 行 を 実行 させ る と 同じ 変数 名 を 再 定義 する こと に な り 、 エ ラー30 に な り ま す 。 
ご この よう な お 場合 は じ し ビ AR 命令 で 消去 し て か ら 、 定 義 し 直す よう に し て くだ さい ゆい 。 
人 例 >〉 5 の !"S! :CLEAR: DIM_ X (3, 2) 


な お 、 数 値 配列 変数 と 文字 配列 変数 は 別 べ つの 配列 と みな され ます の で 、 だ と えば 、 配 列 Z( ) と 
お 〈 。) は 同時 に 使用 する こと が で きま す 。 


基本 命令 








織 能 プロ グラ ム の 実行 を 終了 させ ます 。 

書式 | END 

% 明 | ビ ND 命 令 が 実行 され ます と 、 プ ログ ラム の 実行 を 終了 し ます 。 
@ オ ー プ ン さ れ て い だ フ ァイル は すべ て 閉じ られ ます 。 








FE 
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・ フ ァイル ズ 





ファ イル エリ ア に 登録 され ね て いる ファ イル の ファ イル 名 を 表示 レ ま す 。 

FILES 〔 

LFILES、SAVE、LOAD 

ファ イル エリ ア に 登録 され て いる プロ プラム ファ イル の ファ イル 名 を 表示 し ます 。 

@ 本 命令 を 実行 する と 先頭 の ファ イル 名 か ら 表 示し ます 。 画面 に は 最大 4 つの ファ イル 名 まで 表示 され 

ます 。 
プア イル 名 の 左側 に ゅ マー ク が 点灯 し て いま す 。 中 マー ク は 〔] 、〔 ロ キー で 上 下 に 移動 で きま す の 
で 、 ご これ を 移動 きせ て いけ ば 政 要 に 遍 じ て 画面 が 送ら れ て 、 別 の ファ イル 名 を 表示 し ます 。 
ヽ キー 等 で この 状態 を 解除 する こと が で きま す 。 
マーク を ゆめ 要 な プロ グラム の ファ イル 名 に 物 動き せ て か ら (smFT) 十 ( 六 ) キー を 押す と 、 その プロ グ 
ラム を 呼び 出す こと が で きま す 。 だ だ し 、 征 メイ モー ド て で 登録 し を プロ グラ ム を 呼び 出す と と は で 
きま せん 。 


基本 命令 

20 FOR て NEX 征 … フ ォ ー ン ネクス ト 

省略 形 :…… に 。 則 。 登 世 、 
明世 F 〇 R と NEXT の 間 に 書か れ だ 命令 を 指定 され だ 条件 が 満 だ され る まで て 、 こ の り 返 し 実行 し ます 。 
FOR 数値 変 数 三 初期 値 十 〇 最終 値 ST きざみ 価 
6 
NEXT [数 値 変数 ] 

数 値 変数 が 初期 値 ら 始ま つて 、 指 定 さ れ だ きざみ 値 分 ずつ 場 加 - て ある い は 減少 ) レ し て いき 、 最 終値 よ 


り も 大 きぐ (ある い は 小さ こく) な る まで F 〇 と NE X 征 の 間 を この 返し 実行 し ます 。 (ご の ぐ の 返し 
部 分 を に 〇 OR 一 NEX エ ルー プ と 呼び ます 。) 


F A= の TO 1 の STEP っ 2 
5 A が の か ら 始 まつ て 、 1 回 上 OR と NEX 征 間 を 実行 する ご と に A 
) に 2 を 加え な が ら 、A の 値 が 10 を 超え る まで 、FOR と NEX 丁 の 
NEXT A 間 を 実行 し ます 。 


な お 、 き ざ み 値 ガ 1 の と き は STE ロ 1 を 省略 する こと が で きま す 。 
@ ビ に 〇 と NEX 征 は 秘 ず 対 に し て 使い 、 F 〇 R の 後 の 数 値 変数 と NEX 征 の 後 の 数 値 変数 は 同一 で な 
けれ ば な り ま せん 。 だ だ し 、NEX 征 の 後 の 数 値 変数 は 省略 で きま す 。 
FOR B=1 TO 5 


! ー ラ テーーーーー 同じ 数 値 変数 に する 。 
NEXT B 


信 初 期 仁 、 最 終値 、 き ざ ご み 値 (ステ ッ プ 値 ) は 次 の 範囲 内 で 指定 で き ます 。 
ー9.999999999E99--9.999999999 三 99 
(一 9 .999999999 メ 10%--9.999999999x10%) 
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だ た だ し 、 初 期 値 に きざみ 値 を 加え る と 、 最 終値 ひら 離れ て し まう 場合 は ルー ブ 内 を 1 回 だ け 実 行 し て 
ルー プ を 抜け ます 。 

な お 、 き ざ み 値 を ヴ に 指定 し ます と 、 球 遠 に ルー ブ 内 の 実行 を くり の 返す プロ グラ ム に な つて し まい ま 
す 。 

@FO 〇 OR 一 NEX メ エル ー プ の 中 に 、 別 の F 〇 ローNEX メ エル ー プ を 入れ る 場合 、 中 に 入る F 〇 R 一 NE 
メ X エ ルー プ は 外 の FOR ローNE X エ ルー プ 内 に 完全 に 入 つ て いな けれ ば な り ま せん 。 ご の 条件 で ルー 
プ を ら 段 まで 重ね て 使う (深み を も だ せる ) こと が で きま す 。 

@F 〇 RーNEX メ エル ー プ の 外 ら ルー プ 内 に 飛び 込む こと は で きま せん 。 〈 飛 び 込 ませ る と エラ ー52 
に な り ま す 。) 

( 注 )FORーNEX エ ルー プ か ら 外 に 飛び 出し だ 場合 、 そ の ルー プ は 終了 し た こと に な り ま せん の で 、 
プロ グラ ム に よっ つて は CFOR 命 令 を 何 回 か 実行 する よう な プロ グラ ム の 場合 )、F 上 〇 RーNEX 
工 の 深み エラ ー50 が 発生 する こと が あり ます の て 注意 し て くださ い 。 

( 注 2)FORNEX メ エル ー プ 内 で は CLEAR 命令 は 使用 で きま せん 。 


機能 | 本 機内 の メモ リ の 中 で 、 未 使用 部 分 の バイ ト 数 を 求め ます 。 
FRE 
本 機内 の メモ ! リ の 中 で 、 現 在 使 用 され て いな い 部 分 の バイ ト 数 が 得 ら れ ま す 。 
(BAS | ご の プロ プラ ム や 配列 変数 、 単 純 変 数 お よび 機械 語 工 リア 、 フ ァイル エリ ア 、 テキ スト エリ 
ア と し て 使用 まれ て いる 部 分 以外 の バイ ト 数 ) 











日 


メモ リ (5859 バ イト ) 


機械 語 エ リア 


ファ イル エリ ア 


テキ スト エリ ア 


ます 
BAS 1C プ ログ ラム 


F RE (=) と 押せ ば この 部 分 の バイ ト 数 を 表示 し ます 。 


配列 変数 ・ 単 純 変数 
全 
( 注 ) P 凡 〇 モー ド で 使用 する 場 
合 は PRINT FRE 〔 記 
と キー 操作 し レ て ください 。 
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指定 し た 行か ら 始 まる サブルーチン へ プロ グラ ム の 実行 を 移し 、RRETURN 命 令 で も どり ます 。 
2 
ラベ ル 


GoSuB」 


RETURN 
GOTO、ON GOSUB 
ある 一 連 の プロ プラ ム で 、 何 回 も 同じ 計算 や 処理 が 出 で こる 場合 、 そ の 部 分 を 抜き 出し て プロ プラム 、 し 
て お き 、 必 要 に 応じ て その 抜き 出し だ プロ グラ ム を 実行 すれ ば プロ グラ ム を 短 か ご 、 ま ただ 簡 申 化す る こ 
と が で きま す 。 
@ け ブルー チン へ の ジャ ンプ は G 〇 らい 日 命令 に 続い て 、 サ ブル ー チ ン の お か れ て いる 行 番号 まだ は ラ 
ベル を 書い て 指示 し ます 。 (ラベ ル に つい て は 172 ペ ー ジ 参 昭 ) 
《 例 〉 

ら の : GOSUB 2 の の 200 行 へ サブ ルー チン ジャ ンプ 


1 の の :GOSUB"'A" ラベ ル " A " まだ は * A が 書か われ て いる 行 へ サブルーチン ジャ ンプ ブ 


@ け サブルーチン の 最後 に は RETURN 命 令 を 書い て 、 メ イン ルー チン へ の 復帰 を 指示 レ し ます 。 CRE 
TURN 命 令 に は 行 番号 の 指定 は 不要 で す 。) 

メイ ン ル ー チ ン へ 復帰 じ し だ と き は 、G 〇 いり 昌 の あっ だ 次 の 命令 を 引き 続き 実行 し ます 。 
@ け ブルー チン か ガ ら 別 の サブ ルー チン へ 実行 を 物 す ご と が で きま す 。 

サブ プル ー チ ン か ら サ プル ー チ ン へ 、 ま だ 次 の サ プ ル ー チ ン へ ……: と いう よう に 重ね て 使用 する 場合 、 
最高 10 段 まで 重ね る (深み を 持 だ せる) こと が で きま す 。 (10 段 を 超え る と エラ ー50 に な り ま す 。) 


其 本 命令 





23 GT ゴー トゥ ー 


マニ ュ ユア / 


ご 





| | 


剛 隊 
品 早 








人 


276 


プロ グラ ム の 実行 を 指定 され な 行 へ 無 条件 に 移し ます 。 
行 番号 
996 
ご G 〇 SUB、ON_GOTO、RUN 
通常 プロ プラ ム は 若い 行か ら 順 次 実行 され ます が 、G 〇 十 〇 命令 に より 、 そ の 実行 を 指定 レ だ 行 へ 惣 す 
(ジャ ンプ させ る ) こと が で きま す 。 
まだ 、 選 UN モー ド で の マニ ユア ル 操 作 に より 、 指 定 し た 行か ら プ ログ ラム の 実行 を 開始 させ る こと が 
で きま す 。 


GoTo] 


@ ジ ャ ンプ 先 は 、 GO 〇 TO 〇 命令 に 続い て 行 番号 まだ は ラベ ル を 書く こと に よっ つて 指定 し ます 。 (ラベ ル 
に つい て は 172 ペ ー ジ を 参照 ) 
《 例 > 
GOTO 4 の 40 行 へ ジャ ンプ レ な さい 。 
GOTO AB" ラベ ル " AB " まだ は * AB の つい て いる 行 へ ジャ ンプ し な さい 。 
@ 指 定 し た 行 番号 お よび ラベ ル が な い 場 合 は エラ ー40 に な のり ます 。 
@ 和 同じ ラベ ル が グ 個 以上 書か れ て いる と き は 、 行 番号 の 小さ だ い ほ う へ ジャ ンプ し ます 。 
@GOTO 〇 命令 に より プロ グラ ム の 実行 が 開始 され だ と き の 計 算 機 の 状態 に つい て は 171 ベ バー ジ を 参照 レ 
て ぐだ さい 。 


基本 命令 


Moaorfsaech ME 
省略 形 cvssss 


角度 単位 を “GRAD" (ブラ ー ド ) に 設定 し ます 。 
GRAD 


DEGREE、RADIAN 
三角 関数 、 逆 三角 関数 、 座 標 変換 関数 で 扱う 角度 の 単位 を “GRAD" 単位 [ s ] に 設定 し ます 。〈 1 直 


角 三 1005) 











條 


上 





園 


基本 症 令 
25 1 上 FTHEN… イ フー ゼン 
省略 形 ……1F T. 











隊 
に 


条件 を 判断 し 、 プ ログ ラム の 流れ (実行 の 順番 ) を 変え ます 。 

IF 条件 式 THEN 実行 文 

(THEN は 省略 可 ) 

AND、 OR 

@ | F に 続 ご 条件 が 成立 し だ 場合 は THEN に 続 ぐ 命令 が 実行 され ます 。 条 件 式 が 成立 し な い 場 合 は 、 
THEN に 続 ぐ 命令 を 無視 し て 、 次 の 行 へ 実行 移さ れ ま す 。 

@「 HEN に 続い て 行 番号 まだ は ラベ ル を 書 こ と 、 そ の 行 ま た は ラベ ル が 書 ガ れ て いる 行 へ ジャ ンプ レ 
ます 。 

久実 行文 と し て 代入 文 を 書 て と き は 、T HEN ま だ は し 命令 が 和 め 要 で す 。 

@「 HEN 命 令 を 省 略 し て 実行 文 を 書 こ こと が で きま す が 、 ジ ャ ンプ を 指示 する 場合 は THN ま だ は 
GOTO 命 令 が 和 め 要 で す 。 

例 > 1F A く 5 THEN CA*B:GOTO 5 の 


も し A が 5 ら より の も 小さ けれ ば 、A * 量 の 結果 を C に 代入 し て 、50 行 
へ ジャ ンプ し ます 。 


1 
財 





8 
較 園 


1F ロニ C 十 1 〇 OTTO 〇 6 の も し 、B と C+ 1 の 結果 が 等 し けれ ば 60 行 へ ジャ ヤン プレ し ます 。 


まだ は 1F B ロ = ニ C+1 THEN 6 の 
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@⑯|F に 続く て へ ぐら な どの 式 を 条件 式 と いい ます 。 条件 式 は 通常 次 の よう な 形 で 書き ます 。 





























OO = ニ XX 等 し いか どう か 判断 ( 〇 〇 は メメ に 等 し いか や ) 


OO 2 XX 大 きい か どう か 判断 ( 〇 〇 は メ XX より 大 きい か や ) 
〇 OO ラニ XX 以上 か どう か 判断 ( 〇 〇 は メメ 以上 か や ) 
OO ぐ XX 小さ いか どう か 判断 ( 〇 〇 は メメ より 小さ いか や ) 
〇 〇 ベニ テ メ XX 以下 ひど うか 判断 ( 〇 〇 は メメ 以下 か や ) 


〇 〇 ベラ メ XX 等 し く な いか どう か が 判断 ( 〇 〇 と メメ は 等 し く な いか や ) 
( 注 ) 〇 〇 お よび メメ は 式 、 変 数 を 表し ます 。 ( ら * コ 、A、8、 な ど ) 





@ 条 件 式 を へ や BB 二 の よ うに 変数 や 、 通 常 の 式 の み に す る こと も で きま す 。 
IF B+4 THEN 6 の 
IF A THEN 6 の 
ご の 場合 は 、 変数 や 式 の 値 が ザウ 以外 (| 文 が 成立 ) な ら ば | F 文 の 後に 続 こ 内 容 を 実行 し 、 の < | 文 
が 不成立 ) な ら ば 次 の 行 を 実行 し ます 。 
信条 件 式 は 次 の 例 の よう に “*" と “ 十 " を 用 いて 結合 する こと が で きま す 。 
《 例 > 1F (A>5) * (B>1) THEN…… テ ーー 
A が 5 より も 大 きこ 、 か つが 1 より も 大 きい と き 、 芽 昌三 N に 続 
ぐ く 内 容 を 実行 (論理 積 ・ AND) 
1F (A>5) + て B>1) THEN……… 
A が 5 より も 大 きい ガ 、 あ る い は 日 が 1 より も 大 きい と き 、THE 
N に 続く 内 容 を 実行 (論理 和 : 〇 ) 
人 @ 文 守 列 の 比較 
条件 式 に 文字 列 を 用 いる こと に より 、 文 字 列 の 比較 ・ 大 小判 断 を 行う こと が で きま す 。 
文字 列 は キャ ラフ タコ ー ド の 大 き さ に よ つ て 比較 され ます 。 を と えば 、 キャ ラフ タコ ー ド で は “A" 
が 65、“B" ガ 66、“C" が ガ 67…… と な つて いま す 。 し た が っ て “A" は “B" より も 小さき ぐ % 叫 " 
は “C" より も 小さ ぐ な り ま す 。 同様 に 数 字 は アル ファ ベツ ト よ り の 小さ ぐ な のり ます 。 
《 例 > 150 行 の デー タ を 読み 込ん で 、 ア イ ウ エ オ 順に 並べ 替え ます 。 
ら 5 CLS 
1 の DIM Y$(④2) 
2 の READ YS$(1) , Y$ (2) , Y$ (3) , Y$ (2) 
3 の GOSUB 2 の の :PRINT 
4 の FOR A=1 TO 3 
ら 5 の FOR B= テ A+1 TO 4 
6 の 1F Y$(A) マ =Y$ (B) THEN 8 の 
ノウ の YS$ (の ) =Y$ (A) : Y$ (A) = ニ YS$ (B) : 
Y$(B) = ニ Y$ (の ) 
ら 8 ヴ NEXT B:NEXT A 
SG の GOSUB 2 の の : END 
1 ら ヴ DATA アサ ミ , サチ コ , アサ コ , キヨ ミ 
2 の の FOR A=1 TO_4 
どす 9 の PRINT Y ヤ も (AD) 5" 
22 ヴ NEXT A 
3 の PRINT : RETURN 


比較 、 並 べ 替 え ル ー プ 


@ 式 の 中 で の 文 守 列 の 長 さ につい て 
文字 列 の 結合 や 大 小 比 較 な どの 式 に お いて 、 そ の 中 に 信 ま れる 文字 (アル ファ ベッ ツ ト 、 カ タカ 


ナ 、 数 字 な ど ) の 数 は 、 合 計 で 255 文字 を 超え な い 範 囲 で 演算 処理 を 行っ てこ だ さい 。 





関数 
26 INKEY$… イ ン キ ー ド ル 


省略 形 … 1NK. 





1NKEYS$ 命 令 が 実行 され だ と き 、 い ざれ か の キー が 押さ れ て いれ ば 、 そ の 内 容 を 読み 込ん で 指定 さ 
れ だ 文字 変数 に 代入 し ます 。 
文字 変数 三 1 NKEYS お 
本 明 1NKEY や 命令 は 通常 、 次 の 便 の よう に こり の 返し ルー プ を 作 つ て 、 友 効 な キー が 押さ れる の を 待ち ま 
す 。 
《 例 > 1 の CLS 
の の ヴ の Z や =INKEYS$ 
3 の IF Z$=" " 丁 HEN 2 の 
4 の PRINT "一 一 一 " : ASC お : "ーーー リ ! 
5 の Z お =INKEY$ 
6 の 1IF Z$=" " 征 HEN 1 の 
Z の GOTO 5 の 
@ 1NKEY お 命令 が 実行 きれ だ と き に 、 キ ー が 押さ れ て いな けれ ば 、 変 数 に は Null < 空白 ) が 代 入 さ 
れ ま す 。 
mi キー は プロ グラ ム の 一 時 停止 キー (プレ ー フ キー) と し て 働き ます 。 
@1N に KEY 命令 は (SMFT) キー を 押し な が ら 、 キー を 押し た と き に 働 ご 機能 や 入力 され る 記号 、 回 
キー に 続い て 押し た とき に 働く 機能 な ど を 読み 込む こと は で きま せん 。 ま だ た 、 英 小文字 や カナ 文字 を 
読み 込む こと は で きま せん 。 
@ (WE 、〔 き NFT] キー は 1NKEY お 命令 で 読み 込む こと は で きま せん 。 
@ プ ログ ラム の は じ め に 1NKEY お が あり ます と プロ プラ ム を スタ ー ト させ だ と き 、 ス マー トキ ー を 
読み 取 つ て し まう こと が あり ます の で 、 注 意 が 必要 で す 。 
@ 1NKEY お 命令 は 、 こ の 命令 実行 時 に 押さ れ て いた キー の デー タ を 読み 込む だ め の 命 信 で す の で 、 
1NPUT 命 令 の よう に キー 入力 時 に 〔』〕 キー を 押す 必要 は あり ませ ん 。 
@1NKEY や 命令 は 、 記 号 、 数 字 、 英 大 文字 な どの よう ね な 印 字 可 能 文字 の 他 に 、 次 の 表 の の 烈 お よび 
1 列 に 示す 9 吾 種 の 制御 キー 〈 非 印字 文字 ) も 読み 取る こと が で きま す 。 
ご の よう な お 非 印字 文字 は PR 1NT 文 で は 表示 で き な い の で (すべ て スペ ー ス で 表示 され ます ) 、 表 
示さ せ だ い 場 合 は 上 記 の プロ グラム 例 の よう に AS 〇 命令 で アス キー コー ド に 変換 する と よい で し よ 
う 。 


ご の ライ ン を ぐり の 返し 実行 し 、 キ ー が ガ 押 され る の を 待ち ます 。 
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INKEYS$ て で 読み 取ら れる キー と キー コー ド 
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プロ グラ ム の 実行 を 一 時 止め , マニ ユア ル 操 作 に より 数 値 や 文字 を 変数 に 代入 する だ め の 命 令 で す 。 


C1) INPUT 変数 [, 変数 ……] 

2) 1NPUT " 文字" , 変数 [, "文字" , 変数 …] 

3) INPUT " 文字": 変数 [, "文字 " : 変数 …・] 
INPUT#、1NKEY$S、READ、LOCATE 

プロ グラ ム 実 行 に お いて 、 計 算 機 に デー タ を 与え る だ め 、 プ ログ ラム を 一 時 停止 させ る 命令 で 、 | NP 

UT 命 令 に 続い て 、 デ ー タ を 格納 する だ め の 変 数 を 指定 し ます 。 

@ 審 式 て 1 ) の 形 の 命令 実行 され ます と 、 計 算 機 は デー 入力 待ち の だ め 、 や を 表示 レ て プロ グラ ム 
の 実行 を 停止 し ます 。 ご の と き 、 キ ー を 操作 し て デー を 入れ 、〔g] キー を 押せ ば 、 デ ー タ が 変数 に 
代入 され て 、 実 行 が 再開 され ます 。 

(変数 を 複数 個 指 定 す る 場合 は , (コン マ ) で 区 切 つ て 指定 し ます 。) 

@ 書 式 〈 つ ) の 形 で は 、 デ ー ス 入力 待ち の こき" "で 囲ま れ だ 文字 を 入力 ガイ ダン ス (入力 案内 ) と 
し レ て 表示 し ます 。 

ご の 形 の 場合 、 デ ー タ を 入力 し ます と 入力 ガイ ダン ス は 消え ます 。 


Tc aa に ro 
れ ば よい か 、 な ど を わか りや すぐ する 目的 で 、 メ ッ セ ー ジ を 表示 させ る も の で す 。 | 


@ 書 式 (③)- の 形 で は 、 書式 ( つ ) の 場合 と 同じ < デー タタ 入力 待 ちの と き 、 入力 ガイ ダン ス が 表示 され 
ます が 、 デ ー タ を 入力 し た を と き 、 そ の 入力 ガイ ダン ス に 続け て 、 入 力 し を デー タ が 表示 され ます 。 

信書 式 (1)、 (2 つ )、 (3) は 混合 し て 用 いる こと が で きま す 。 
《 例 2 。 LNPU エ  !A ニ " iA, 日, C ニ マヤ "で 

@|1NPUT 命 令 の 入力 待ち の と き に 、 デ ー タ を 入力 せ ず に 〔』) キー の み を 押し だ と き は 、。 変 数 に 入 つ 
て い だ デ ー タ を 保持 し だ を まま 、 次 の 実行 に 移り ます 。 

@1NPUT 命令 に 続い て 指定 さ ね だ 変数 の 型 と 、 入 力 す る デー タ の 型 は 同じ で な けれ ね ば な り ま せん 。 
特に 、 数 字 を 入力 する 場合 は 、 数 値 と し て 入力 する の ガ 、. あ る い は 文字 と し て 入力 する の ガ の 区 別に 
注意 し て くだ さい 。 

(文字 変数 に は 文字 デー タ 、 数 値 変数 に は 数 値 デ ー タ を 入力 し ます 。) 

@|1NPUT 命 令 実 行 前 に 、L 〇 CAT 三 命令 に より 表示 開始 位置 が 指定 され て いる 場合 は 、 そ の 位置 
か ら 入 力 ガ イダ ンス 、 あ る い は や が 表示 され ます 。 

( 注 ) INPUT 命 令 に よる 入力 時 の エラ ー は 中 キー で 解除 し て 、 正 し い デ ー タ を 入れ て ご ださい 。 


ファ イル 関連 命令 











還 自 肖 伺 

















ファ イル の デー タマ を 指定 し だ 変数 に 代入 し ます 。 
INPUT # フ ァイル 番号 , 変数 [ , 変数 …] 
OPEN、PRINT# 
1 〇 (シリ アル 入出 力 装 置 ) に 送ら れ ね て こる デー タ 、 ま だ は カセ ツ ト テ ー プ に 記録 きれ て いる デー タマ 
を 指定 され て いる 変数 に 代入 し ます 。 
@O 〇 OPEN 命令 で " COM : " を 指定 、 ま だ は "CAS : "の 1NPUT を 指定 し て オー プン し レ し て いる 
と き に の み 有 有効 で す 。 
依 フ アイ ル 番 写 に は 1 を 指定 し ます 。 
@ 変数 ” に は 、 次 の 変数 が 指定 で きま す 。 
固定 変数 = へ 、X、 ビ お など 
単純 変数 。 AB、CD、 ビ お な ど 
配列 の 要素 _B (1 の ) 、C$ (5, 5) な ど 
配列 全体 日 (*) 、C お (*) な ど 
人 指定 し た 変数 の 数 より も フイ ル の デー タ が 少な い 場 合 は 、 エ ラー87 に な のり ます 。 
〔 変 数 へ の 読み 込み 規則 ) 
数値 
ゃ デー ツタ の 前 に スペ ー ス が あつ だ 場合 は 無視 レ し ます 。 ス ペー ス で な い 最 初 の 文字 を デー タ の 始ま り と 
し ます 。 
ゃ デー ツ の 区 切り は 、 コ ンマ て , ) お よび スペ ー ス 、CR (& 日 の D)、LF (&H の A) コ ー ド で す 。 
@ 数 値 化 で き な い デー を 読み 込ん だ 場合 は りこ と し ます 。 
@ 文 字 
ゅ デー ツ の 前 に スペ ー ス が あつ だ 場合 は 無視 し ます 。 ス ベー ス で な い 最 初 の 文字 を デー タ の 始ま り と 
し ます 。 
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* ゃ デー ツタ の 始ま り ガ ダブ ルフ オー テー ショ ン 〈 " ) の と き は 、 次 の ダブ ルフ オォ オー テ ー シ ョ ン ま で を 1 
つの デー タ と し ます 。 
ゃ デーツ の 始ま り ガ ダブ ルフ ォ ー テ ーション で な いと き は 、 デ ー タ の 区 切り を コン マ て , )" お よび C 
R (&H の D) 、 し F (&H の ヴ A) コー ド を 読み 込め だ と き 、 あ る い は 256 文字 目 を 読み 込ん だ と 
きき と し ます 。 
@OF (エン ド オ プ ブフ ァイル : & 昌 1 A) コー ド の 和 負 理 

ゃ データ の 前 に OF コー ド が ある 場合 は エラ ー に な り ま す 。 

* ゃ デー タ の 途中 に ヒ ひ 〇 ビ コ ー ド が ある 場合 は デー タマ の 区 切り と 見 な し ます 。 
念 配列 全体 へ の 入力 順序 

〈 例 〉 一 次 元 配列 の 場合 B (の ) 一 日 〈1) 一 BB 〈②2) 一 …… 

次 元 配列 の 場合 C (〈( の , の ) 一 C (の , 1) 一 C (の , 2) 一 …… 
C (1 の) ーC (7. 7) 一 C 1, の) 一 …… 


ファ イル 関連 命令 
20 K† セ た に に キ 紀 マニ ュ ア ル 








[ 隊 能 | フラ イル を 消去 し ます 。 

K1LL "ファ イル 名 " 〔 

ファ イル エリ ア 内 の 指定 し た ファ イル を 消去 し ます 。 
指定 し だ ファ イル が 存在 し な いと き は エラ ー94 に な のり ます 。 


関数 
30 OWN 
省略 形 ……LEF. 











文 守 列 の 左側 か ら 何 文字 か を 取り 出し ます 。 

LEFT お (文字 列 , 式 ) 

MI1DS、RTGHTS 

指定 され な 文 守 列 の を か ら 、 式 の 値 で 指定 され だ 桁 数 (文字 数 ) だ け 、 文 字 を 取り 出し ます 。 

だ と えば AS= "ABCDE " の と き し ビ FT $ (AS$, 3) は A お の 文字 列 の 左側 3 文字 、』 ず すなわち 
“ABC" を 取り 出し な さい と いう 意味 に な のり ます 。 

@ 式 の 値 は 、 の ヴー255 の 範囲 の 整数 で な けれ ば な り の ませ ん 。 








ト 間 


Z82 





文字 列 の 文字 数 を 求め ます 。 
LEN 文 守 列 
1 つの 文 守 列 の 中 に 含ま れる 文字 の 数 (記号 、 ス ベース 、 数 字 も 含み ます ) を 求め る 関数 で す 。 
だ と えば 
A=LEN' ABC1234 ハ バーン " 
の よう に し て 実行 すれ ば 、" ABC1 234 ハ " ン " の 文字 数 10 が 変 敷 人 A に 代入 され ます 。( だ ぐ く 点 や 半 
だ ぐ 点 も 1 文字 と 数 えら れ ま す 。) 


基本 命令 








能 | 変数 数値 や 文字 を 代入 する だ め の 命 令 で す 。 

障 式 [し ET] 変数 デー マ [, 変数 = デー タ ] … 

陣 包 代入 文 は し 命令 に 続い て 代入 式 を 書き ます 。 

代入 式 は ムー5 十 3、 日 = " AB 〇 " の よう に 、 左辺 に 変数 を 、 右 辺 に 式 や 文字 列 を 書 寺 ま ず 。 

この 場合 の “一 " は “等 し い " と いう 意味 で は な ご 、 “左辺 の 変数 に 、. 右 辺 の 内 容 あ る い は 計算 結果 を 
入れ な さい "と いう 意味 で す 。 

@ 代 入 文 は し 本 を 省略 し て 使用 で きま す 。 

@ 変 政 と デー ツ の 型 は 同じ (文字 型 ど うし 、 ま だ は 数 値 型 どう レ し ) で な けれ ば いけ ませ ん 。 





ファ イル 関連 命令 
33 LF1LES… エ ルフ ァイル ズ 


省略 形 





ファ イル エリ ア に 登録 き ね て いる ファ イル の ファ イル 名 を 印字 し ます 。 
LFLLES 〔) 

に 江 EE 

旬 フ ァイル エリ ア に 登録 きれ て いる すべ て の ファ イル 名 を プリ ンタ で 印字 し ます 。 


人 


Z83 





34 し L 1ST……… リ スト マニ ュ ア ル 








嘩 態 | 記憶 を れ て いる プロ プラム を 表示 させ ます 。 (PR 〇 モー に の マニ ュ ユア ル 操 作 で の み 有 有効 ) 
(1) LIST 回 
(2) じ TST 行 番号 〔 記 
(3③) L1ST ラベ ル 〔 
LLIST、PASS 
説明 表示 部 に プロ グラ ム を 表示 させ ます 。 
@ 春 式 (1 ) で は 、 プ ログ ラム の 先頭 行か ら 、 表 示 で きる 範囲 で 表示 し ます 。 
@ 書 式 (ご) で は 、 指 定 し た 行 番号 の 行か ら 、 表 示 で きる 範囲 で 表示 し ます 。 も し 、 指 定 し だ 番号 の 行 
が な い 場 合 は 、 そ れ よ り も 大 きぐ 、 ガ つ 一 番 近 い 行 か ら 表 示し ます 。 
@ 書 式 (③) で は 、 指 定 し た ラベ ル の 書 ガ れ て いる 行か ら 、 表 示 で きる 範囲 で 表示 し ます 。 ラ ベル は 
172 ページ を 参照 くだ さい 。 
@ プ ログ ラム が 記憶 され て いな い 場 合 は 、L 18S 征 命 令 は 無視 され ます 。 
@ バ パス ワー ドガ が 設定 され て いる と き は 、L 1 8 丁 命 令 は 無視 され ます 。 
@ プ ログ ラム ム 内 に な い ラ ベル や 、 プ ログ ラム の 最終 行 よ り も 大 きい 行 番号 を 指定 し だ 場合 は エラ ー40 に 
な り ま す 。 


プリ ンタ 命令 
に に OO ペン チイ AI 





省略 形 





上 織 態 | プロ プラム を プリ ン で 書き 出し ます 。 (PR 〇 お よび UN モ ー ド の マニ ュ ユア ル 操 作 で の み 有 有効) 
者 式 (1) し LIST 
行 番号 
Sr 
(3) LLIST [開始 行 ] 一 [終了 行 ] 〔 
際 L1ST、PASS 
隔 明 | 書式 (1) で は 、 計 算 機内 の プロ プラム を すべ て 書き 出し ます 。 
信書 式 ( つ ) で は 、 指 定 し た 行 番号 まだ は 指定 し た ラベ ル の つい て いる 行 を 書き 出し ます 。 
@ 書 式 (③) で は 、 指 定 し だ 開始 行か ら 終 了 行 まで の プロ ブラ ム を 書き 出し ます 。 (開始 行 お よび 終了 
行 は ラベ ル も 可 ) 
な お 、 書 式 (3) で は 開始 行 ま だ は 終了 行 の 指定 を 省略 する ご と が で きま す 。 (同時 に 両方 を 省略 す 
る こと は で きま せん 。) 
開始 行 を 省略 し だ 場合 は 、 プ ログ ラム の 先頭 行か ら 、 指 定 し だ 終了 行 ま で の プロ プラム を 書き 出し ま 
す 。 
終了 行 を 省略 し だ 場合 は 、 指 定 し だ 開始 行か ら 最終 行 ま で の プロ グラ ム を 書き 出し ます 。 





2 の 2 に に パ さ ず | 
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《 例 > LL1ST-ー2 の の () 先頭 ら 200 行 まで 書き 出し ます 。 
LLIST1 の の ーー〔 100 行 か ら 最 後 の 行 ま で 書き 出し ます 。 
人 @ 指 定 し だ 番号 の 行 が な い 場 合 は 、 そ れ ぞ れ の 値 よ り も 大 きぐ か つつ 最も 近い 行 が 指定 され ます 。 
だ だ し 、 開 始 行 が 終了 行 よ り も 大 きぐ な る よう お 指定 を する と エラ ー44 に な り ま す 。 
@ パ バス ワー ドガ 設定 され て いる と き は 、LL 1 ST 命令 は 無視 され ます 。 


ファ イル 関連 命令 




















ファ イル エリ ア に 登録 さこ れ て いる BAS | ご プロ プラ バ を 呼び 出し ます 。 
LOAD " ファ イル 名 " 〔 世 

SAVE 

@ フ ァイル エリ ア か ら 、 指 定 し た ファ イル 名 の プロ グラ ム を 呼び 出し ます 。 

@ 拡 張子 ザ 「 。 日 AS』 の と きのみ 、 拡 張子 の 記述 は 省 申 で きま す 。 

@ 読 み 込み 終了 時 、S 1 〇 や カセ ッ ト が オー プン し て いる と 、。。 それ ね ら は クロ ー ズ され ます 。 
@ テ キス ト TEX) プロ グラ ム を 呼び 出 そ う と する と エラ ー96 に な の ます 。 





全 信 
LOCATE… ロ ケー ト 
3/ 省略 形 ……LOC. 








| 呆 | 開 
量 國 同 








表示 の 開始 位置 (ポジ ショ ン ) を 指定 し ます 。 

LOCATE 式 , [, 式 :] 

CLS、INPUT、PRINT 

PR INT 命 令 な ど で 表 示さ れる 内 容 の 表示 開始 位置 (カー ソル の 位置 ) を 指定 し ます 。 
人 @ 表 示 位 置 は 、 次 の 図 の よう に な り の ます 。 


横 の 位置 ( 式 1 で 指定 ) ーーー 一 ・ 〇 1 どう 456 フ 891011121314151617181920212223 





70 NMNS-ー だ GO 





縦 の 位置 ( 式 z で 指定 ) 


ご の よう に 、 表 示 部 を 横 と 縦 に 分 け 、 式 , の 値 で 横 の 位置 を 指定 レ 、 式 。 の 値 で 縦 の 位置 を 指定 レ し ます 。 
人 @ 式 , の 値 は ウー23、 式 。 の 値 は の 一 3 の 範囲 で 指定 し ます 。 ご の 範囲 外 で は エラ ー33 に な り ま す 。 
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@ 式 を 省略 し だ 場合 、 縦 の 位置 は 現在 カー ソル が ある 位置 に な のり ます 。 


《 例 〉 5 CLS 

1 ヴ LOCATE フ , の :PRINT "ABC" 

2 の LOCATE 9, 1 : PRINT" DEF" 

3 の 9 LOCATE 2 の め の , 1 : PRINT' MNOPORS'" 
プロ グラ ム を 実行 する と 、 次 の よう に 表示 され ます 。 


デー 合 一 9 ご 13 20 


QO D っ O 





表示 開始 ポジ ショ ン 一 7,0 9,1 20,1 


@ し 〇 ご CAT 命令 で 表示 開始 ポジ ショ ン を 指定 し な 場合 は 、 表 示 の 一 部 分 だ け を 変え る こと も で き 、 
記 用 範囲 も 広がり ます 。 な お 、 表 示 を 消去 する と き は C し ら 命 令 を 用 いま す 。 
@ し 〇 CATE 命 令 に よる 指定 は 1NPUT 命 令 に 対し て も 働き ます 。 
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指定 し だ 内 容 を プリ ンタ で 印字 させ ます 。 


LPRINT| 1。sm | el Fw | | 


PRINT、USTNG 

人 @ 項 目 を 1 つ だ け 指 定 し た こと き は 、 式 の 値 は 紙 の 右側 に ツメ て 印字 し 、 文 字 は 紙 の 左端 か ら 印 字 し ます 。 
文 守 列 が 24 桁 を 超え る 場合 は 自動 的 に 改行 し て 印字 し ます 。 

@ コ ンマ (て , ) を 入れ て の つ 以上 の 項目 を 記述 する と 、 1 行 の 印字 桁 数 24 桁 を 左右 12 桁 に 分 け て 印字 レ 
ます 。 ご の と きも 12 桁 の 範囲 内 で 数 値 は 右 ツメ 、 文 字 は 左 ツ メ に し ます 。 な お 、 印字 内 容 が 12 桁 を 超 
える 場合 、 数 値 は 仮数 部 の 下位 桁 を 切り 捨て て 12 桁 以内 で 印字 し 、 文 字 は 先頭 か ら 12 桁 を 印字 し ます 。 

久 区 切り に セミ コロ ン (: ) を 使用 し て いる 場合 は 紙 の 左端 ひら 連 続 的 に 印字 し ます 。 印 字 内 容 が 24 桁 
を 超え る 場合 は 自動 的 に 改行 され ます 。 

@ プ ログ ラム 中 で 未 尾 が ザ セ ミコ ロン : ) の 場合 は 、 印 字 が 終了 し て も 改行 を 行わ ず 、 次 の LPR IN 
命令 で 、 指 定 さ ミ れ て いる 内 容 を 前 の 内 容 に 続け て 印字 し ます 。 

@LPRINT の み で 、 印 字 す る 内 容 が 指定 され て いな いと き は 改行 を 行い ます 。 


M1D$……… ミ ッ ド ドル 


省略 形 ……M | . 





朋 能 | 文字 列 の 中 か ら 一 部 分 の 文字 列 を 取り 出し ます 。 
MID$ (文字 列 , 式 , 式 ) 
式 , : 文 守 列 の 棋 何 文字 目 ひ ら 取 り 出 すか を 指定 し ます 。 
s・ 何 文字 分 を 取り 出す が ガ 指定 し ます 。 
随 し FT お 、RIGHTS 
式 , は 1 一 255 の 範囲 で 指定 する こと が で きま す 。 
式 。 は 0 一 255 の 範囲 で 指定 する こと が で きま す 。 だ だ し 、 の を 指定 し だ 場合 、 文 字 は 得 ら れず Null に な 
り のり ます 。 
〈 例 〉 
1 の AS= テ "ABCDE" 
2 の B$=MID$S (AS$, 2, 3) ee くう ジー っ つま り の BCD を 取り 


出し 、 日 お に 代入 し ます 。 
3 の PRINT B$ 


MOOK 本 の 


省略 形 ……MO. 





了 能 | 機械 語 モ ニ ツ モー に に し ます 。 (RUN お よび PR 〇 モー に ド の マニ ユア ル 操 作 で の み 有 有効 ) 
MON 〔 記 
説明 | 機械 語 モ ニタ モー に に し ます 。 「 機 械 語 モ ニタ 」 の 説明 を 参照 くだ さい 。 











基本 命令 


生還 弧 oo ニニ ーー 
41 ・・・ な し 


叶 能 | プログ プラム と デー を 消去 しま す 。 (PR 〇 モー に の マニ ユア ル 操 作 で の み 有 効 
書式 NEW 〔) 
随 上 CLEAR、PAS ら 8 
隊 盟 @ 選 ひつ モー に ド で NEW 命 令 を 実行 し ます と 、 プロ ブラム ・ デ ー タ エリ アア 内 の プロ グラ ム 、 BAS 1O 
プロ グラ ム ) や 配列 変数 、 単 純 変数 が すべ て 消去 され 、 固 定 変数 の 内 容 も 消去 され ます 。 
@ オ ー プ ン レ て いる ファ イル (デバ イス ) を クローズ し ます 。 
@ パ スワ ー ド が 設定 され て いる と き は NEW 命 令 が 無視 され ます 。 
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関数 
| oo 0 
42 < こく NO. 


織 能 | 与え られ だ 数 値 の 否定 を 取り ます 。 

NOT 式 

AND、 OR 

進数 に お いて 、 否 定 は 次 の 値 を 取り ます 。 
NOT 1= の 
NOT の =1 


に 





性 


ご の よう に 進数 に お いて は 、 1 の 否定 は ヴ に な り の , の の 召 定 は 1 に な り ま す 。 な お 、10 進 数 の 否定 を 
取 つ だ 場合 も 計算 機内 で は 、 そ の 10 進 数 を 進数 に 変換 し て 、 各 桁 の 否定 を 取り 、 そ の 結果 を 10 進 数 に 


変換 し ます 。 


ご の と き の 10 進 数 を X こ と し た と き 、X と その 否定 て (NOT X) の 間 に は 次 の 関係 が あめ り ます 。 


NOT メ ニー (X 十 1) 
ご の 関係 式 ら 
NOT の = テー1 
NOT 一 1 = の 
NOT 一 =1 
と な り の ます 。 


基本 命令 


能 | 式 の 値 に より 、 い ご つか の 指定 され だ 行 へ 選択 的 に 実行 を 移 レ ます 。 
書式 | GOTO 

ON 式 ! | 

L GoSUuB 
GOTO、GOSUB 


行 番号 [ , 行 番号 。] [, 行 番号 計 … 


悪 員 
較 


ログ ラム 


ON に 続 ぐ “ 式 " の 値 ガ 1 で あれ ば ^ 行 番号 *"、 つ で あれ ば ^ 行 番号 "、3 で あれ ば * 行 番号 。 こい う 


よう に 、 式 " の 仁 ご より 何 番目 に 指定 され て いる * 行 番号 " カ が 決定 され 、G 〇 TO 〇 や GO 〇 SU 互 の 


吾 機能 を 実行 し ます 。 
⑯ 式 ′ の 値 は 整数 部 の み が 有 効 に な り ま す 。 


@⑯ 式 " の 値 が 1 より 小さ いと き 、 お よび 指定 され て いる * 行 番号 " の 数 より も 大 きい と き ぱ ば 『 本 共 令 


ゃ の 次 の 命令 へ 実行 が 移り ます 。 


@ 行 番 写 ” は ラベ ル を 指定 する こと も で きま ざす 。 て (ラベル に つい て は 172 ペー ジ 参 照 ) 


(人 例 〉 1 の CLS 
2 の LOCATE ら , の 
き 3 の INPUT "バン ゴウ (1 一 3) や " 。 N 
4 の LOCATE 1 の , 2 
ら 5 の ON N GOTO 1 の の , 2 の の , 3 の の 
6 の CLS :GOTO 2 の 
Z の END 
1 の の PRINT "クウ " 
11 の GOTO 2 の 
2 の の の PRINT" チョキ" 
21 ヴ の GOTO 2 の 
3 の の PRINT" ハア" 
31 の GOTO 2 の 


ファ イル 関連 命令 








謙 能 | G|1 〇 (シリ アル 入出 力 装 置 ) に 対す る デー タ の 入出 力 、 ミ ニ | ン 〇 の 出力 、 カ セッ ト テ ー プ に 対す る 
デー タ の 入力 まだ は 出力 を 可能 に レ ま す 。 
書式 | (1) OPEN! COM : * 
(2 ろ ) OPEN " 〇 AS : [ファ イル 名 ] "FOR - 〇 り 二 PU 工 
c3)aOPEN "CAS.: [ファ イル 名 ]*" FOR 1NPUT 
4) OPEN" LPRT : " 


CLOSE | 


@ 寺 式 (1 ) で は 8 | 〇 に 対す る 入力 、 出 力 を 可能 に レ ま す 。CS | 〇 回 路 を オー プン し レ ま すず 。) ファ イ 
ル 名 を 書 こ こと や 、 入 出力 の 指定 は で きま せん 。 
@ 書 式 ( つ ) で は カセ ン ッ ト テ ー プ に 対す る デー タ の 出力 を 可能 に し ます 。 
この 形 で OPEN 命令 を 実行 する と 、 〇 UTUT C 出 力 ) モー ド で 回 路 て ファ イル ) を オー プン し 、 
イン フォ メー ショ ンプ ブロ ッ フ (見 出し 部 ) を テー プ に 記録 し ます 。 
ファ イル 名 が 指定 され て いる 場合 は 、 イ ン フ ォ メ ーション プロ ツ フ に ファ イル 名 も 記録 され ます 。 
@ 書 式 (3 う ) で は カセ ント テー プ カ ら の デー タ の 入力 を 可能 に し ます 。 
この 形 で OPEN 命令 を 実行 する と 、 1NPUT て 入力 ) モー ド で 回 路 (フラ イル ) を オー プン い 、 
指定 され た ファ イル 名 の ある イン フォ メー ショ ンプ ロッ ツ フ を 検索 し 、 読 み 込み ます 。 フ ァイル 名 が 指 
定 さ れ て いな い 場 合 は 、 テ ー プ が 回 り 始 め て 最初 に 記録 まれ て いる イン フォ メー ショ ヨン プロ ツ フ を 読 
み 込 み ま す 。 テー 
( 注 ) 指定 さわ た ファ イル 名 が 検索 で き な か つ だ 場合 は 、 テ ー プ が 回 り 総 わ つ て も 計算 機 は 検索 を 続け 
ます 。 こ ご の 場合 は 、 属 』 キー を 押し て 検索 を 止め て こ だ さ い 。 
@ 春 式 (4) で は ミニ | ン 〇 に 対す る 出力 を 可能 に し ます 。 (306 ベ ペー ジ 参 照 ) 
@ 複 数 の 回 路 て ファ イル ) を 同時 に オー プン レ て お ここ と は で きま せん 。 
どれ か 1 つ ガ オー プン し て いる と き に 〇 NN 命 令 を 実行 する と エラ ー86 に な り ま す 。 





KY 
叶 


| 
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関数 
OR ……… ド ドー… ド オア | プロ グラ ム | 
4 り マニ ュ ア ル 
1 00 な レ 
虹 能 | 式 と 式 と の 論理 和 を 計算 し ます 。 ま た だ 、 条 件 式 の 結合 を 行い ます 。 
填 式 式 OR 式 
条件 式 OR 条件 式 
枯 AND、NOT、|F 
上 明 @ つ 進 法 に お いて 、 論 理 和 は 次 の よう な 値 を こり ます 。 
1 ORR 1 ニ =1 
1 OR の =1 
の OR 1=1 
の OR の = の 
な お 、10 進 数 の 論理 和 を 求め だ 場合 で も 、 計 算 機内 で は 10 進 数 を 進数 に 変換 し だ うえ で 、 各 桁 の 論 
理 和 を 求め 、 そ の 結果 を 10 進 数 に も ど し ま す ざ 。 
だ と えば 、41 と 27 の 論理 和 は 次 の よう に 計算 きれ ます 。 
41 OR 27=59 


101001………- 41 
So SS 27 41 と 27 を それ ぞ れ 2 進数 に 変換 し 、 各 桁 の OR を 取り ます 。 そ し て 、 
111011 ..59 その 結果 を 10 進 歌 に 変換 すれ ば 59 に な り ま す 。 


@ ぞ つ 以 上 の 条件 の いずれ か を 満足 する よう な 条件 を 1 つの 式 で 表 わ じ ます 。 
《 例 > A く の OR A>6 A は O 〇 より も 小さ いみ 、 あ る い は 6 より の も 大 きい 。 
IF A= テ 1 OR = ニ 1 OR C= テ 1 征 HEN…| 

















A、 日 、C の いずれ ガ が ガ 1 の と き 、 和 THN に 続 ぐ 命 令 を 実行 し ます 。 





基本 命令 
PASS…… バ パス 
46 省略 形 oe PA。 





虹 能 | パス ワー ド ビ の 設定 ある い は 解除 を 行い ます 。 て PRR 〇 お よび RUN モ ー に の マニ ュ ア ル 操 作 で の み 育 効 ) 
囲 式 )′ PASS" 文字" 〔 紀 
参照 NEW、CLOAD、CSAVE、SAVE 
嘆 盟 | 作成 し た プロ プラ ム を 他 の 人 に 知ら れ だ こない と き や 、 プ ログ ラム を 変更 され だこ な いと き に 、 あ る 言 
葉 や 記号 を バス ワー ド (暗号 ) と し 、 パ スワ ー ド が 与え られ な いか ぎり 、 計算 機内 の プロ ブラ ム を 呼び 
@@ 出す こと が で き な い よう に する こと が で きま す 。 (プロ グラ ム の 秘密 化 ) 
@ バ パス ワー に は 、 ら 文字 まで の 英文 字 、 カ ナ 文 字 、 数 字 、 記号 を 使用 する こと が で きま す ざ 。 
@ パ バス ワー ド が 宣言 さま れ て いな い 状態 の と き 、 局 AS ら 命令 を 実行 すれ ば 、 そ の と き 計 算 機 内 に ある 
AS 1 ご C プ ログ ラム に 対し て パス ワー ドガ 設定 され 、 秘密 プロ プラ ム に な り ま す 。 
秘密 作 さ れ だ プロ グラ ム に 対し て は 、L 1 命令 、 や ロ ) キー な ど 、 プ ログ ラム の 呼び 出し に 
かかわ る 命令 や 機能 、 行 の 追加 ・ 削 除 な どの 機能 は 働き ませ ん 。 
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秘密 プロ プラム は NEW、DELE TE 命令 で も 消去 され ざ 、 保 護 さ ご れ ま す 。 
RE NUM 命令 は 無視 され ます 。 
まだ 、 フ ァイル エリ ア へ 登録 し たり テー プレ コー ダー や 他 の 出力 機器 に 出力 すけ る こと も で きま せん 。 
@ 秘 密 プ ログ ラム を 解除 する 場合 は も う 一 度 同 じ パ スワ ー ド を 宣言 し ます 。 (パス ワー ドガ が 違っ つて いる 
と き は エラ ー92 に な り ま す 。) 
( 注 ) 文字 以上 の パス ワー ド を 宣言 し た と き は 、 頭 から 文字 の み が 有 効 と な り 、 設 定 ま だ は 解除 が 
行わ れ ま す 。 
@ 計 算 機 内 に BAS | ひど プロ グラ ム が 入 つ て いな いと き に PAS ら 命令 を 実行 する と エラ ー14 に な り の 、 
パス ワー ド は 設定 され ませ ん 。 
人 秘密 プロ グラ ム で な い プ ログ ラム を 秘密 プロ プラム と し て テー プ に 記録 する こと が で きま す 。 (CS 
AV 命令 参照 ) 
@” | (NulD は パス ワー ド と し て 設定 で きま せん 。 

















メモ リ 上 の 機械 語 プ ログ ラム や デー タ を 直接 読み 出し ます 。 
PEEK 番地 
POKE、CALL 
人 @ 指 定 し だ 番地 ひら デー タイ を 読み 出し ます 。 
人 @ 番 地 は どー65535 (&H ヴ ー&H ロ ビビ ビビ) の 値 で 指定 し ます 。 
@ 読 み 出 され る デー は 、 の 255 (〈&H ヴ ー&H ロ FF) の 値 に な り ま す 。 
@ バ パス ワード ガ が 設定 され て いる と き 、 本 命令 を マニ ユア ル て 実行 する と エラ ー93 に な り ま す 。 
《 例 > 4001 番 地 (16 進 表記 ) の デー タイ を 読み 出し 、 変 数 人 に 入れ ます 。 
A=PEEK &H4 の の 1 





省略 形 ……POK. 


機械 語 プ ログ ラム や デー タ を メモ リ に 直接 書き 込み ます 。 

POKE 番地 。 デ ー タ 1。 デー タダ 2。…… 

OAI に ビビ ピピ K 

指定 し だ 番地 を デー タ 記 憶 の 開始 番地 と し て 、 デ ー タ 1 、 デ ー タ ググ …… と 、 順 に メモ リ に 記憶 し て いき 
ます 。 

@ 番 地 は の 65535 ( く & HH ヴー&H ロ ビビ F) の 値 で 指定 し ます 。 
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@ デ ー ツ は 1 バイ トド 単位 で 指定 し て いき ます 。 じ だ が つて 、 難 デ ー タ の 取り うる 値 の 範囲 き は の ー255 
(&H ヴ ヴー&HFF) で す 。 
@ バ パス ワー ドガ 設定 され ね で いる と き 、 本 命令 を マニ ュ ア ル て で 実行 する と エラ ー93 に な り ま ず 。 
〈 例 〉 & 昌 の 1 、&H ヴ つ 、& 昌 の を 7000 一 7002 番 地 (16 進 表 記 ) に 書き 込み ます 。 
POKE&H フ の の の , &H の 1, &H の 2, &H の 3 
( 注 ) ご の 命令 を 誠 つ て 使用 する と BAS | O プ ログ ラム や 本 機 の シス テム エリ ア を 破 結 し 、 異 常 が 発 





生 す る こと が あり の ます 。 
基本 命令 
49 | PRINT…ー プ Mg ト 523g 
省略 形 ovess P 





嘩 態 | 指定 し だ 内 容 を 表示 部 に 表示 し ます 。 


5 INT ea | 人 中 


参上 し LO 〇 CATE、LPRINT、US 1NG、WA IT 
| 説明 | 人 @ 項 目 を 1 つ だ け 指 定 し た とき は 、 式 の 値 は 表示 部 の 右側 に ツメ て 表示 し 、 文 字 は 表示 部 の 左端 か ら 表 
示し ます 。 
例 〉 1 の PRINT "ABCD" 
2 の PRINT 123 





RUN 〔 選 
RUN 


ABCD 


1 ジコ 。 
グン 








だ だ し 、 し 〇 〇 AT 命令 に より 、 表 示 開 始 位置 が 指定 され て いる と き は 、 そ の 位置 か ら 表 示し ます 。 
る コン マ (, ) で 区 切 つて 2 つ 以上 の 項目 を 指定 し ただ とき は 、 表 示 部 を 12 杵 ずつ に 区 切り 、 最 初 に 指定 
ざれ て いる 内 容 か ら 順 番 に 表示 し て いき ます 。 こ の 場合 も 、12 桁 の 範囲 内 で 式 の 値 は 右側 に ツメ て 表 
示し 、 文 字 は 諾 側 か ら 表示 し ます 。 な お 、 数 値 まだ は 文字 が 12 桁 を 超え る 場合 は 次 の よう に 処理 され 
ます 。 
び 数 値 が 12 桁 を 超え る 場合 (指数 表示 に お いて 、 仮 数 部 ガ フ 桁 以 上 に な る 場合 ) は 、 仮 数 部 の 下位 桁 
が 切り 捨て られ ます 。 
⑤@ 文 字 が 12 桁 を 超え る 場合 は 、 先 頭 か ら 12 桁 の み を 表示 し ます 。 
《 例 >〉 1 の CLS 
2 の A=123 : 日 =5 ン 9 : C$=" ABCD" 
ご” PRTNT “" 入 三 "> 人 
4 の PRINT A, CS, B 





RUN 〔 A ニ 1 23. 


1 23. ABCD 
292 ら . 5 ら 5555Eー の 1 


人 @ 区 切り に セミ コロ ン (〈 : ) を 使用 し て いる 場合 は 、 指 定 さ れ だ 内 容 を 続け て 表示 し ます 。 
《 例 > 1 の CLS 

2 の A=123: B= デ 5 グ 9 : で $=" ABCD"* 

3 の PRINT "A=':A 

4 の PRINT AiCS:B: "VWXYZ“ 





RUN 〔 A=1 23. 
1 ら 3. ABCD5 . ぢ ちら らら らち 56Eー の 1 V 
WX ヤ ン 


@ 未 尾 が ザ セ ミコ ロン て : ) の 場合 は 、 そ の 前 に 指定 され て いる 内 容 を 友 に つめ て 表示 し 、 その 表示 し た だ 
内 容 の 最後 に 続く 桁 が ザ 、 次 の PR 1NT 命 令 に 対す る 表示 開始 位置 と な り ま す 。 
《 例 >〉 1 の A=123: B=45 

2 の 。CLS.: 。 PRINT 1 つ 3*45= リ ・ 

3 の C=A* 日 

4 の PRINT C 


RUN 〔 1 23*45=5535. 


@PR INT の み で 、 表 示す る 内 容 が 指定 され て いな いと き は 、 改 行 を 行い ます 。 
@ し 〇 CATE 命 令 や 、 未 尾 ガ セミ コロ ン の PR I NT 文 で 表示 開始 位置 が 指定 され て いる 場合 は 、 そ 
の 位置 ひら 表示 を 開始 し ます 。 

な お 、 ご の と き 表 示す る 内 容 の 項目 が (て, ) で 区 切ら むれ てい る 場合 、 最 初 の 項目 は 12 桁 の 範囲 に こ 
わら ざ に 表 示さ れ ま す 。 

@ 1 つの PR INT 命 令 で 表示 に 使用 する 桁 数 が 、255 桁 を 超え る と エラ ー55 に な り ま す 。 


@PRINT 一 LPRINT 指 定 

本 機 は PR 1 NT 命令 を 、 必 要 に 席 じ て 印字 命令 に 切り 替え て 用 いる こと が で きま す 。 

だ と えば 、 計 算 機 本 体 の み で 使用 し て いる と き は 、PR 1N 征 命令 を 表示 命令 と し て 画面 に 計算 結果 を 
表示 させ 、 別 売 の プリ ン を 接続 し て いる と き は 印字 命令 こし て 計算 結果 な ど を プリ ント させ る こと が 
で きま す 。 


指定 ・ 解 除 
別売 の プリ ンタ が 接続 され て いる と き 、_ マ ニュ アル あ る い は プロ グラ ム で 

PR INT=LPRINT 
の 命令 を 実行 する と 、PR I NT 命令 は すべ て し PR I NT 命令 と 同様 に 働き ます 。 
この 機能 は 

PR INT=PRINT 
の 命令 で 解除 する こと が で きる ほか 、UN 命 令 の 実行 、 SWWFT) -+ 候 キー の 操作 、 電源 の オフ ・ オ ン 
な ど に より 解除 それ 、PR 1NT 命 令 は 通常 の 表示 命令 に も どり ます 。 な お 、 必 UN 命令 の 実行 で PR 
INT=LPR INT の 指定 は 解除 され ます の で 、 マ ニュ アル で PR 1NT=LPR I NT 命令 を 実行 
させ 、 ガ つ 有 有効 に 働 ひ のせ る に は 、 次 の よう な 方 法 を 用 いて こ だ さ い 。 
@ 命 令 実行 後 、 つ 〇 TO 〇 命令 で プロ プラム を スタ ー ト させ る 。 〈171 ペ ー ジ 参照 ) 


@|1 NNPUT 命令 な ど に より 、 プ ログ ラム が ガス トッ プ し て いる と き に 、 ご の 命令 を 実行 する 。 
Z93 
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指定 し を デー を 8 | 〇 (シリ アル 入出 力 装 置 ) または カセ ツ ト テ ー プ に 出力 レ し ます 。 


PR 1 NT # フ ァイル 番号 テー タ | 6 テー ター| | | 


ロ 


OPEN、1INPUT# 

指定 し た デー タ を お | 〇 か ら 出 力 し ます 。 ま だ は カセ ツ ト テ ー プ に 記録 し ます 。 

@O 〇 OPEN 命令 で " COM : * を 指定 、 ま だ は " で CAS : " の つり TU 征 を 指定 し て オー プン きれ て 
いる と き に の み 有 有効 で す 。 

フシ イル 番号 は 1 を 指定 し ます 。 

@⑯ デーツ" は 、 一 般 式 (数 式 、 文 字 式 ) の 他 に 変数 を 指定 する こと が で きま す 。 変数 は 次 の も の が 使 
えま す 。 
固定 変数 A、X、 日 や な ど 
単純 変数 AB、 ご CD、EF お な ど ご 
配列 の 要素 B (1 の )、C$ (5, 5) な ご ど 
配列 全体 B (*)、C$(*) な ど 

@⑯ デー ツ " の 後ろ る ザコ ンマ 〈, ) の と き は 20 桁 を 1 ゾー ン と し て 出力 し ます 。 

デー タ ガ 20 桁 以内 な ら 1 ゾー ン の 領域 の 中 で 、 数 値 は 右 づめ 、 文 字 は 左 づめ で 出力 レ しま す 。 


文字 デー タ ガ 20 桁 を 超え て いる 場合 は 、 和 め 要 な ゾー ン 数 を 確保 し て 出力 し ます 。 ゾ ー ン の 残り の 桁 は 
スペ ベー ス で 埋め ます 。 


《 例 > A や =ー" ABC" :C= ニ 123 : D ニ ー5. 2E1 の 
PRINT#1, AS, C, D 


出力 ABCOoOuruuuououruouo re 寮 詳 工 ル 4 ま に 5 


の 8". 尋 。 


ー5 . 2E+ 1 ウー:CRLF 


@⑯ デー ツタ" の 後ろ ガザ セミ コロ ン ( : ) の と き は 、 デ ー タ を 続け て 出力 し ます 。 
《 例 〉 A や =" ABC ".: C= ニ 1 23 : D=ー5. EE1 の 
PRINT#1, AS:C:D 


出力 ABC1 23. ーー5. 2E+1 の ..CRLF 


@ 指 定 さ れ だ データ" を ざす べ て 出力 する と 、 最 後に CR て &H の ヴ D) と し F C&H の A) コー ド が 送ら 


れ ま す 。 だ だ し 、 デ ー タ の 最後 に コン マ 〈, ) まだ は セミ コロ ン < : ) が 指定 され て いる と き は CRR、 
LF コ ー ド は 出力 され ませ ん 。 


数値 デ ー ツ の 出力 フォ ー マ ツ ト 
④ 数 値 デ ー タ の 後ろ に は 1 桁 分 の スペ ー ス が 付け られ ます 。 


②@ 数 値 の 前 に は 符号 桁 が 1 桁 付き ます 。 数 値 が 負数 の 場合 は 、 こ の 桁 ザ ー (マイ ナス 待 号 ) に な り 、 
正 数 の 場合 は スペ ー ス に な り ま す 。 


③ 指 数 形式 で 出力 され る 場合 は 、 仮 数 部 の 後ろ に 指数 部 を 示す 記号 )、 符 号 、 数 値 桁 て 1 桁 の 坦 
合 は 前 に ヴ を 付け る ) が 出力 され ます 。 


人 例 > PRINT#1, 123456Z78988 フ 
ー1 . 2 つ 3456 フ 8988E+ 1 の.CRLF を 出力 
@⑳ 未 定義 の 変数 (C し ビビ A ド 実行 後 の AB な ど ) を 指定 し だ 場合 は ヴ が 出力 され ます 。 
久 文 デー の 出力 フォ オー マツ ト 
⑨④ 指 定 さ きれ ね て いる デー タ を その まま アス キー 形式 で 出力 し ます 。 
CHRS$S (の ) は " " (Null)) に な り ま す 。 
③ 未 定義 の 変数 (CLEAR 実行 後 の AB お な ど ) を 指定 し だ 場合 は " " Null) が 出力 され ます 。 
@ 配 列 全 体 を 指定 し た と き は 、 台 要素 を 出力 ける ご と に CR、 し コー ド を 出力 し ます 。 
だ と えば 、PRINT#1,. 日 (*) は PRINT# キ 1.B (の ) :PRINT#1,.B(1) :P 
RINIT 1。 (用) の … と 指定 し だ 場合 と 同じ 状態 に な り ま す 。 
@ 配 列 全体 を 指定 し だ 場合 の 出力 順序 は 次 の 例 の よう に な り ま す 。 
《 例 〉 一 次 元 配 列 B (の) 一 B (1) 一 B (2②2) 一 …… 
二 次 元 配列 C (の , の ) ーC (の , 1) 一 C (の , 2) つ …… 
G' (1。 の ) つら (1。 140 つ C. (4 。 る ) ーー 


@ 配 列 全 体 以外 の 文字 変数 まだ は 文字 を 指定 する と き 、 コ ンマ 〈, ) や セミ コロ ン 〈 : ) で つなぎ ます 
と デー タタ の 区 切り コー ドガ 付き ませ ん の で 、 テ ー プ か ガ ら 読み 込む こき など に 、 デ ー タ を 分 ける こと が 
で きま せん 。 し た が つて 、 次 の よう に 1 命令 に 1 デー タ を 指定 する よう に し て ぐだ さい 。 

PRINT#1, "ABC" 
PRINT#1, AB$ 








マニ ュ ア ル 








| 機能 | 角度 単位 を “RADIAN" (ラディ アン ) に 設定 し ます 。 

書式 ” RADIAN 

随 上 DEGREE, GRAD 

三角 関数 、 逆 三角 関数 , 座標 変換 関数 で 扱う 角度 の 単位 を “RADIAN" 単位 (rad〕 に 設定 し ます 。 
(1 直角 = ァ / の (raQ)) 
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其 本 命令 



































< つい | プロ グラ ム | 
52 RANDOM 1 ZE… ラ ンダ マイ ズ 
省略 形 …… RA . 
此 能 | RND 命 令 の 使用 に 先立つ て 乱数 の タネ を 植え つけ る も の で す 。 
書式 | RANDOM | 
参照 | RND 
説明 RND 命 令 に より 乱数 を 発生 させ る 場合 、 電 源 を 入れ 直し ます と 常に 同じ 乱数 系 列 を 発生 し ます 。 
し か し 、 電 源 を 入れ だ 後に RANDOM | 命令 を 実行 すれ ば 、 同 じ 乱 数 を 発生 する こと は 、 ま ず ざ 、 
な こく な りき ます 。 
基本 命 到 
5 RE AD…… バ ベー リー ド [プロ グラ ム ] 
省略 形 …… REA. 
能 | DA 丁 ム 人 文 に 続い て 指定 され て いる デー を 変数 に 読み 込み ます 。 
書式 | READ 変数 [, 変数 ]……… 
参照 DA 和 TA、RESTORE 





@ 変 政 に デー タ を 代入 する 方 法 の 1 つ で あり 、 変 数 は RAD 文 で 指定 し 、 デ ー マ は DAT ム 文 で 指定 
し ます 。 
例 ) 5 の READ A, 日 
1 A に は 3、 昌 に は 4 が 代入 され ます 。 
11② DATA 3, 2, 5 
12 の DATA 6 の , "G=", 





ご に は 5 ら 、D に は 60、 ヒ お に は " G= "' 、F$ 

に は " 昌三" が 代入 され ます 。 

2 の の READ C, D, ES,F$ 

@ 1 つの プロ ブラム の 中 に 何 回 で も 及 三 AD 文 お よび DAT 人 ム 文 を 轟 こ こと が で きま す が 、 デ ー タ は 何 
行 に 分 け て 書い て も 一 連 の デー タ と 見 な され 、 若 い 番号 の 行 の アー マカ ら 順 番 に 変数 に 代入 され ます 。 
まだ 、 複 数 の プロ プラ ム が 審 き 込ま れ 、 そ れ ぞ れ の プロ グラム に DATA 文 が ある 場合 で も 、 そ れ は 
一 連 の デー タ と 見 な され ます 。 
し だ が つて 、 そ れ ぞ れ の プロ グラ ム 内 の デー タ を 使用 する と き は 、 プ ログ ラム の 最初 の 行 に 、RRES 
TORE 命 令 を 書き 込ん で こ だ さ い 。 

@ デ ー ツ こと 変数 は その 型 数値 変数 文字 変数 か の 型 ) が 一 致し て いな けれ ば な り ま せん 。 

久 読 み 込 も や うとし て 、 読み 込む デー タ が な い 場 合 は エラ ー53 に な り の ます 。 

DAT 人 文 で は 文字 デー ツマ を " "で 囲ま ず に 指定 で きま す が 、 こ の 場合 、 デ ー タ の 前 後に スペ ー ス 
が 指定 され て いて も 、 それ は な いも の と 見 な し ます 。 
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械 能 | プロ ブラム に 注釈 を 入れ ます 。 
書式 REM 注釈 
上 | ご の 命令 は プロ グラ ム の 実行 に は 関係 な べく 、 プ ログ プラ ムリ スト な ど を わか りや すご ぐす る 目的 で プロ グラ 
ム の 先頭 や 人 話 中 に 注釈 を 入れ て お ぐだ め の も の で す 。 
介 同 じ ラ イン で 、REM の 後に 書か れ て いる 内 容 は 、 す べ て 注釈 と みな され プロ グラ / 実行 時 は 無視 さ 














れ ま す 。 
@ 選 EEM の 代わ り に (シン ブル フォ オー テー ショ ン ) を 使用 する こと も で きま す 。 
( 注 ) コロ ン (〈 : ) の 後に ' を 入れ る 場合 は 、 間 に スペ ー ス を 入れ て ぐだ さい 。 
〈 例 > 1 の REM キン リ ケイ サン 


の の ヴ の ヴ "サブ ルー チン 








基本 命令 
5 ロ RENUM…… リ ナン バー マニ ュ ア ル 
省略 形 ……REN. 
頂 能 | プロ グラ ム の 行 番号 を 付け 直し ます 。 て PR 〇 モー に の マニ ュ ア ル 操 作 で の み 肥 効 ) 
書式 員 ENUM [ 新 行 番号 ] [, [開始 行 ] [, 増分 ]] 
説明 久 “開始 行 " で 指定 し た を プログ ラム の 行 番号 を “ 新 行 番号 "に 書き 換え 、 そ われ 以降 の 行 番号 を 、 “増分 " 





で 指定 し だ 値 に し た が つて 順次 書き 換え て いき ます 。 
@ " 開 怒 行 " で 指定 し だ 行 番号 が プロ ブラ ム 内 に 存在 しない 場合 は 、 エ ラー40 に な り ま す 。 
@ 新 行 番号 、 開 始 行 、 増 分 を 省 距 し だ 場合 、 開 始 行 は ブロ ブラム の 最初 の 行 、、 新生 番号 、 増 分 は それ ぞ 
れ 10 が 指定 され だ も の と みな され ます 。 
〈 仙 〉 RENUM 〔 コ 
プロ グラ ム 全 体 の 行 番号 を 10 ひ か ら 10 ス テッ プ き ざ み で 付け 直 じ まず 。 
RENUM 1 の の , 5 の @, 1 の 〔 
行 番号 5 ヴ が 1 の の に な り 、 そ れ 以 後 10 ス テッ ブ き ざ み で 最後 まで 付け 直し ます 。 
@RENUM 命 令 は 、G 〇 十 〇 の 、GOSUB、 "| ビーTHEN、 〇 ON 一 G 〇 TO 〇 、ONGOSUB、 
RESTORE 命 令 な ど で 参 照 し て いる 行 番号 も 新しい 行 番号 に 対応 させ で 自動 8 に 付け 直し ます 。 
な お 、 参照 する 行 番号 が プロ プラ ム 内 に 存在 し な いと き は エラ ー40 に な り ま す 。 
@ 上 記 の 命令 で 参照 し て いる 行 番号 まだ は ラベ ル の 中 に 行 番号 や ラベ ル と みな せな い 文字 や 記号 が 入 つ 
て いる と 、 そ れ よ り の 後に 書 ひ れ て いる 行 番号 の 付け 直し は 行い ませ ん 。 
〈 例 ) GOTO 1 の *2 
ON A GOTO"ABC", 2 ろ の の , AB, 4 の の 
ー で 示す 部 分 は 行 番号 や ラベ ル と な のり ま せん 。 一 で 示す 部 分 は 行 番号 と みな され 、 付 け 直 し を 行い ます 。 
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人 @ 新 し ご 付け 直す 行 番号 が 65279 を 超え る 場合 は エラ ー41 に な り ま す 。 
@ 実 行 の 順番 が 変わ る よう な 指定 (だ た と えば 10、20、 30 の うつ の 行 が ある と き 、 RENUM15, 30 を 実 
行 す る 場合 ) を 行う と エラー43 に な のり ます 。 


@ 長 い プ ロブ プラ ム に 対し て RENUM 命 令 を 実行 する と 、 少 し 時 間 が か か り ま ざ 。| 表示 部 右端 に * を 1 
つ 表示 し て いる と き は 内 キー で 中 断 す る と 実行 前 の プロ グラ ム の 状態 に ちどり ます が 、* を 2 つ 表 
示し て いる と き は 贈 キー は 無視 され ます 。 








| 了 能 | READ 命令 に 続 ご 変数 に 読み 込ま れる デー タイ の 順番 を 変え ます 。 

者 式 RESTORE [読み 込み 開始 行 ] 

随 READ、DATA 

悦 明 READ 命 令 の 実行 時 、DATA 命 令 で 指定 され て いる デー タ の どの デー タマ を 読み 込 び は 常に 計算 機 

に 記憶 され て いま す が 、 ご の 読み 込む デー タ の 順番 を 強制 的 に 変え る と き に 使用 し ます 。 

@ “読み 込み 開始 行 " を 指定 する と 、 そ の 行 の DA 丁 ム 命令 まだ は 指定 し だ 開始 行 以降 の 最も 小さ い 人 行 
番号 の DA 本 命令 か ら 読 み 込み を 開始 し ます 。 

@ “読み 込み 開始 行 " を 省略 する と プロ グラ ム の 最初 の DA 丁 人 命令 の デー タ か ガ ら 読み 込み を 開始 し ま 
す 。 

@⑯ “読み 込み 開始 行 " は 、 行 番号 ま を は ラベ ル て で 指定 し ます 。 


ロ 7 了 1GHT$… ラ イト ドル 
省略 形 EE R | ヽ 


機能 | 文 守 列 の 右側 か ら 何 文字 ひ を 取り 出し ます 。 

者 式 | 1GHT お お (文字 列 , 式 ) 

随 上 し LEFT お 、MIDS$ 

上 明 | 指定 され だ な 文字 列 の 右 か ら 、 式 の 値 で 指定 され だ 桁 数 (文字 数 ). だ け 、 文 字 を 取り 出し ます 。 
@ 式 の 値 は ヴー255 の 範囲 の 整 で な けれ ば な り ま せん 。 

人 例 〉 1 の AS=" ABCDE* 

















< の BB$ ニ RIGHT $ (AS, 3) ご ム る の 文字 列 の 多 3 文 字 す な わ ち CDE を 取り 出し B$ に 
3 の PRINT BS 代入 し ます 。 
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省略 形 6 


乱数 (擬似 乱数 ) を 発生 させ ます 。 
RND 式 
RANDOM | 
RND 命 令 は 乱数 を 発生 させ る 機能 を 持つ 関数 で す 。 
RND X に お いて X の 値 に より 次 の よう お 乱数 を 得る こと が で きま す 。 
@ ベ が ガ グ 以上 の 場合 
X が 整数 の と き : 1 ガ ら X の 値 以 下 の 乱 数 を 発生 し ます 。 
(1 ミ RND X ミ X) 
X が 小数 部 を 含む と き : 1 ガ ら X の 整数 部 に 1 を 加え だ 値 以下 の 乱数 を 発生 し ます 。 
(4 =RND X ミ (INT X) 十 4) 
だ だ し 、 ご の 場合 は 小数 部 の 値 に よ つ て 乱数 の 発生 に 差 ガ 生じ ます 。 
@X が 負数 の 場合 : 同じ 乱数 (乱数 列 ) を 発生 させ る だ め に 、 初 期 値 を 一 定 に し ます 。 
@X が の か ガ ら ど 未 満 の 場合 : 1 未満 の 乱数 を 発生 し ます 。 
(の ぐ RND X ぐ 1) 


@ 品 数 の 有効 桁 数 は 10 桁 で す 。 

〈 例 〉 1 の CLS 
2 の USING "! 半 #" 
3 ヴ の FOR A= の TO 2 


4 の Y ヤ = テ RND 一 1 40 行 は 同じ バタ ー ン の 乱数 を 発生 させ る だ め に 入れ て いま す 。 
ら の FOR Bー ニ の TO 〇 3 これ に より 、 う 回 同じ 乱数 列 が 表示 され ます 。 
6 の C= RND 9 40 行 を 削除 し て プロ グラ ム を 実行 し て 見 て こ だ さ い 。 


同じ 如 数 が 発生 され な ご な り ま す 。 
Z の PRINT C: な お 、 変 数 Y は 、 ほ か に 使用 され て いな い 変 数 な ら ば Y 以 外 で も か 
8 の NEXT B まい ませ ん 。 
9 の PRINT: NEXT ん A 
1 の の END 
プロ グラ ム を 実行 すれ ば 同じ 乱数 列 が 表示 され ます 。 
ツ 。 も CZ は * 信 


フフ 1 4 3 3 回 表示 され ます 。 
) 農 っ /S 
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基本 命令 























50 RUN…… ド … ド ドー ラン マニ ュ ョ アル 
| 省略 形 … R 
隊 態 プロ グラ ム の 実行 を 開始 し ます 。 (RUN モー に の マニ ュ ア ル 操 作 で の み 有 効 ) 
書式 ) (1) RUN[〔 避 
行 番号 
〈② RUN | | 
ラベ ル 思 
随 GO 〇 TO 
悦 明 | 久 書 式 〈1) の 形 で は 、 プ ログ ラム の 一 番 小 さい 行 番号 か ら 実 行 が 開始 され ます 。 
@ 書 式 ( つ ) の 形 で は 、 指 定 し だ 行 あ る い は ラベ ル が 書か れ て いる 行か ら プ ログ ラム の 実行 が 開始 され 
ます 。 (ラベ ル に つい て は 172 ペー ジ 参 照 ) 
人 @ 指 定 し た 行 番号 ある い は ラベ ル が な い 場 合 は エラ ー40 に な り ま す 。 
@ プ ログ ラム に 同じ ラベ ル が 2 個 以 上 書か れ て いる と き は 、 行 番号 の 小さ い ほ う が 実 行 さ れ ま す 。 
人 @ 選 UN 病 令 に より プロ グラ ム の 実行 が 開始 され だ と き の 計 算 機 の 状態 に つい て は 171 ペー ジ を ご 覧 ご 
だ さい 。 
ファ イル 関連 命令 





人 
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BAS 1 ご プロ グラ ム を ファ イル エリ ア に 登録 し ます 。 

SAVE ファ イル 名 『 

LOAD、F ILES 

@ 巳 へ SG | ひど プロ グラ ム を ファ イル 名 を つけ て 登録 し ます 。 

@ フ ァイル 名 は ら ど 文 守 以 下 の 名 前 と 、 拡 張子 を 文字 まで 指定 する こと が で きま す 。 

人 @ 払 天子 の 記述 を 省略 し だ 場合 は 「. AS」 に な り の ます 。 

@ 巡 存 の ファ イル 名 を 指定 し だ 場合 は 、 そ の ファ イル の 書き 換え に な り ま す 。 だ だ し 、 既 存 の ファ イル 
名 が TEXT (テキ スト ) ファ イル の 場合 は エラ ー96 に な り ま す 。 

@ 計 算 機内 の プロ プラ ム が 秘密 化 さ れ て いる と き や 、 プ ロブ ラム が な いと き は 、 ら SA VE ビ 命令 は 無視 さ 
れ ま す 。 








STOP……… スト ッ プ 
01 和 











機能 "プロ グラ ム の 実行 を 一 時 停止 な せま す 。 

書式 GTOP 

参照 CONT 

賠 明 プロ グラ ム に バグ ブ .〈 忠 :< 論 り の こと ) が 発生 し た とき 、 プログ ラム の 実行 を 途中 で 止め て 、 変 数 の 状態 
を 調べ だ り 、 変数 に 数 値 な ご を 代入 レ し だ り し て バブ を 探し ます が ガ 、 ご の よう な と き 、 ブ ログ ラム を 止め 
だ い 位 置 に SOP 令 を 書き 込み ます 。 

@ ご の 命令 が 実行 きれ ね ます と 「BREAK_ IN の の の 」 の よう に 、 実行 し な 行 番号 を 伝え る ブレ ー 
ク メ ッ セー ジ を 表示 し て 停止 し ます 。 

@ ご の 命令 に より 停止 し を プロ プラム の 実行 を 再開 させ る と き は CONT 命 令 を 使用 し ます 。 

















62|11 TRS…… ス トリ ンプ ドル 





1 


上 


数 値 を 文字 列 に 変換 し ます 。 
STRS 式 
VAL 
数 値 を 文字 列 の 形 に 変換 し ます 。 
だ と えば 、 ビ = 1 つう 4 の と き 
AS=STRS 日 
と し て 実行 すれ ば 、A お に は " 1 234 " と いう 文字 列 が 代入 され ます 。 





























基本 全 令 
8 吉 ーー | プロ グラ ム | 
63 で に の ーー トー の ワキ ュ ン ーー 
| 省略 形 ……:TROF . 
典 能 | に レー スモ ー ド を 解除 し ます 。 
書式 | 「R 〇 OFF 
参照 RON 
説明 TRON 命 令 で 設定 され ね る トレ ー ス モー ド を 解除 し ます 。 (TRON 参 照 ) 
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04 


隊 能 | トレース モー ド を 設定 し ます 。 

TRON 

随 上 _TROFF 

トレ ー ス モー ド で は 、 プ ログ ラム が 1 行 実行 され ね る と 、 そ の 実行 し な 行 番号 を 表示 し て 停止 し ます 。 
次 の 行 を 実行 する と き は (!) キー を 押し ます 。 キー で プロ グラ ム を 1 行 ず つ 実 行き せ て い ぐ こ と が 
で きま す の で 、 プ ログ プラ ム が どの よう に 実行 され て いこ を だ どる ご と が で きま す 。 164 ペ ー ジ 参 虫 ) 
ご れ に より 、 プ ログ ラム が ガ 正 し ぐ ご 実行 され る ひど うみ ガチ エッ フ す る こと が で きき ます 。 
@ に レー スモ ー ド に は THROFF 命 令 の 実行 、 SMFT) 十 CA キー の 操作 、 電 源 オ フ ・ オ ン な ご で 解除 され 


TRON……… ト レー ス オ ン 
省略 形 …TR. 

















ます 。 
基本 命令 
和み こさ うこ | プロ グラ ム | 
US 1NG…… コ ユー ジン グ 
省略 形 esse U 





数 値 や 文字 な ど を 表示 ある い は 印字 する と き の フ ォ ー マ ッ ツ ト を 指定 し ます 。 

(1) US ING " フォ ー マ ッ ト " 
(2 ろ ) US ING 

際 上 PRINT、LPRINT 

賠 明 PRINT 命 令 に よる 表示 の 形 、LPR 1 NT 命令 に よる 印字 の 形 を 指定 する 命令 で す 。 また 、 マ ニュ 
アル 計算 の 結果 が 数 値 の 場合 に は 、 こ の り US 1NG の フォ ー マ ッ ト に 従い ます 。 
@ 表 示 フ ォ ー マ ツ ト は 、 書 式 て 1 ) の 形 で US 1 NG 命令 に 続く " "内 に 、 次 の 記号 を 用 いて 指定 レ 

ます 。 ま だ 、 指 定 の 解除 は 書式 ( つ ) で 行い ます 。 


| # | 到 値 の 数 を 指定 
整数 部 桁 数 : つ ー11 桁 ( 待 号 を 含む ) 
指定 桁 より 数 値 の まう が 少な いこ き は その 分 だ け ス ペー ス 表 示 に な りら 、 多い どき 
は エラ ー に な り ま す 。42 桁 以上 指定 し だ 場合 は すべ て 11 桁 の 指定 こみ な され ます 。 
小数 部 桁 数 : ヴー12 桁 (指数 方 式 に よる 表示 の こき は の 9 析 ) 
指定 桁 よ り 数 値 の ほう が 少な いと き は その 分 だ け の 表示 に な の 、 多い と き は その 
分 だ け 切り 捨て られ ます 。 
| ・| 遇 の 表示 を 狗 重 小 の 切り を 狗 ) 
^ 数 値 の 指数 詞 式 に よる 表示 を 指定 
整数 名 の 指定 桁 に か か わり な ご 、 仮 数 部 の 整数 桁 つ 桁 (符号 を 含 お ) に な り ま 
ざ 。 
小数 部 の 桁 数 を 9 桁 以上 に 指定 し だ 場合 、 仮 数 部 の 小数 桁 は 9 桁 に な り ま す 。 
1 
指定 桁 よ り 文字 数 が 少な い 場 合 は その 分 スペ ー ス 表示 に な り 、 文 字数 が 多い 場合 
は 指定 され だ 桁 分 だ け 表 示し ます 。 
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例 〉 の USING !###" 符号 を 富 め て 整数 3 桁 を 表示 


USINO "# 音 半 . " 符号 を 合 め て 整数 3 桁 と 小数 点 を 表示 
③ USINO "半音 韻 . 半音 " 符号 を 富 め て 整数 3 桁 と 小数 点 と 小数 京 以下 の 桁 を 表示 
③④ USING ! 壮 韻 . 韻 村 ^ " 小数 点 以下 2 桁 ま で の 指数 方 式 で の 表示 


| この と き 、 仮 数 部 の 整数 は 符号 を 富 め て 2 桁 、 Ce 
富 め て 2 桁 (E 〇 〇 ) が 自動 的 に 確保 され ます 。 
⑤ USING "'&&&&&&" 文字 を 6 桁 表示 
USINOG !# 半 半 品 &&& ! 数値 と 文字 を 同時 に 指定 
②⑦ USING フォ ー マ ッ ト 指 定 を 解除 
@ り US 1NG 命 令 は PR 1NT 文 の 中 で も 使用 する こと が で きま す 。 
人 例 >〉 1 の ロー ニー1 の . 8 :C= ニ 1 の . フフ の 3 
2 の PRINT USING !'&&& キ キリ ! 日 三 !: 日 。 
nC ニ ":USING ! 壮 村 北 . 韻 格 拓 りら 
人 US NG 命令 で 表示 フォ ー マ ッ ト の 指定 を 行い ます と 、 以 降 に 実行 きれ る PR 1NT 命 鍛 、.LPR 
1NT 命 令 に は 、 す べ て その フォ ー マ ッ ト 指 定 が 有効 に な り ま す 。 
し た だ が つて フォ ー マ ッ ト 指 定 が 不要 な と き は 書式 ( つ ) の 形 で 指定 を 解除 レ し て こく ださい 。 
な お 、 フ フォー マット 指定 は RUN 命 令 の 実行 や 、[SmiFT] 十 キー の 操作 な ど ご でも 解除 され ます 。 


関数 








機能 | 文字 列 を 数 値 に 変換 し ます 。 

書式 VAL 文 守 列 

随 要 STRS 

説明 | 数 値 を 表す ご こと の で きる 数 字 (ヴー8)、 符号 〈 十 、 一 )、 指 数 部 を 示す 記号 (E) で 構成 され て いる 文字 
列 お よび 先頭 に & が つい だ 16 進 数 を 表わす こと の で きる 文字 列 を 数 値 〈10 進 数 ) に 変換 する 関数 で す 。 
ー つ の 文字 列 の 中 に 数 値 と する こと の で き な い 文字 や 記号 が 含ま れ て いる 場合 、 そ れ か ら 右 の 文字 列 は 











無視 され ます 。 

《 例 > A= ニ VAL リー12 の " A に 一 120 が 代入 され ます 。 
B テ VAL 3. クジ * ス コテ リッ 日 に 3.2 が 代入 され ます 。 
C=VAL " &HFF" C に 255 が 代入 され ます 。 
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- ウ エイ ト 
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PRINT 命 令 に よる プロ グラ ム の 停止 時 間 を 指定 し ます 。 
(1) WAIT 式 
(2) WAIT 
PRINT 
@ 書 式 (1 ) の 形 に お いて 、 式 で 時 間 を 指定 する と 、PR 1 N 十 令 を 実行 する だ びに 指定 時 間 だ け プ 
ログ ラム が 停止 し 、 そ の 時 間 が 経過 する と プロ プラム は 自動 的 に 再開 じ ま す 。 
@ 式 の 値 は ヴー65535 の 範囲 で 指定 で きま す 。 
な お 、 式 の 値 1 は 約 1 プ 64 秒 に 相当 し ます 。 
@ 時 間 を 無限 に し だ いと き は 、 書 式 〈 つ ) の 形 で 時 間 指 定 を 解除 レ し て こ だ さい 。 ご の 場合 、 プ ログ ラム 、 
を 再開 する に は 〔』) キー を 押す 必要 が あり ます 。 
@ 本 機 の 電源 を 入れ だ 時 点 、 ま だ は UN 命令 を 実行 し だ た とき は WA | 征 の (停止 時 間 の の) に 設定 さ 
れ ま す 。 
注 ) 一 般 の パソ コン で は WA | 指定 は で きま せん 。 パ ソコ ン で は 通常 次 の よう に FOR ローNEX 征 を 
用 いて 、 時 間 の 調整 を 行い ます 。 
(人 例 > ら ヴ の FOR J=1 TO 5 の の :NEXT J 


本 機 に は 、 簡 単 な 外 付 イ アン ター フエ イス に よら 入力 お よび 出力 の 可能 な 制御 ポー ト と 、XY プ ロッ タイ や 
アー ムロ ボッ ト を 制御 で きる ミニ | プ 〇 機能 が あり 、 それぞれ ポー ト 制 御 命令 こ デ ー タ 出力 命令 に よ つ 
て 実現 で きま す 。 

まだ 、 シ ステ ム バ ス 端 子 (40 ピ ン 端 子 ) に 対す る 入出 力 命令 も あり ます 。 

これ ら の 命令 は 本 機 で 制御 実習 を 行う と き 以 外 に は 使用 し な いで ぐだ さ い 。 ま だ 、 外 付 イ ンタ ー フ ェ イ 
ス の 製作 に つい て は 先生 の 指導 に 従 つ て 行っ て ぐだ さい 。 


ミニ | 〆O に 関す る 命令 








能 | 入力 ポー ト CX in, Din, AC に K) か ら の 入力 関数 で す 。 

者 式 | IINP 

随 頭 〇 U 生 

賠 明 ) ポー ト 制 御 命令 で 、 1NP 命 令 は 現在 の 入力 ポー ト の 状態 を 読み 取 つ て 、 ヴ ー フ の 値 で 返し ます 。 入 力 


ポー ト は X1n, Din, ACK の うつ か ら な り の , それ ね ぞ れ X in ロー オイ 、D in テニ の ジ 、ACK= テ 1 の 重 
み を 持ち ます 。 す な わ ち 台 入 力 ポ ー ト の それ ぞ れ の 状態 を の 進数 の 各 桁 ご 見 な し だ と き の 値 を 10 進 数 に 
変換 し て ヴー ノ の 値 を 返し ます 。 な お 、 信 号 レ ベル は Hi 三 1 、L o= テ の と し ます 。 
〈 例 1〉 Xin=LO, Din=Hi, ACK= テ Hi の と き 
ヴ の メ スコ オキ 1 メジ 二 1 メ 1 イ = テ 3 で 
INP の 値 は さと な り ます 。 
〈( 例 の > ら ヴ の |F INP AND 2 THEN5 の 
Din の 値 が LO レベ ル で あれ ば 次 の 行 に 実行 移り 、Hi レ ベル で あれ ば ら の 行 を この 返し 実行 
し ます 。 


ミニ | /O に 関す る 命令 








〇 OUT ………… ア ウト ・ ポ ー ト | プロ グラ ム 
9 マニ ュ ア ル 
省略 形 …… ・ 
了 横 能 | 出力 ポー ト 〈Busy, Dout, Xout) へ の 出力 命令 で す 。 
書式 ′ 〇 UT 式 
参照 1NP 
説明 ポー ト 制 御 命 令 で 、 〇 OU 命令 は 10 進 数 〈 ヴ ー フ ) で 指定 し だ 値 を 出力 ポー ト Busy、 Dout、 Xout に 





出力 し ます 。 指定 する 値 は 、 出 力 ポ ボー ト を それ ぞ れ BusSy ツ テイ 、DoOut= ニ ク 、XoOut テ 1 の 重み で 加算 
し た だ 値 で す 。 す な わ ち 各 出 力 ポ ボート の それ ぞ れ の 状態 を 進数 の 各 桁 と 見 な し だ と き の 値 を 10 進 数 で 指 
定 し ます 。 な お 、 信 号 レ ベル は Hi 三 1 、L o= ヴ と し ます 。 
《 例 > OUTG6 

6= ニ 1 メオ 二 1 メグ ク + の x1 で 

BuSy デ Hi, DOut テ Hi, XOut モ = ニ LO と な り ま す 。 
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ーー 
ーー 
ーーー 


( 注 ) 〇 UT 命令 で 出力 し だ 内 容 は 次 の 〇 U 征 命令 が 実行 され る まで 、 保 持 さ れ ま すず 。 だ だ し 、 次 の 操 


作 を お こなつ だ 場合 は 出力 ポー ト に の 状態 が 変化 しま す 。 
(⑭) 次 の 命令 を 実行 し だ とき 


LPRINT PRINT# END 
LLIST INPUT# CLOSE 
CSAVE [SHiFT) 十 RUN 
CLOAD 

( ぢ ) その 他 、 次 の 操作 を 行 つ を と き 
e 電源 を 入れ だ 直後 
e 民 UN 実行 直後 


e マニ ユア ル 対 算 実 行 
だ だ し 、 あ ら か みじめ O 〇 OPEN " LPRT : ! (と 操作 し て お け ば 
出力 ポ ボート の 状態 は 保持 され ます 。 


ニ |/O に 関す る 命令 





OPEN < オー プン に ーー 
省略 形 …… OP. 








和 肖 目 人 





ーー 
ーー 
ーー 一 





機能 
書式 | 
参照 
説明 
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2 …… クロ ー ズ ワ ロ Z3c 
の CC 


出 カ アバ イス を 指定 し ます 。 

OPEN " し 邑 氏 【 。 

CLOSE、LPRINT、LLIST 

OPEN"LPRT : “実行 後 の LPR INT、 し L 1S 征 命令 は 、、 パ ラ レ ル ポー ト に 対し て の 出力 命 
令 に な り ま す 。 


| 〆O に 関す る 命令 




















デバ イス 指定 を 解除 し ます 。 

CLOSE 

OPEN、 じ P 朋 FTN〒、 ビ ヒヒ TS 生 

CLOSE 命 令 に よ つ て OPEN 状態 を 解除 し 、 そ れ 以 後 の LPR 1NT、 し L 18 征 命令 は CEー126 
P (専用 プリ ン ) に 対し て の 命令 に こ な り ます 。 


ニ 1| グ O に 関す る 命令 


ライ ン リ スト 





虐 能 | プログ ラム 内 容 を パラ レル ポー ト よ の どの 送出 し ます 。 
書 4 うじ LE 1ST 











行 番号 
(2O LJL sr | 


ラベ ル 
(3③) LLIST 開 始 行 一 終了 行 

OPEN、 CLOSE 

説明 デー タ 出 力 命令 で 、OPEN" LPRT : " に より 、 パ ラ レ ル ポー ト が 指定 され て いる と き に 、 プ ログ 
ラム を アス キー コー ド で 送出 レ ま す 。 
CLOSE さ れ て いる と き は 、 プ リン (CEー126P) で プロ グラ ム を 印字 する 命令 に な り ま す 。(284 











ペー ジ 参 照 ) 
ミニ | グ O 命 令 
--・ つ ライ ~ 1 
29 LPR INT… ラ イン プリ ント 
省略 形 ……LP. 
機能 | 指定 し だ 内 容 を パラ レル ポー ト か ら 送 出し ます 。 
凍 式 | 式 1 式 ] | 
PR | すそ で) 
PT し | 文字 玉 | 
奏 器 OPEN、CLOSE 
脱 明 〇 PEN" し PRT-:! に より パラ レル ポー ト が 指定 され て いる と き に 、 指定 し た 内 容 を パラ レル ポー 





に お ら ア スキ ー コ ー ド て 送出 レ ま す 。 
CLOSE (ローズ ) され て いる と き は 、 プ リン (CEー126P) の 印字 命令 に な り ま す 。 
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シス テム バス 入出 力 命 令 


イン ・ ポ ボー ト 








| 機能 | 指定 し た ポー ト ガ ら 送 られ て こる デー を 読み 込み ます 。 

書式 )′ INP ポー ト ア ドレ ス 

[説明 “ポー ト ア ドレ ス " で 指定 し を ポー ト ガ ら 送 られ て きだ デー タ を 読み 込む 関数 で す 。 

ポート アド レス "は ヴー 〇 らら 3 ら ま だ は & 日 の て くる HH ヒ ビ の 範囲 の 数 値 で 指定 し ます 。 変数 や 
式 で の 指定 は で きま せん 。 
〈 例 >〉 A=INP &H2 つ ヴ ボー トク の HH か ら 送 られ て きだ デー タタ を 読み 込み 、 変 数 人 に 代入 レ 

ます 。 
e “ポート アド レス "を 指定 し な いと き は ミニ | O に 対す る 命令 に な り ま す 。〈305 ペ ー ジ 参照 ) 

















シス テム バス 入出 力 命 令 
75 〇 O U 征 oss る esse アウ ト * ポー ト ーー 
省略 形 ae eeree な し 








[機能 | 指定 し だ た ポート ヘ デ ー を 送出 し ます 。 

書式 )′ つり T ポー ト ア ドレ ス , デー タ 

[説明 “ポー ト ア ドレ ス " で 指定 し た ポー ト へ 、“ デ ー タ "で 指定 レ だ 値 を 出力 し ます 。 

e “ポー ト ア ドレ ス " は の ー 〇 らら 3③ ら まだ は & 日 の ウー& H ビ ビビ の 範囲 の 数 値 で 指定 し ます 。 
変数 や 式 で の 指定 は で きま せん 。 

* ゃ “データ "は ヴー の らら の 男 囲 の 値 を 指定 し ます 。 
《 例 > OUT 32 ぢ , 1 ぢ 1 ポー ト に 3 の (2 つの H) へ 4 2 1( ア 8H) を 出力 し ます 。 

e “ボート アド レス "を 指定 し な いと き は ミニ | プ 〇 に 対す る 命令 に な り ま す 。〈305 ペ ー ジ 参 上 ) 





注 ) “ポート アド レス "で 指定 し た 値 く アク ドレス ) は 、 ア ドレ スバ ス 〈Ao 一 As 端子 ) へ 出力 され ます 。 
“デー マヤ" で 指定 し だ 値 は デー タバ ス 〈Do 一 D 端 子 ) へ 出力 され ます 。 
“ポー ト ア ドレ ス " は 2 の HH 一 3F 昌 を 使用 し て こ だ さ い 。 他 の アド レス は シス テム (本 体 ) で 使用 
し レ て いま す 。 
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1 . 通信 用 ケー ブル CE- 和 TS800 の ご 案内 


CE-T8OO は 、 本 機 と パソ コン な ど と の 通信 (シリ アル 方 式 ) を 行う を た め の ケ ー ブ ル で す 。 
ご の ケー ブル を 使用 する こと に より 、 本 機 に パソ コン と の 間 で 丁 三 X イ モー ド の 8 | 〇 機能 を 使用 レ 
だ プロ グラ ム の 入出 力 、 機 械 語 モ ニタ を 使っ て の 機械 語 の 入出 力 な ど を 行う こと が で きま す 。 


シリ アル 方 式 に よる パソ コン と の 通信 に は 、 バ パン コン の RS-232 〇 端子 を 使用 し ます が 、 本 機 と 呈 8 

-232C で は 信号 の 電圧 レベ ル が 異な り 、RS-232C の 信号 を 直接 本 機 に 加え る と 本 機 が 壊れ ます 。 

し だ が つて 、 こ の 信号 レベ ル を 合わ せる だ め の 回 路 が C 三 - 征 800 に 入 つ て いま す 。 

注 ) CE-T800 の 端子 に 指 な ど で 触 れ な いで こ だ さ い 。 静 電気 な ど に より 内 部 回 路 が 壊れ る こと が あ 
り の ます 。 


パソ コン の 
RS-232C 端 子 へ 
っ 





【CE-T800 の コネ 信号 く DB-25(W)>】 












































信号 名 
RS-232 び 信号 本 機 か ら 見 だ 

| ビ > 電 | 信号 名 | 記号 。 | 信号 の 方 向 | 

| 1 | フレ ー ム 接地 | FG | 一 
2 | 送信 デー タマ | TXDCSD)| 入力 | 本 機 に 送ら れ て こる テー る 信号 
3 | 受信 デー タ | RXD(RD)| 出力 > | 本 機 か ら 送 信 す る テー 信号 | 
4 | 送信 要求 | RTSCRS)| 入力 | 人生 が バ イレ ベレ な ら 
5 | 送信 可 CTS(CS) 出生 の 、 本 で 生 あ い 
フ | 信号 用 接地 | SG て 入出 力 装 置 間 の 基準 電位 を 合わ せま す 。 
1 ーー ト NG | 一 - | 本 機 で は 使用 し て いま せん 。 











注 1) CE-T800 は 、 パ ンコ ン の RS-232C 端 子 に つない で 使用 で きる よう 、 パ ソコ ンカ ら の 出 
力 信号 (2 番 、4 番 ) は 、 本 機 の 入力 信号 に 、 ま だ パソ コン の 入力 信号 (3 番 、5 ら 番 ) へ は 、 
本 機 の 出力 信号 が 接続 され て いま す 。 

注 の ) これ ら の 出力 信号 は 、 下 記 以 外 の 状態 で は 不定 で す 。 
BAS 1C モ ー ド で 8S | つが オー プン し レ て いる と き 。 
⑤ 機 械 語 モ ニタ モー ド で R 命 令 お よび W 命 令 を 実行 する と き 。 
③TEXT モ ー ド で お | 〇 の 送受 信 を する と き 。 
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2. 電池 の 交換 に つい て 


電池 が 消耗 し て 、 規 定 電圧 以下 に な る と 画面 右上 に 眉 琴 画 和 シン ボル が 点灯 し ます 。 

ご の シン ボル が 点灯 し だ と き は 、 一 度 硫 キー で 電源 を 切り 、 キー で 電源 を 入れ て くだ さい 。 そ 

れ で も な お この シン ボル が 消え な いと き は 、 速 や か に 次 の 手順 で 新しい 電池 と 交 拠 し て くだ さい 。 ご 

の シン ボル が 点灯 し た 状態 で 使用 し 、 さ ら に 電池 が 消耗 し ます と 、 本 機 の 電源 が 切れ て 何 も 動 作 し な 

こ ご な り ま す 。 

注 ) 機械 語 実行 中 は 、 電 池 が 消耗 し て も 帳 旋 面 』 シン ボル が 点灯 し ませ ん の で 、 実行 させ だ まま 長期 
間 放置 し な いで こ だ さ い 。 機械 語 を 実行 し だ まま 長期 間 放 置 し ます と 、 電 圧 が 低下 し 、 正 常 な 動 
作 を し な ぐ な る 恐れ が あり ます 。 

な お 、 機 械 語 実行 中 に 誤動作 等 が 発生 し だ 場合 は 電池 の 消耗 が 考え られ ます の で 、 リ セッ トス イ 
ツチ て 実行 を 止め 、 シン ボル の 点灯 まだ は 電源 が 切れ る 場合 は 速 や ひ に 電池 を 交 損し 
て こ だ さ い 。 


電池 を 交 換 する 前 に 

本 機内 に あな だ の 大 事 な プ ロブ ラム や デー タ が 入 つ て いる 場合 、 そ の まま 電池 の 交換 を 行う と 、 
その 内 容 が 消え て し まい ます 。 

し だが つて 、 電 池 を 交換 する 前 に テー プ に 記録 し て お いて くだ さい 。 

本 機 は BAS | 〇 プロ グラム の 他 に 、 機 械 語 プ ロ プ ラム 、T 三 X エ プロ ブラム を それ ぞ れ 独立 レ 
て 記憶 で きる よう に な つて いま す 。 な お あお 、BAS | 〇 プロ プラ ム と TX エイプ ログ ラム は ほ き 常に 
ファ イル エリ ア に 登録 し て あこ よう ね な 使い ひだ を じ て お け ば 、 ご の 2 つつ に つい で は ファ イル エリ 
ア を 一 括 し て 記録 する こと に よっ て 、 手 間 を は ぶ こ こと が で きま す 。 ご これら は 、 次 の 命令 まだ は 
機能 で テー ブ に 記録 する こと が で きま す 。 

BAS 1C ブ プロ グラ ム - CSAVEE 命 令 〈 読 み 込み は C じ LOAD) 

デー タ (変数 の 内 容 ) PRINT# 命 令 ( 読 み 込み は 1NPUT#) 

TEXT ブ ログラム TEX エ モー ド の OMT の Save 機能 (読み 込み は LOad 機 能 ) 
機械 語 プ ロブ ラム CSAVE M 命 令 〈 読 み 込み は CLOAD M)〉 

ファ イル エリ ア の TX エモ ー に の CMT の GgVG@ 機 能 で ファ イル 名 の 指定 を * . * 
プロ グラ ム フ ァ イル と し て 記録 (フラ イル エリ ア の 内 容 が 一 措 じ て 記録 き ぎれ ます 。) 

(読み 込み は LOgd 機 能 で ファ イル 名 を * . * に ) 
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電池 の 交換 
① 本 機 青 面 の 電池 ぶた だ を 止め て いる ネジ を コイ シ や ネジ 回 し な ど で の ゆる め 、 電 池 ぶ た を 取り は ざ 
し ます 。 
@ 乾 電池 を 新しい も の と 交換 し ます 。 (乾電池 は 4 本 と も 交換 し て ださい 
乾電池 の ⑤・ お を まち が えな いよ うに 、 〇 (マイ ナス ) 側 か ら 入 れ ま す 。 
e 電池 取り 出し リボ ポン は 、 図 の よう に 電池 の 下 側 を 通し て こ だ さ い 。 
電池 ぶ だ を 取り つけ 、 ゆ る まな いよ うに ネジ を し め ま す 。 





電池 取り 出し リボ ン 


12 ペ ー ジ の 「 お 買い 上 げ 直 後 の 操作 」 の ら )-(③ の 項目 を 実行 し まず 8 
テー プ に 記録 し て お いた 内 容 を 読み 込み ます 。 


較 間 電池 は 次 の ツイ プ を お 使い くだ さい 。 
単 き タイ プ 乾 電池 RGP〈SUM-3) -4 本 


(乾電池 使用 上 の お 願い > 
電池 は 喜 つ だ 使い ひか た を し ます と 、 液 も れ や 、: 破 提 す る ご と が あり ます の で 、 次 の 点 に つい て 特 
に 注意 し て ぐだ さい 。 
1 . 野池 の プラ ス お と マイ ナス ご の 向き を 本 機 の 表示 通り 正 し こ 入れ て < こ ださい 。 
ご . 新しい 電池 と 一 度 使用 し た 電池 を 混ぜ て 使用 じ し な いで < ださい 。 
づ . 種類 の ちがう 電池 を 混ぜ で 使用 し な いで こ ご だ さい 。 同じ 形状 で も 電圧 の 異な る も の が あり ま 
す 。 <1.5V の 電池 を ご 使用 < だ さい 。) 
人 4. 電池 は 使え な こなつ だ の 、 長 時 間 使わ な いと き は 本 機 か ら 取り は ず し て ご だ さい 。 
ら . 電池 に は 充電 式 と 充電 式 で な いも の が あり ます 。 電池 の 注意 表示 を よこ 見 て ご 使用 < だ さい 。 


注 ) e 消耗 し だ 電池 を その まま に し て お きま すこ と 、 電池 の 液 が も れ て 計算 機 を いた め る こと が あ 


り の ます 。 
電池 を 火 中 に 投入 し な いで こ ご だ さい 。 火 中 に 投入 する と 破裂 する 薦 れ が あり ます 。 


312 


づ . 主 な キー の 主 お 機能 


次 に 主 な キー の 主 む 機能 を 説明 し ます 。 



































| キー 機 能 
品 e 電源 を 入れ る と き に 押し ます 。 
e プロ グラ ム / 実 行 中 、 プ ロ プ ラム を 一 時 停止 状態 (BREAK: ブ レーク) に し ます 。 
eCSAVE や LO 〇 AD な どの 命令 実行 中 は 、 そ の 実行 を 中 止 し ます 。 
e 流 計 計算 で は 、 機 能 の 選択 画面 に 戻す と き に も 使用 し ます 。 
es 丁 EX エイ モー ド に 、CAS し モー に で は 、 メ ニコ ュー 画面 、 メ イン メニ ュー 画面 
に 戻す と き に も 使用 し ます 。 
e 悪 湖 を 切り ます 。 
男 e RUN モ ー ド と PRO モ ー ド を 切り 替え ます 。 
e 他 の モー ドカ か ら 選 UN モー ド に し ます 。 
| 思 + Cm]| * ア セン プラ モー ド に し ます 。 も うー 回 押す と 民 UN モ ー ド に な り ま す 。 | 
思 e 丁 EX エモ ー ド に し ます 。 
eXT の メイ ン メ ニュ ユー 画面 に し ます 。 
十 四 | | eCASL し モード に し ます 。 
es CAS し の メニ ュー 画面 に し ます 。 
| s 各 キー の 薄茶 色 で 書か れ て いる 機能 を 使う こき 、 こ の キー を 押さ え だ ま ま 、 
それ ぞ れ の キー を 押し ます 。( 回 キー 参照 ) 
臣 9 se アル ファ ベッ ト の 大 文字 と 小文字 の 入力 モー ド を 切り 替え ます 。 (画面 左上 
の "CAPS" シ ン ボ ル の 点灯 、 消 灯 を 行い ます 。) 
加 e カナ の 入力 モー ド の と き 、 小 さい カナ 文字 (アイ ウエ オヤ ユ ヨ ッ ツ ) を 入力 し だ 
いと き に 押し ます 。(“ 小 "シン ボル の 点灯 、 消 灯 を 行い ます 。) 
e カブ 入力 モー ド の 設定 、 解除 を 行い ます 。 (“カナ "シン ボル の 点灯 、 消 灯 を 行 


1 


目 


| * ゃ カー ソル を 決め られ だ 桁 数 だ け 移 動き せま す 。 


いま す 。) 


RUN、PRO モ ー ド で は プ 桁 ずつ 移動 し ます 。 征 三 X モ ー ド の エディ タイ 
で は 、 最 初 桁 、 回 目 は 6 桁 、3 回 目 以降 は プ 桁 ず つ 移動 させ ます 。 






































忌 e カー ソル を 右 に 移動 させ ます 。 
ゅ * プレ イ バ ッ を 行い ます 。 
e ゃ プログ プラム が 表示 され て いる と き 、 カ ー ソ ル が 表示 され て いな い ゆい 場合 に カー 
ソル を 呼び 出し ます 。 
e マニ ユア ル 計 算 な ど で の エラ ー を 解除 し ます 。 
( コ e カー ツル を 左 に 移動 させ ます 。 
ゃ その 他 、 [=] と 同じ 。 
(3 ゃ ラスト アン サー を 呼び 出し ます 。 
e 定数 計算 の 定数 と 計算 命令 を 設定 し ます 。 ("CONST "シン ボル 点灯 ) 
([SmiFT) 十 Ms] ) と 押す と 、 設 定 さ れ て いる 定数 を 表示 し ます 。 
e 現在 の カー ソル 位置 に 、 1 文字 分 の スペ ー ス を 挿入 し ます 。 
十 e 現在 の カー ソル 位置 の 文字 を 削除 し ます 。 
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トー キーー | 機 。 能 


* カー ソル 位置 の 1 字 前 の 文字 を 削除 し ます 。 





「 面 | * 各 キー の 薄茶 色 で 書か れ て いる 機能 を 使っ こき 、 各 キー を 押す 前 に この キー | 





を 押し ます 。( [SHmWFT] キー 参照 ) 





[SWWFT) 十 CAj 


e 入力 中 の 内 容 や 、 表 示 を フリ ア ( 消 去 ) す る と き に 押し ます 。 ] 
e エラ ー を 解除 し ます 。 
e 計算 機 の 状態 を 解除 し ます 。 (フリ アオ ー ル ) 
・ ブ プロ グラ ム の 実行 が 一時 停止 状態 に ある と き 、 実行 を 中 止 させ ます 。 
・ 表 示 内 容 な ど を 消去 し ます 。 
・ 表 示 フォ ー マ ッ ト 指 定 (US | NG 指定 ) を 解除 し ます 。 
・ ト レー スモ ー ド を 解除 CT ROFF 状 態 に ) し ます 。 
・ エ ラー を 解除 レ ま す 。 
その 他 


ゴ 








[SMWFT] 十 





を 行い ます 。 ("PR 1NT" シ ン ボ ル の 点 灯 、 消 灯 を 行い ます 。) 
- 十 下 机 ーー ゼ 才 天 替 選 生 コー ブチ と の モデ ニモ 


* プロ プラム の 行 の 終了 を 指定 し ます 。 

の プロ グラ ム を 計算 機 に 書き 込み ます 。 

* マニ ユア ル 計 算 の 実行 、 あ る い は BAS | 〇 命令 な どの マニ ュ ア ル 操 作 に よ 
る 実行 を 行い ます 。 

esPRINT 命 令 や 1NPUT 命 令 で 一 時 停止 し て いる プロ プラ ム の 再 スマ ー 
ト な ご ど 、 プ ログ ラム の 再開 に 使用 し ます 。 

* プリ ンタ が 接続 され 、 電 源 が 入 つ て いる とき 、 プ リン トモ ー ド の 設定 、 解 除 








〔J キー に つい て は 、 モ ー ド の 指定 お よび 計算 機 の 状態 に よ つ て 変わ り ま す 。AS | C モ 
ー ド (RUN、PRO) で は 次 の よう に な り の ます 。 
































モー ド | 状 態 | ① 
RUN | プロ グラ ム 実 行 中 無効 無効 
| フロ プラ ム の 一 時 停止 中 。 | の 行 を 寄 押し て いる 間 、 実 行 し で い 
WA | が 無限 の PR-| N | (1 行 ずつ 実行 し て 停止 し | る 行 あ る い は 実行 し た 行 を 
T、1NPUT 命 令 実行 中 | ます ) 表示 
の ブレー ンク 状 態 
| プロ ラム 実 行 時 の エラ ー | 無効 | 押し て いる 間 、 エ ラー が 発 | 
状態 ] 生 し だ 行 を 表示 
トレ ー ス モー ド オ ン 状 態 | トレ ー ス を 実行 | 押し て いる 間 、 実 行 し て い | 
る 行 あ る い は 実行 し た 行 を 
| ] 表示 
PRO (RUN モ ー ド か ら PR 〇 モー ド に 切り 替え 、 プ ロ プ ラム が 表示 され て いな いと き ) 
プロ グラ ム の 一 時 停止 中 | 停止 し て いる 行 を 表示 同 胡 | 
エラ ー 発 生後 エラ ー が 発生 し た 行 を 表示 | 同 左 
_ | その 他 - | 先頭 行 を 表示 最終 行 を 表示 











PRO (プロ グ ブラム 行 が 表示 され て いる と き ぎ ) 





| 次 の プロ グラ ム 行 を 表示 | 1 行 前 の 行 を 表示 
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4 . 計算 範囲 


加減 乗除 算 
被 演算 数 、 演 算数 、 結果 
土 1 X10~ 守 9.999999999 メ 10" お よび 0 























関数 計算 
計 算 範 囲 備 考 
SINr DEG :|lzl< く 1X10!9 
COS > 9 10 
NE RAD :=zl< 宙 10 
GRAD : |z| < で 10" 
だ だ し tan >x に お いて 次 の 場合 は 除く 
DEG  :lzl = 90(2z 一 1) 
RAD :zl = ラテ (②*-1) 
GRAD : |x| = 100(2z 一 1) 
( ヵ は 整数 ) 
ASN ェ > 1 SIn~ "> 
ACS ェ COS_' ァ 
| ATNz | | ATNz | |>| < 1※10!99 tan~'r 
HSN > SInh > 
HCS と ー227 .9559242 = ァ 人 ミ 230.2585092 COSh 
HTN ェ > tanh ェ > 
AHS+ ェ r |z| < 1x10"? Sinh~' ヶ 
AHC ェ r 1 ミ ァ マ <1Xx10?? COSh~' ェ 
AHTr Ilz|< 1 tanh-'> 
LN > ー99 100 = 
LOG > 1x10-99 こ ミ ァ <1X40 In * = テ IOO。 テ 
ー1x10! < ょ ミミ 230.2585092 @*  @2.718281828 
TEN > ー1x10!9 ご ょ ェ < 100 
|z1< 1x100' ェ キ 0 ェ 
|z| く 1x10' 2 
|<| < 2.154434690x103 で? 
0 塞 み < く 、1<40*% Y ァ 
|z| < 1x10 ツァ 
の ^ ァ ( み テ ) eg> ニ 0 の と き * ー 10 テ "CE と 
ー1x10'09 く lOog< 100 
ゅ * ゥ ー0 の と き 
ァ >0 
@ ゅ りこ 0 の と き 


は 整数 まだ は が 礎 数 
だ だ し -1x10'0 < ょ loglg| < 100 
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0 = = 2540BE3FF また は 
FDABF41C01 = + = FFFFFFFFFF 


ェ は 16 進 数 で の 整数 
































POL(r, ぁ ) (z? 十 9 の) く 1x10!0 ァ ニ マソ z? 十 7 
| ( ァ , み 一 テ , の ) らら く 1x10"" の ニ tan- 
REC, の ) | テ <1x10'W | テニ テ cos の 
(r, の 一 て , み ) の の 範囲 は Sin >, COS > の + と 同じ 吉 | gー テ SIn の 
NPR(z. ヶ ) 7 ! 0 ミ ァ ミ ヵ ミ 9999999999 
<1x10!m9 












(一 テ ) ! r,z は 整数 

7 ! oo 0 ミミ ヵ ミ 9999999999 
の ti 0 r,z は 整数 
7 一 こと の と き z 一 テ ヶ s69 


2 一 人 三 と の と き ヶ ミ 69 





| NOCR( ヵ の 




















7 ! 
|l*| < 1x10!9 DMSーDEG 
|z| < 1x10' | DEGーDMS 



















統計 計算 








計 人 算 和範 囲 | 
デー タ | |zl< 1x1059 1 ミ ヵ <1X ぶ 10!99 lg| く 1x1059 
統計 量 次 の 計算 に お いて 、 計 算 結 果 お よび 途中 結果 の 絶対 値 が 1>10! 未満 で ある ご と 。 
分 還 ( 除 数 ) が ひで な いこ と 。/ で 計算 する 値 が 負数 で な いこ と 。 

や ェ 5 ァ * ジ g の“ 
2 = < 
計 に 半 


_ 。/33z2ー ヵ デ ? ーー za が < 

に 生 ス た ーー ーー そ 
2 。 王 2 し キー) 
2 2 と 7 oe / ダ g ーー 





まま 三 














ー ニ D ァ ー ご ェ ヶ 
な ーッ ニーDz で っ テ 
きま こん 
た 5 っ eo お ヶ y Xe コ 
ーー を Sp ー ジー を 2 
7 れ 
。 2 そろ の 
ッ りーg+Dr ご ァ g デー ジェ ァ gー 
し ロ 」 





計算 の 誤差 は 原則 と し て 、10 桁 目 に + 1 の 誤差 とこ なり ま す 。〈 指 数 表示 の 場合 は 仮数 部 表示 の 最 下位 析 
に + キ 1 と な り ま す 。) 

だ だ し 、 関 数 の 特異 点 お よび 変 曲 点 の 近傍 で は 誤差 が 累積 され て 大 きぐ な り ま す 。 ま だ 、 連 続 計算 を 
行 つ だ 場合 は それ ぞ れ の 誤差 が 累積 され て 大 きこ な り ま す 。 て べき乗 て g*) の よう に 、 計算 機内 で 連 
続 計 算 を 行 つ て いる 場合 も 同様 で す 。) 
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5. 仕様 


形 名 
C P U 
メモ リ 容 旦 


ス タツ タ 


基本 計算 機能 


番 呼 暗 
義 柱 所 
苑 革 
哉 族 世 


PC-G603 

CMOS 8 ビッ ト CPU (2Z80A 相 当 品 ) 

生やす た cSYScYoft 2 02 パプ 858 約 2.1 公 バイ ト 

あの た ctthF2EsPSrot 208 バ イト 

プロ プラ ム ・ デ ーママ リア の ……… 5859 バ イト 

サブ ルー チン 用 10 段 ファ ンク ショ ン 用 16 段 
FOR 一 NEXT 用 ら 段 デー 用 ど 段 


基本 計算 : 加減 乗除 算 

関数 計算 : 三角 関数 、 逆 三角 関数 、 対 数 、 指 数 、 包 度 変換 、 べ き 乗 、 開 平 計算 、 
整数 化 、 絶 対 値 、 符 号 関数 、 円 周 率 、 座 標 変換 関数 、 そ の 他 

10 桁 (仮数 部 ) 十 桁 (指数 部 ) 

数 式 通り (優先 順位 判別 機能 つき ) 

カー ソル 左右 シフ ト 〈〔(=〕] 、(〕 ) 

挿入 (|) 削除 て ( 降 U 、(BS) ) 


リス ト ア ッ プ ・ ダ ウン 〈[1] 、() ) 
テキ スト エディ タマ 、Z80 機 械 語 モ エニ マヤ 


周辺 機器 接続 端子 (11 ビン コネ フタ ) 


メモ リ 保 護 
表 示 
使 用 混 度 
電 源 
電池 使用 時 間 
消 費 電 カカ 
外 形 寸 法 
重 量 
付 属 品 


CE-126P、CE- 征 800 接続 

バッ テリ ー バ ッ ク フク ア ッ プ (プロ グラ ム 、 デ ー タ な ど ご 電源 オフ 時 内 容保 護 ) 
液晶 表示 。 ら ベア フ ド ツ ト マ トリ ッ フ ス 表 示 (24 桁 ベス 行 ) 

〇 OG 一 40C 

6V… (DO) : 単 3 タ イプ 乾電池 RGP(SUM-3) 4 本 

実 使用 状態 で 連続 使用 約 80 時 間 ( 単 さ タイ プ 乾 電池 ら SUM-3 の 場合 ) 

使用 温度 20C で 1 時 間 当 り 演 算 ま だ は プロ グ ブラム: 実行 を 10 分 間 、 表 示 状 態 を 
SLM | 


注 ) 別売 の 通信 用 ケー ブル CE - 800 を 使用 し て 通信 を 行 つ て いる と き の 電 池 
使用 時 間 は 約 66 時 間 に な り ま す 。 
使用 温度 20C で 、 通 信 を 分 間 、 演 算 ま だ は プロ グラ と 実行 を 分間 、 
aaa | 


e 電池 の 種類 や 使用 方法 な ど に より 多少 の 変動 が あり ます 。 

0.37W 

幅 215m x 奥行 103m x 厚 さ 21m 

330g (乾電池 を 含む ) 

パー ドカ パー、 単 昌 電 池 4 本 、 ネ ー ム ラベ ル 、 取 扱 説明 書 、 シ ャ ー プ サー 
ピス ・ お 宮 様 ご 相談 癒 ロ 一覧 表 
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9W キー を 人 芝 め だ を すべ て の キー の 機能 が 働 ひ みな い 、 あ る い は 正 し ご 動作 し な いな どの 異常 が 発生 
し だ 場合 は 、 本 機 の 電源 を 入れ だ まま て 周辺 機器 の 接続 や 取り は ず し を 行 つ を ひみ 、 ま だ は プロ グ 
ラム の ミス 、 あ る い は 強度 の 外来 プイ ズ な ど ご に よる 異常 発生 な どの 原因 が 考え られ ます 。 

まだ 、 電 池 交 換 を 行 つ だ 後 、、 リ セッ トス イッ ツチ ゆ を 押さ な か つ だ 場合 が 考え られ ます 。 

この 場合 は 、 次 の 方 法 で リセ ツ ト し て ぐだ さい 。 


リセ ツ ト の し か だ 
② リ セッ トス イッ ツチ の 操作 
ボー ル ベ ン な ご で 、 本 機 棋 端 の 礎 』 キ ー の 横 に ある リリ セット (RESETT) ス イッ ツチ ゆ ゅ を 押し て 
ぐだ さい 。 


リセ ッ ツ ト ス イッ チ … を 操作 する と き は ボー ル ベ ン 
な ご ど で 押 し て ぐだ さい 。 六 先 の 出 を シャー プ ベ ン 
シル や 先 の 折れ や すい も の 、 ま だ た だ 、 針 な ど 先 の と 
が つた だ も の は 使用 し な いで こく ださい 。 





ブ セ ゼット スイ ツチ @ を 区 す と 次 の 画面 に な り ま す 。 も し 、 違 う 画 面 に な つっ た とき は も う 一 度 リ 
ゼット スイ ツチ @ を 押し て ご ださい 。( 画 面 は "メモリ の 内 容 (記憶 内 容 ) を 消去 し て も よい か ガマ " 
と きい て いま す 。) 





MEMORY CLEAR _O. K. や (Y ン N) 


②@ プ ログ ラム や デー タタ を 保持 し だ いと き は 、 
( 錯 ) キー< (YJ 以外 の キー) を 押し て ぐだ さい 。 選 UN モー ド に の 最初 の 画面 に な り ま す 。 

* ご の 後 、 プ ロブ ラム 実行 な ど で 再 び 異 常 が 発生 する 場合 は 、 ③ の 方 法 を 行っ て こ だ さ い 。 

③ プ ログ ラム や デー タ な ど を すべ て 消去 する と き は 、 
上 記 の 表示 中 に 〔Y] キー を 押し て ご ださい 。 記憶 内 容 を すべ て 消去 し て 、 次 の 画面 C 点 滅 ) に な 
のり ます 。 (初期 設定 し 、 記 憶 内 容 を すべ て 消去 し だ こと を 示し て いま す 。) 








も 間 衝 衣 人 
き ALL RESET 





4 ご の 画面 は 、 ど ご どれ ガ キー を 押せ ば RUN モ ー ド の 最初 の 画面 に な り ま す 。 





表面 (キー 側 ) 









































40( 裏 側 ) 2( 裏 側 ) 
衰 面 
表 面 衣 面 
信号 名 端子 番号 | 端子 番号 信号 名 
ビ Vcc 1 ク VCc 
M1 3 4 MREO 
| TORG | 5 | e |ioReser 
waiT | Z | s | INTi 
WR RD 
CEROM2 14 CERAM2 
D フ - 寺 一 16 D6 
D5 17 18 | D4 
D3 19 20 D2 
D1 21 22 ,「] DO 
A15 23 24 1 A14 
A13 に 25 26 A12 
A11 27 28 ! A10 
A9 29 30 A8 
A フ 31 32 A6 
A3 35 36 A2 
A1 | 9 38 ] AO 
GND 39 40 GND 











GND : の V Voc : 5V キ 10 


注 ) 本 機内 部 は 、C-MOS 部 品 に より 構成 され て いる だ め 、 端 子 に 本 機 の 許容 範囲 で ヴ ツ ー+ キ 5 
V キ 10) を 超え る 電圧 が 加え られ る と 、 本 機内 部 が 震 れ る こと が あり ます の で 注意 し て ご 
だ さい 。 
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⑦「 ン の 入力 


r ン 」 は 普通 「N」 と 入力 し ます 。 
だ だ し 、「N」 の 次 に 田 音 (へ 、 | 、U、 三 、 〇 ) お よび "Y」 が こる と き 、 ま だ は 後に 文字 が こない と 
き は 「N 二 (U) 」 と 押し ます 。 
な お 、「"N」 の 代わ り に 「M」 を 用 いる ご と も で きま す 。 
( 例 ) シン コウ S | N (SMWFT) + (U) YUU 
シン ニュ ウーーーS 1NNYUU 








シン プン S IMBUN (SWWFT) + (9) 
②" ツ の 入力 
バッ 」 は 子音 を 重ね て 入力 し ます 。 だ だ し 、「N」 や TM」 を 重ね て 入力 し た こぎ は 『 ン : ガ が ウ ます 。 
( 例 ) キッ プ K 1PPU セッ ト SETTO 








③ 小 さい 文字 の 単独 入力 
小さ い 文 字 (C ア 、 イ 、 ウ 、 エ 、 オ 、 ツ 、 や ヤ W ユ 、 ヨ ) を 入力 する と どき は 人 キー を 押 じ て か ら そ れ ぞ 
れ の 文字 を 入れ ます 。 
( 例 ) ティ ー カ ッ ブ ーーTE 條 | 一 KAPPU 
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半 后 コ 





し ゃ | 引 に を に セト トト トド |= に に 
ゆ 」 上 上 2 回 回 


| EEE PEI ロ 
1 5 セ 二 













0 0 ヽ N の @ ト 0O _ MD っ O 
TH 
EEE 


sjylrl NH: 


BEEEDEMEE 
ドド 洲 失 


上 Seut JI 





回 
回 
を 回 回 





| 
lg 了 表 割 
に" 了 ]wlg| 


AS 








に 直紀 


xl 
ュ 
js 


| 
昌 
癌 | 
っ | ソ | 
| <| 
上 ト > | に 
論 | 
賠 還 周 
| 還 
は 





キャ ラク タコ ー ド は 次 の よう に 表わし ます 。 
《 例 > “*" の コー ド 
16 進 数 &H ど A 
10 進 数 42 (32 十 10) 
〈 ご 注意 > 
廊 ご HR お 命令 に より 、 本 機 で キヤ ラフ タ を 表示 させ る 場合 
e 表 中 の コー ド の (&H ヴ の ) の キヤ ラフ タ は ヌル CNull : 人 句 も な い 状 態 ) で す 。 
し レ だ が つて 何 も 表 示さ れ ま せん 。 
キヤ ラク タ ガ 記 載 さ れ て いな い 部 分 は スペ ー ス 〈 空 ) に な り ま す 。 
六 じ CHR$ 命 令 に より 、CE-126P で キャ ラク マタ を プリ ント させ る 場合 
キヤ ラガ 記 載 さ れ て いな い 部 分 は スペ ー ス 〈 空 ) に な り ま す 。 
@ 次 の コー ド は スペ ー ス に な り の ます 。 
129(&H81)-159〈&H9F)、224C& HE0) 一 231C& HE7)、236C&HEC) 一 240C&HF0)、 
245(&HF5) 一 247& HF7) 
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上 位 桁 〇 16 32 48 64 80 96 112 128 144 160 176 192 208 224 240 





















































12 プロ ブラ ム の 中 だ け て 実行 で きる 命令 を マニ ュ ア ル 操 作 で 実行 し よう と し だ 。 ま だ 
は 、 逆 に ご マ ニュ アル 操作 だ け で 実行 で きる 命令 を プロ グラ ム で 実行 し よう と し だ た 。 
PRO モ ー ド で し か 使え な い 命令 (L 1ST、RENUM な ど ) を RUN モ ー ド に で 使 
お うと し だ 。 ま だ は 、 有 逆 に RUN モ ー ド で し か 使え な い 命令 を PRO 〇 モー ド で 使 お 
er トド うと し だ 。  .。JERATJG で ー ト GS (KEY| | 
< 人 CONT あ で プロ グラ 09 再 5 が で き ghc ーー 
14 | BAS1C プ ログ プラ ム が な いと き に 、 バ パス ワード を 設定 し よう と し た 。 
AG 15 |CSAVE M 命 令 で 、 ア ドレ ス の 指定 が 逆 。 (開始 アド レス より も 、 終 アド レス 
の ほう が 小さ く な っ て いる 。) 
計算 結果 が 1 10"%A 上 に な つ だ 。 
| 21. 上 除 数 が 0 の 除算 を 容 行 し た = re 
2 22 不 合理 な 演算 を 行 つ た 。 ( 例 LOGー3) 
まだ は 、 計 算 範 囲 外 の 値 の 関数 計算 を 行 つ た 。 ( 例 ASN 2) 
~ ョ > 30 。 | すでに 硬 時 され て いる 配列 変数 名 を 再度 地 し と いる 。 
31 | D 1M 合 人 で 宣言 し て いな い 配 列 変 数 を 使用 ヒ し て い る 。 
| 秒 ] の が D 1 人 で 直言 大き を 起 え て いる 。 
| 33 | 指定 し て いる 数 値 が 規定 の 範囲 か ら 外れ て いる 。 | 
40 GO 〇 TO 〇 、L 1S 征 、RRENUM な どの 命令 で 指定 し だ 行 番号 や ラベ ル が 存在 し な 
い 。 
ーー ライン ナジ パー) が 1 に 529 の 基き っ で Ns。 
0 RENUM 命 令 の 指定 に 不都合 が か ある 。 。。  。 | 
(指定 し だ 開始 行 以降 の 行 番号 の 付け 替え を 行う と 、 開 始 行 より も 小さ い 番号 の 行 
、 | ( 行 番号 の 付け 替え を し な い 行 ) と 混ざっ て し まう よう な 指定 に な つて いる 。) 
44 LL 1ST、DELETE 命 令 で 指定 し だ 開始 行 と 終了 行 の 大 き さ が 逆 に な つっ てい 
| る 。 ( 綴 了 行 より や 開始 行 が 大 きく な つて いる 。) 
本 20 | GOSUB(10 段 )、F 上 OR 一 NEXT(5 段 ) で の 段数 オー バー。 
| 51 | RETURN 文 に 対す る GOSUB 文 び が ない 。 。 。 
に S 52 | NEX 丁 文 に 対す る FOR 文 ぜ が い 。 
に 53 | READ 文 に 対す る DATA 文 な な が い 。 。 
1 と 54 | デー タバ ッ フ ァ (8 段 ) ま だ は 、 フ ァ ン フシ ョ ン バ ッ ファ (16 段 ) の 段数 オー バー。 
55 文字 記憶 エリ ア (255 文 字 ) の 容量 を 超え を た 。 。 
| 1 行 の 長 さ が 255 バ イト を 超え だ 。 
60 プロ グラ ム お よび 変数 が 大 きす ぎ て 、 プ ロブ ラム ・ デー マエ リア の 容量 を 超え だ 。 
70 |PRINT、LPR INT 命 令 で 数 値 デ ー ツ を 表示 まだ は 印字 する と き 、US 1 NG 
PS 命令 で 指定 され ね だ フォ オー マ ッ ト て 表示 まだ は 印字 で き な い 。 
Kr : US |I NG 命令 の 指定 が 正しく な い 。(" "で 囲ん で 指定 し た 内 容 が 正 し こ な い 。) 
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カセ ッ ント テー ブ プ 、S 1 つ 、 ミ ニ 1 プ 〇 な どの タマ タイムアウト エラ ー (プロ グラ ム や テ デ 
ー タ の 入出 力 で 、 規 定 の 待ち 時 間 を 超え だ 。) 


1NPUT# 命 令 で 指定 し て いる 変数 の 型 が 、 読 み 込 も や うと し て いる デー タ の 型 と 
一 致し て いな い 。 


PR IN キキ 、1NPUT# 命 令 で デー タ の 入出 力 を 行う と き 、 相 手 の 装 置 (デバ 
イス ) ガザ オープ ン し レ て いな い 。 








87 ファ イル の デー タ を 最後 まで 読み 込み だ 後 、 さら に デー タ を 読み 込 も うこ し だ 。 
90 数 値 変数 に 文字 、 文 守 変 数 に 数 値 を 代入 し よう と し だ 。 ま だ 、S1N A$S の よう 
に 数 値 を 扱う 関数 に 文字 変数 を 指定 し だ な ど ご 、 変 数 名 の 不適 合 。 
91 | 画定 数 に あい て 、 数 直 ガ 入 つ て いる 変数 を 変数 し て 使 属 じ な り 、 文 が 入 
つて いる 変数 を 数 値 変数 と し て 使用 し だ 。 
科 吉 02 | 7 スウ は E が ー 粒 し で いな ば 革 宙 重信 江 生 ーー 
隊 63 | バス ワード ガ 役 定 され て いる と き ほ 、 マニ ュ ア ル で MON、 PEEK、POKE な 
どの 命令 を 実行 し よう と し だ た 。 
陳 過 4 提 志 き 衝 息 ラ あ 江 が 人 在 じ な 人 計 づ 全 MO 区 補間 
半 05 | ファ イル 名 の 挟 が 華 じ な 0 で 環球 秋 守り けり 症 生 ーー 
95 | BAS1C モ ー ド で TEX〒 フ ァイル を 馬 み 込 も うと し > また 局 に TEX エ モー 


ド で BAS | ご ファ イル を 読み 込 も や うと し だ た 。 


97 | ファ イル の 数 ガ 255 を 超え だ 。 
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メモ リマ ッ プ 
0000H リリ ザー プ ブ エ リ ア 
0100H 
機械 語 エ リア 
テキ スト エリ ア 
BAS |1C プ ログ ラム エ リ ア 


ROM BANKO 
















8000H 





C000H 


FFFFH 


ROM ROM 
ROM BANK1 
BANK2 | BANK3 


|/O マ ッ プ 


00H 
10H 













325 


保証 に つい て 
1. こ の 製品 は 取扱 説明 書 の 巻末 に 保証 書 が つい て いま す 。 保証 書 は 販売 店 に て 所 定 事項 を 記入 し 
て お 渡し い だ し ます の で 、 内 容 を よこ お 読み の うえ 大 切 に 保存 し て こく だ さい 。 
グ . 保 証 期 間 は お 買い あげ の 日 か ら 3 年 間 で す 。 


修理 を 依頼 さき れる と き は 
4.「 故 障 み ひな ゃ と 思 つ だ ら 」329 ペ ベー ジ ) を よこ ご お 読み の うえ 、 も う 一 度 お 調べ こく だ さい 。 
2. そ れ で も 異常 が ある と き は 使用 を や め て 、 お 買い あげ の 販売 店 に この 製品 を 持 込み の うえ 、 
修理 を お 申し つけ こ だ さ い 。 
ご 自分 で の 修理 は し な いで こく ださい 。 
3. 保 証 期 間 中 の 修理 は …… 
保証 書 の 記載 内 容 に より 修理 いた し ます 。 
4. 保 証 期 間 後 の 修理 は …… 
お 買い あげ の 販売 店 に ご 相談 こ だ さ い 。 修理 に よ つ て 機能 が 維持 で きる 場合 は 、 ご 要望 に より 
有料 修理 いた し ます 。 
5. ア フタ ー サ ービス に つい て わか ら な いこ と は …… 
お 買い あげ の 販売 店 、 ま だ は も より の シャ ー プ お 客 様 ご 相談 窓口 に お 問い 合わ せこ だ さい 。 
6. ポ ケット コン ピコ ユー タマ に 、 制 御用 の 外 付 回 路 を 接続 し て 使用 し だ 場合 に 、 訓 配線 、 誤 操作 、 強 
度 の 外来 イマ イズ 、 あ る い は 許容 範囲 外 の 電圧 を 加え だ こと な ど ご に よっ つて ポケ ッ ト に コンピュー マ 
本 体 が 故障 ・ 損 傷 し だ 場合 は 、 保 証書 に 記載 され て いる 無料 修理 規定 が 適用 され ませ ん 
(有料 修理 と な のり ます ) の で 、 あ ら か じ め ご 了承 こ だ さ い 。 


お 問い 合わ せ は 
この 製品 に つい て の ご 意見 、 ご 質問 は 、 も より の お 客 様 ご 相談 容 口 へ お 申 レ つけ こ だ さ い 。 


付属 の "シャ ー プ サー ビス ・ お 客 様 ご 相談 窓口 一 覧 表 」 の と お り 、 全 国 に お 客 様 ご 相談 窟 口 を 設 
け て お り ま す 。 
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本 書 は 、 本 書記 載 内 容 で 無料 修理 を させ て い だ だ ここ と を お 約束 する も の で す 。 


保証 期間 中 に 故障 が 発生 し だ 場合 は 、 製 品 と 本 書 を ご 持参 、 ご 提示 の うえ 、 お 買い あげ の 販売 店 に ご 
依頼 くだ さい 。 


ず 買 いあ げ 年 月 日 、 販 売店 名 な ご 記入 も れ が あり ます こと 無効 - な り ま す 。 必 ず ご 確認 いた だ き 、 記 入 
の な い 場 合 は お 買い あげ の 販売 店 に お 申し 出 ぐ ださい 。 

ご 転居 ・ ご 贈答 品 な ど で お 買い あげ 販売 店 に 修理 を 依頼 ご で き な い 場合 は 、 製 品 に 同 本 し て お り ま す 、 
"シャ ヤー プ サ ー ビ ス ・ お 客 様 ご 相談 窓口 一 覧 表 」 を ご 覧 の うえ 、 も より の サー ビス 会 社 へ ご 持参 こ だ 
さい 。 

本 書 は 再発 行い た し ませ ん 。 だ いせ つ に 保管 し て ぐだ さい 。 


〈 無 料 修理 規定 〉 
1 . 取扱 説明 書 ・ 本 体 注意 ラベ ル な どの 注意 書 に し だ が つた だ 正常 な 使用 状態 で 、 保 証 期 間 内 に 故 
障 し だ 場合 に は 、 お 買い あげ 販売 店 、 ま だ は 当社 サー ビス 会 社 が 無料 修理 いた だし ます 。 
グ . 保証 期間 内 で も 次 の 場合 に は 有料 修理 と な り ま す 。 
( イ ) 本 書 の ご 提示 が な い 場 合 。 
(〈 口 ) 本 書 に お 買い あげ 年 月 日 ・ お 客 様 名 ・ 販 売店 名 の 記入 が な い 場 合 、 ま だ は 字 匂 を 書き 換え 
られ だ 場合 。 
(/ \ う 使用 上 の 誤り 、 ま だ は 不当 お 修理 や 改造 に よる 故障 ・ 損 傷 。 
( 二 ) お 買い あげ 後に 落 こ され だ 場合 な ど に よる 故障 ・ 損 傷 。 
( ホ ) 火 災 ・ 公 害 お よび 地震 ・ 風 水害 その 他 天 災 地 変 な ど 、 外 部 に 要因 が ある 故障 ・ 損 傷 。 
(へ ) 電 池 の 次 も れ ね に よる 改 障 ・ 損 傷 。 
( ト ) 消 耗 品 (乾電池 ) が 損耗 し 取り 替え を 要する 場合 。 

づ . 本 書 は 日 本 国内 に お いて の み 有 効 で す 。 

(THIS WARRANTY CARD IS ONLY VALID FOR SERVICE IN JAPAN.) 

娘 ご の 保証 書 は 本 書 に 明示 し だ 期間 ・ 条 件 の も と に お いて 無料 修理 を お 約束 する も の で す 。 し だ た 
が いま し て ご この 保証 書 に よ つ て お 客 様 の 法律 上 の 権利 を 制限 する も の で は あり ませ ん の で 、 保 
証 期間 経過 後 の 修理 な ど に つき まし て お わか り に な ら な い 場 合 は お 買い あげ の 販売 店 、 ま だ は シ 
ヤー ブ プ お客様 ご 相談 窓口 に お 問い 合せ くだ さい 。 





修理 メモ 
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シヤ ー プ ポケ ッ ト コ ン ピ ュ ユー タ 保証 書 箇 
(WARRANTY CARD) 








品 名 _ ポケ ッ ト コ ンピュータ 
形 名 。 PC-G8O3 
保 証 期 間 お 買い あげ 日 より 本 体 3 年 則 
(VALIDITY) (FULL し て 才 S 電 人 
本 0 で あい ee 
に 牧人 な や 人 SQ き 本 束 ・ 剖 大 ・ 日 四 や /」 押 に 
| | | 
| 守 」 ご 住所 | 「 
| | | 入 | 1 | 


取扱 販売 店 名 ・ 住 所 ・ 電話 番 号 





編 セ ー の 株式 会 社 
〒545 大 阪 市 阿倍 野 区 長池 町 22 番 22 号 
電話 (06) 621 一 1221 番 








故障 ガ な や と 思 つ だ ら 


次 の よう な お 場合 は 故障 で な いこ と が あり ます の で 、 修 理 を 依頼 きれ る 前 に 、 も う 一 度 お 調べ こ だ さ い 。 
それ で も 具合 の 悪い と き は 326 ペ バー ジ の 「 ア フタ ー サ ービス に つい て 」 を ご 覧 の うえ 修理 を 依頼 し て こ < 
だ さい 。 

















ご ご こ を お 確か すめ くだ さい 
@ 新しい 電池 と 交 拠 し て くだ さい 。〈 憲 311 ペ ー ジ ) 
@ リセ ッ ツ ト し て ご だ さい 。〈( 字 318 ペ ー ジ ) 
e 表示 濃淡 を 調整 し て て だ さい 。〈 字 16 ペー ジ ) 
e“ 幅 玉 " が 点灯 し て いる と き な 、 動 作用 電池 を 交換 し て こく ださい 。 
qr314 ペ バージ ) 
e 表示 濃淡 を 調整 し て て だ さい 。〈 て 字 16 ペ ー ジ ) 
@ リセ ツ ト に し て ご だ さい 。〈 写 318 ペ ー ジ ) 


こん な と き 


電源 が 入ら な い 


すべ て の キー が 働 ひ ない 

まだ は 正 し ご 働 ひ お ない 
プロ グラ ム が 表示 で き な 
い 

































パスワード を 解除 し て こぐ だ さい (PAS ら 命令 で プロ グラ ム の 表 
示 を 禁止 し て いる と き )。〈 字 290 ペ ー ジ ) 

e 最初 ひら プロ グラ ム を 入れ 直し て こ だ さ い 〈 何 か の 原 因 で プロ グ 
ラム が 消え て いる と き )。 














この 製品 の アフ ター サー ビス は お 買い あげ の 販売 店 に お 申し つけ くだ さい 。 


@ ご の 製品 に 関す る ご 意見 ・ ご 質問 は 下記 へ お 寄せ くだ さい 。 
コン シュ ー マ ー セ ンタ ーOA 相 談 室 





西日本 (06) 621 一 1221 (大 代表 ) 
名 古屋 (052)332-261 1 (大 代表 ) 


東日本 (03)3260 一 1161 (大 代表 ) 
福 岡 (092)575-2381 


@ アフ マツ ター サー ビス な ご につい て の お 問い 合わ せ 先 


シャ ー プ お 客 様 ご 相談 窓口 
札 幌 技術 セン ター 
川 技術 セン ター 
技術 セン ター 
技術 セン ター 
宮 技 術 シ セン ター 
技術 セン ター 
技術 セン ター 
_ 技術 セン ター 
京 技術 セン ター 
1 技術 セン ター 


2 


江 


沿 測 
昌 商 強 強 覇 結衣 間 紀 


7 


叶 箇 和光 
| 
衝 
科 
MM 


7 


容 (011)641-0751 
富 (0166)22-8284 
容 (022)288-9161 
信 (0196)38-6085 
会 (0286)34-0256 
容 (0272)52-7311 
会 (025)284-6023 
会 (0263)27-1636 
偽 (0425)83-1730 
信 (03)3624-7475 
会 (03)3382-9161 
会 (03)3777-8851 
信 (048)666-7220 
信 (0472)65-6110 
合 (045)753-9583 
谷 (054)283-9497 
会 (052)332-2671 


シヤ ー ブ プシ ステ ム サ ー ビ ス ( 株 ) 


7 


7 


9 りさ ) 
誠 沙 洲 邊 落 江 落 沙 落 沙 牙 
菩 萬 萬 草 草 萬 勤 萬 萬 菩 韻 
INIRIRIRINIRINIRIRIRIRI 
AA て 
TTYYYYYYYT1 


1 技術 セン ター 


記 哲 
ウ 詳 1 身 章 当 坦 剛 
疾 減 
菩 攻 
人 
NNS 
Y 


技術 セン ター 


7 


/ 


性 融 坪 黄 記 回 玉 沿 書 癌 オ 装 肢 后 出 抽 悪 区 十 半 湯 温 湯 団 牙 痢 構 装 此 記 高 
が 03 
草 剖 萬 
NN 人 は 
AN 
Ti1 


装 加 重 口 有三 
舌 
菩 
は 
い 
1 


三 
穫 
矯 
半 
KM 
き 
1 


※ お 電話 で お 寄せ い だ だ ぐ 場 合 は 、 電 話 番号 を よく お 確か めのう え お 


会 (0532)54-1830 〒440 


谷 (0592)31-1573 
会 (0582)74-7996 
会 (0762)49-9033 
信 (06) 644-1191 
富 (06) 794-2910 
富 (07435)3-2023 
谷 (078)452-1762 
令 (075)681-9551 
会 (0878)23-4980 
会 (0899)73-0121 
容 (0862)92-5830 
谷 (082)874-6100 
会 (08397)2-4525 
容 (092)572-2617 
谷 (093)592-6510 
会 (0992)59-0628 
信 (096)372-1251 
令 (098)866-5562 


〒063 札幌 市 西区 二 十 四 軒 1 条 7 丁 目 3 番 17 号 
〒070 旭 川 市 一条 通 4 左 10 号 
〒983 仙台 市 若林 区 卸町 東 1 番 27 号 
〒020 岩手 県 紫波 郡 矢巾 困 流 通 セ ンダ ー 南 3 丁目 1 番 1 号 
〒320 宇都 宮 市 不動 前 4 丁 番 41 号 
〒371 前 橋 市 問屋 町 1 丁 番 7 号 
〒950 新潟 市 上 所 中 1 丁 番 21 号 
〒399 松 ′ 本 市 芳 野 8 番 14 号 
〒191 日 野市 日 野 台 5 丁 5 番 4 号 
〒130 東京 都 黒田 区 石原 2 丁目 12 番 3 号 
〒164 東京 都 中 野 区 南台 3 5 番 13 号 
〒143 東京 都 大 田 区 南馬込 5 番 15 号 
〒330 大 宮 市 宮原 町 2 丁目 107 番 2 号 
〒280 千葉 市 南町 1 丁 5 番 20 号 
〒235 横浜 市 磯子 区 中 原 1 丁 目 2 番 23 号 
〒422 静岡 市 曲 金 6 丁 6 番 44 号 
〒454 名 古屋 市 中 川 区 山王 3 丁目 5 番 5 号 

豊 橋 市 下地 町 橋口 17 の 1 
〒514-01 津 市 栗 真 町 屋 町 字 蒲 池 328 番 地 
〒500 岐阜 市 六条 南 3 丁 目 12 番 9 号 
〒921 石川 県 石川 郡 野々 市 町 字 御経塚 町 1096 の 1 
〒556 大 阪 市 浪速 区 恵美 須 西 1 丁目 2 番 9 号 
〒547 大 阪 市 平野 区 加美 南 3 丁目 7 番 19 号 
〒639-11 大 和 郡 山 市 美濃 庄 町 492 番 地 
〒658 神戸 市 東灘 区 了 崎 北町 1 丁目 6 番 18 号 
〒601 京都 市 南 区 上 鳥羽 菅田 町 48 番 地 
〒760 高松 市 朝日 町 6 丁目 2 番 8 号 
〒791 松 山 市 高 岡 町 1 7 8 番 1 
〒701-03 岡山 県 都窪 郡 早 島町 大 字 矢 尾 828 
〒731-01 広島 市 安佐 南 区 西原 2 丁目 13 番 4 号 
〒754 山口 県 吉敷 郡 小郡 町 若草 町 4 番 12 号 
〒816 福岡 市 博多 区 井 相田 2 丁目 12 番 1 号 
〒803 北九州 市 小 訪 北 区 大 手 町 6 番 12 号 
〒890 鹿児島 市 鴨池 新町 12 番 1 号 
〒862 熊本 市 新屋 敷 3 丁 目 15 番 17 号 
〒900 那覇 市 嗜 2 丁 目 10 番 地 の 1 

かけ ぐだ さい 。 


※ 上 記 の 所 在 地 ・ 電 話 番号 な ど は 変わ る や こと が あり ます 。 そ の 節 は ご 容赦 願い ます 。 


SN 
グ ャ ー 株 式 会 社 
本 社 〒545 大 阪 市 阿倍 野 区 長池 町 22 番 22 号 
電話 (06) 621 一 1221 (大 代表 ) 
情報 シス テム 事業 本 部 〒639-11 奈良 県 大 和 郡 山 市 美濃 庄 町 492 番 地 


電話 (07435)3 一 5521 (大 代表 ) 
お 客 様 へ … お 買い あげ 年 月 日 、 お 買い あげ 店 名 を 記入 され ます と 、 修 理 な どの 依頼 の と き に 便利 で す 。 





お 買い あげ 年 月 日 


年 


月 日 





お 買い あげ 店 名 





電話 番号 











1J10KS(TINSJ1211ECZZ)③ 





(TLSTS1000CSZZ) 9104 
し 。 六 国 を く まな くめ ぐる シャ ー プ の サー ビス 網 1 
シャ ー プ 製品 の アフ ター サー ビス は 、 お 買い 上 げ の 販売 店 また は シャ ー プ シス テム サー ビス (株 ) が ] 





- させ て いた だ きま す 。 な お 、 シ ャ ー プ 製品 に 関す る ご 意見 ・ ご 質 問 、 あ る い は アフ ター サー ビス に 

つい て の お 問合せ は 、 も より の お 客 様 ご 相談 窓口 へ お 寄せ くだ さい 。 

1 コン シュ ー マ ー セ ンタ ー QA 相談 室 に 3 
西日本 (O6)621 一 1 2 の 1 (大 代表 ) 東日本 CO3)3260 一 1 161 (大 代表 ) 
名 古屋 (O 〇 52)332ー26 1 1《 大 代表 ) 福岡 (O92)575ー2381 (0 家 ) 

この 一 覧 表 は 、 取 扱 説明 書 ・ 保 証書 な ど と 共に 保存 し て くだ さい 。 


(ジャ ー プ m 選 。、 お 客 様 ご 相談 窓口 一 覧 表 (xD は お 客 欄 ご 相談) 


シャ ー プ シス テム サー ビス 株 
< く 北 海 道 > 
な (011)641 一 0751  〒063 札幌 市 西区 二 十 四 時 1 条 7 丁目 3 番 17 号 
窒 (0155)35-4068 〒080 61 条 1 12 番地 1 6 
窒 〈O0138)52-ー5190  〒040 画 17 号 
Op 党 4 8191。 〒085. 


- 山 - - 傘 (0249)2 市 安積 荒井 字 方 ハ TS9 和 地 の 1 a 
” いわ き 26 技 8-82 ど 7 : - 〒970 いわ き 市 自由 ケ 岳 37 番 地 の 10 
、 北 坦 馬 Te 〒960-01 福島 市 北 矢 玩 引 字 将 田 23-2 。 -- 
ここ 形 > 
山形 人 き (0236)31 一 6634 平 990-23 山形 市 上 田 2 丁目 7 番 43 号 
の 傘 (0236 )33 一 3215 - 〒990 山形 市 渡 過 セン ター 1 丁目 9 番地 の 2 
< くき 。 > 
人 (0196)38 一 6O8B5  〒020 き 拓 ⑪ 半 周 セン ヴー 誕生 
示 沢 容 (O1972)4-1710 . 〒023 水沢 市 的 3 番 10 号 


- ーー ニ < 稚 。- 還 > こ 
秋 田 本 O188)65 一 1258  〒O010 秋田 市 川原 困 字 大 川 反 170 番 地 の 56 
< 青 部 > 
青 問 (0177)38ー7778 - 和 〒030-01 青 礎 市 砂 見 3 丁目 3 番 4 号 
八戸 (0178)45-2631 .〒031 八戸 市 小 中 守 2 丁 目 8 番 16 号 
< 頂 。 ホ > の = 
宇都宮 技術 セン ター (0286)34 一 0256  〒320 各市 不 動 和 4 丁 目 2 番 1 号 
か 呈 0285)25-6532  〒323 小山 市 東 2 丁目 31 番 24 
< 2 
sa る (0292)43ー09(:9. 〒31 0 水戸 市 和 波 国 1963 番 地 
土 通 gm(0298)237673 。〒300 商人 2255 和 好 


31 1 に シー ーーー マー 7 
ーー 更 介 eKO226240-411 8 天地 


| * 新 謙 技 術 セ ンタ ー= (025)284 一 6023 〒950 新 江上 所 中 1 目 7 本 2 5 届き 
長 田屋 還 字 2600 旬 地 


岡 0258)23ー 1850  ・〒940-11 舟 央 市 
F。 細 Oo72 ど コ ae 〒943 上 送 市 大 字 土橋 字 大 坪 1905 番 地 の 1 
長 
凛 栓 本 技術 セン ター (0263)27 一 1636  〒399 松本 市 芳野 8 番 14 号 
長 野 。 仙 (0262)266208  〒380O 長野 市 中 働 所 3 丁目 2 番 25 号 
上 " 田 。 容 (0268)27ー9395  〒386 上 田 市 住 十 字 島 居 264 番 好 1 
く 東 京 > * 
フィ -M ド 9 ポー ト セ ンー 容 (03)3810-8600 。〒114 北 区 田 人 新 還 2 丁目 2 番 12 呈 
東京 第 1 技術 セン ター (03)3624 一 7475  〒130 墨田 区 む 原 2 丁目 12 番 3 号 
城 東 人 窟 (03)3606 一 4330  〒120 足立 区 綾瀬 7 丁目 2 番 17 号 
護 東 京 第 2 技術 セン ター な (03)3382-9161 〒164 中 野 区 南 3 丁目 45 番 13 号 
和 城 北 会 (03)3973-ー5120  〒174 板 編 区 東 新 還 1 丁目 33 番 11 号 
六 東 京 第 技術 セン ター (03)3777ー8851  〒143 大 田 区 商 馬込 1 丁目 5 番 15 号 
西東 京 技 箱 セ ンタ ー 人 (0425)83-ー1730  〒191 日 野市 日 野 台 5 丁目 5 番 4 号 
| 武 馬 野 (0422)33 一 1 bt 三 風 市 先 輸 3ー8 一 5 . 


< 山 
時. 閣 eo5s2eg-120 。 〒400-T ち 2 75 
玉 > 
大 宮 投 術 セ ンタ ー ax048)669- 99 〒330 大 宮 市 吾 原 町 2 丁目 107 番 2 号 


〒361 行田 目 5 番地 
ーー 人 人 394 484)43-27 ー2788 336 WEP 還 3 26 
き 玉 丁 TO492)48ー 131. 4 〒350 川 市 新 末 6-5-8 
〒 
本 (0472)65 一 6110 8O 千葉 市 南 困 1 丁目 5 番 20 号 
本 (0473)685166  〒 ら 71 松戸 市 移ら 295 番 1 
合 (0474)23ー7170  〒273 般 本 市 市 場 4 丁目 16 番 ? 号 
702 〒2 8 8 名 す 市長 圧 3 丁目 645 乱 好 
上 
な (O45)753 一 9583 -〒235 横浜 市 棒 子 区 中 原 1 丁目 2 番 23 号 
容 (045)471 一 951 1  〒 の 22 横浜 市 間 北 区 新 根 浜 1 丁目 9 番 1 号 
傘 (0463)55 一 7600  〒254 平場 市 田村 1381 
全 (0427)594G98 、〒229 相原 市 法 辺 3 一 1 
2 53 民 駐 「 さき: 敵 >ー3 で に (9 
人 な (054)283-9497  〒422 肢 較 員 了 金 5 丁目 8 番 44 呈 
全 (O559)24 一 1028 。〒410 沼津 市 宮前 田 1 一 4 
2 〒430 浜松 市 植松 町 1476 一 2 
ー- 知 > 
な (O52)332 一 2671  〒454 名 古市 中 区 山王 3 丁目 5 番 5 号 
人 (0532)54 一 1830  〒440 琴 休 市 下地 困 機 17 の 1 
全 (0569)22-2671  〒475. 半田 市 信吉 困 2 一 109 = 
容 (0564)25 一 06 1 1  〒444 崎 市 本 田町 『 番地 21 















a 全 重 > 
三重 技術 セン g(0592)31 一 1573  〒514-0 市 炎 下 困 屋 町 字 浦 池 328 舌 地 
gaBm - 還 (0593)51 一 9434。 〒510 日 市 市 箇 の 大 1 丁目 15 番 地 9 
く < 寺 旦 > 
岐阜 技術 セン ター (0O582)74 一 7996  〒500 直 吉 市 大 条南 3 丁目 12 番 9 号 
肖 飛 。 容 (O574)25ー8418  〒509-02 兄 市 土田 字 下 切 3832 一 1 
- < く 五 川 > 
六 金 沢 技術 セン の SS(O762)49 一 ー9033 ご 〒921 石川 県 石川 部 野々 市 名 字 御 経 二 町 1096 の 1 
く 












富山 
講 山 gwO764)51 一 3933- 〒930 井山 評 寺 7 番号 
く < 福井 > 
福井 人 (0776)53ー6050  〒910 福井 市 北 名 ツ 居 印 625 番 地 
合 (0776)54-7755  〒910 得 井 市 米松 1 一 1525 










〒547. 缶 目 知 9 き 
〒556 大 折 市 計 須 西 1 丁目 2 番 9 号 
〒5 6 7 英 市 錠 | 5 丁 目 15 番 3 号 

)45  〒590 期 市 老松 生 1 丁目 39 番 地 
0724)36- 1560  〒597 貞二 市沢 1215 
(06) 794-2910 〒547 大 阪 市 補 時 区 0 美南 3 丁目 7 番 198 

















eg <〈 和 ” 山 Z 
CO0734)45-6298  〒641 和 到 山 市 ー 加 2 丁目 番 9 
0 〒646 田辺 市 罰 成 還 441 一 1 

傍 


| 奈良 投 術 セ ンタ ダー (07435)32023  〒639-11 大 和 痢 山 市 美江 庄 時 492 番 怒 
ピ く 





兵 題 > 

神戸 技術 セン ター - CO78)452 一 1762 〒658 神戸 市 東 補 区 旬 崎 北町 1 丁目 6 番 18 号 

神戸 宮 (078)927-ー6530  〒673 社 戸 市 西区 玉津 団 出合 字 寺 田 322 一 3 

雪 路 。 還 (0792)66 一 8295  〒671-22 姫 市 天山 交 内 1006 番 の 1 

販 神 窟 (O6) 421 一 2304  〒661 慣 二 区 る 3 丁目 ? 番 10 号 

豊 団 (07962)2ー6174  〒668 穫 了 市 旭 市 上 町 下 短 77 の 1 

< 京 。 都 > 

京都 技術 セン ター 本 (O75)681 一 9551 〒601 京都 市 陽 区 上 委 羽 荻田 古 48 番 地 
人 〒62O 福 知 山 市 未 広 印 6 一 13 









人 き (0775)43 一 2331 〒520-21 大 幸 市 寺 林 困 11 一 35 
産 根 。 (0749)23ー86B8  〒522 刻 根 市 古 濯 果 406 番 地 の 1 


く 番 川 > 
高松 投 条 セ ンタ ー ag(0878)23-ー4980  〒760 高松 市 明日 町 6 丁目 2 番 8 号 





















利島 > 
徳馬 OB86)25 8840 . T770 和 島 市 中 害 三 筐 加 3 丁目 1 番地 14 


< 高 。 知 > 
高 知 gg(O888)83-7039 〒 ェ 280 ) 誠 市 放 須 高須 地 西 の 丸 960 番 1 
< 藤 糞 > 
- (0899)73 一 04.21- 者 〒79 松山 市 高岡 還 78 番 1 | 
愉 (0897)43 一 8854  〒792 新 浜 市 国 備 1 丁目 甲 1799 番 地 の 4 
全 (0895)24 一 1975  〒798 宇和 全市 中 次 町 1 丁目 1 番 20 号 
< 賠 。 山 > 
岡山 技術 セン ター  @(O862)92-583O  〒70-03 陣 山 県 箇 座 早島 団 大 字 矢 尾 828 
















| 幸 山 。 補 (0868)22-6296 N 〒708. 当山 市 当番 地 の 8 
く 鳥 取 
委 取 Te8o 鳥取 市 青葉 町 2 丁目 204 番 地 
、 伺 > 
場 山 (OB952- ー0736 〒 ツ の 0 福 山 市 津守 同 大 字 津 之 発 字 上 開 地 
広島 技術 セン ター  g(O82)874 一 61OO  〒931-0 広 供 市 安佐 南 区 西原 2 丁目 13 番 4 号 
東 広島 。 愉 (0824)28 一 かー ee 東 広島 市 八本松 還 島田 2710 一 2 
く 筐 
松 江 窒 (0852)21 一 61 19" ” ェ e9o 松江 市 本 六田 3 丁目 1 番 10 避 
< 山 ロ > 
* 山 口 技術 セン ター な (O8397)2-4525  〒744 可 表 郡 小郡 印 若 華 町 4 番 12 号 
東山 口 gw〈O833)44-OO53 。 〒Z45 下松 市 末 臣 中 6753 
下 軸 な (OB32)56-265O 。〒751 下 較 市 各 骨 凍 還 2 丁目 1 一 4 
〈 福 周 っ 
* 福 岡 技術 セン マー (092)572-2617  〒816 補 陥 名 区 草 相 田 2 丁目 12 番 1 写 


(0942)21 一 7858  〒830 久生 米 市 上 連 果 1682 一 2 
(093)592-ー6510 、〒803 北 九 市 小 意 北 区 大 手 印 6 番 12 号 
。S0948)24- 9283 〒820 旨 末 | 手 吾 の 272 = 2 











な CO956〉33- -7288 7-1 107- 5 
< 


っ 佐 。 机 ) 
。。 佐 . 買 。 介 (0952)2 OS 月 、 *840. 佐 制 反 大 リピ 五 太 誰 電 2043-2 


大 分 - 全 (0975)3 CO518 ” =870 大 分 市 中 春日 団 16 番 20 号 
< 鹿 児 島 > 

話 児 島 技術 セン ター (ODN PS 鹿児島 市 科 洪 新町 12 生 1 号 
埋 








き 
宮崎 。 較 O985)28-8371 〒880 宮 夫 市 原因 4 番 1? 号 
延 岡 愉 (0982)21 一 7744 〒882 延岡 市 王 紗 町 2 170 
< 球 本 * 
熊本 技術 セン ター (096)372 一 1251 〒862 熊本 市 新屋 敷 3 丁目 15 番 17 号 ni 
八代 の ピー な 〒866 八代 市 表 島 東 買 7 号 14 * 








沖 纏 > 
沖縄 技術 セン ター 合 (098)866-5562 〒9 0 0 型 還 市 起 2 丁 目 10 番 刀 の 1 


お 電話 で お 容 せ いた だ ぐ 場 合 は 、 電 話 番号 を よ ぐ お 寿 の め の 上 、 お か けい た だ こよ うお 願い 申 レ し 上げ ます 。 ! 
所 在 好 ・ 電話 番号 な ど は 外 わ る こと が あり ます の で 、 そ の 範 は ご 傘 仙 雇い まず 。 。 。 


グ ャ ー 欠 株 式 会 1 545 大 阪和 区 長池 22 生 22 電話 (05 0221 午 








ヽ ナ 


お 願い 


、 こ の 製品 を 持ち 運ぶ 際 は 、 必 ず 次 の こと を お 守り くだ さい 。 
ハー ドカ バー を 取り 付け て くだ さい 。 
計算 機 の ミゾ に ハー ドカ バー の 突起 部 分 を 確実 に 入れ て くだ さい 。 


(5) 


. この 製品 を 分 解 し な いで くだ さい 。 
ー、 お 客 様 が 製品 を 分 解 さ れん て 生じ た 故障 は 、 保 証 期間 内 で あっ て も 無料 修理 
の 対象 に な り ま せん の で ご 注意 くだ さい 。 
TCAUZ1015ECZZ 


